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　第二十一章　覚かく醒せい（承前）　西暦二〇二六年七月七日／人界暦三八〇年十一月七日




　　　６




「てめえ……だけは……!!　許さ……ね…………」

　どかっ!!

　と鈍にぶい音が響ひびき、二本目の剣がクラインの背中を貫つらぬいた。

　いまだ涸かれないことが不思議なほどに、止とめ処どない涙なみだがアスナの両りよう眼めから溢あふれた。

　深々と縫ぬい留とめられながらも、なおも右手で地面を搔かこうとするクラインを、黒ポンチョの煽せん動どう者しや──かつての殺人ギルド《ラフィン・コフィン》の頭首ＰｏＨプーは、厭いとわしそうに見下ろした。

「あーあ、見てらんねぇなァ。雑ざ魚こは雑ざ魚こらしく引ひっ込こんでりゃいいのに、のこのこ出てくるからそんな目に遭あうんだよ」

　両手を広げてやれやれとばかりに首を振ふり、クラインの背後に立つ赤騎士プレイヤーたちに、アスナには聞き取れない言語で何かを指示する。プレイヤーの一人が頷うなずき、新たな剣を振ふりかぶる。

　三本目の刃やいばが、残りわずかと思われるクラインのＨＰを吹ふき飛とばすべく、ぎらりと輝かがやいた、その時。

「ハジマ────ッ!!」

　恐おそらく韓かん国こく語ごと思われる絶ぜつ叫きようとともに、後方の人ひと垣がきから猛もう然ぜんと走り出てきた一人の赤騎士が、クラインに振ふり下ろされようとしていた剣を自分の剣で受け止めた。




　　　＊＊＊




　──噓うそだろ……なんでこんなに痛いんだ。

　趙月生チヨ・ウオルセン／ムーンフェイズは、地面に倒たおれ込こんだまま、黒ポンチョの男に斬きられた背中の痛みに耐たえていた。

　月生が使っているアミュスフィアは、ごく弱いレベルの痛覚しか発生させられないはずだ。実際、ずっとプレイしている《シルラ・エンパイア》では、たとえ巨きよ大だいなドラゴンのあぎとにアバターを頭から嚙かみ砕くだかれようとも、痺しびれに似たショックを感じる程度だったのだ。

　なのに、いま月生は、バーナーで炙あぶられるが如ごとき強きよう烈れつな疼うずきを感じている。

　いや、現実世界で同じ傷を受けた時の痛みは、恐おそらくこんなものではない。黒ポンチョ男は、肉厚の中ちゆう華か包丁を思わせる凶きよう悪あくな武器を、そこそこのベテランプレイヤーだと自じ認にんする月生にも反応できないほどのスピードで振ふるったのだ。現実であんな攻こう撃げきを喰くらったら恐おそらく即そく死し、そうでなくても意識を保っていられないほどの激痛があるはずで、だからこの痛みはあくまで仮想の疑ぎ似じ感覚に過ぎないのだろう。

　しかし、そうと解わかっていても、耐たえがたいものは耐たえがたい。状じよう況きようを放ほう棄きして、いますぐにログアウトしてしまいたいくらいに。

　だが月生ウオルセンは、黒い土の上で無様に体を丸めながらも、痛みを堪こらえ続けた。

　なぜなら、どうしても納なつ得とくできないのだ。

　アメリカ、中ちゆう国ごく、韓かん国こくの有志が共同開発している新作ＶＲＭＭＯ─ＲＰＧのテストサーバーを、日本のハッカーたちが《攻こう撃げき》し、ゲーム世界で開発者たちを殺している。日本人の蛮ばん行こうを止めるために、共に戦ってほしい。

　月生たち韓かん国こく人じんプレイヤーと中ちゆう国ごく人じんプレイヤーは、ＳＮＳでのそんな呼びかけに応じてこのＶＲＭＭＯにダイブした。そして実際に、日本人プレイヤーの集団がアメリカ人と思おぼしき集団を攻こう撃げき、殲せん滅めつするシーンを目もく撃げきした。

　しかし──あれは本当に、呼びかけの発信者が説明していたとおりの光景だったのだろうか。

　月生の目には、必死なのは日本人たちのほうで、攻こう撃げきされていたアメリカ人のほうがむしろゲーム気分だったように見えたのだ。その印象は、数万にも及およぶ韓かん国こく人じん、中ちゆう国ごく人じんプレイヤーの《救きゆう援えん》によって戦せん況きようが逆転し、日本人たちがほぼ無力化されたいまも変わらない。装備を破は壊かいされ、ＨＰが尽つきる寸前になっても、まだ何かを必死に……そう、壊こわすのではなく守ろうとしているように感じる。

　月生が黒ポンチョの男に斬きられる寸前に、日本人集団の中の、ネイティブな韓かん国こく語ごを話す女性プレイヤーが訴うつたえていた。

　──あなたたちは騙だまされています。このサーバーは日本企業のもので、私たちは正規の接続者です。あなたたちは、偽にせの情報を与あたえられて、開発の邪じや魔まをさせられているんです。

　シウネーと名乗る女性プレイヤーの声と表情には、月生の心に強く訴うつたえかける何かがあった。混戦の中で苦労して彼女に近付き、「あんたの話を証明する手段はあるか」と訊たずね、それに対してシウネーの仲間が日本語で何かを言おうとしたその時、月生は黒ポンチョの男の斬ざん撃げきを受けて立ち上がれなくなってしまったのだ。

　その後の展開はめまぐるしく、しかも一方的なものだった。日本人プレイヤーたちは深しん紅くの軍勢に圧あつ倒とうされ、大半はＨＰを全損して強制ログアウト、生き残った二百人足らずも武器を奪うばわれて一箇か所しよに集められた。

　そこで再び最前列に姿を現あらわした黒ポンチョ男は、勝利宣言をするのかと思いきや、奇き妙みような行動に出た。

　日本人プレイヤーの支し援えん部隊と思おぼしき一団から、車くるま椅い子すに座すわり、二本の剣を抱かかえた黒衣のプレイヤーを連れ出し、日本語で盛さかんに話しかけ始めたのだ。

　これはいよいよ何かがおかしい、と月生ウオルセンは改めて感じた。

　仮想世界で──ＶＲＭＭＯで車くるま椅い子すとはどういうことか。

　月生がプレイしている《シルラ・エンパイア》でも、足に部位欠損ダメージを喰くらったり、不具クリプルデバフを掛かけられたりすると自由に歩行できなくなることはあるが、魔ま法ほうや薬、時間経過で完全に回復する。車くるま椅い子すが必要なほど長期間にわたって歩けないなら、それはもうゲームのペナルティとは呼べない。

　それに黒衣の若者は、意識にも何らかの障害をきたしているようだ。黒ポンチョの呼びかけに何ら反応せず、体を揺ゆすられてもされるがままになっている。いっそＮＰＣか、プレイヤーが接続していない抜ぬけ殻がらのアバターなのか、とさえ思える。

　やがて黒ポンチョは、苛いら立だったように車くるま椅い子すの銀輪に足を掛かけると、容よう赦しやなく蹴けり倒たおした。瞬しゆん間かん、月生は背中の痛みを忘れて息を吞のみ、周囲の韓かん国こく人じんプレイヤーたちからもわずかながら途と惑まどいの声が漏もれた。

　地面に倒たおれた若者は、そこでようやく自発的な反応を見せた。

　それまで大切そうに抱かかえていた二本の剣のうち、白い剣に向けて左手を伸のばしたのだ。彼の右みぎ腕うでが肩かた口ぐちから失われていることに、月生は遅おそまきながら気付いた。

　しかしその手は届かなかった。先に剣を拾った黒ポンチョ男が、子供にいじわるするように少し高いところまで持ち上げたからだ。若者は、這はいつくばったまま懸けん命めいそうに剣を取とり戻もどそうとする。その左ひだり腕うでを黒ポンチョ男がむんずと摑つかみ、乱暴に引っ張り上げる。何かを叫さけびながら、右手で若者の頰ほおを二度、三度と叩たたく。

　不意に、新たな叫さけび声ごえが響ひびき渡わたった。

　拘こう束そくされていた日本人プレイヤーの一人、サムライのような鎧よろいを身につけ、頭にバンダナを巻いた男が、黒ポンチョに摑つかみかかろうとしたのだ。

　しかし直後、背後から韓かん国こく人じんプレイヤーの剣が振ふり下ろされ、サムライの体を深々と貫つらぬいた。月生以上の激痛に見み舞まわれたはずなのに、彼は尚なおも前進しようとしたが、二本目の剣がそれを妨さまたげた。

　串くし刺ざしにされたサムライ男に、黒ポンチョが歪ゆがんだ笑えみを向ける。赤騎士たちに、韓かん国こく語ごで命令する。

「そいつは邪じや魔まだ。殺せ」

　頷うなずいた赤騎士の一人が、三本目の剣を振ふり上あげた。

　もうこれ以上、黙だまって見ていることはできなかった。シウネーの説明が真実だという確証を得られたわけではないが、少なくとも黒ポンチョの、車くるま椅い子すを足あし蹴げにするような遣やり口くちは嫌けん悪おせざるを得ないし、逆にサムライ男の必死の行動からは、仲間を守りたいという一念が強く伝わってきたのだ。

　月生も、日本という国に対してはいいイメージを抱いだいているとは言えない。過去の歴史問題や領土問題を別にしても、いろいろな面で閉へい鎖さ的、侮ぶ蔑べつ的で、まるで自分たちだけが東アジアの一等国であるかのようにふるまうからだ。ザ・シード連結体ネクサスを、欧おう米べいには開放しているのに、韓かん国こく、中ちゆう国ごくからは遮しや断だんしているのもその現れだ。

　────でも。

　総体としての日本国が、日本人たち一人一人とイコールの存在ではないはずだ。ＶＲＭＭＯ以前のＰＣゲームには、数少ないながらも国際サーバーを立てているタイトルもあり、そこで日本人プレイヤーに不ふ愉ゆ快かいな思いをさせられたりもしたが、逆に楽しく、仲良く遊んだことだってもちろんある。

　月生ウオルセンはいま、黒ポンチョ男に嫌けん悪お感を抱いだき、シウネーやサムライ男を信じたいと思っている。日本人だからとか、韓かん国こく人じんだからとかは関係ない。ただ、単純に、こうするべきだと叫さけぶ声が聞こえるのだ。

　身動きした瞬しゆん間かん、再び目も眩くらむような激痛が背中から発生して頭を貫つらぬいたが、歯を食くい縛しばって立ち上がる。剣を抜ぬき、胸いっぱいに空気を吸すい込こんで──。

「…………やハめジろマ────ッ!!」

　ありったけの音量で怒ど鳴なると、月生は地面を蹴けった。

　与あたえられた赤騎士アバターのステータスは平均的で、普ふ段だんシルラ・エンパイアで使っているスピード型の《ムーンフェイズ》に比べると動作が重い。しかしいかなる力の作用なのか、いまだけは疾しつ風ぷうのような勢いで荒こう野やを駆かけ抜ぬけた月生は、サムライ男の命を断たとうとしていた剣を辛からくも自分の剣で受け止めた。

「お前……何のつもりだ!!」

　眼前の赤騎士が、驚おどろきと、それに倍する怒いかりのこもった韓かん国こく語ごで怒ど鳴なる。もし中ちゆう国ごく人じんだったら意思疎そ通つうは不可能だったが、このささやかな幸運を無む駄だにするまいと、月生は懸けん命めいの説得を試みる。

「お前こそ、何かおかしいと思わないのか!?　もう戦いは終わったんだ！　なのに、どうしてこんな、私刑リンチみたいな真ま似ねをする必要があるんだ!?」

　それを聞いた同国人は一いつ瞬しゆん押おし黙だまり、視線を足あし許もとのサムライ男と、月生の後方に倒たおれているはずの車くるま椅い子すの若者に向けた。バイザーの奥おくにある両りよう眼めが、動どう揺ようしたように瞬まばたきを繰くり返かえす。やはりこのプレイヤーも、戦せん闘とうの熱ねつ狂きようが冷めるにつれて、途と惑まどいを感じ始めていたのだろう。斬きり結ぶ剣から、徐じよ々じよに力が抜ぬけていく。

　しかし、月生が言葉を重ねる前に、この場をぐるりと取り囲む人ひと垣がきから鋭するどい声が飛んできた。

「裏切り者ペシンジヤ!!」

「そいつも殺せ!!」

　同どう胞ほうたちの怒いかりに背中を押おされたかのように、眼前の赤騎士が再び剣を握にぎり直した。

　だが次に聞こえたのは、予想外の言葉だった。

「待て！　そいつの話を聞こう！」

「確かに、あのポンチョ男はやり過ぎだぞ！」

　見れば、人ひと垣がきのあちこちで、韓かん国こく人じんプレイヤー同士が議論を始めている。その火種はあっという間に燃え広がり、生き残った日本人も皆みな殺ごろしにするべしという強きよう硬こう派はと、事情がちゃんと説明されるまで待とうという穏おん健けん派はに分かれて激しく言い合う。同様の対立は中ちゆう国ごく人じんたちにも伝でん播ぱし、意味は解わからないが刺とげ々とげしい怒ど鳴なり声ごえが荒こう野やに飛とび交かう。

　この状じよう況きようを、唯ゆい一いつの指揮官はどう収めるつもりなのか。

　そう思って、月生ウオルセンが振ふり向むくと──。

　地面に倒たおれる隻せき腕わんの若者のそばに立つ黒ポンチョ男は、肉厚の包丁型ダガーを指先でくるくる回しながら、フードの奥おくの口くち許もとを大きく歪ゆがめていた。

　その表情が、怒いかりではなく、哄こう笑しようを堪こらえているのだと気付くのに少し時間がかかった。月生の背中に、痛みを打ち消すほど冷たい戦せん慄りつが走った。

　黒ポンチョ男は、中ちゆう韓かん米べいが共同開発しているゲームの関係者などでは決してない。そもそもそんなゲームが実在するのかも怪あやしい。正体は不明だが、単に、リアルな血と苦痛の存在するこの戦場で、各国のプレイヤーを戦わせる……いや殺し合いをさせる。それだけが彼の目的なのだ。

「…………悪魔アンマ…………」

　自分の口から、そんな掠かすれ声ごえが零こぼれるのを月生は聞いた。




　　　＊＊＊




　ヴァサゴ・カザルスは、サンフランシスコのスラム街であるテンダーロイン地区で、ヒスパニックの母親と日系の父親のあいだに生まれた。

　アメリカでは、明らかに子供の不利益となる名前は出生届の受付機関に却きやつ下かされる。だから母親は、デヴィルやサタンの代わりにヴァサゴと名付けた。役人は、それが《地獄の王子プリンス・オブ・ヘル》と称しようされるマイナーな悪あく魔まの名であることを知らずに受理した。

　母親が子供に悪あく魔まの名前をつけようとする理由はおおむね一つしかない。望んでいないのに生まれたから──もっと言えば憎にくんでいるからだ。

　両親がどのように出会ったのか、詳くわしくは知らないし知りたくもないが、簡潔に表現するならば《金で買われた》ということらしい。妊にん娠しんは計画外のことで、母親は堕だ胎たいを望んだが、父親が命じて産ませた。ならば父親だけは赤あかん坊ぼうを愛したかというとそんなこともなく、たまに健康状態をチェックしにくるくらいで、お土産みやげにおもちゃの一つも持ってきたことはない。彼がヴァサゴに与あたえてくれたのは日本語を話す能力くらいのものだ。

　父親がなぜヴァサゴを堕だ胎たいさせず、最低限の養育費まで与あたえたのかは、ヴァサゴが十五歳になった頃ころに解わかった。

　父親の家庭には先天性の腎じん不ふ全ぜんを患わずらっている子供がいて、彼のためのドナーになれと言われたのだ。拒きよ否ひはできなかった。しかしヴァサゴはひとつ条件を出した。父親の祖国である日本で暮らしたい、と。ドナーの役割を果たせばもう父親にとってヴァサゴの存在価値はなくなるので、いつまで金を貰もらえるか解わからない。このままスラム街に留まってもドラッグの売人になるくらいの未来しか想像できず、それならばいっそ国を出て、全てをやり直したかった。

　父親は条件を吞のみ、ヴァサゴは左の腎じん臓ぞうと引ひき替かえにパスポートとエアチケットを手に入れた。母親に別れの挨あい拶さつもせずに日本へと渡わたったヴァサゴを待っていたのは、しかし、いっそう過か酷こくな運命だった。

　日本の法律では国際養子縁えん組ぐみには複雑な手続きと厳格な審しん査さが課せられていて、しかも仮に養子縁えん組ぐみが成立したとしても、六歳以上の子供には在留資格が与あたえられない。ゆえに最初からヴァサゴには、裏社会で生きていく道しかなかったのだ。

　ヴァサゴは韓かん国こく系の犯罪組織に拾われ、組織は英語、スペイン語、日本語を話せるヴァサゴに偽ぎ造ぞうＩＤを与あたえて、暗殺者として教育した。

　二は十た歳ちになるまでの五年間で九回の《仕事》を成功させたヴァサゴの、十回目の任務はそれまでとは全く勝手の違ちがうものだった。

　現実世界では決して近づけない相手を、仮想世界で殺す。

　最初にそう言われた時はまったく意味が解わからなかったが、数日前に発生していた《ＳＡＯ事件》の概がい要ようを聞いてようやく理解できた。事件に巻まき込こまれたターゲットは、警備の厳しい自宅で介かい護ごされていて絶対外に出てこない。デスゲームに任せてもいつ死ぬのかは解わからないし、死なずに脱だつ出しゆつする可能性もある。しかし同じゲームにダイブし、相手のＨＰをゼロにすれば、現実世界でナーヴギアが殺してくれる。

　それでもまだ、大きな問題が三つあった。

　暗殺者であるヴァサゴもゲームがクリアされるまでログアウトできなくなってしまうことと、ゲーム内で死ねば本当に死んでしまうこと、そしてヴァサゴ自身がターゲットを攻こう撃げきするわけにはいかないこと。誰だれが誰だれを攻こう撃げきしたのかというログが取られていれば、暗殺の証しよう拠こが残ってしまうからだ。

　困難極きわまる任務の報ほう酬しゆうとして、組織はとんでもない金額を提示した。たとえ成功しても実際に支し払はらわれる可能性は低いとヴァサゴは考えたが、どちらにせよ拒きよ否ひ権けんはなかった。

　未使用のナーヴギアはほとんど警察によって押おう収しゆうされていたが、組織はどこからか一台入手してきた。あとはＳＡＯのソフトと、自らデスゲームに飛とび込こむという意思さえあれば、ログインを阻そ止しする手段は警察にも開発会社にもない。最後の、そして予想外の難関はキャラクターネームで、テレビゲームなどやったことのないヴァサゴは名前を決めあぐねたが、母親に与あたえられた本名の由来から《ＰｏＨプー》とした。

　初めて経験する真の仮想世界は、ヴァサゴの人格を変容、あるいは解放させた。周囲の日本人プレイヤーたちが、何年も忘れていた父親やその家族を思い起こさせ、自分がどれほど彼らを──東アジア人全てを憎にくんでいるのかをようやく自覚できたのだ。

　仕事だからターゲットは殺す。しかしそれ以外のプレイヤーも、殺せるだけ殺す。

　そう決めたヴァサゴは、ＳＡＯ最大の殺人レツドギルド《ラフィン・コフィン》を組織して、本来のターゲット以外にも膨ぼう大だいな数のプレイヤーの命を奪うばった。やがて大きくなりすぎたギルドの舵かじ取とりに飽あきると、攻こう略りやく組ぐみとぶつけて潰かい滅めつさせ、最大最高の獲え物ものと見定めた《閃せん光こう》と《黒の剣士》殺害に向けていよいよ自ら動き出そうとしたところで、ゲームがクリアされてしまったのだ。

　デスゲームから現実世界に帰き還かんしたヴァサゴが最初に感じたのは、喜びではなく虚きよ脱だつと失望だった。あの夢のような世界には二度と戻もどれないと知りつつ、同じ体験を追い求めてアメリカに戻もどることにした。約束の報ほう酬しゆうを払はらい渋しぶった組織のボスを殺し、金を奪うばって渡と米べいすると、サンディエゴに拠きよ点てんを置く民間軍事会社ＰＭＣのサイバー・オペレーション部門に潜もぐり込こんだ。

　州兵や海兵隊相手のＶＲ戦せん闘とう訓練で、ＳＡＯで鍛きたえ上あげた技術を存分に発揮したヴァサゴはたちまち教官に抜ばつ擢てきされたが、かつてとは比べものにならないほど安定した生活を手に入れても心は満たされなかった。

　もういちど。もういちどだけあの世界に行きたい。全てがデジタルの作り物で、それゆえに人間の本ほん性しようが露あらわになる、噓うそにまみれた真実の世界に。

　そう願い続けた果てに、アンダーワールドという名の恐おそろしいほどリアルな仮想世界で、《閃光》、そして《黒の剣士》と再び巡めぐり逢あえたのはもはや奇き跡せきではなく運命と言うべきだろう。

　いまは何らかの理由で精神に変調をきたしているようだが、周囲のプレイヤーたちを片かたっ端ぱしから殺していけば、剣士は必ず目覚めてくれるはずだ。そういう男だからこそヴァサゴは──ＰｏＨプーは黒の剣士に、かつて出会ったどんな人間よりも強く惹ひかれたのだ。この男を自分の手で殺せれば、直後に自分を殺してもいい、と思えるほどに。

　まずは、偽にせ情報でアンダーワールドに引ひき込こんだ中ちゆう国ごく人じんと韓かん国こく人じんたちを同どう士し討うちで血の海に沈しずめる。もとより、急ごしらえの噓うそが長続きするとは思っていない。すでに少なからぬ人数が状じよう況きように違い和わ感かんを抱いだき、まだ愛国心に燃えている連中と言い争いを始めている。緊きん張ちようが限界に達した瞬しゆん間かん、小さな火花を散らしてやるだけでいい。

　少し離はなれた場所では、先刻一いち撃げきくれてやった韓かん国こく人じんプレイヤーがしぶとく同どう胞ほうを説得しようとしている。あの男の首を落とし、腰こし抜ぬけの臆おく病びよう者ものどもは全員殺せ、と叫さけんでやれば、血気にはやる愛国者どもは容易たやすく剣を抜ぬくだろう。

「待ってろよ……すぐに目を醒さまさせてやるからな……？」

　虚うつろな表情で地面に倒たおれたままの黒の剣士に、ヴァサゴはそう囁ささやきかけた。若者の横顔が、腎じん臓ぞう移植手術の直前に一いつ瞬しゆんだけ垣かい間ま見みた異母兄にどこか似ていることにいまになって気付き、胸むねの奥おくが鋭するどく疼うずく。

　まずはこの世界で《黒の剣士》と《閃せん光こう》を殺してログアウトさせたら、自分も離り脱だつする。そしてオーシャン・タートルのどこかにいるはずの二人を見つけて、最大の愛情を注ぎながらもういちど殺す。

　その瞬しゆん間かんを想像しただけで、十五歳の時に腎じん臓ぞうを奪うばわれて以来消えたことのない、左脇わき腹ばらの痛みが和やわらぐ気がした。

　フードの奥おくで微ほほ笑えみ、足あし許もとに横たわる若者にもういちど囁ささやく。

「お前が寝ねぼけてると、みんな死んじまうぞ。頼たのむから、早く起きてくれよな」

　右手に愛剣《友切包丁メイト・チヨツパー》を遊ばせながら、ヴァサゴはゆっくりと歩き始めた。




　　　＊＊＊




　じゃりっ。

　魂たましいの力を失いかけたアスナの耳に、誰だれかの靴くつ底ぞこが乾かわいた地面を踏ふむ音が届いた。

　じゃり、じゃり。機械のように無機質で、しかし踊おどるようにリズミカルな音。かつて、いまはなき浮ふ遊ゆう城じようで何度か聞いた、死神の足音。

　顔を上げると、二十メートルほど離はなれた場所で横たわるキリトの傍そばから、こちらに向かって歩み寄る黒ポンチョのシルエットが見えた。

　いや、目指しているのはアスナではない。右側で二本の剣に貫つらぬかれているクラインだ。ほとんど気力だけで死を遠ざけているように思える侍さむらいに、自らとどめを刺さすつもりだろうか。

　一いつ瞬しゆんそう考えたアスナだったが、すぐにそれも違ちがうと直感した。

　倒たおれるクラインの近くでは、赤い鎧よろいの騎士二人が、アスナには理解できない韓かん国こく語ごで盛さかんに言い合いをしている。気付けば、日本人プレイヤーの生き残りとアンダーワールド人部隊をぐるりと取り囲む数万の大軍勢も、そこかしこで激しく対立しているようだ。

　恐おそらく、ＰｏＨプーの言葉をまだ信じているプレイヤーが、噓うそだと気付いたプレイヤーを糾きゆう弾だんしているのだろう。このままでは、何かちょっとしたきっかけで、前者が後者に向けて剣を抜ぬきかねない。そんなことになったら、憎にくしみの連れん鎖さは中ちゆう韓かん連合軍のプレイヤーにまで広がってしまう。恐おそらく、ＰｏＨはそれを止めようと…………

　────違ちがう。

　違ちがう。違ちがう。

　あの男は、戦場に広がりつつある新たな対立に、自ら火をつけるつもりなのだ。

　かつて、自分が作った殺人ギルド《ラフィン・コフィン》のアジトの所在地を攻こう略りやく組ぐみに密告して、血みどろの討とう伐ばつ戦を演出した時のように。

　自らの手勢を半減させてまで得ようとしているものが何なのかは解わからない。だが途と轍てつもなく悪い何かが起きることだけは確信できる。

　ＰｏＨプーは、悠ゆう然ぜんと歩きながら韓かん国こく語ごで何かを指示した。

　クラインを拘こう束そくしていた二人が、一いつ瞬しゆんの途と惑まどいを振ふり切きるようにもう一人に摑つかみかかり、両りよう腕うでの自由を奪うばった。

　黒ポンチョの死神が、ぱしっと音をさせて肉厚の包丁を握にぎり直す。

　自ら《裏切り者》を処しよ刑けいし、その首を掲かかげることで、いまなお自分を信じる中ちゆう韓かんプレイヤーたちを煽せん動どうして仲間を攻こう撃げきさせるために。

　そんな真ま似ねを許してはいけない。アンダーワールド人たちを守るという最終目的のためには、赤騎士たちの同どう士し討うちを止めるべきではないのかもしれないが、たとえ半減したところでまだ一万以上だ。しかも彼らはいままで以上に深い怒いかりと敵意を滾たぎらせ、それを日本人とアンダーワールド人に向けようとするだろう。

　何より、ＰｏＨの煽せん動どうによって殺されようとしている半数の中ちゆう韓かんプレイヤーは、この世界の真実に気付きつつある……つまり日本人プレイヤーの言葉を信じてくれた人々なのだ。そんな彼らを見捨てるなど、決して許されない。

　動かなければ。立ち上がり、剣を構えて、ＰｏＨの処しよ刑けいを止めなければ。

　でも、手にも、足にも力が入らない。呼吸するたびに、全身に受けた無数の傷が激しく疼うずき、気力を削そいでいく。

　…………だめ…………立てないよ。

　乾かわいた地面に膝ひざを突ついたまま、アスナは弱々しく息を吐はき出だした。

　ゆっくりと背中を丸める。汚よごれ、ほつれた髪かみが肩かたから滑すべり落おち、視界を遮さえぎる。

　いよいよ近づく死神の足音を聞きながら、涙なみだの滲にじむ両りよう眼めを閉じようとした────

　その時。




　だいじょうぶ。

　立てるよ、アスナなら。




　誰だれかの声が、耳みみ許もとでかすかに、しかしきっぱりと響ひびいた。

　誰だれかの手が、両りよう肩かたをやさしく、しかし力強く包つつみ込こんだ。

　温かな光が体に──心に流ながれ込こんでくる。爽さわやかな風が全身の痛みを吹ふき散ちらす。




　さあ、立って、アスナ。

　大切なものを守るために。




　アスナの右手がぴくりと動き、地面の上を這はって、そこに転がっていたものを摑つかんだ。

　創世神の細剣レイピア《ラディアント・ライト》の柄つか。

　顔を上げると、黒ポンチョの死神が、血のような紅あかにぎらつく包丁を高々と振ふりかぶったところだった。拘こう束そくされた赤騎士が、恐きよう怖ふに駆かられたかのように全身を竦すくませた。周囲の喧けん噪そうがいっとき収まり、無数の視線が無む慈じ悲ひな刃やいばに集中した。

　息を止め、歯を食くい縛しばり、残された力の全てをかき集めて、

　アスナは地面を蹴けった。

「う……ああああああ────ッ!!」

　血を吐はくような雄お叫たけびとともに、右手のレイピアを引ひき絞しぼる。鋭するどい切っ先から、白い閃せん光こうが迸ほとばしる。かつて何千、何万回と放った基本技わざ、ソードスキル《リニアー》。

　ＰｏＨプーは、さすがの反応でアスナの奇き襲しゆうに気付くと、

「オッ……」

　というような声を漏もらしながら上体を反らせた。遠ざかるフードの奥おくの暗くら闇やみ目め掛がけて、アスナは懸けん命めいに右手を突つき入いれた。

　かすかな手応え。黒い巻き毛がひと房ふさ宙を舞まい、浅黒い肌はだから数すう滴てきの鮮せん血けつが飛び散った。

　──躱かわされた！

　ソードスキルの発動後に大きな隙すきができてしまうのは、アインクラッドもアンダーワールドも同じだ。刹せつ那なの、致ち命めい的な硬こう直ちよくを課せられたアスナの胴どう体たい目め掛がけて、ＰｏＨの包丁が唸うなりを上げて襲おそいかかる。

　しかし同時に、アスナはＰｏＨの足あし許もとめがけてイメージを集中させていた。

　地面からうっすらとした虹にじ色いろの光が放たれ、消える。アスナは、創世神ステイシアの力によって、ＰｏＨの軸じく足あしの下に数センチの出っ張りを生成したのだ。

　ごくささやかな地形操作だったが、頭を雷らい光こうのような痛みが貫つらぬいた。その代だい償しようと引ひき替かえに、黒い死神は体勢を崩くずし、包丁はアスナのドレスを大きく切きり裂さくに留まった。

「く……うッ！」

　硬こう直ちよくから解放されたアスナが、再びレイピアを引ひき戻もどす。

「ウオッ！」

　ポンチョを大きくひらめかせたＰｏＨが、包丁を真上に構え直す。

　神速の突つき技わざと剛ごう強きような斬きり技わざが激げき突とつし、純白と深しん紅くが混交したスパークを振ふりまいた。

　ありったけの力を振ふり絞しぼり、交差する刃やいばを押おし戻もどそうとしながら、アスナは掠かすれた声で問いかけた。

「あなたは……何が望みなの」

　フードの下に覗のぞくＰｏＨの口くち許もとがにやりと歪ゆがみ、ざらついた声を放った。

「決まってるだろ。《黒》のヤツだよ……アインクラッドの五層で初めて殺そうとして殺せなかった時から、オレが望むのはアイツだけだ」

「……どうしてそんなに、キリトくんを憎にくむの。彼が、あなたに何をしたの」

「憎にくむ……？」

　心外そうに繰くり返かえすと、ＰｏＨプーはいくぶん顔を近づけ、囁ささやいた。

「オレがどれほどアイツを愛しているか、アンタなら解わかってくれると思ってたけどな。クソったればっかりの世界で、アイツだけが唯ゆい一いつ、無条件に信じられる男だった。オレがどんなに苦しめても壊こわれず、どんなに誘さそいかけても汚よごれず、いつだってオレに希望と喜びを与あたえてくれた。だから……オレのいない場所で、アイツがあんなになっちまったのが許せねぇんだよ。オレは絶対にアイツを目覚めさせてみせる。そのためなら、誰だれだろうと、何千人……何万人だろうと殺す」

　死神の口から放たれるおぞましい言葉は、黒い瘴しよう気きとなってアスナに絡からみつき、闘とう志しを奪うばおうとした。

「希望……？　喜び、ですって……？　あなたのしたことで、キリトくんがどんなに……どんなに…………!!」

　懸けん命めいに言葉を返すが、せめぎ合う包丁とレイピアの交こう錯さく点は、断続的に火花を散らしながら少しずつアスナに近づいてくる。

　いや──アスナの闘とう志しが揺ゆらいだせいだけではない。ＰｏＨの右手に握にぎられた魔ま剣けん・友切包丁メイト・チヨツパーが、生物のように震ふるえながら、少しずつ厚みと大きさを増しつつあるのだ。

　アスナの驚きよう愕がくにＰｏＨも気付いたのだろう、フードの奥おくの暗くら闇やみがにやりと嗤わらった。

「オレにも、ようやくこの世界の仕組みが解わかったよ。この場所じゃ、流れた血や失われた命がそのまんまエネルギーになるんだ。《光の巫み女こ》がぶっといレーザーでダークテリトリー軍を焼やき払はらった時みてぇにな」

　アンダーワールドの根幹であるそのシステムに関しては、アスナもダイブ前に説明を受けている。それがつまり《空間リソース》だが、基本的には複雑な術式コマンドを唱えるか、リソース吸収能力のある武具を装備しなければ使えないはずだ。友切包丁の大型化が空間リソースの作用によるものだとしても、ＰｏＨはコマンドを口にしていないし、包丁は恐おそらくＳＡＯ時代のキャラクターデータのコンバートで、アンダーワールド仕様のリソース吸収能力など持っているはずがない。

　しかしＰｏＨは、アスナのその思考をも読んだかのように、言葉を続けた。

「この《友切包丁》は、アインクラッドじゃ、モンスターを倒たおすたびにスペックダウンして、プレイヤーを……人間を斬きれば斬きるほどスペックアップするって仕様だった。ま、Ｍｏｂをうんざりするほど倒たおせば呪のろいが解けて、似たような名前のカタナに進化するらしいが当然そんなモンに興味はねぇ。ポイントは、人間の命を吸って強くなるっつう本来の性能が、アンダーワールドでも機能してるってことだ。この戦場には、アンタらが殺したアメリカ人部隊と、中ちゆう韓かん連合軍が殺した日本人部隊の命が渦うず巻まいてる。これから中ちゆう韓かんの奴やつらが殺し合えば、さらに大量の命が溢あふれる」

　死神が囁ささやくあいだにも、友切包丁メイト・チヨツパーはギギ、ギギ、と唸うなりながら巨きよ大だい化を続ける。ＧＭ装備であるアスナの《ラディアント・ライト》が、圧力に耐たえかねたかのように軋きしむ。あらゆる背景音が遠ざかり、自分の息いき遣づかいと心臓の鼓こ動どうだけが耳に響ひびく。

　まるで魔ま剣けんの主までもが背せ丈たけを増しつつあるかのように、アスナにのし掛かかりながらＰｏＨプーは言った。

「命をひとつ残らず吸い尽つくしたら、オレはこの世界の人工フラクトライトを片かたっ端ぱしから殺す。後ろで震ふるえてる連中だけじゃないぜ……？　暗黒界の化け物どもと、人界の人間どもを全部だ。何万人いるのか知らねぇが、そこまですりゃあ、アイツも目を醒さますだろうさ。オレが信じた《黒の剣士》なら、な」

　冷たい風が黒くろ革かわのフードを揺ゆらし、闇やみの奥おくの双そう眸ぼうを一いつ瞬しゆんだけ露あらわにした。仄ほの暗ぐらく光る、赤い眼め。

　悪あく魔まだ。人間ではない。本物の、悪あく魔ま。

　これが、ＰｏＨという男の本ほん性しようなのだ。アインクラッドでかぶっていた《陽気な煽せん動どう者しや》の仮面も、この戦場でかぶっていた《厳しい指揮官》の仮面も、全て偽いつわり。ほんとうは、あらゆる人間を苦しめ、苛さいなみ、殺すことだけを求める冷れい酷こくな復ふく讐しゆう者しや……。

　アスナの膝ひざから力が抜ぬけた。レイピアが再び軋きしみ、包丁の刃やいばが喉のど元もとに近づく。

「安心しな、アンタはまだ殺さねぇよ。これ以上、余計な邪じや魔まができないようにするだけだ。アンタには見届けて貰もらわなきゃいけないからな……。アイツが目覚めて、オレの腕うでの中で死ぬところを」

　友切包丁は、すでに当初の二倍近いサイズにまで巨きよ大だい化している。ラディアント・ライトが高く澄すんだ悲鳴を発し、刀身にかすかなひび割れが走る。

　がくりと地面に右みぎ膝ひざをついたアスナの視界を、フードから零こぼれてくる漆しつ黒こくの霧きりが覆おおった。暗くら闇やみの中で、分厚い鋼鉄の刃やいばと、深しん紅くの瞳ひとみだけがぎらぎらと輝かがやいた。

　力ちから尽つきる寸前の、アスナの背中を。

　もういちど、誰だれかの小さな手が支えた。




　だいじょうぶ。

　いつも、ボクがそばにいるから。




　アスナの胸の中央から、青く透すき通とおる光が迸ほとばしり、闇やみを切きり裂さいた。

　友切包丁の刀身に映る自分の背中から、純白の翼つばさが広がるのをアスナは見た。

　全ての音が戻もどり、戦場の喧けん噪そうに交ざって、仲間たちの声が聞こえた。

「アスナ!!　がんばって、アスナ!!」

「アスナさん!!　アスナさん────!!」

「立て、アスナ!!」

「アスナ────ッ!!」

　リズベット。シリカ。エギル。クライン。

　仲間たちだけではない。生き残ったサクヤやアリシャたちＡＬＯ組も、シウネーたちスリーピング・ナイツも、人界守備軍の騎士レンリやティーゼ、ロニエ、ソルティリーナ、多くの衛士や修道士たちまでもがアスナに声を届けてくる。

　──ありがとう、みんな。

　──ありがとう、ユウキ。

　──わたしは、まだ戦える。みんなの心が、わたしに力をくれる。

「…………負けない…………わたしは、あなたみたいな、憎にくむことしかできない人間には……絶対に、負けない!!」

　そう叫さけんだ瞬しゆん間かん、アスナの全身から白い光の波動が迸ほとばしり、ＰｏＨプーの体を大きく押おし戻もどした。

　立ち上がりながら、右手のレイピアをいっぱいに引ひき絞しぼる。タイムの花を思わせる淡あわい紫むらさきの閃せん光こうが刀身から幾いく重えにも放たれ、世界を染め上げる。

「ぬうっ……!!」

　踏ふみ留まろうとする死神の、がら空きの体めがけて。

　アスナは、《絶ぜつ剣けん》ユウキから受け取ったオリジナル・ソードスキルを発動させた。

　右上から五回。超高速の突つき技わざが、斜ななめに五つの輝き点てんを刻む。

　左上から五回。先の軌き跡せきとクロスして、さらに五つの光が貫つらぬく。

「ぐはっ……」

　鮮せん血けつの混じった空気を吐はき出だしながらも、ＰｏＨは巨きよ大だいな包丁に深しん紅くの輝かがやきを宿らせた。カウンターの大おお技わざに直ちよく撃げきされたら、残り少ないＨＰが間ま違ちがいなく消し飛ぶ。

　しかし、アスナの攻こう撃げきはまだ終わっていなかった。

「うおああああああああ──────ッ!!」

　残された全てのエネルギーをレイピアの切っ先に集中させて、クロスする軌き跡せきの中心へと、最後の──そして最大の一いち撃げきを解き放つ。

　十一連れん撃げきＯＳＳ、《マザーズ・ロザリオ》。

　流星にも似た紫むらさきの輝かがやきが、ＰｏＨの胸を貫つらぬいた。

　黒ポンチョの死神は、高々と宙を舞まい、遠く離はなれた地面に重い音を立てて落下した。

　全精神力を使い果たしたアスナは、再び片かた膝ひざを突つきながら、心の中でもういちど呼びかけた。

　──ありがとう、ユウキ。

　もう答えは聞こえなかった。もしかしたら、最初から、アスナの記き憶おくが生み出した幻まぼろしの手、幻まぼろしの声だったのかもしれない。たとえそうだとしても、全てが記き憶おくで構成されるこの世界では、それは決して偽いつわりではない。
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　そう──本来なら、このアンダーワールドでは、ＯＳＳマザーズ・ロザリオは使えないはずなのだ。旧ＳＡＯのソードスキルは比ひ嘉がや菊きく岡おかがザ・シードと一いつ緒しよに導入したのだとしても、マザーズ・ロザリオを継けい承しようしているのはＡＬＯのウンディーネ・アスナであり、コンバートしたわけではないステイシア・アスナにそのデータは付ふ随ずいしない。

　しかしＯＳＳは、ライトエフェクトをも伴ともなって正しく発動した。それがイマジネーションの力だというなら、アスナの記き憶おくからいっとき甦よみがえったユウキが励はげましてくれたのもまた真実だ。思い出は、永遠に消えることはないのだから。

　ＰｏＨプーのアバターは、まだ地面に横たわり続けている。しかし、ＧＭ装備による十一連れん撃げきをまともに喰くらって生きていられるとは思えない。他のプレイヤーたちと違ちがってＳＴＬを使っているはずなので、死んでもすぐには四散せず、人界人や暗黒界人のように死体がしばらく残るのだろう。

　レイピアを支えになんとか立ち上がると、アスナは振ふり向むき、クラインの様子を確かめた。まだ剣に腹を貫つらぬかれたままだが、拘こう束そく役だった三人のプレイヤーは傍そばを離はなれ、処しよ刑けいを止めにきてくれた四人目の赤騎士といっしょに啞あ然ぜんとした様子でアスナを見ている。

　一刻も早くキリトのもとに急ぎたかったが、まずはクラインの体から剣を抜ぬいて傷を癒いやそうと、そちらに歩み寄りかけた──その時。

　かすかに地面が震ふるえた、気がした。

　息を詰つめながら、もういちど振ふり向むく。

　倒たおれたままのＰｏＨプーはぴくりとも動かない。しかし、右手に握にぎられた友切包丁メイト・チヨツパーが、赤と黒の入り混じる異様な光を放っている。よく見ると、包丁を中心に、戦場の空気がゆっくりと渦うず巻まいているようだ。

「いけない……神聖力を吸収している!!」

　そう叫さけんだのは、人界部隊の前面に立つソルティリーナ衛士長だった。

　アスナは歯を食くい縛しばり、魔ま剣けんを破は壊かいするべく走り出そうとした。

　しかし一いつ瞬しゆん早く、あたかも宙に浮うかび上あがる友切包丁に引っ張られるような動きで、黒衣の死神が体を起こした。

　ポンチョの前まえ身み頃ごろは大きく破損し、タイトな革かわスーツに包まれた体が露あらわになっている。ＯＳＳの最終撃を被ひ弾だんした胸むな板いたには巨きよ大だいな穴が開き、向こう側の風景が見える。

　心臓を丸ごと吹ふき飛とばされながらも立ち上がったＰｏＨの姿を見て、アンダーワールド人たちが恐きよう怖ふの声を漏もらす。ここを通常のＶＲＭＭＯ世界だと認にん識しきしている中ちゆう国ごく、韓かん国こく人じんたちさえ激しくどよめく。

　恐おそらく、友切包丁が大量の空間リソースを吸収し、それをＰｏＨのＨＰに転てん換かんしているのだろう。そうと推測しつつも、アスナも全身が震ふるえるのを止められなかった。

　ＰｏＨは、ＳＴＬを使ってダイブしている。

　ならば、現実世界と同じレベルの痛みを感じているはずなのだ。アスナが槍やりで脇わき腹ばらを貫つらぬかれた時でさえ失神しそうなほどの苦痛を味わったのに、胸の真ん中に大穴を開けられる痛みとはいかなるものか、想像もできない。

　しかし死神は、血の滴したたる唇くちびるでにやりと笑い──戦場全体を震ふるわせるような、途と轍てつもない大声で叫さけんだ。

「同どう胞ほうたちよ！　これが日本人の本ほん性しようだ！　軟なん弱じやくな裏切り者を……そして汚きたない日本人どもを、一人残らず殺せ!!」

　韓かん国こく語ごのはずなのに、なぜか言葉の意味はアスナにも明確に認にん識しきできた。

　ＰｏＨが高々と掲かかげた友切包丁から、赤黒いオーラが迸ほとばしり、荒こう野やの果てにまで拡散した。

　オオオオ……。

　オオオオオオオオ!!

　中ちゆう韓かんプレイヤーの半数が、同じように剣を突つき上あげ、獰どう猛もうな雄お叫たけびを轟とどろかせた。

　彼らが、自分たちを説得しようとしていた穏おん健けん派はを攻こう撃げきし始めるのを……そしてその一部が、日本人プレイヤーの生き残りと、そしてアンダーワールド人部隊に向かって襲おそいかかろうとするのを、止める手段をもうアスナは持たなかった。

　突とつ然ぜん背後から突つき飛とばされ、地面に倒たおれ込こむ。傷だらけのレイピアが右手から離はなれ、乾かわいた土の上に転がる。

　そのずっと先では、黒くろ髪かみの若者が、アスナに向けて懸けん命めいに左手を伸のばそうとしていた。

「…………キリトくん」

　呟つぶやき、アスナも愛する人に右手を差さし伸のべながら、最後の時を待った。
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　教室でほんのわずかにうたた寝ねをしただけなのに、とても、とても長い夢を見ていたような気がした。

　楽しくて、苦しくて、悲しい夢。無人の廊ろう下かを歩きながら内容を思い出そうとするが、どうしても思い出せない。

　諦あきらめて、昇しよう降こう口ぐちで靴くつを履はき替かえる。

　校門を出ると、ひんやりと乾かわいた秋の風が、少し伸のびすぎた前まえ髪がみを揺ゆらした。

　通学バッグを左ひだり肩かたにかけ、両手を学生ズボンのポケットに突つっ込こんで、俺は俯うつむき加減に歩き始めた。

　前方で、同じ学校の生徒たちが賑にぎやかに談だん笑しようしている。夢と希望、恋こいと友情に溢あふれた会話を遮しや断だんするためにオーディオプレイヤーのイヤホンを両耳に深くねじ込こみ、背中を丸めて家路を辿たどる。

　途と中ちゆうにあるコンビニで今週発売のゲーム情報誌を全てチェックし、約一ヶ月後に開始される《ソードアート・オンライン》正式サービスの特集ページがいちばん多いものを選んで買う。ついでに、オンラインゲーム用の電子マネーアカウントに幾いくらかチャージする。

　クレジットカードを持たせてもらえればこの手間は省けるが、以前母さんにそれとなく打だ診しんしてみたところ、大学生になるまではダメだと一いつ蹴しゆうされてしまった。もっとも、実の子供でもない俺に毎月の小こ遣づかいをくれるだけでも有あり難がたい話なので、彼女の判断に不服はない。

　そろそろ現金は廃はい止しして、完全電子化しようぜ……などと考えながら自動ドアを抜ぬけて店外に出る。

　すると、店に入る時にはいなかった五人ばかりの集団が、駐ちゆう車しや場じようの片かた隅すみに座すわり込こんでいることに気付いた。俺が雑誌に集中しているあいだに来店したのだろう、粗そ野やな笑い声を響ひびかせる彼らの周囲には、菓か子しパンだのスナックの袋ふくろが散乱している。

　制服からして同じ中学校の生徒たちだが、当然のように無視して立ち去ろうとした、その時。

　集団の一人が、食い入るような視線を向けてきた。

　学生服姿でなければ小学生と間ま違ちがえそうなくらい小こ柄がらなその男子生徒は、クラスは違ちがうが顔見知り──いや、ある時までは友達だった。

　夏休みの間に行われていた、ソードアート・オンラインのベータテストに、彼も参加していたのだ。

　全国でたった千人という狭せまき門で、同じ中学校の同じ学年に当選者が二人もいたのは奇き跡せきと言ってよかった。何せ、社交性ゼロのこの俺が、噂うわさを聞き付けてこちらからコンタクトしたくらいだ。

　彼との交流は夏休みの直前に始まり、そして夏休みが──正確にはＳＡＯのベータテストが終しゆう了りようすると同時に終わった。テスト中は仮想のゲーム世界で三日に一度はパーティーを組み、それなりに仲良くしていたのだが、二学期が始まって一ヶ月ぶりに学校で顔を合わせた途と端たん、俺の奇き妙みような性しよう分ぶん──目の前にいる、よく知っているはずの人間に対して、「こいつは本当は誰だれなんだろう」と考えるクセが出てしまったのだ。

　生身の人間であるはずの相手の中に、見知らぬ誰だれかがいるような感覚。そうなると、もう本心からは仲良くできない。両親や妹に対してすら、時としてそうなのだから。

　彼は、十月に始まるＳＡＯの正式サービスでも、そして現実世界の学校でも友達付き合いを続けたいようだったが、やがて俺の態度を察し、離はなれていった。以降、一度も言葉を交かわしていない。

　そんな彼が、どうしてまったく縁えん遠どおそうなカテゴリの生徒たちとコンビニの駐ちゆう車しや場じようにたむろしているのか。

　その理由は、彼のすがりつくような目つきと、隣となりにいたプリン頭の男子生徒が投げつけてきた言葉によって判明した。

「んだよテメエ、何見てんだよ」

　すぐさま、残る三人も、眉まゆを寄せたり口をすぼめたりしながら「アァー？」だの「ウルァ？」だのと威い嚇かくの声を出す。

　つまるところ彼は、クラスの《ヤンチャしてる系》グループに目を付けられ、タカられたりパシらされたりしているのだろう。そして俺に視線で助けを求めてきた。

　一いつ緒しよに帰ろうぜ、のひと言だけでいいはずだった。しかし俺の口はどうしても動こうとしない。

　糊のり付づけされたかのような喉のどからどうにか押おし出だすことができたのは、

「…………別に」

　という掠かすれた呟つぶやきだけだった。そして俺は一ヶ月前までの友人を見捨てて、再び歩き始めた。彼は何も言わなかったが、幼い顔が泣き出す寸前のように歪ゆがむのが、視界の端はしに見えた。

　足早にコンビニの敷しき地ちから出ると、夕暮れの色が深まる道路を、背中を丸めてとぼとぼ歩く。何も考えず、足あし許もとのアスファルトだけを見ながらひたすらに歩く、歩く。

　背後の夕ゆう陽ひは恐おそろしい勢いで沈しずんでいき、街はたちまち紫むらさきの闇やみに包まれる。通い慣れたはずの下校路が、まったく見知らぬ場所のように感じられる。人も車も通らない道路に、俺の足音だけが響ひびく。

　ぱた、ぱた、ぱた…………ざく、ざく、ざく。

「あれ…………」

　ふと立ち止まる。いつの間にか、足あし許もとがアスファルトから、細くて短い草に変わっている。下校路にこんな未み舗ほ装そうの場所があっただろうか、と思いながら顔を上げる。

　すると、俺の眼めに飛とび込こんできたのは、埼さい玉たま県けん川かわ越ごえ市しの生活道路ではなく、どことも知れない深い森を貫つらぬく小道だった。

　しばしあたりを見回してから、自分の体を眺ながめる。

　着ていたはずの黒い学生服は消きえ失うせ、藍あい色いろのチュニックとレザーアーマーに変わっている。両手には指ゆび貫ぬきの革かわグローブ、足には金属リベットつきのショートブーツ。そして背中には、通学用の肩かた掛がけバッグの代わりに、短めだがずしりと重い、一本の剣。

「ここは、どこだ…………？」

　呟つぶやいたが、答える声はない。肩かたをすくめ、森の中の小道を歩き始める。

　一分もしないうちに、記き憶おくがちくちくと刺し激げきされた。拗ねじくれた枝を伸のばす古木の形、足あし許もとの下生えの感かん触しよく。ここは浮ふ遊ゆう城じようアインクラッド第一層、《はじまりの街》の北西に広がる森の中だ。ならば、この道を進めば、ホルンカの村があるはずだ。

　早く村まで行って、宿屋に泊とまろう。今日はもうベッドに入ってしまいたい。何も考えずに、もういちど眠ねむりたい。

　朧おぼろな月明かりだけが青く漂ただよう森の底を、ひたすらに歩く。

　ふと、行く手から、か細い叫さけび声ごえが聞こえた気がした。

　一いつ瞬しゆん足を止めてから、再び歩き始める。前方右側で木こ立だちが途と切ぎれ、青い月光が小道に差さし込こんでいる。もういちど、誰だれかの悲鳴が聞こえる。それに、軋きしるような怪かい物ぶつの唸うなり声ごえも。

　おそるおそる歩を進め、木こ立だちの切れ間に近づく。太い幹の向こう側を、そっと覗のぞき込こむ。

　そこは、まるで円形ステージのような広い空き地だった。青白い光に照らされながら、奇き怪かいな影かげ絵えが蠢うごめいている。

　巨きよ大だいなウツボカズラを思わせる植物型モンスターが五、六匹ぴき、鋭するどい触しよく手しゆをうねうねと波打たせる。囲まれているのは、俺と同じような格好をした若い男。懸けん命めいに剣を振ふり回まわすが、怪かい物ぶつの触しよく手しゆは斬きっても斬きってもまた生えてきてキリがない。

　男の横顔には、見覚えがあった。

　あの植物型モンスターがドロップするアイテムを協力して集めるために、俺とパーティーを組んだのだ。名前は確か……コペル。しかしなぜ、あれほど大量のモンスターに囲まれているのだろう。

　理由はどうあれ、仲間なのだから助けなければ。

　そう思うが、今度もまた俺の足は動かない。地面に根が生えてしまったかのように、一歩も前に進めない。

　後ろから襲おそってきた触しよく手しゆに足を払はらわれ、コペルが草むらに倒たおれ込こむ。モンスターたちが、人間めいた歯の生えた口をがちがちと開閉しながらコペルに迫せまる。

　絶望の表情を浮うかべたコペルが、俺に向かって左手を伸のばした。

　しかしその姿はたちまちモンスターの群れに覆おおい隠かくされ、少しして、ささやかな破は砕さい音おんと青い光が立ち上った。

「ああ………………」

　嗄しわがれた声で呻うめくと、俺はコンビニの前で友達を見捨てた時のように深く俯うつむいた。

　足あし許もとの草だけを見み据すえたまま、のろりと立ち上がる。体の向きを変え、細い道を歩き始める。月夜の森に、俺の足音だけが響ひびく。

　ざく、ざく、ざく…………こつ、こつ、こつ。

　ふと立ち止まる。いつの間にか、足あし許もとが短い草から、青みがかった石のブロックに変わっている。

　顔を上げると、そこはもうアインクラッド一層の森ではなく、どことも知れない薄うす暗ぐらい通路だった。恐おそらくは迷めい宮きゆう区のどこか……しかし外見からでは、何層の迷めい宮きゆう区なのかは解わからない。とりあえずは進むしかない。

　全身の装備や背中の剣が様変わりしていることもほとんど意識しないまま、一直線の通路を無言で歩き続ける。壁かべのランタンが作り出す自分の影かげを追うように、ひたすらに歩く、歩く。アインクラッドの迷めい宮きゆう区は最大でも直径が三百メートル程度で、こんなに長い直線の通路があるはずはないのだが、立ち止まることも、振ふり向むくこともせずに足を動かし続ける。

　ふと、行く手から、かすかな声が聞こえた気がした。

　悲鳴ではなく、嬉うれしそうな叫さけび声ごえだ。それに、複数の歓かん声せいが続く。

　どこか懐なつかしく思える声たちだった。少しだけ早歩きになりながら、声の源みなもとへと急ぐ。

　やがて前方左側の壁かべに、温かな黄色い光が零こぼれる四角い入り口が見えた。なぜか重く感じる足を懸けん命めいに動かし、入り口に辿たどり着つく。

　通路から中を覗のぞき込こむと、そこは少し広めの部屋になっていた。奥おくの壁かべ際ぎわで、四人のプレイヤーが背中を向けている。

　顔を見ずとも、彼らが誰だれなのかはすぐに解わかった。

　奇き妙みような帽ぼう子しを被かぶった癖くせ毛げの槍やり使つかいは、ササマル。

　長身の盾たて持もちメイス使いは、テツオ。

　ニット帽ぼうを被かぶった小こ柄がらなダガー使いは、ダッカー。

　そして、ショートスピアを装備したショートヘアの女の子は…………サチ。

　皆みな、俺が所属しているギルドのメンバーだ。リーダーのケイタがプレイヤーホームの買い取り交こう渉しように行っているあいだに、インテリア費用を稼かせごうとこの迷めい宮きゆう区に来たのだ。

　よかった……みんな、無事だったのか。

　なぜかそんなことを考えながら、仲間たちに声を掛かけようとするが、今度もまた口が動かない。足も床ゆかに貼はり付ついてしまって剝はがせない。

　立たち尽つくす俺の視線の先で、四人が上体を屈かがめる。彼らが覗のぞき込こんでいるのは、壁かべ際ぎわに置かれた、大きな宝箱。そうと気付いた途と端たん、背中にぞくりと悪お寒かんが走る。

　シーフ職のダッカーが、意い気き揚よう々ようと宝箱に取り付き、トラップを解除しようとする。

　────だめだ。やめろ。だめだ。

　心の中で何度も叫さけぶが、声にならない。部屋に飛とび込こもうとするが、足が動かない。

　ダッカーが宝箱の蓋ふたを勢いよく開ける。

　途と端たん、耳をつんざくような警報音が鳴なり響ひびき、部屋の左右の壁かべに隠かくされていた扉とびらが口を開ける。その奥おくから、血に餓うえた無数のモンスターがわらわらと飛とび込こんでくる。

「あ……あ…………！」

　俺の喉のどから、掠かすれ、ひび割れた悲鳴が漏もれた。

　できたのはそれだけだった。体は指一本動かず、仲間たちがモンスターに取り囲まれるのをただ見ていることしかできない。

　最初に死んだのはササマルだった。次にダッカーが、さらにテツオが青いパーティクルとなって四散し、ひとり残されたサチが、振ふり向むいて俺を見た。

　悲しそうな微ほほ笑えみの滲にじむ唇くちびるが、小さく動いた。

　次の瞬しゆん間かん、モンスターの武器やかぎ爪づめが無む慈じ悲ひに降り注ぎ、華きや奢しやな体を青い光が包んだ。

「……………………!!」

　無音の絶ぜつ叫きようを迸ほとばしらせる俺の目の前で、サチもまた無数の硝子ガラス片へんとなって消しよう滅めつした。

　何十匹ぴきものモンスターも空気に溶とけるように消え、部屋が暗くら闇やみに包まれる。

　ようやく動くようになった体を、俺はその場にひざまずかせる。

　もう嫌いやだ。これ以上歩きたくない。何も見たくない。

　冷たい床ゆかにうずくまり、両耳を塞ふさぎ、瞼まぶたをきつく閉じる。しかし記き憶おくはあとからあとから、冷たい水となって容よう赦しやなく湧わき上あがり、俺を吞のみ込こむ。

　鋼鉄の浮ふ遊ゆう城じようでの、二年間に及およんだ戦いの日々。

　妖よう精せいの国で目指した、果てしない空。

　黄昏たそがれの荒こう野やを飛とび交かう真しん紅くの銃じゆう弾だん。

　もう思い出したくない。この先を知りたくない。

　必死にそう懇こん願がんするが、記き憶おくの奔ほん流りゆうはとどまることなく押おし寄よせる。

　現実世界から突とつ如じよとして切きり離はなされ。

　深い森に囲まれた空き地で目覚め。

　斧おのの音に導かれるように歩き、辿たどり着ついた巨きよ大だいな樹きの根元で、俺は彼と出会った。

　ゴブリンとの戦せん闘とう。切きり倒たおされた巨きよ大だい樹じゆ。

　世界の中央を目指した長い旅。学院で修練に明け暮れた二年間。

　いつだって、彼は俺の隣となりにいた。穏おだやかに笑っていた。

　彼と一いつ緒しよなら、なんだってできるはずだった。

　肩かたを並べて白はく亜あの塔とうを駆かけ上のぼり、強敵を次々と打ち破った。

　そしてついに頂上に達し、

　世界の支配者と剣を交え、

　長く苦しい戦いの果てに、

　彼は、その、

　命を────

「う……うああああああ────ッ!!」

　俺は両手で頭を抱かかえ、絶ぜつ叫きようした。

　俺だ。俺の無力さ、俺の愚おろかさ、俺の弱さが彼を殺した。流れてはいけない血が流れ、失われてはいけない命が失われた。

　俺が死ぬべきだった。かりそめの命しか持たない俺が。俺と彼の役目が逆になっても、何ら問題はなかったはずなのだ。

「あああ……アアアアア……!!」

　叫さけび、のた打ち回りながら、背中にあるはずの剣を手て探さぐりで捜さがす。自分の心臓に突つき立たて、首を搔かき切るために。

　しかし、指先には何も触ふれない。落としたのかと思って周囲を探さぐるが、ねっとりとした黒い粘ねん液えきがどこまでも広がるだけ。

　俺は、黒いシャツの胸むな元もとを両手で引きちぎった。

　瘦やせさらばえた胸の中央に、鉤かぎ爪づめのように曲げた右手の指先を突つき立たてる。

　皮ひ膚ふが裂さけ、肉がちぎれるが、痛みはまるで感じない。俺は両手で自分の胸を穿うがち続ける。

　心臓を抉えぐり出だし、握にぎり潰つぶすために。

　それだけが、俺が彼のために……そしていままで俺が裏切り、見捨ててきた人たちのためにできる、最後の……──




「キリトくん……」




　突とつ然ぜん、誰だれかが俺の名を呼んだ。

　俺は手を止め、虚うつろな視線を持ち上げた。

　暗くら闇やみの向こうに、いつのまにか、栗くり色いろの髪かみの少女が一人立っていた。

　はしばみ色の瞳ひとみを濡ぬらして、じっと俺を見み詰つめている。




「キリト……」




　新たな声とともに、右側にもう一人、メガネをかけた少女が出現した。レンズの奥おくの瞳ひとみに、同じく涙なみだの粒つぶを光らせている。




「お兄ちゃん……」




　そして、さらにもう一人。

　黒い髪かみをまっすぐに切きり揃そろえた少女が、大きな瞳ひとみからぽろぽろと涙なみだを溢あふれさせる。




　三人の少女たちの意思と感情が、光となって迸ほとばしり、俺の中に流ながれ込こんでくる。

　陽だまりのような暖かさが、俺の傷を癒いやし、哀かなしみを溶とかそうとする。

　────でも。

　でも……ああ、でも。

　俺に、この許しを受け取る権利なんか、あるはずがないんだ。




「ごめんよ」

　俺は、自分の口からそんな言葉が零こぼれるのを聞いた。

「ごめんよ、アスナ。ごめん、シノン。ごめんな、スグ。俺おれは、もう立てない。もう戦えない。ごめん…………」

　そして俺は、胸から抉えぐり出だした心臓を、ひと思いに握にぎり潰つぶそうとした。




　　　＊＊＊




「なんで……どうしてなんだ、キリト君!!」

　比ひ嘉がタケルは、右みぎ肩かたの銃じゆう創そうから溢あふれ続ける血液と一いつ緒しよに遠ざかりそうになる意識を懸けん命めいに繫つなぎとめながら、掠かすれ声で叫さけんだ。

　結ゆう城き明あ日す奈な、朝あさ田だ詩し乃の、桐きりヶが谷や直すぐ葉はが接続する三台のソウル・ＳトランスＴレーターＬからは、桐ヶ谷和かず人との傷ついたフラクトライトを補完するべく、膨ぼう大だいなニーモニック・データが流ながれ込こんでくる。これまで、数多あまたの実験を繰くり返かえしてきた比嘉でさえ驚きよう愕がくせずにはいられない、奇き跡せきとすら思えるデータ量だ。

　しかし、携けい帯たい端たん末まつのモニタ左上に表示された和人のフラクトライト活性を示す３Ｄグラフは、機能回復ラインの直前で停止している。

「これでもまだ……足りないのか…………」

　比嘉は呻うめいた。

　桐ヶ谷和人の回復しかけた《主体》──セルフ・イメージは、このままでは現実ではなく、彼を苛さいなむ辛つらい記き憶おくとのみリンクしてしまい、そこから戻もどってこられなくなる。待っているのは、永遠にリフレインし続ける悪夢だ。これなら、機能停止していたほうがまだしも幸せだと断言できるほどの。

　せめて、あと一人。

　もう一人だけ、和人と深い繫つながりを持ち、強いイメージを蓄ちく積せきしている人間がいれば！

　しかし、菊きく岡おか誠せい二じ郎ろう二に佐さいわく、いま接続している三人の少女たちが、間ま違ちがいなく全世界で最も桐ヶ谷和人を知り、愛している人間らしい。それに、使用可能なＳＴＬはもうラース六ろつ本ぽん木ぎ支部にもオーシャン・タートルにも存在しない。

「くそっ……畜ちく生しよう……」

　比嘉は奥おく歯ばを食くい縛しばり、ダクトの壁かべを殴なぐりつけようと右拳こぶしを握にぎった。

　しかしすぐに、その手をゆっくりと開いた。

「…………なんだ…………？　この、接続は……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやきながら、血と汗あせで汚よごれたメガネを端たん末まつに近づける。

　いままで気付かなかったが、桐ヶ谷和人のフラクトライトの状態を表示するウインドウに、少女たちのＳＴＬから繫つながる三本のラインのほかにもう一本──下部の画面外から伸のびてくるごく薄うすいグレーのラインを見つけたのだ。

　吸い寄せられるように、右手の人差し指をタッチパネルに触ふれさせ、上にフリックする。

　画面がスクロールし、グレーラインの接続先が明らかになる。

「め……メイン・ビジュアライザーから!?　なぜ…………!?」

　自分が重傷を負っていることも忘れ、比ひ嘉がは叫さけんだ。

　メイン・ビジュアライザーは、アンダーワールド人たちの魂たましいを格納するライトキューブ・クラスターの中心部にある巨きよ大だいなデータ・ストレージだ。

　そこに保存されるのは、あくまでアンダーワールドを構成する地形や建物、道具などのオブジェクトであり、人の魂たましいは一つたりとも存在しないはずだ。

　しかし──。

「オブジェクト……記き憶おくとしてのオブジェクト……」

　比嘉はフルスピードで思考を回転させながら、無意識の言葉を口にした。

「フラクトライトたちの記き憶おくとアンダーワールドのオブジェクトは、データ形式としては同一だ……。なら、誰だれかが自分の意思、思念を何らかの物体に焼き付ければ……それが、擬ぎ似じ的なフラクトライトとして機能することも……ある、のか…………？」

　自分でそう推測しておきながら、比嘉は半信半疑だった。もしそんなことが可能なら、アンダーワールドでは、生命なき物体を、持ち主の意思の力だけで制せい御ぎよできるということになってしまう。

　しかしもう、この薄うすく頼たよりない接続ラインが、たったひとつの望みであるように思えた。

　何が起きるのか──これで事態が好転するのか、あるいは悪化してしまうのかは、比嘉にはまったく推測できなかったが、それでも彼は意を決し、メイン・ビジュアライザーから和かず人とのＳＴＬへと繫つながる回線を開いた。




　　　＊＊＊




「キリト」

　心臓が破は壊かいされる、その寸前──。

　新たな声が、俺の名を呼んだ。力強く、温かく、包つつみ込こむような、その声。

「キリト」

　ゆっくり、ゆっくりと顔を上げた俺が見たのは。

　つい一いつ瞬しゆん前までは無限の暗くら闇やみが広がっていたはずの場所に、二本の足でしっかりと立つ彼の姿だった。

　ブルーの服には染しみ一つない。亜あ麻ま色いろの癖くせっ毛は闇やみの中でも艶つややかに輝かがやき、唇くちびるには穏おだやかな微び笑しようが浮うかんでいる。

　そして深いグリーンの瞳ひとみには、いつもそうだったように、優やさしくて力強い光だけが満ちていた。

　俺は、いつのまにか傷が消きえ失うせた胸から両手を離はなし、それを差さし伸のべながら立ち上がった。

　わななく唇くちびるから、彼の名を呼ぶ声が密ひそやかに零こぼれた。

「……ユージオ」

　もう一度。

「生きてたのか、ユージオ」

　俺の親友であり最高の相棒であるユージオは──。

　笑えみにほんの少しの哀かなしみを滲にじませ、そっとかぶりを振ふった。

「これは、君の中にある僕の思い出。そして、僕が残した、記き憶おくの欠片かけら」

「思い……出…………」

「そうさ。もう忘れてしまったのかい？　あの時、僕らは確信したじゃないか。思い出は……」

　ユージオは、右手を広げ、自分の胸に押おし当あてた。

「……ここにある」

　俺も、鏡像のようにまったく同じ動作を行い、言葉を続けた。

「永遠に、ここにある」

　もう一度、にこりと微ほほ笑えんだユージオの隣となりに、アスナが進み出てきて言った。

「わたしたちとキリトくんは、いつだって心で繫つながってる」

　反対側に進み出たシノンが、顔の横で結ゆわえた髪かみを揺ゆらして頷うなずいた。

「たとえ、どんなに遠く離はなれてても……たとえ、いつか別れがやってきても」

　その横に、ぴょんと飛び出した直すぐ葉はが、はきはきした声で言いい継ついだ。

「思い出と、気持ちは、永遠に繫つながり続ける。そうでしょ？」

　ついに、俺の両りよう眼めから、熱く透とう明めいな雫しずくが溢あふれた。

　一歩前に踏ふみ出だし、俺は永遠の親友の瞳ひとみを懸けん命めいに覗のぞき込こんだ。

「いいのか……ユージオ。俺は、もう一度、歩き始めても……いいのかな」

　答えは速すみやかで、揺ゆるぎなかった。

「そうとも、キリト。たくさんの人たちが、君を待ってるよ。さあ……行こう、一いつ緒しよに、どこまでも」

　双そう方ほうから差し出された手が触ふれ合あった。そこに、アスナとシノン、直葉の手も重ねられた。

　瞬しゆん間かん、眼前の四人が白い光の波動となって、俺の中へと流ながれ込こんだ。

　そして────。










　　　８




　キリトに向けて伸のばしたアスナの右手を、赤い装そう甲こうブーツが踏ふみ付つけた。

　見上げると、バイザーの奥おくの両りよう眼めに凄すさまじい憎にくしみを漲みなぎらせた赤騎士が、両手で逆持ちした長ちよう剣けんを高々と振ふりかざしていた。

　刺とげ々とげしい罵ば声せいとともに、剣が突つき下ろされてくる。

　もう戦う力は残されていないが、せめて眼めは閉じるまいと、アスナは自分を貫つらぬこうとする鋼鉄を凝ぎよう視しした。

　キン。

　硬こう質しつな金属音。オレンジ色の火花。

　騎士の剣が、あたかも無色透とう明めいな刃やいばに弾はじかれたかの如ごとく、空中で跳はね返かえった。

「う……？」

　途と惑まどいの声を漏もらした騎士が、再び剣を振ふり下ろす。しかし再び火花が散り、剣はアスナに届かない。

　三度目、四度目も、結果は同じ。

　五回目の攻こう撃げきは行われなかった。アスナに駆かけ寄よってきたソルティリーナが、大型剣の柄つかを用いるノックバック用ソードスキル《トーレント》で赤騎士を大きく弾はじき飛とばしたのだ。

　アスナを助け起こしながら、ソルティリーナは驚おどろきを隠かくせない声で訊きいてきた。

「いまの《心シン意イの太た刀ち》は……アスナさんが!?」

「シンイ……？」

　初めて聞く単語に、小さくかぶりを振ふる。

「いいえ、わたしじゃないわ」

「では……レンリ殿どのが……」

　言いながら振ふり向むくソルティリーナの視線をアスナも追いかけたが、重傷を負った少年騎士は接近してくる赤騎士の大軍を迎げい撃げきするべく部隊に指示を飛ばしていて、とてもアスナを守る余よ裕ゆうがあったとは思えない。

　しかしいまは、現象の理由を探すよりも先に、アンダーワールド人たちを一人でも多く守まもり抜ぬかなければ。

　ソルティリーナの手を借りて立ち上がったアスナは、尽つきかけた気力を奮い立たせて、周囲の状じよう況きようを確かく認にんした。

　そして、新たな絶望が黒く冷たい水となって心に忍しのび込こんでくるのを感じた。

　二万を超こえる中ちゆう国ごく、韓かん国こくのプレイヤーたちの八割以上は、すでに味方同士の戦せん闘とうに突とつ入にゆうしている。と言っても、士気の差か、主戦派がそれ以外のプレイヤーを圧あつ倒とうしているようだ。あちこちでアバター消しよう滅めつエフェクトの青い光柱が立ち上り、そのたびに獰どう猛もうな雄お叫たけびが響ひびく。

　さらに、主戦派の一部──と言っても二千を超こえるであろう部隊が、一箇か所しよに固まる日本人プレイヤー、そして人界守備軍に接近しつつある。日本人たちに戦せん闘とう能力はほとんど残されておらず、整せい合ごう騎き士しレンリを始めとするアンダーワールド人たちも満身創そう痍い。神聖術とソードスキルのアドバンテージがあると言っても、とても撃げき退たいできるとは思えない。

　もう言葉も見つからず、ソルティリーナの腕うでにすがることしかできないアスナの耳に。

　幾いく重えものエコーを伴ともなう、ＰｏＨプーの哄こう笑しようが届いた。

　横たわるキリトのそばで、胸に大穴を開けられたままの死神が、巨きよ大だい化した友切包丁メイト・チヨツパーを握にぎる右手と五指をいっぱいに広げた左手を高々と掲かかげ、上体を仰のけ反ぞらせて笑っている。いつしか上空には黒雲が巨きよ大だいな渦うずを巻き、戦場で放散される命のリソースが竜たつ巻まきのように垂れ下がってＰｏＨの体に吸すい込こまれていく。

　正確には、リソースを吸収しているのは右手の魔ま剣けんだ。あれを破は壊かいすることができれば、持ち主へのエネルギー供給も絶たれ、心臓を失った死神は即そく死しするはず。

　しかしもう、事態は敵指揮官ひとりを倒たおしても収しゆう拾しゆうできないところまで来てしまっている。ＰｏＨの扇せん動どう的な言葉と邪じや悪あくなオーラに衝つき動うごかされる主戦派たちは、たとえ指揮官が退場しても、それをさらなる怒いかりの糧かてとして日本人とアンダーワールド人を皆みな殺ごろしにするまで戦い続けるだろう。

　どうすれば。

　どうすれば────。

　焦しよう燥そうと絶望に駆かられ、項うな垂だれかけたアスナは、ふと不思議な現象に気付いた。

　さっきまでは黒っぽい砂じや利りが剝むき出だしになっていた地面に、白い霧きりが薄うすくたなびいている。

　薄うす絹ぎぬで作られたリボンのようにたゆたいながら、アスナたちの足あし許もとを抜ぬけ、後方に広がっていく。同時に、爽さわやかな甘あまい香かおりが鼻び孔こうをくすぐる。

　これは……薔ば薇らの香かおり…………？

　アスナとソルティリーナは、視線で霧きりのリボンを辿たどった。

　そして、その源みなもとを視し認にんした瞬しゆん間かん、揃そろって唇くちびるからかすかな吐と息いきを漏もらした。

「ああ…………」

　もう一度。

「ああ」

　霧きりの発生源は、数十メートル離はなれた場所に横たわる、一人の瘦やせた青年だった。

　正確には、その左手に握にぎられた、青みがかるほどに白い長ちよう剣けん。刀身が半ばから折れているが、霧きりが全体を包つつみ込こみ、まるで淡あわく発光しているようにも見える。

「キリト……くん」

　アスナが、震ふるえる声で誰だれよりも愛する人の名前を呼ぶと同時に。

「あの心シン意イは……キリトの……」

　ソルティリーナも、感かん極きわまったように呟つぶやいた。

　白い霧きりは、いつしか周囲を取り囲む中ちゆう韓かん連合軍の足あし許もとに達し、尚なおも広がっていく。戦せん闘とう中の彼らは気付いていないようだが、すでに膝ひざの下あたりまでが純白のリボンに吞のまれつつある。

　ここでようやく、笑い続けていたＰｏＨプーも異変に気付いたようだった。

　まず足あし許もとを凝ぎよう視しし、次いで弾はじかれたように背後のキリトを見やる。長身を一いつ瞬しゆんだけ強くわななかせ、右手の友切包丁メイト・チヨツパーを一回転させてバシッと握にぎり直すと、大またに歩み寄る。

　一歩。二歩。

　しかし、三歩目が踏ふみ出だされることはなかった。

　戦場全体に、囁ささやくような、詠うたうような……しかし確たる声が響ひびき渡わたったのだ。




　エンハンス・アーマメント。




　アスナの頭の中に響ひびいたそれは確かにキリトの声だったが、もう一人、聞き覚えのない誰だれかの声が重なっているようにも思えた。

　次の瞬しゆん間かん。

　途と方ほうもない規模の──それこそステイシアの地形操作にも匹ひつ敵てきするほどの超現象が、戦場全体を包つつみ込こんだ。

　白い霧きりの中から、青く透すき通とおる氷の蔓つるが伸のび上あがり、二万以上の中ちゆう国ごく人じんと韓かん国こく人じんプレイヤー、そしてＰｏＨの体に絡からみついた。見た目にはとても華きや奢しやで、指で触ふれただけで折れてしまいそうなのに、激げき闘とうを繰くり広ひろげていたプレイヤーたちは、まるで時間停止の魔ま法ほうを掛かけられたかの如ごとく瞬しゆん時じに動きを止めた。

　短い静せい寂じやくのあと、驚おどろきと怒いかりの声が湧わき上あがりかけたが、それもたちまち減速する。氷の蔓つるに巻きつかれたアバターはみるみるうちに白い霜しもに覆おおわれ、数秒のうちに凍とう結けつしてしまったのだ。

　アスナはちらりと背後の、クラインを助けにきてくれた赤騎士を見やったが、彼もまた氷の彫ちよう像ぞうと化していた。しかし苦痛は感じなかったようで、バイザーの奥おくに覗のぞく両りよう眼めは穏おだやかに閉じられている。痛みや苦しみを与あたえずに、ただ動きだけを止めるための技わざ──。

　再び振ふり向むくと、ＰｏＨもまた真っ白に凍こおり付ついていた。ソルティリーナの顔を見て、頷うなずき掛かける。

「ありがとう、リーナさん……わたしはもう大だい丈じよう夫ぶ」

　女性衛士長の手がそっと離はなれると、地面を覆おおう霜しもを踏ふみながら、懸けん命めいにキリトのもとへと急ぐ。背後からはソルティリーナともう一人、人界軍から走り出た少女衛士ロニエも追いかけてくる。

　左手で折れた剣を握にぎるキリトは、まだ俯うつぶせに倒たおれたままだ。しかしアスナには解わかっていた。

　まさにいまこの瞬しゆん間かん、キリトの心は甦よみがえろうとしている。手を触ふれ、抱だき締しめ、呼びかければ、きっと戻もどってくる。きっと。きっと。

　ほんの十数メートルの距きよ離りが、地の果てのように遠い。たった十数秒が、永遠のように長い。しかし、疲つかれ果はてた両りよう脚あしを懸けん命めいに動かすたび、愛する人の姿は少しずつ、少しずつ大きくなる。ほら、もう、もう少しで、手が届く──。

　アスナが思いきり伸のばした右手が、懐なつかしい黒くろ髪かみに触ふれようとした、その刹せつ那な。

　鼓こ膜まくを引ひっ搔かかれるように刺とげ々とげしい破は砕さい音おんが轟とどろいた。

　さっと顔を右に向けたアスナたちが見たのは。

　白い霜しもと氷の蔓つるを粉々に割り砕くだき、激しく一歩踏ふみ出だした死神の姿だった。

　黒ポンチョの裾すそを悪あく魔まの翼つばさのようにはためかせながら、ＰｏＨプーは割われ鐘がねのような声で叫さけんだ。

「待ちくたびれたぜ……!!　さあ、踊おどろうじゃないか…………キリト!!」

　アスナの知る限り、旧ＳＡＯ時代を通して初めてその名を呼んだＰｏＨは、右手の友切包丁メイト・チヨツパーを振ふりかざしながら、怪かい鳥ちようの如ごとく跳ちよう躍やくした。

　赤黒い死のオーラをまといながら、恐おそろしいまでに分厚い刃やいばが降ってくる。狙ねらわれているのはキリトではなくアスナたちだ。

「いけない……！」

　素す早ばやく前に出たソルティリーナが、傷だらけの長ちよう剣けんを頭上にかざし、死神の一いち撃げきを迎むかえ撃うとうとした。

　しかし、本来の三倍近くにまで巨きよ大だい化した魔ま剣けんは、刃やいばを触ふれ合わせることもせず、まとわりつくオーラだけでソルティリーナの剣を真っ二つに打うち砕くだいた。

　衝しよう撃げきで、衛士長が後ろに倒たおれ込こむ。アスナとロニエが、背中を必死に支える。

　地面でひとかたまりになった三人に、致ち死しの斬ざん撃げきが迫せまる──。

　ぎぃぃぃ────ん!!

　という凄すさまじい衝しよう撃げき音おんが発生し、アスナたちに尻しり餅もちを突かせた。

　しかし包丁の刃やいばは届いていない。空中で、透とう明めいの障しよう壁へきに激げき突とつしたかのように震ふるえている。先ほど、赤騎士の攻こう撃げきからアスナを守ったのと同じ現象。

　今度こそ、アスナも感じた。温かくて、頼たのもしくて、懐なつかしい両りよう腕うでに守られている感覚。

　障しよう壁へきのすぐ手前に、うっすらと光ひかり輝かがやく何かが見えた。金色の光の粒つぶで空中に描えがき出だされたそれは、五本の指をしっかりと広げた──右手。

　じゃり、とかすかな音が聞こえた。

　吸い寄せられるように、アスナは左を見た。

　俯うつぶせに横たわるキリトが、半ばから折れた白い剣を、左手で地面に突つき立たてている。

　それを支えに、瘦やせた体が、ゆっくり、ゆっくりと起き上がり始める。

　黒いシャツの、中身のない右袖そでが風に揺ゆれた。いや、違ちがう。徐じよ々じよに膨ふくらみを取とり戻もどしながら、前方に──障しよう壁へきを支える幻まぼろしの右手に向かって近づいていく。

　袖そで口ぐちと、幻まぼろしの手が接せつ触しよくした瞬しゆん間かん。

　黄金の輝かがやきが炸さく裂れつし、障しよう壁へきの向こうで渦うず巻まいていた赤黒いオーラを四散させた。障しよう壁へきはそのままＰｏＨプーの体を激しく叩たたき、後方に大きく跳はね飛とばした。

　輝かがやきが薄うすれた時、アスナが眼めにしたのは、完全に実体を取とり戻もどした右手だった。まだ幾いくらかほっそりしている腕うでを視線でさかのぼり、肩かたを通り過ぎ──そしてアスナは見た。

　微風そよかぜに揺ゆれる、少し長めの前まえ髪がみ。穏おだやかな笑えみを浮うかべる唇くちびる。そして、同じ高さから見み詰つめ返してくる、二つの黒い瞳ひとみ。

　唇くちびるが動き、あの声が名前を呼んだ。

「ただいま、アスナ」

　両りよう眼めから涙なみだが次々に零こぼれ、喉のどから細く高い音が漏もれるのを止めることはできなかった。胸の前で両手を握にぎり締しめ、アスナは懸けん命めいに、溢あふれ出だそうとする気持ちを声にした。

「…………おかえり、キリトくん」

　続いて、ソルティリーナとロニエも同時に呼びかける。

「キリト……」「キリト先せん輩ぱい」

　微ほほ笑えみながら二人にも深く頷うなずきかけると、キリトは視線を正面に戻もどした。横顔に、厳しさが戻もどる。

　十メートル以上も跳はね飛とばされたＰｏＨが、再び重力を感じさせない動きでゆらりと起き上がったところだった。

　全面的な同どう士し討うちに突とつ入にゆうしかけていた中ちゆう国ごくと韓かん国こくのプレイヤーたちは、氷の蔓つるに巻き付かれて一人残らず凍とう結けつしているので新たな空間リソースの発生は停止したはずだが、上空ではまだ黒雲が生き物のように渦うず巻まき、ＰｏＨの包丁もリソースを吸収し続けているようだ。やはりあの魔ま剣けんを破は壊かいしなければ、死神も止まろうとしないだろう。

　ＰｏＨに少し遅おくれて立ち上がったキリトは、一いつ瞬しゆんよろめいたが踏ふみ留まった。駆かけ寄よって体を支えたいという衝しよう動どうを、アスナは必死に堪こらえた。自分自身、満足に歩く力も残っていないのだから、闇やみ雲くもに割わり込こんでも足手まといになるだけだ。いまはキリトを信じる。ただひたすらに信じることが力になるはずだ。

　キリトが再生した右手を持ち上げると、離はなれた場所に転がっていた漆しつ黒こくの長ちよう剣けんがひとりでに鞘さやから抜ぬけ、音もなく浮うき上あがって掌てのひらに収まった。

　かつての愛剣《エリュシデータ》とは形が違ちがうし、左手の白い剣は半ばから折れているが、それでも白と黒の二刀を携たずさえるその姿は、出会ったその日からアスナを守り、導き、戦う力をくれた《黒の剣士》にほかならなかった。

　左手の白い長ちよう剣けんからは、ダイヤモンドダストのような煌きらめきを含ふくむ冷気がしんしんと放たれ続けている。二万以上のプレイヤーを瞬しゆん時じに凍とう結けつさせた超ちよう絶ぜつ的な技わざをいまも維い持じしているのだろうが、キリトの静かな横顔はそれを感じさせない。あたかも、誰だれかが寄より添そい、力を与あたえているかのように。

　二本の剣をぶら下げ、ゆっくりと歩み寄るキリトを、ＰｏＨプーはフードの奥おくから赤く光る双そう眸ぼうで見み据すえた。歓かん迎げいすると言わんがばかりに両手を広げ、胸の大穴を露あらわにしながら言葉を発する。

「……ようやくお目覚めだな。こんなふうに顔を見て話すのはいつ以来かな……」

　錆さびた金属を擦こするような死神の声に、キリトはアインクラッド時代を彷ほう彿ふつとさせる、飄ひよう然ぜんとした中に冷たい鋭するどさを秘めた声で応じた。

「さあ、忘れたな。でも確かなのは、これが最後だということだ」

　ピュウ、とＰｏＨが口笛を吹ふく。

「いいね……まったくオマエは最高だよ、キリト。さあ……続きをやろうじゃないか。アインクラッドで中断されちまったショウタイムの続きを」

　三倍以上にも肥大し、もはや大おお鉈なたと化してしまった友切包丁メイト・チヨツパーを、右手一本で軽々と持ち上げる。上空の黒雲がひときわ激しく渦うず巻まき、分厚い鉄てつ塊かいに赤黒いスパークが這はい回まわる。

　対たい峙じするキリトも、右手の黒い長ちよう剣けんをまっすぐに振ふりかぶった。

　しかし、剣が頂点に達した瞬しゆん間かん、瘦やせ細ほそった体が武器の重みに耐たえかねたかのように、再びぐらりと揺ゆれる。

　このアンダーワールドという世界が、単なるザ・シード規格のＶＲＭＭＯワールドではないことはアスナももう理解している。全てのオブジェクトは《ニーモニック・ビジュアル》──すなわち記き憶おくそのものであり、イメージによる干かん渉しようが起こりうるのだ。

　整せい合ごう騎き士しアリスによれば、キリトは時間が加速されたこの世界で、半年近くも心しん神しん喪そう失しつ状態に置かれていた。その間の記き憶おくがあるのか否いなかは不明だが、自分がほぼ寝ねたきりだったことは理解しているはずだ。恐おそらく、自分が衰おとろえている、というイメージが現実にキリトの肉体を弱化させてしまっているのだろう。

　いや、それだけではないのかもしれない。

　ラースの比ひ嘉がタケルは、キリトの主体──セルフ・イメージが破は壊かいされてしまった理由を、こう説明していた。

　──どうやらキリト君には何人かの協力者、つまり仲間がいたようです。公こう理り教きよう会かいとの戦いでその仲間はほとんど死亡し、その結果、こちらへの回線を開くことに成功した時、彼は激しく自分を責めていた。言いい換かえれば、自分で自分のフラクトライトを攻こう撃げきしていたのです。まさにその時、黒ずくめの連中が電源ラインを切断し、ショートによって発生したサージ電流がＳＴＬの出力を瞬しゆん間かん的に上じよう昇しようさせた。結果、キリト君の自己破は壊かい衝しよう動どうは現実のものとなり、彼の《自じ我が》を非活性化してしまった。

　なかなか即そく座ざには吞のみ込こみがたい話だったが、つまるところ、キリトはこの世界で大切な人を失ったのだ。哀かなしみがあまりに大きすぎて、彼の心は壊こわれてしまった。アスナはもう、その人の名前を知っている。アリス、ロニエ、ソルティリーナと語り明かした天幕の一夜で、何度となく出てきた名前。上級修しゆう剣けん士しユージオ。

　キリトは、何らかの奇き跡せきによって心を取とり戻もどしたいまもなお、ユージオとの別れを受け入れられずにいるのだ。癒いやされない哀かなしみが、心に……そして肉体にまで影かげを落としている。

　──キリトくん。

　黒い剣を構える立ち姿を見み詰つめながら、アスナは心の中で呼びかけた。

　──きみがどんなに辛つらく、哀かなしい思いをしたのか……それは、いまのわたしには想像もできない。でも、これだけは言えるよ。

　──きみの大切な友達は、いまも心の中で生きてる。わたしの中にユウキが生きているように。その思い出が、きっと力をくれる。もういちど剣を取り、戦うための力を。

　アスナの思念が、声となって伝わったかのように──。

　キリトが、右手で黒い剣を構えたまま、折れた白い剣を握にぎる左手持ち上げ、胸に押おし当あてた。

　その仕草を隙すきと見たか、ＰｏＨプーが動いた。

　長身をゆらりと前ぜん傾けいさせるや、瓦が礫れきだらけの地面を滑かつ走そうするかの如ごとく、十メートルの距きよ離りを瞬しゆん時じに詰つめる。分厚い大おお鉈なたを、重さを感じさせない動きでぬるりと振ふり下ろす。

　キリトはステップ回かい避ひではなく、右手の剣で迎むかえ撃うとうとした。しかし、繰くり出だされた斬ざん撃げきは、アスナの眼めから見てもかつての鋭するどさが失われていた。

　大おお鉈なたと衝しよう突とつした長ちよう剣けんは、弾はじき飛とばされることだけは辛からくも免まぬがれたが、五ご分ぶの鍔つば迫ぜり合あいには持もち込こめず、真上から押おし込こまれる形になった。キリトの膝ひざが折れ、背中が弓なりに反る。地面を踏ふみ締しめるブーツが、ずずっと三十センチ以上も後ろに滑すべる。

「……おいおい、がっかりさせないでくれよな。オレはこの日を二年近くも待ち続けたんだぜ……？」

　陰いん々いんと響ひびく声で囁ささやくと、黒ポンチョの死神は、刀身と同様に巨きよ大だい化した友切包丁メイト・チヨツパーの柄つかに左手も乗せた。

　ギギッと接触点が軋きしみ、キリトの膝ひざがさらに沈しずむ。ＰｏＨと同じように両手持ちに移行すれば……と思うが、キリトの左手には白い剣が握にぎられている。しかも真っ二つに折れているので、それで攻こう撃げきすることもできない。

　死神のフードの奥おくで、厚めの唇くちびるが嗜し虐ぎやく的に歪ゆがむ。少しずつ、しかし着実に下降していく大おお鉈なたの刃やいばが、キリトの首筋に迫せまる。

「……キリト……！」

　掠かすれ声ごえで囁ささやいたソルティリーナが、折れた長ちよう剣けんを手に立ち上がろうとした。

　その左ひだり肩かたを、アスナはしっかりと押おさえた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、リーナさん」

　人界の剣けん術じゆつ学校でキリトの指導役だったという女性衛士長に、自身の恐おそれを抑おさえ込こみながら囁ささやく。

「キリトくんは大だい丈じよう夫ぶ。あんな奴やつには負けない……絶対に」

　逆にキリトが指導役をしていたというロニエも、両りよう眼めに涙なみだを溜ためながら頷うなずく。

「はい。キリト先せん輩ぱいは負けません」

「…………そうだな」

　そう答えたソルティリーナが、肩かたに置かれたままのアスナの手を強く握にぎった。

　しかし、その直後。

　三人の祈いのりにも似た確信を嘲あざ笑わらうかのように、ＰｏＨプーが友切包丁メイト・チヨツパーを大きく押おし込こんだ。キリトが地面に左ひだり膝ひざを突つく。黒い剣を支える右みぎ腕うではぶるぶると震ふるえ、限界が近いことを予感させる。

　歯を食くい縛しばるキリトの顔に、ＰｏＨが自分の顔を近づけて再び嗤わらった。

「……いいかげん、そのクズ剣を捨てて、左手を使えよ。オマエが凍こおらせてる中ちゆう国ごくと韓かん国こくの奴やつらは、オマエの仲間をいっぱいブッ殺したんだぜ？　そんな連中が殺し合おうと、知ったことじゃないだろ？」

　悪あく魔まの囁ささやきに──キリトは、重圧に抗あらがいながらも冷ややかに言い返した。

「お前の遣やり口くちはよく知ってるよ。人を争わせ、憎にくしみの種を蒔まいて、次の争いを引き起こす。ＳＡＯ時代はその手で散々引っかき回されたけど、このアンダーワールドじゃ、お前の好きにはさせない……絶対に」

「ほう……ならどうする？　あの連中は、氷が溶とけたら日本人の生き残りと、オマエの大事なアンダーワールド人どもを皆みな殺ごろしにするぜ？　それを防ぐには奴やつらを殺すしかない。凍こおってるうちに片かたっ端ぱしからブチ割ってな。オマエのお仲間ならできるはずだ。さあ、命令しろよ……中ちゆう韓かんの奴やつらをブッ殺せ、ってな」

「………………」

　毒を垂らすような指し嗾そうに、キリトは答えなかった。

　ＰｏＨの邪よこしまな企たくらみは、アスナにもありありと察知できた。

　氷の蔓つるに巻かれて凍こおり付つく中ちゆう韓かんのプレイヤーたちは、現状では痛みを感じていないようだが、それを割り砕くだくとなれば凄すさまじい苦痛が発生するはずだ。痛みは怒いかりを呼び、彼らの日本人プレイヤーに対する敵意を決定的なものとするだろう。

　同時にＰｏＨは、中ちゆう韓かんプレイヤーの死によって空間に放出される大量のリソースを友切包丁で吸うことができる。キリトとの戦いに勝利し、残る日本人プレイヤーとアンダーワールド人を一人で全ぜん滅めつさせるに足るほどの力を手にできるのだ。

　それを理解しているはずのキリトが、ＰｏＨの煽せん動どうに乗るわけがない。しかし決定的破局を避さけるためには左手の剣による大規模凍とう結けつ術じゆつを維い持じし続けるしかなく、そのことが宿敵との戦いをより困難なものにしている。

　大おお鉈なたを受け止める右手が震ふるえるたび、接せつ触しよく点てんから火花が散る。大おお鉈なたの刃やいばは着実に下降し続け、キリトの左ひだり肩かたまではもう拳こぶしふたつぶんほどしかない。

「……まあ、意地を張って死にたいならそれもいいさ」

　ＰｏＨプーが、大きなニタニタ笑いを浮うかべながら言った。

「安心しな。オマエを殺したあと、《閃せん光こう》も、他の連中も、一人残らず棺かん桶おけにブチ込こんでやるよ」

　フードの奥おくで、死神の双そう眸ぼうが鬼おに火びのように赤く光る。口が頰ほお骨ぼねのあたりまで裂さけ、鋭するどい牙きばが覗のぞく。

「さあ……オマエの血と命を味わわせてくれ、キリト」

　爬は虫ちゆう類るいのように尖とがった舌でちろりと唇くちびるを舐なめ、ＰｏＨは友切包丁メイト・チヨツパーを握にぎる両手にいっそうの力を込こめた。黒い剣がギギっと悲鳴を上げ、致ち死しの刃やいばは一秒に一センチずつ確実に近づいていく──。

　不意に、アスナのすぐ後ろで、ごくかすかな祈いのりの声が響ひびいた。

「お願い、ユージオ先せん輩ぱい。キリト先せん輩ぱいを、助けて」

　振ふり返かえった三人が見たのは、両手を胸の前で握にぎり合わせた赤毛の少女──ティーゼだった。

　瞬しゆん間かん、アスナは確かに感じた。ティーゼの髪かみがふわりと広がり、そよ風にも似た波動が放たれるのを。

　再び前を向く。

　大おお鉈なたと化した友切包丁が、キリトの左ひだり肩かたに触ふれたところだった。

　それだけで、黒いシャツの布地が弾はじけるように引ひき裂さかれた。続いてキリトの血が迸ほとばしる光景を予感し、アスナは息を詰つめた。

　しかし。

　そこで、友切包丁の降下は停止した。

　それどころか、じり、じりと少しずつだが確実に押おし返かえされていく。瘦やせ細ほそり、疲つかれ果はてたキリトの右みぎ腕うでのどこにそんな力が……。

「あ…………」

　密ひそやかな声を出したのは、ロニエか、ソルティリーナか。

　同時にアスナもそれを見た。黒い剣の柄つかを、金色に透すき通とおるもう一本の腕うでがしっかりと握にぎっている。

　やや遅おくれて、キリトもその腕うでに気付いたようだった。両りよう眼めを見開き、次いでくしゃりと顔を歪ゆがめる。目め尻じりに涙なみだが滲にじみ、光の粒つぶとなって舞まい散ちる。

　唇くちびるが小さく動いたが、声は聞き取れなかった。

　しかし直後──。

「おお……おおおおおお!!」

　キリトの喉のどから裂れつ帛ぱくの気合いが迸ほとばしり、友切包丁メイト・チヨツパーを激しく弾はじき返かえした。両りよう腕うでを跳はね上あげられたＰｏＨプーが、罵ののしり声ごえを漏もらしながら後ろによろめく。

　すかさずキリトは、片かた膝ひざ立だちの体勢からすっくと立ち上がった。左手の折れた剣を高々とかざし、叫さけぶ。




「リリース・リコレクション!!」




　途と轍てつもなく眩まばゆい閃せん光こうが炸さく裂れつし、世界を純白に染め上げた。光を嫌いやがるかのように、ＰｏＨが片手を顔の前にかざしながらさらに後退あとずさる。

　眼めを細めながらも、アスナは見た。

　半ばから無残に折れていた白い剣の刀身が、光そのものが凝ぎよう集しゆう、結けつ晶しよう化するかの如ごとく再生していく。

　わずか数秒で本来の姿を取とり戻もどした剣が、ひときわ強きよう烈れつに輝かがやき──。

　しゅばっ!!　という音ともに、その閃せん光こうが拡散した。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくを経て、戦場全体に幾いく千せん、幾いく万まんもの鈴すずが震ふるえるような、清らかかつ壮そう大だいな音が鳴なり響ひびいた。視線を動かしたアスナたち四人は、呆ぼう然ぜんと眼めを見開いた。

　白く凍こおり付ついていた中ちゆう国ごく、韓かん国こくのＶＲＭＭＯプレイヤーたちの体に、無数の花が咲さいていく。瑠る璃りから彫ほり出だしたかのような、澄すんだブルーに輝かがやく薔ば薇ら。

　咲さき誇ほこる大輪の薔ば薇らたちは、その花心から銀色の粒りゆう子しを放ち始めた。それが純じゆん粋すいな生命リソース──すなわちプレイヤーたちのＨＰであることをアスナは直感した。

　ほんの十数分前までは憤ふん怒ぬを滾たぎらせ、互たがいに殺し合おうとしていたプレイヤーたちが、眠ねむるように瞼まぶたを閉じたまま一人、また一人と光の柱に包まれて消しよう滅めつしていく。痛みも苦しみもない、考え得るかぎり最も静せい穏おんな強制ログアウト。

　ＰｏＨが中ちゆう韓かんプレイヤーに植え付けようとした憎ぞう悪おの種も、これでは発芽するまい。

「てめぇ……ふざけた真ま似ねをっ……！」

　目もく論ろ見みを破られた死神が罵ば声せいを発しかけたが、すぐに不敵な笑えみを取とり戻もどし、右手の大おお鉈なたを掲かかげた。

　その動作を見て、アスナはＰｏＨの狙ねらいに気づいた。

　いま、この戦場には、無数の青あお薔ば薇らが放出する生命リソース──アンダーワールド風に言えば神聖力が濃のう密みつに漂ただよっている。それを、リソース吸収能力を持つ友切包丁で全て自分のものにしようとしているのだ。

「キリトくんっ……！」

　戦せん慄りつしつつ、アスナは無む我が夢む中ちゆうで思い人の名を呼んだ。

　先の戦せん闘とうで殺された日本人プレイヤー、約二千人ぶんの命を吸っただけでＰｏＨプーの包丁は三倍にも肥大化し、ステイシアのＧＭ装備と同等かそれ以上の威い力りよくを発揮したのだ。その十倍、二万人もの命を吸えば、ＰｏＨは本物の悪あく魔まに……いや魔ま王おうになってしまう。キリトが大規模術式の行使中で動けないなら、アスナが助けなければ──。

　しかし、萎なえた脚あしに鞭むち打うって立ち上がろうとした、その時。




　だいじょうぶだよ……ほら。




　消えてしまったと思っていたユウキの声が、再び耳みみ許もとをそよ風のように吹ふき抜ぬけた。

　同時にアスナは気付いた。空中で寄り集まり、幾いく筋すじものリボンとなってたゆたう銀色の光たちは、ＰｏＨの友切包丁メイト・チヨツパーを完全に無視している。死神がどれほど魔ま剣けんを突つき上あげても、近づく気配すらない。

　再び、かすかな声。




　アスナも言ってたでしょ。命は、心を運び、伝えるものだって。

　この世界に集まった、いろんな国の人たちだって、本当は殺し合いなんか望んでない。

　願うことはみんな同じ。どきどき、わくわくする世界……ボクとアスナが出会った妖よう精せいの国みたいな、綺き麗れいで、楽しくて、嬉うれしい世界に行きたい……それだけなんだよ。




「……うん。そうだよね、ユウキ」

　アスナの、声にならない呟つぶやきがきっかけとなったかのように。

　キリトが、完全に再生した白い剣はそのままに、右手の黒い剣もまっすぐに空へとかざした。

　ＰｏＨが呼び寄せた渦うず巻まく黒雲が、逆回転しながら拡散していく。中央に少しだけ覗のぞいた青空から、金色の陽光が一筋降り注ぎ、黒い剣の刀身を黒くろ水ずい晶しようのように煌きらめかせた。

「リリース・リコレクション」

　キリトが、さっきと同じコマンドを、こんどは嚙かみ締しめるように唱えた。

　途と端たん──。

　戦場の空をゆっくりと流れていた無数の銀色のリボンが、互たがいに縒より合わさりながら黒い剣へと吸すい込こまれ始めた。

「Ｓｕｃｋ!!」

　英語で罵ののしり声ごえを上げたＰｏＨが、対たい抗こうするように友切包丁を振ふり回まわす。しかしリボンは自らの意志があるかのように魔ま剣けんを避さけ、次々にキリトの剣と融ゆう合ごうしていく。

「……ユージオ先せん輩ぱいが言ってました。キリト先せん輩ぱいの黒い剣は、もともとは人界の北の果てに生えてた、大きな黒い杉すぎの木だったんだ、って」

　アスナの後ろで、ティーゼが震ふるえる声で言った。すぐに、ソルティリーナが得心したように頷うなずく。

「そうか……だから、神聖力を吸すい込こむ力を……」

　その言葉と、先刻のユウキの囁ささやきが頭の中で融とけ合い、アスナはようやく目の前で起きていることの意味を悟さとった。

　キリトの黒い剣がリソース吸収能力を持っているのだとしても、同じ力を持っているはずのＰｏＨプーの友切包丁メイト・チヨツパーが、青あお薔ば薇らによって放出されたリソースをまったく吸収できないのはなぜか。それは、包丁の力が、本当は《命を吸う》のではなく《死を吸う》ものだからだ。

　ＰｏＨ自身が言っていた。友切包丁は、プレイヤーを……人間を殺せば殺すほど強くなるのだと。所有者のそのイマジネーションが魔ま剣けんにリソース吸収能力を与あたえていたのだとすれば、凄せい惨さんな殺し合いによって放出された《死のリソース》を喰くらうことはできても、白い剣の力によって死を経ずに直接放出された《命のリソース》は吸えない。

　しかし、キリトの黒い剣は違ちがう。もともとは大地と太陽の力で育つ樹きだったというのなら、命を吸う力を、剣も、そして所有者のイマジネーションも持っているはずだ。

　左手の白い剣は、広こう範はん囲いの対象を凍とう結けつし、その命を空中に解き放つ。

　右手の黒い剣は、周囲の空間から生命力を吸収し、エネルギーに変える。

　とてつもなくシンプルで、それゆえに強力無比な相シ乗ナ効ジ果ーだ。完かん璧ぺきなる一対つい。最高のパートナー。

　膨ぼう大だいな量のリボンを吸すい込こむにつれ、黒い剣の中心部が金色に輝かがやき始める。リソースは剣の柄つかを通してキリトの腕うでにも流ながれ込こむ。

　棒のように瘦やせ衰おとろえていた体が、急激に本来の逞たくましさを取とり戻もどしていく。復活現象は肉体だけにとどまらず、激戦の中であちこち破れていた黒シャツが瞬しゆん時じに再生し、手には指ゆび貫ぬきグローブ、足にもリベットつきのブーツが現れる。

　さらに、肩かた口ぐちから両りよう腕うで、そして背中へと光のラインが下りていき、少し遅おくれて黒光りする革かわが実体化する。出現したのは、ＳＡＯ時代のトレードマークだったロングコート。大きく翻ひるがえる裾すそが落ち着くと、離はなれた場所に落ちていた二本の鞘さやが飛来し、背中に交差する形で装着される。

「…………キリト、くん…………」

　万ばん感かんの思いを抱いだきながら、アスナは二刀を掲かかげる《黒の剣士》キリトの完全復活した姿を、溢あふれる涙なみだ越ごしに見み詰つめた。右のソルティリーナ、左のロニエの頰ほおにも光るものが流れている。背後のティーゼも、細い嗚お咽えつを漏もらす。

　数秒後、命のリボンを全て吸収し終えたキリトが、ゆっくりと左右の剣を下ろした。

　戦場を埋うめ尽つくしていた中ちゆう国ごく、韓かん国こくのプレイヤーたちは、大半がログアウトしたようだ。アスナは振ふり向むき、クラインを助けようとしてくれた赤騎士に視線で謝意を伝えた。直後、彼も消え去り、不毛の荒こう野やはこれまでの死し闘とうに次ぐ死し闘とうが噓うそのような静けさに包まれる。

　聞こえるのは乾かわいた風ふう籟らいと、きん、きん、という高温の金属が軋きしむような音だけ。その源みなもとは、膨ぼう大だいなエネルギーを蓄たくわえ、黄金のオーラをまとう黒い剣けん。

　ようやくリソース吸収を諦あきらめたＰｏＨプーが、無言で友切包丁メイト・チヨツパーを下ろした。

　胸には、アスナのＯＳＳマザーズ・ロザリオに直ちよく撃げきされた大穴が開いたままだ。魔ま剣けんに残るリソースが尽つきた時、ＰｏＨの命も終わる。

　それは解わかっているはずなのに、死神はもう罵ば声せいを上げることもなく、静かに直立している。しかし敗北を認めるつもりはさらさらないようで、全身からは烈れつ寒かんの凍とう気きの如ごときオーラが放射され、離はなれて見ているだけのアスナの肌はだを刺さす。

　フードの奥おくで、片かた端はしに歪ゆがんだ笑えみを刻む唇くちびるがかすかに動いた。

「やっぱりオマエは最高だよ、キリト。自分の意思でこんなにも殺したいと思えるのは、後にも先にもオマエだけだ。終わりにしちまうのは惜おしいが、これ以上の舞ぶ台たいは二度とないだろうからな……」

　右手の大おお鉈なたをぬるりと構え、左手を前に突つき出だす。手ての甲こうに彫ほられた《笑う棺かん桶おけ》のタトゥーを見せつけるように、細長い指で手招きする。

「……さあ、楽しもうぜ、黒の剣士」

　悪意を極限まで凝ぎよう縮しゆくしたかの如ごとき誘さそい文もん句くに、キリトはたったひと言で応じた。

「ああ、終わりにしよう」

　両足を開いて腰こしを落とすと、白い剣を前に、黒い剣を後ろに構える。

　対たい峙じする両者の闘とう気きが急激に膨ふくれ上あがり、中間地点で激しくスパークを散らした。

　二人が言うとおり、次の撃うち込こみで終わる。そう予感したアスナは、両りよう眼めを限界まで見開き、呼吸を止めた。

　再び乾かわいた風が吹ふき、止まったその瞬しゆん間かん、黒の剣士と黒い死神は同時に動いた。

　ＰｏＨが振ふりかぶった友切包丁を、赤黒い粘ねん液えき質の光が包む。直後、恐おそろしいほどのスピードで走る死神の体が、三つに分ぶん裂れつする。アスナの知らないソードスキル。

　対するキリトは、右手の剣は下げたまま、左手の白い剣にクリムゾンレッドの輝かがやきを宿らせた。片手直ちよつ剣けん用ソードスキル、《デッドリー・シンズ》。

　前と左右から次々に放たれるＰｏＨの斬ざん撃げきを、キリトの連続技わざが迎げい撃げきしていく。血の赤をまとう大おお鉈なたとルビーの赤を帯びた長ちよう剣けんが激げき突とつするたび、地面と大気が激しく震ふるえる。

　三人のＰｏＨが二回ずつ、計六回攻こう撃げきしたところで、左右の分身が消えた。残った本体が、分厚い刃やいばを上段から猛もう然ぜんと斬きり下ろす。それをキリトの左斜ななめ斬ぎりが受け止め、爆ばく発はつめいた火花と衝しよう撃げき波はを撒まき散ちらす。

《デッドリー・シンズ》は七連れん撃げき技わざ。ここでキリトは技ぎ後ご硬こう直ちよくを強しいられる。もしＰｏＨに次の一撃げきがあれば、もう防げない。

　上段斬ぎりを跳はね返かえされた反動で死神のフードがめくれ上がり、内部の素す顔がおがＳＡＯ時代以来初めて露あらわになった。

　どこか日本人離ばなれした、彫ほりの深い顔に凄せい絶ぜつな笑えみを浮うかべ──ＰｏＨプーは、赤黒いオーラをまとったままの大おお鉈なたを、再びキリトの肩かた口ぐちに叩たたき付つけようとした。八撃げき目め。

　しかし、刹せつ那な。

　キリトの右手に握にぎられた黒い剣が、真しん紅くの閃せん光こうを迸ほとばしらせた。《デッドリー・シンズ》のエフェクト光よりもいっそう深く、熱い、炎ほのおの赤。

　本来であれば一秒以上続くはずの硬こう直ちよく時間をキャンセルして、黒い剣が神速の突つき技わざを発動させる。片手用ソードスキルを左右の手で連続使用するという、キリトにしか使えない絶技──《スキルコネクト》だ。

　外燃機関めいた金属質の轟ごう音おんとともに放たれた単発重攻こう撃げき《ヴォーパル・ストライク》が、ＰｏＨの分身八連れん撃げき技わざの恐おそらくラスト・アタックと空中で激げき突とつした。

　これまでで最大の衝しよう撃げき波はが放たれ、地面が放射状にひび割れた。砂すな埃ぼこりと熱気混じりの爆ばく風ふうが押おし寄よせてきたが、アスナはわずかに眼めを細めただけで、激げき闘とうのラストシーンを見届けようとした。

　爆ばく風ふうが収まると、そこに見えたのは、黒い剣と赤い大おお鉈なたの切っ先同士を接せつ触しよくさせたまま静止する二人の姿だった。

　まだ戦いは終わっていない。二人とも、極小の接せつ触しよく点に極大のエネルギーを集中させ、相手の攻こう撃げきを押おし返かえそうと全力でせめぎ合っている。
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　武器に蓄ちく積せきされたリソース量だけを比べるなら、二万人の命を吸すい込こんだキリトの黒い剣がＰｏＨプーの友切包丁メイト・チヨツパーを圧あつ倒とうしているだろうが、ことはそう単純ではない。この世界では、イマジネーション……騎士たちの言う《心シン意イ》が、あらゆる数値的スペックを覆くつがえす可能性を持つ。

　ＰｏＨの心意はシンプルで、それゆえに強力だ。殺すために……世界を不和と不信、敵意と悪意で満たすためにあの死神は戦っている。

　ならば、キリトはなぜ戦うのだろう。

　この世界で彼は、大切な友達を失った。外的要因があったとはいえ、半年も心しん神しん喪そう失しつしてしまうほどの哀かなしみを味わった。なのにこうして再び立ち上がり、剣を握にぎっている。いったいどんな心意が、彼に力を与あたえているのだろう……。

　その答えは、アスナには言葉にできなかった。しかし、そうする必要はないのだと思えた。キリトはいままで、とても多くのものを背負って戦ってきた。旧ＳＡＯでも、ＡＬＯでも、ＧＧＯでもそうだった。そしてきっと、いまこの瞬しゆん間かんも。

　迷いや苦しみ、哀かなしみだって力になる。涙なみだを光に変えることはできる。その光が、ＰｏＨの闇やみに負けるはずがない。

　そうだよね……キリトくん。

　アスナの祈いのりが届いたのかどうかは解わからなかった。しかし直後、かすかな、そして決定的な音が響ひびいた。

　ぴきん。

　ＰｏＨの魔ま剣けん、人が人を殺すために生まれた凶きよう器き《友切包丁》の切っ先から根元にまで、赤く輝かがやくひび割れが稲いな妻ずまのように走った。

　直後、大おお鉈なたは無数の破は片へんとなって四散し──。

　キリトのヴォーパル・ストライクが、包丁を握にぎっていたＰｏＨの右みぎ腕うでまでをも粉々に吹ふき飛とばして、そのまま五メートル以上も伸しん長ちようした。

　再び爆ばく風ふうが押おし寄よせてきて視界を奪うばわれたアスナは、我が慢まんできずに立ち上がった。かたわらのティーゼたちも、後方で拘こう束そくから解かれたクラインやシリカ、リズベットたちもいっせいに立つ。

　やがて土つち煙けむりが薄うすれ、密着する元ＳＡＯプレイヤーたちの姿を露あらわにした。

　武器を失い、だらりと両りよう腕うでを垂らすＰｏＨの胸に、キリトの黒い剣けんが深々と突つき刺ささっている。だがそこにはもともとアスナが大穴を空けていたので、新たな肉体的ダメージはなかったようだ。

　友切包丁によるリソース供給が絶たれたせいか、大穴と口から鮮せん血けつを零こぼしながら、ＰｏＨはなおも不敵に笑ってみせた。

「……さすが、そうでなくっちゃな。でも……これで終わりじゃないぜ。この世界からはログアウトしても、オレは何度だってオマエの前に現れる。オマエと《閃せん光こう》の喉のどを搔かき切り、心臓を抉えぐり出だすまで、何度でもな……」

　呪のろいめいたその宣言に。

　キリトは、ほとんど感情を窺うかがわせない、静かな声で応じた。

「いや、これで終わりだ。お前は、このアンダーワールドからログアウトすることはない」

　直後、黒い剣が一いつ瞬しゆんの閃せん光こうを放つ。

　光が収まると、キリトは剣をＰｏＨプーの胸の穴からゆっくりと引ひき抜ぬき、数歩後退した。

　支えがなくなっても、ＰｏＨは倒たおれなかった。凄せい惨さんなニヤニヤ笑いを浮うかべたまま、さらに何かを言おうとする。

　だが、開けた口が、みしっという音とともに硬こう直ちよくした。

　それは手足も同じだ。不自然な体勢のまま停止する四し肢しが、みしみしと軋きしみながら質感を変えていく。艶あでやかな黒くろ革かわは、細かくひび割れた繊せん維い質しつに。金属のリベットは、盛り上がった瘤こぶに。

　異様な変身を遂とげようとしている死神に、キリトが再び語りかけた。

「……この剣はもともと、ルーリッドの村で《悪あく魔まの大おお杉すぎ》と呼ばれていた大きな樹きだった。村人が二百年も斧おのを振ふっても伐きり倒たおせなかった。その《剣の記き憶おく》を、お前の体に流ながし込こんだんだ」

　その言葉どおり、ＰｏＨの体の表面は半ば以上、炭のような黒い樹皮に変わりつつあった。両りよう脚あしは一本に融ゆう合ごうし、地面に根を張り始めている。両手は奇き妙みように拗ねじくれた枝に、髪かみは鋭するどく尖とがる葉に……そして両りよう眼めと口は、三つ並んだ小さなうろに。

「中ちゆう韓かんプレイヤーのログアウトを確かく認にんしたら、お前の仲間は時間加速を再開するだろう。ＳＴＬから出して貰もらえるまでに何年……何十年経たつのかは解わからないが、なるべく短くなるように祈いのるんだな。いつかこのへんに開かい拓たく者しやの村ができたら、斧おのを持った子供たちがお前を伐きり倒たおしてくれるかもしれないぜ」

　その言葉がＰｏＨの意識に届いているのかどうかは、もう解わからなかった。キリトの前に存在するのはもう人間ではなく、高さ二メートルほどの不格好な杉すぎの木だったからだ。

　その樹きをしばし見み詰つめてから、キリトは振ふり向むき、まずアスナたちを見た。微ほほ笑えみを浮うかべて頷うなずき、視線を傷ついた日本人プレイヤーとアンダーワールド人たちに移す。

　まだ刀身の奥おくに金色の輝かがやきを残している黒い剣を、再び右手で高く掲かかげ──。

「システム・コール。トランスファー・デュラビリティ、ライト・トゥ・エリア」

　さあああっ……。

　と、かすかな、しかし無限の広がりを持つ音が戦場に満ちた。

　雨が降る。

　剣から解放されたリソースが上空で実体化し、淡あわく輝かがやく光の雫しずくとなって降り注ぐ。傷つき、力ちから尽つきて横たわる日本人プレイヤーたちと、激戦の連続で疲つかれ果はてた人界守備軍の衛士たちの体を癒いやしていく。

　あるいは、心も──。

　蓄ちく積せきしたリソースを使い果たした黒い剣と、左手の白い剣を、キリトはそっと背中の鞘さやに落おとし込こんだ。

　全てを癒いやす雨の下を、一歩一歩、確かな足取りで歩み寄ってくる黒衣の剣士の姿を、アスナはただ見み詰つめた。

　動くことも、声をかけることさえできなかった。喋しやべったら、すべてが幻まぼろしになってしまう気がした。だから、ただ両りよう眼めをしっかりと見開き、唇くちびるに微ほほ笑えみを浮うかべて、アスナは待った。

　代わりに進み出たのはクラインだった。

　切り落とされた左ひだり腕うでと、貫つらぬかれた体の傷は完全に修復されている。しかしカタナ使いは、まだ痛みを感じるかのように胸のあたりを強く摑つかみながら、よろよろと前に進む。

「キリト……。キリトよう」

　いつもの陽気な、しかし少しだけ湿しめった声が響ひびいた。

「いっつもいっつも、オイシイとこ持っていきすぎなんだよ、オメエはよう……」

　発せられた言葉は、もうほとんど泣き声だった。

　長身のカタナ使いは、黒衣の二刀剣士の両りよう肩かたを握にぎると、バンダナのなくなった額を、自分より背の低い相手の肩かた口ぐちに押おし当あてた。背中が震ふるえ、太い嗚お咽えつが漏もれた。

「うおっ……うおおおおううう…………」

　号ごう泣きゆうする友の背中に、キリトもまた両りよう腕うでを回した。両りよう眼めを瞑つぶり、きつく歯を食くい縛しばるキリトの頰ほおにも、光るものがあった。

「……先せん輩ぱい」

　アスナの傍そばでそう呟つぶやくや、ロニエが立ち上がり、走り始めた。涙なみだの粒つぶを空中に引きながら、キリトの右みぎ肩かたへとぶつかっていく。すぐに、ソルティリーナが後を追う。

　エギルの眼めも濡ぬれていた。リズベットとシリカが、抱だき合あって泣いている。周囲から集まってきた日本人プレイヤーたち──ＡＬＯ領主のサクヤやアリシャ、ユージーン、スリーピングナイツのシウネーやジュン、その他多くの者たちの顔を、光の雨と涙なみだが混ざった雫しずくが流れ落ちていく。

　遠巻きに並ぶ人界軍の衛士や修道士たちも、一様に目め許もとを赤くしていた。彼らはいっせいに跪ひざまずくと、右拳こぶしを胸に当てながら深くこうべを垂れた。

「…………初めてお会いした時から、僕には解わかっていましたよ。あの人と、二本の剣が、皆みなを救ってくれると」

　不意に、背後から穏おだやかな声がかけられた。

　振ふり向むいたアスナが見たのは、少年騎士レンリと、その後ろにつき従う飛ひ竜りゆうだった。どちらも瀕ひん死しの深ふか傷でを負っていたはずだが、その痕こん跡せきは鎧よろいにしか残っていない。

　アスナは胸がいっぱいで、一度、二度と頷うなずくことしかできなかった。レンリも頷うなずき返すと、地面に膝ひざをついたままのティーゼに歩み寄り、その隣となりに腰こしを落とした。

　もういちど周りを見回すと、二万人以上もいた中ちゆう国ごくと韓かん国こくのＶＲＭＭＯプレイヤーたちは、一人残らず姿を消していた。

　彼らのログアウトを確かく認にんすれば、襲しゆう撃げき者しやたちは現実世界から戦力を引ひき込こむ作戦を中止し、時間加速の倍率を再び上限まで引き上げるはずだ。アミュスフィアでダイブしているクラインたちは、その時点で自動切断されてしまう。

　キリトもそれに気付いているのだろう、クラインの肩かたを叩たたいて体を離はなすと、周囲の日本人プレイヤーたちを見み渡わたした。

　そして、深々と頭を下げ、言った。

「みんな……ありがとう。みんなの気持ちと、流してくれた血と涙なみだは、絶対に無む駄だにしない。本当に、ありがとう」

　そう──。

　戦いは、まだ終わったわけではないのだ。

　強敵ＰｏＨプーと、アメリカ、中ちゆう国ごく、韓かん国こくからの攻こう撃げき者しやたちは排はい除じよされたが、まだ敵の首しゆ魁かいたる皇こう帝ていベクタが残っている。アリシゼーション計画の精せい髄ずいである整せい合ごう騎き士しアリスを拉ら致ちした彼は、いまこの瞬しゆん間かんも、遥はるか南の《ワールドエンド・オールター》目指して飛び去りつつある。

　アスナは大きく息を吸い、ようやく立ち上がった。

　それぞれの感情に打たれ、立たち尽つくすプレイヤーたちの間を抜ぬけて、ゆっくりキリトに歩み寄る。

　顔を起こしたキリトが、まっすぐにアスナを見た。

　瞬しゆん間かん、強きよう烈れつ極きわまる衝しよう動どうに襲おそわれ、息を詰つめる。

　いますぐ、愛する人の胸に飛とび込こみたい。子供みたいに泣きじゃくって、抑おさえ込こんでいた感情を解き放ちたい。

　しかしアスナは、溢あふれそうになる気持ちを辛かろうじて抑おさえ込こむと、目下の懸け念ねんを告げた。

「キリトくん……。皇こう帝ていベクタが、アリスさんを」

「ああ。状じよう況きようは、おぼろげにだけど記き憶おくしてる」

　キリトも表情を引ひき締しめて頷うなずき、右手を差し出した。

「助けにいこう。手伝ってくれ、アスナ」

「…………ッ…………」

　もう限界だった。

　アスナは小走りに駆かけ寄よるとその手を取り、頰ほおに押おし当あてた。

　キリトの左ひだり腕うでが背中に回され、強く引き寄せた。

　抱ほう擁ようは一いつ瞬しゆんだったが、しかし、言葉にできないほど大量の情報が瞬しゆん時じに二人の魂たましいを行ゆき交かうのをアスナは感じた。

　キリトは、至近距きよ離りから視線を合わせながらもう一度頷うなずき、瞳ひとみを南の空へと向けた。

　その方向へ、右手を掲かかげる。五本の指が、何かを探さぐるように動く。

「…………見つけた」

「え……？」

　アスナは瞬まばたきしたが、キリトは答えず、小さく微ほほ笑えんだだけだった。

　キリトはもう一度ぐるりと全員を見回し、クラインの肩かたとロニエの頭を軽く叩たたくと、言った。

「じゃあ、行ってくる」

　そして──。




　　　＊＊＊




　そしてリズベットは、鮮あざやかな緑色の光に包まれたキリトとアスナが、南の空へと恐おそろしいスピードで飛び去るのを見た。

　見開いた両りよう眼めをぱちぱちと瞬まばたきさせてから、リズベットは、はぁーっと長くため息をついた。

「まったく……相変わらず無茶というか、無む軌き道どうというか……」

　隣となりでシリカが、くすっと笑った。

　クラインが、ばしっと両手を打ち合わせて叫さけんだ。

「おいおい、ちくしょう……──かよあの野や郎ろう。無敵じゃねえかよ。ちくしょう、オイシイよなあ、いっつもよう……」

　大昔の少年向けバトル漫まん画がの主人公の名を出して毒づくカタナ使いの頰ほおには、新たな涙なみだが光っていた。きっと彼にとっては、アインクラッドで出会って以来惚ほれ抜ぬいてきたキリトという存在は、まさしくそのものだったのだ。無敵で、絶対的な、永遠のヒーロー。

　──そして、あたしにとっても。

　リズベットも、尽つきぬ涙なみだに濡ぬれる瞳ひとみを、南の空へと向けた。

　間もなくログアウトし、もしかしたら二度と訪おとずれることはないであろうこの世界を、記き憶おくに焼き付けておくために。

　苦痛と屈くつ辱じよくのなかで切断されていったたくさんのプレイヤーたちに、あたしたちの頑がん張ばりは無む駄だじゃなかったよ、と伝えるために。
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「Damnくそつ!!」

　オーシャン・タートル襲しゆう撃げきチームの情報戦担当隊員であるクリッターは、コンソール正面の大型モニタを食い入るように睨にらみながら短い罵ののしり声ごえを上げた。

　最大時は三万にも達していた赤いドットの集合体が、中心から外側に向かって急速に消しよう滅めつしていく。

　つまり、ヴァサゴの秘策によってアンダーワールドに投入された中ちゆう国ごくと韓かん国こくのＶＲＭＭＯプレイヤーたちが、何らかの手段によって殲せん滅めつされ、自動ログアウトしているのだ。

　赤い円えん環かんの中心部には、青で表示される人界軍と、白の日本人部隊が合わせて一千人規模で残存している。無視するには大きすぎる数だし、この千人に、三万の中ちゆう韓かん連合軍を撃げき破はする力があるというのならなおさら危険だ。

「……ヴァサゴのアホは何やってんだ……」

　ちっちっと舌打ちしながら、クリッターはモニタの一点を凝ぎよう視しした。

　日本人部隊の至近には、強く輝かがやく赤ドットが一つだけ残っている。隣となりのＳＴＬ室から、自前のアカウントをコンバートしてダイブ中のヴァサゴだ。敵のすぐそばにいるのに、戦せん闘とうどころか移動する様子もない。

　捕ほ虜りよか何かになって身動きが取れないのか。それとも、単身で千の敵軍をどうにかする奥おくの手てがまだあるのか──。

　いますぐＳＴＬ室に駆かけ込こみ、ヴァサゴを叩たたき起おこして襟えり首くびをがくがく揺ゆさぶりたいという衝しよう動どうをクリッターは抑おさえた。

　アンダーワールドに対する管理者権限がロックされてしまっている現状では、アカウントのリセットもできない。つまり、ヴァサゴを強ごう引いんにログアウトさせた場合、いま彼が使っているアカウントは二度と使えなくなるのだ。どうにか可能なのは、ザ・シード・プログラムとは切きり離はなされた機能である時間加速倍率の操作だけだが、それをするにも慎しん重ちようにタイミングを図はかる必要がある。

　大きく深呼吸してから、クリッターはモニタ上の地図の倍率を下げた。

　アンダーワールドの深南部に、いまも高速で移動中の赤ドットがもう一つ。襲しゆう撃げきチームの隊長、ガブリエル・ミラーだ。

　いま考えるべきは、アリスを確保したか、少なくとも追つい跡せき中のミラー隊長に、人界軍が追いつく可能性がどれほどあるか、である。

　アメリカ、中ちゆう国ごく、韓かん国こくから大量のプレイヤーを送おくり込こんだ結果、人界軍の南進は大きく阻そ害がいされた。いまやミラー隊長は、内部距きよ離りにして数百マイルも先行している。ジェット戦せん闘とう機きならばひと息に飛べてしまう距きよ離りだが、アンダーワールドにそんなものがあるとは考えにくい。せいぜい、有ゆう翼よくの生物ユニット程度だろう。

　──追いつきはするまい。

　クリッターは、約三秒の長考のすえにそう判断した。

　左手首の時計を見る。七月七日の午前九時四十分。

　護ご衛えい艦かんから自衛隊のコマンド部隊が突とつ入にゆうしてくる予定の午後六時まで、あと八時間と二十分。ミラー隊長が残した指示は、残り八時間──つまり午前十時になったところで加速再開だったが、外部から投入したプレイヤー集団がほぼ全ぜん滅めつしてしまったいま、等倍を維い持じしている意味はない。

　ならば、現時点で再びアンダーワールド時間を一千倍に加速し、ミラー隊長がアリスを確保するための時間を稼かせぐべきだろう。

「しゃあねえ……ヴァサゴ、そこでもうちっと踏ふん張ばっとけ」

　いまだ微び動どうだにしない主戦場の赤ドットにそう話しかけると、クリッターはフラクトライト加速ＦＬＡ倍率を操作するためのレバーへ右手を伸のばした。

　レバーと連動する仕組みの、メインモニタ上の倍率スライダーを見上げたところで、ふと横の目盛りに視線が止まる。

　いまは、スライダーの針はいちばん下、×１のところに存在する。そこから×１００刻みでスケールが切られ、×１０００のところで赤い区切り線が引いてある。

　実際には、スケールはさらにその上にも続き、×１２００でもう一度区切られる。どうやらそこが、ＳＴＬを用いて生身の人間がダイブしている場合のセーフティラインらしい。

　ところが、倍率スライダーはまだまだ上に伸のび、最終的には×５０００に達しているのだ。人間がダイブしていない──つまり世界の住民が人工フラクトライトだけならば、内部時間はそこまで加速できるということだろう。

　時間加速倍率は、コンソール上の物理レバーを操作し、その隣となりの開閉カバーつきのボタンを押おすことで決定される。クリッターはボタンに触さわらないよう注意しながら、船や飛行機のスロットルレバーのような、横握にぎり式のレバーをゆっくり押おし上あげてみた。

　モニタ上のスライダーが滑なめらかに上じよう昇しようし、隣となりでデジタル数字が目まぐるしく切きり替かわる。

　×１０００のところで、がくんという抵てい抗こう感。

　強く押おし込こむとレバーはさらに動き、×１２００で再び止まった。そこからはもう、どれだけ力を入れようともぴくりとも動く気配はない。

「ふうむ…………」

　クリッターは好こう奇き心しんを刺し激げきされ、金属製の大型レバーをじっと観察した。

　するとすぐに、決定ボタンの隣となりに、銀色に輝かがやくキーホールがあることに気付いた。

「なるほどね」

　一本指で坊ぼう主ず頭あたまを搔かきながらにんまり笑う。

　安全リミットが千二百倍ということは、実際の危険域はもう少し上のはずだ。仮に内部時間がぎりぎりまで逼ひつ迫ぱくしたような場合に備えて、安全装置の解除を試みておくのも悪くはあるまい。

　椅い子すごと振ふり向むいたクリッターは、コントロール・ルームに戻もどってきたばかりの隊員たちに向けてぱちんと指を鳴らした。

「誰だれか、ピッキングのスペシャリストはいねーか？」
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　──なんて柔やわらかくて……いい匂においなんだ……。

　間ま違ちがいなく、ここ数ヶ月で最上の眠ねむりだった。ゆえに比ひ嘉がタケルは、耳みみ許もとで必死に目覚めさせようとする何者かの声に、限界まで抵てい抗こうした。

「……っと、比嘉君！　ちょっとってば！　眼めを開けてよ、ねえ!!」

　──しかし、それにしてもやけに必死だなあ。まるで僕が死にかけてでもいるみたいじゃないか。

　──いくらなんでも大おお袈げ裟さすぎるだろう。まさか刺さされただの、撃うたれただのってわけでもあるまい……し…………

「────うあっ!!」

　意識が覚かく醒せいすると同時にいきなり記き憶おくが甦よみがえり、比嘉は喚わめきながら両りよう眼めを開けた。

　すると目の前には、黒くろ縁ぶちメガネを光らせた三十男の顔があった。

「うおわ!?」

　もう一度叫さけぶ。

　反射的に飛び退すさろうとしたが、体が言うことをきかない。代わりに、右みぎ肩かたに凄すさまじい痛みが走り、比嘉は三度目の奇き声せいを上げた。

　──そうだ。

　僕は、ケーブルダクトであの男に撃うたれて。

　血がすんごい出たけど見なかったことにして、ＳＴＬの操作を優先したんだ。三人の女の子たちのフラクトライト出力を、桐きりヶが谷や君のＳＴＬに直結したけど覚かく醒せいには至らず……その後、確か、何かがあって……。

「……き、キリト君は」

　至近距きよ離りから覗のぞき込こんでくるメガネ男の顔から遠ざかろうとしながら、比嘉は訊たずねた。

　答えたのは、清せい涼りよう感のある女性の声だった。

「桐きりヶが谷や君のフラクトライト活性は、完全に回復したわ。それどころか、活動的すぎるくらい」

「そ……そうっ、スか……」

　比ひ嘉がはため息混じりに呟つぶやいた。

　あの状態からセルフイメージが回復するとは、まさに奇き跡せきだ。そして、自分があの出血量で生きているのもまったく奇き跡せき的──。

　そう考えながら、改めて己おのれの置かれた状じよう況きようを確かく認にんする。

　寝ねかされているのは、サブコントロール・ルームの床ゆかの上だった。上半身は裸はだかで、右みぎ肩かたには包帯。左ひだり腕うでには輸血用のカテーテル。

　そして、体の左側に、メガネ男こと菊きく岡おか誠せい二じ郎ろう二に佐さ。右側に、白衣を脱ぬいだ神こう代じろ凛りん子こ博士が床ゆかに直接座すわっている。カテーテルの先では、看護士資格を持つ安あ岐きナツキ二等陸りく曹そうが、血液バッグを交こう換かん中。傷の手当てをしてくれたのは彼女に違ちがいない。

　比嘉が視線を戻もどすと、いままで黙だまっていた菊岡が、深々と息を吐はきながら言った。

「まったく……あれほど無茶をするなと……。──いや、内通者が技術スタッフにいたことを察知できなかった私の責任だが…………」

　菊岡の前まえ髪がみは乱れ、メガネのレンズには汗あせの雫しずくが流れた痕こん跡せきがある。よくよく見れば凛子も汗あせだくで、どうやら二人で比嘉の救命措そ置ちにあたっていたらしい。ならば、夢うつつに感じた好ましい感かん触しよくは、その時の……。

　────ん？

　どっちが心臓マッサージで、どっちが人工呼吸だったんだ？

　比嘉は思わずそれを問とい質ただしそうになったが、危あやういところで口をつぐんだ。世の中には、追及すべきでない真実というものもある。

　代わりに別の、何倍も重要な質問を口にする。

「アンダーワールドは……アリスは、どうなってますか」

　すると菊岡が、比嘉の左ひだり肩かたに軽く触ふれながら答えた。

「アメリカ、中ちゆう国ごく、韓かん国こくから接続していたプレイヤーたちは全てログアウトした。──ことに、中ちゆう韓かんのプレイヤーは三万近くにも達していたんだが、それを……」

「えっ……中ちゆう国ごくと韓かん国こくからも来たんスか!?　援えん軍ぐんでなく……敵として!?」

　思わず飛び起きようとしてしまい、右みぎ肩かたから脳天までを貫つらぬく激痛に喘あえぐ。すかさず安岐二に曹そうの叱しかり声ごえが飛んでくる。

「無理しちゃだめよ！　弾たまは貫かん通つうしてたけど、ようやく出血が止まったところなんだから」

「は、はい……」

　比嘉が体の力を抜ぬくと、凛子が状じよう況きようを教えてくれた。

「──中ちゆう国ごく、韓かん国こくに関しては、ＳＮＳを使って、オンラインゲーマーの不満や対立をうまく煽あおることで誘ゆう導どうしたみたいね」

「そう……ですか……」

　比ひ嘉がは小さく嘆たん息そくした。このアリシゼーション計画に参加したのは、兵へい役えき中にイラクで爆ばく弾だんテロに遭あって死んでしまった韓かん国こく人じんの友達のため……という動機もいくらか存在する。なのに、襲しゆう撃げき者しやたちの仕業とはいえ日につ韓かんのゲーマーたちの対立感情を過熱させてしまったというのは、不本意以外の何ものでもない。

　無意識にかぶりを振ふってしまい、再び痛みに顔をしかめてから、比嘉は質問を重ねた。

「中ちゆう韓かんからは、どれくらい来たんッスか？」

「最大で三万に達していたようだ。日本から援えん軍ぐんに来てくれたプレイヤーたち二千人は、ほぼ全ぜん滅めつした」

　菊きく岡おかが、一いつ瞬しゆん瞑めい目もくしてから続ける。

「その時点で、中ちゆう韓かんプレイヤーはまだ二万以上も残っていたが、幸いそこでキリト君が覚かく醒せいし、彼かれらを一いつ瞬しゆんで……」

「えっ、なんですって」

　比嘉は思わず指揮官の言葉を遮さえぎった。

「二万の大軍勢を、キリト君が一人で……しかも一いつ瞬しゆんで無力化!?　有り得ないッス、アンダーワールドに、そんな大規模かつ高威い力りよくな攻こう撃げきが可能な武器も、コマンドも存在しないッスよ。しない……はずッス……」

　そこまで口にした時、比嘉はようやく、ケーブルダクトで柳やな井いに撃うたれた前後の会話を鮮せん明めいに思い出した。

　須す郷ごう伸のぶ之ゆきの元部下だった柳井は、襲しゆう撃げき者たちのスパイであると同時に、《最高司祭アドミニストレータ》なる人工フラクトライトに深く取とり込こまれていたようだった。いったいいかなる経けい緯いで、そんな事態に至ってしまったのか。

　それに、桐きりヶが谷や和かず人とのＳＴＬに接続していた《四人目》──メイン・ビジュアライザー内のイレギュラーなフラクトライト。それ、いや彼または彼女が和人復活のキーになったのだが、主体を持たないただのオブジェクトが、擬ぎ似じ的にせよ人間の意識として機能するなどとは、まったく想定もしていなかったことだ。

「……ねえ……菊さん…………」

　比嘉は、大量失血によるもの以外の寒気を感じながら、指揮官に呟つぶやきかけた。

「もしかしたら……僕らは……何か、とんでもないものを……」

　その時だった。

　コンソールの埋うめ込こみスピーカーから、鋭するどい警報音が部屋中に響ひびいた。

　それは、比嘉が設定した、時間加速倍率の変動を知らせる音に他ならなかった。
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　俺とアスナの周りを、灰色の雲が凄すさまじい速さで流れていく。頭上には血のように赤い空、眼下には黒ずんだ荒こう野やがどこまでも広がる。

　空中飛行術を使えるのは、人界広しといえども最高司祭様お一人だけ──と整せい合ごう騎き士しアリスは言っていた。その最高司祭アドミニストレータも、彼女の《対つい》だった賢けん者じやカーディナルもすでにアンダーワールドを去ってしまったので、飛行術の術式が実際にどんなものだったのかを知る術すべはもうない。だから俺がこうしてダークテリトリーの空を飛んでいるのは術式の効果ではなく、イマジネーションによる事象の直接操作……整合騎士たちが言う《心シン意イ》の力によるものだ。

　耳の奥おくに、ルーリッドの村を出て以来ずっと俺を見守ってくれていたカーディナルの使つかい魔ま、大おお蜘ぐ蛛もシャーロットの言葉が甦よみがえる。

　──あらゆる術式は、心意……あなたの言うイメージを導き、整えるための道具に過ぎないわ。式句も媒ばい体たいも必要ない。

　──さあ、涙なみだを拭ふいて、立ち上がって。そして、感じて。花たちの祈いのりを。

　──世界の、ことわりを。

　公こう理り教きよう会かいセントラル・カセドラルの最上階でアドミニストレータと戦い、直後に自閉状態に陥おちいってから、つい数十分前に回復するまでのあいだに、どうやら俺はこの世界の《理ことわり》と深く繫つながってしまったらしい。

　周囲の空間に漂ただよう神聖力を明めい瞭りように感じられるし、それらを術式なしで素因に変へん換かんすることも容易たやすい。先ほど、クラインやリズベットたちの天命を回復させた時は術式を唱えたが、恐おそらくイメージするだけで同じ効果を生み出せただろう。

　いまは、俺とアスナの体を風ふう素そで包つつみ込こんで空気抵てい抗こうをなくすと同時に、後方でジェットエンジンのように風素を連続バーストさせて飛んでいる。飛ひ竜りゆうより何倍も速いはずだが、雨アマ縁ヨリに乗って遥はるか南の空を飛ぶアリスに追いつくには、少なくとも五分程度はかかるだろう。

　この時間を利用して、アスナに言いたいこと、謝あやまりたいこと、感謝したいことは山ほどある。しかし俺は、手をつないで右側を飛ひ翔しようするアスナの姿を、どうしても直視できなかった。

　理由は──。

　覚かく醒せい直後の、全身の血液が光に変わってしまったかのような全能感が薄うすれるにつれて、直近の記き憶おくがみるみるうちに整理整せい頓とんされ鮮せん明めい化していったからだ。

　問題は、昨日の深夜の光景である。

　天幕の中央に寝ねかされた俺の周りに、アスナとアリスとロニエとソルティリーナ先せん輩ぱいが輪になって座すわり、全員が俺にまつわる思い出……正確には悪行の数々を順番に暴ばく露ろし続けるというあの一幕を、生いき地じ獄ごくと言わずして何と言おう。

　──キリト先せん輩ぱいは、ちょくちょく学院から抜ぬけ出だしては跳はね鹿じか亭ていの蜂はち蜜みつパイや、ひまわり屋の木の実クッキーをいっぱい買ってきて、私やティーゼにくれたんですよ。

　──そういえば私が卒業する時、あいつは西帝てい国こくにしか咲さかないはずのゼフィリアの花をたくさんくれたな。一年かけて芽め吹ぶかせたと言っていた。

　ロニエやリーナ先せん輩ぱいがそんな逸いつ話わを披ひ露ろうすると、

　──カセドラルの外がい壁へきを登っている時、キリトはポケットから蒸むし饅頭まんじゆうを出して半分くれましたよ。いきなり熱ねつ素そで温めようとするから、危あやうく黒こげになるところでした。

　──わたしには、初めて会った時に、黒パンにつけるクリームをくれたよ。あとはブルーベリーのタルトとか、でっかいロールケーキとか、一いつ緒しよに色々食べたなあ……。

　などとアリスとアスナもなぜか食べ物ネタで対たい抗こうする。その後も、俺がなにをしただの何を言っただのという話が、あとからあとから際限なく…………

「うっ……」

　高速飛行しながら、思わず両手で頭を抱かかえ、叫さけんでしまう。

「うぎゃ────！」

　その途と端たんに意識の集中が乱され、風ふう素その生成と解放が止まる。強きよう烈れつな空気抵てい抗こうが全身を叩たたき、錐きり揉もみ落下状態に陥おちいる。

　やばっ、と呟つぶやきながらとりあえずロングコートの裾すそを大きな翼つばさに形状変化させ、安定を取とり戻もどす。しかしほっとする暇ひまもなく、

「……きゃあああああ!!」

　上空から、悲鳴とともにアスナが落下してくるので、両手をいっぱいに伸のばして受け止める。

　危あやういところでキャッチに成功すると、大きく見開かれたはしばみ色の瞳ひとみと、至近距きよ離りで眼めが合った。謝あやまるならここしかない。

「アスナ、違ちがうんだ!!」

　──これでは謝罪でなく言い訳だが、しかしもう後あと戻もどりはできない。

「リーナ先せん輩ぱいやアリスやロニエとは、まったく何にもなかった！　ステイシア神に誓ちかって、な～～～んにもなかった!!」

　俺の必死の弁解を聞いたアスナの顔が──。

　ほにゃ、と綻ほころんだ。ほっそりした両手で俺おれの頰ほおを挟はさみ、どこか呆あきれたような、懐なつかしむような声で言う。

「……変わってないね、キリトくん。こっちで二年も頑がん張ばってたって言うから、少しは大人になったのかな……って……思ったけど…………」

　突とつ然ぜん、アスナの両りよう眼めから、透とう明めいな雫しずくが溢あふれた。唇くちびるがかすかに震ふるえ、掠かすれた声が押おし出だされた。

「よかった……キリトくんだ……。何にも、変わってない……わたしの、キリトくん……」

　その言葉は俺の胸の深いところまで届き、何か熱いものが込こみ上あげてくるが、どうにか喉のどで堰せき止とめて答える。

「……俺は、俺だよ。変わるわけない」

「だって……なんだか、神様みたいだったんだもん。あんなすごい大軍を一いつ瞬しゆんで凍こおらせちゃうし……二百人を一発でフルヒールするし……おまけに、空飛ぶし……」

　これには思わず苦く笑しようせざるを得ない。

「この世界の仕組みにちょっと詳くわしいだけさ。飛行くらい、慣れればアスナもすぐできるようになる」

「……できなくていい」

「え？」

「こうして、抱だっこして飛んでもらうからいい」

　アスナは泣き笑いの顔でそう言うと、両手を俺の顔から背中へと移し、ぎゅっと抱だきついてきた。俺も力強く抱ほう擁ようを返し、改めて口にする。

「ほんとに……ありがとな、アスナ。あんなに傷だらけになってまで、アンダーワールドの人たちを守ってくれて……痛かったろうに……」

　この世界に於おける苦痛のリアルさを、俺は二年前、果ての山脈で隊長ゴブリンに斬きられた時に初めて知った。左ひだり肩かたの肉を少々抉えぐられた程度の傷だったのに、痛みのあまりしばらく立ち上がれなかったほどだ。

　なのにアスナは、ＰｏＨプーが引ひき込こんだのであろう大軍を向こうに回し、全身に惨むごい傷を受けながらも戦たたかい抜ぬいた。アスナの頑がん張ばりがなければ、ティーゼやロニエたちの人界軍は、ずっと早く全ぜん滅めつしていただろう。

「ううん……わたしだけじゃないよ」

　俺の言葉を聞いたアスナは、触ふれ合あう頰ほおをそっと動かした。

「シノのんや、リーファちゃんや、リズや、シリカちゃん、クラインさん、エギルさん……それに、スリーピングナイツやＡＬＯのみんなも、ものすごく頑がん張ばってくれた。整せい合ごう騎き士しのレンリさんや、人界軍の衛士さんたちや、ソルティリーナさん、ロニエさん、ティーゼさんも……」

　そこまで言いかけて、アスナははっとしたように体を強こわ張ばらせた。

　その理由を、俺は続く言葉を聞く前に察していた。

「……そうだ、キリトくん！　騎士長さんが……ベルクーリさんが、敵の皇こう帝ていを追いかけて、ひとりで……」

「…………」

　俺は無言で頷うなずいてから、ゆっくりとかぶりを振ふった。

　ついに直接言葉を交かわす機会のなかった最古の整合騎士、ベルクーリ・シンセシス・ワンの巨きよ大だいな剣けん気きが、すでにこの地上に存在しないことを知覚していたからだ。

　彼とは、この戦争が始まる直前、たった一度だけイマジネーションの刃やいば──《心シン意イの太た刀ち》を打ち合わせた。徐じよ々じよに甦よみがえっていく記き憶おくの中で、ベルクーリはその時すでに、自分の死を予感していたような気がする。

　彼は、三百年にも及およぶ人生の終着点として、アリスを守るための戦いを選んだのだ。

　俺の動作の意味を悟さとり、アスナは両りよう腕うでにいっそうの力を込こめると小さく啜すすり泣ないた。しかしすぐに嗚お咽えつを押おし殺ころし、訊たずねた。

「……アリスさんは……無事なの……？」

「ああ、まだ捕つかまってはいない。もうすぐ、ダークテリトリーの南の果てに……三つ目のシステム・コンソールに到とう着ちやくする。でも、巨きよ大だいな気配がアリスを追いかけてる……」

「そう……なら、わたしたちがアリスを守らないと。ベルクーリさんのために」

　そっと離はなされたアスナの顔は、涙なみだに濡ぬれてはいたが強い決意に満ちていた。俺も、ゆっくりと頷うなずき返した。と、アスナの瞳ひとみが、わずかに揺ゆれた。

「でも、いまは……少しだけ、もう少しだけ、わたしだけのキリトくんでいて」

　囁ささやきとともに近づいた唇くちびるが、俺の唇くちびるを塞ふさいだ。

　異世界の赤い空の下、黒い翼つばさをゆるやかに羽ばたかせながら、俺とアスナは長い、長いキスを交かわした。

　この瞬しゆん間かん、俺はようやく、なぜ二年半前に俺がこの世界で目覚めたのかを思い出した。

　現実世界の、六月最後の月曜日。

　アスナを自宅まで送る道すがら、俺たちは《死し銃じゆう事件》の三人目の主犯にしてレッドギルド《ラフィン・コフィン》の幹部、ジョニー・ブラックに襲おそわれたのだ。銃じゆう型の高圧注射器で、筋弛し緩かん薬を注射されたシーンで記き憶おくは途と切ぎれる。恐おそらく俺は呼吸停止に陥おちいり、脳になんらかのダメージを負って、その治ち療りようのためにＳＴＬとアンダーワールドが使われたのだろう。

　いかなる因果か、オーシャンタートルを襲しゆう撃げきした連中に紛まぎれていたラフコフの頭首ＰｏＨプーも、いまやギガスシダーを小型化したような樹きの姿でダークテリトリーの地面に固定されている。時間加速が再開すれば、外部から強制切断されるまでに、眼めも見えず、耳も聞こえない状態で何日、あるいは何週間過ごすことになるのかは定さだかでないが、精神には少なからぬダメージがあるはずだ。ことによると、この半年間の俺と同じくらいの。残ざん酷こくだとは思うが、やりすぎとは思わない。

　あの男は、アスナを……俺の大切な人たちを殺そうとしたのだから。

　存在が溶とけ合あうほどのめくるめく数秒間が過ぎ、俺とアスナは唇くちびるを離はなした。

「思い出すね、あの時を……」

　アスナがそう言いかけて、不意に口をつぐんだ。その理由はすぐに解わかった。

　デスゲームＳＡＯがクリアされた直後、崩ほう壊かいする浮ふ遊ゆう城じようを背景に、夕焼け空の下で交かわしたキスを思い出したのだろう。あれは、そう、別れのキスだった。

　俺は微ほほ笑えみ、不ふ吉きつな予感を振ふり払はらうようにきっぱりと言った。

「さあ、行こう。皇こう帝ていベクタを倒たおし、アリスを助けて、みんなで現実世界に……」

　その言葉が終わる前に。

　頭の中に直接、切せつ迫ぱくした声が鳴なり響ひびいた。

『キリト君!!　桐きりヶが谷や君!!　聞こえるか!?　キリト君!!』

　この、錆さびた声は──。

「え……あんたか、菊きく岡おかさん？　システム・コンソールもないのにどうやって……」

『その説明をしている暇ひまはない！　大変なことになった!!　時間加速倍率が……奴やつら、ＦＬＡのリミッターを……!!』
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　顔を紅潮させながら、キーホールに突つっ込こんだ二本の針金をこねくり回すブリッグの髭ひげ面づらを、少々の不安を感じつつクリッターは見守った。

　ピッキングなら任せろ、と威い勢せいのいい台詞せりふとともに立候補したものの、さすがに時間加速のセーフティ機構だけあって旧式シリンダー錠じようとはわけが違ちがったらしい。指先の動きはどんどん乱暴になり、ひっきりなしに吐はき出だされる罵ののしり言葉のボリュームも上じよう昇しようするいっぽうだ。

　ブリッグのすぐ後ろに立つハンスが、左手首のデジタル時計を覗のぞき込こみながら楽しそうに言った。

「はーい、三分経過よぉ。あと二分で五十ドルだからねぇ～」

「うるせえ、黙だまってろ！　二分ありゃ……こいつを開けたあと、ハワイで一泳ぎして、帰って……これるぜ……」

　針金が鍵かぎ穴あなをかき回す音が、解かい錠じようと言うよりも破は壊かい行こう為いじみてきたところで、クリッターは「やっぱりもういい」と口を挟はさもうとした。が、この二人がギャンブルを始めてしまった以上、決着がつくまでもう誰だれにも止められない。

「はいあと一分～。そろそろサイフの準備しといたほうがいいわよぉ～」

「Holy Shitちくしよう!!」

　喚わめき声ごえとともに突とつ然ぜんブリッグが立ち上がり、針金の切きれ端はしを床ゆかに叩たたきつけた。

　やっと諦あきらめてくれたか、とクリッターが内心ほっとしたのも束つかの間ま。

　髭ひげ面づらを赤黒く染めた戦せん闘とう員いんは、無言で腰こしのホルスターから巨きよ大だいなハンドガンを引っ張り出し、銃じゆう口こうを鍵かぎ穴あなに向けた。

「おいおい、待っ…………」

　轟ごう音おん。もう一発。

　彼以外の全員が呆ぼう然ぜんと見守る中、ブリッグは拳けん銃じゆうをホルスターに戻もどし、まずハンスを、次にクリッターを見てから肩かたをすくめた。

「開いたぜ」

　クリッターは口をあんぐりと開けたまま、コンソール・パネルに開いた直径二インチの大穴を眺ながめた。

　暗くら闇やみの奥おくで二、三度火花が散り、直後、斜ななめの状態で停止していた操作レバーがゆっくりと傾かたむき始めた。五インチばかり動いたところで、がこ、とかすかな音とともに止まる。モニタを確かく認にんすると、もともとクリッターが設定しようとしていた千二百倍のちょっと上──どころか、上限の×５０００という数字が皓こう々こうと表示されている。

「……ご、ごせ…………」

　頭の中で、現実世界の一秒がアンダーワールドの何分になるのか、反射的に暗算しかけたその時──再び鈍にぶい金属音が響ひびいた。

　限界値で止まったはずのレバーが、さらに奥おくへと傾かたむいていく。

「う……うそ…………」

　呟つぶやいたクリッターの眼前で、モニタのデジタル数字も５０００を超こえ──１００００を超こえ……。

　──いや、まだ大だい丈じよう夫ぶ。処理実行ボタンに触ふれなければ、実際に倍率が変動することはない。そっとレバーを戻もどして、なかったことにするのはまだ可能だ。

「おい……触さわるなよ!!　誰だれも触さわるなよ!!」

　裏返った声でそう喚わめき、クリッターはハンスとブリッグを手て振ぶりでコンソールから遠ざけた。

　忍しのび足あしでレバーに近付き、そっと右手を伸のばす。

　ボンッ。

　というささやかな爆ばく発はつ音おんは、クリッターの手がレバーに触ふれる直前に響ひびいた。

　目の前で、赤い実行ボタンが、透とう明めいカバーごと吹ふっ飛とんだ。

　メインコントロール・ルーム正面の壁かべいっぱいに設置された巨きよ大だいモニタが真っ赤に染まり、スピーカーから耳みみ障ざわりなアラームが響ひびき渡わたった。残り十五分のカウントダウンが表示され、目まぐるしい速さで減り始めた。
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　時間加速機能が再び操作されたことを伝える警報が耳に届いた瞬しゆん間かん、比ひ嘉がは再び起き上がろうとしてしまい、激痛に顔をゆがめた。

「比嘉くん！　だから、ムリは……」

　神こう代じろ博士が駆かけ寄より、比嘉の背中に手をあてがった、その直後──。

　サブコントロール・ルームのメインモニタが、一気に赤く染まった。

「な……なんだ!?」

　叫さけんだのは菊きく岡おかだった。コンソールに飛びつく指揮官の肩かた越ごしに、凛りん子この手を借りて上体を起こした比ひ嘉がも懸けん命めいに眼めを凝こらした。

　極ごく太ぶとゴシック文字で表示されているのは、時間加速機能に三段階も設けられたリミッターが全て解除され、アンダーワールド全体が限界加速フェーズへ突とつ入にゆうすることを告げるメッセージと十五分のカウントダウンだった。

「な………………」

　絶句し、喘あえぐ比嘉に代わって、神こう代じろ博士が鋭するどい質問を発した。

「限界加速、ってどういうこと!?　ＦＬＡの倍率は千二百倍がリミットじゃなかったの!?」

「……それは、ナマの人間がダイブしてるときのリミットで……人工フラクトライトだけなら、五千倍が上限ッス……」

　ほとんど自動的に比嘉が答えると、博士の涼すずしげな目め許もとが強こわ張ばった。

「五千!?　ということは……こっちの一秒が、内部では約八十分……十八秒で一日経たっちゃうじゃないの!!」

　さすがの暗算能力ではあったが、比嘉と菊岡は顔を見合わせると、軋きしむような動きでかぶりを振ふった。

「え……何が違ちがうのよ？」

「千二百倍は、現実世界の人間の《魂たましいの寿じゆ命みよう》を考こう慮りよした安全上限……五千倍は、外部からのアンダーワールドの観察が可能な上限で……どちらも、ハード面での限界ではないんス……」

　比嘉は、からからに渇かわいて焼け付く喉のどから懸けん命めいに言葉を押おし出だした。背中を支える神代博士の腕うでが、びくっと震ふるえる。

「な、なら……ハード的な上限って……いったい……」

「ご存知のとおり、アンダーワールドは、光量子によって構築され、演算されているんです。その通信速度は、メイン・ビジュアライザー内部では理論上無限……つまり限界は、下位サーバーに搭とう載さいされたアーキテクチャによって規定されるわけで……」

「いいから早く！　何倍なのよ!?」

　比嘉は視線をモニタから凛子の顔に移動させ、言った。

「限界加速フェーズでは……ＦＬＡ倍率は、五百万倍をわずかに超こえます。衛星回線で接続してる六ろつ本ぽん木ぎ支部のＳＴＬ二台は、そんな速度には対応できないッスから自動切断しますが……オーシャン・タートル内部のＳＴＬを使ってる桐きりヶが谷や君と明あ日す奈なさんにとっては……」

　現実世界での一分が──アンダーワールドに於おける十年。

　その暗算を瞬しゆん時じにこなしたのだろう、限界まで見開かれた凛子の両りよう眼めが、軽く痙けい攣れんしたように見えた。

「な……んてこと……。早く……早く明あ日す奈なさんと桐きりヶが谷や君を、ＳＴＬから出さないと!!」

　立ち上がりかけた博士の腕うでを、今度は比ひ嘉がが押おさえた。

「だめッス凛りん子こさん！　もう初期加速フェーズに入っている、無理矢理にマシンから引ひき剝はがしたら、フラクトライトが欠損しちまいます!!」

「なら、さっさと切断処理を始めてよ!!」

「僕がさっき、なんでわざわざケーブルダクトを這はい降りたと思ってるんスか！　ＳＴＬのオペレーションは、メインコントロールからしかできないんス!!」

　比嘉も裏返った声で喚わめいてから、コンソール前の指揮官を見た。

　菊岡はすでに、比嘉の言おうとしていることを察しているようだった。

「……菊さん。僕、もう一度下に行きます」

　その言葉を聞いた途と端たん、安あ岐き二に曹そうが懸け念ねんするような顔で何かを言いかけたが、すぐに口を閉じた。歩み寄ってきて、「カテーテル、抜ぬくわね」とだけ囁ささやく。

　指揮官も苦く渋じゆうの表情で頷うなずき、言った。

「解わかった。私も行こう。君を背負ってハシゴを降りるくらいの体力はあるつもりだ」

「い……いけません、二に佐さ!!」

　叫さけんだのは、護衛チームのリーダーを務める中なか西にし一いち尉いだった。血相を変え、ブーツを鳴らしながら進み出る。

「危険です、その任務は私が……」

「いや、君らには階段の防衛に当たって貰もらわなければならない。隔かく壁へきをもう一度開放するんだからな……しかもイチエモンはもう使えないし、ニエモンは動かない」

　その言葉に、一同はちらりとサブコントロール・ルームの左ひだり隅すみを見る。

　コートハンガーのような保持フレームに支えられている人型のシルエットは、本物の人間ではない。比嘉がアリシゼーション計画の一いつ環かんとして研究、開発している人間型マシンボディ、エレクトロアクティブ・マッスルド・オペレーティブ・マシーン二号機、通つう称しよう《ニエモン》だ。先の隔かく壁へき開放作戦のオトリに使われ、破は壊かいされてしまった一号機イチエモンと比べて遥はるかにスマートな外見なのは、このニエモンがライトキューブ搭とう載さい型として開発されたからだ。

　当然ながら現在は頭部のソケットは空で、この状態では電源を入れてもぴくりとも動かない。つまり、イチエモンのように自走する盾たてにはならないわけだ。

　魂たましいなきロボットから視線を戻もどした菊岡は、これまでにないほど厳しい表情で中西に指示、いや命令した。

「危険度は、確実に敵と交戦する君たちのほうが高いはずだ。しかし行って貰もらわなければならない」

　指揮官の言葉に、中西はぐっと下した顎あごを強こわ張ばらせ、短く敬礼した。

「了りよう解かいしました！」

　自衛官たちのやり取りを聞きながら、比ひ嘉がは右手をこわごわ持ち上げた。痛みはするものの、指先はちゃんと動くようだ。

　モニタに表示されている、限界加速フェーズ突とつ入にゆうまでのカウントダウンは残り十分少々。

　しかし、いまから耐たい圧あつ隔かく壁へきを再開放し、あの延々続くハシゴを降り、コネクタからＳＴＬを切断操作するにはどう見積もっても三十分はかかる。

　その差二十分のあいだに、アンダーワールドで経過する時間は──実に、二百年。

　人間の魂たましい寿じゆ命みようである百五十年を、遥はるかに超こえる年月だ。

　それ以前に、そのような無限に等しい年月を、アンダーワールド内部で過ごすことなど……現実世界人には、とても耐たえられるものでは……。

　アンダーワールド内部…………。

「そ……そうか!!」

　比嘉は叫さけび、輸血用カテーテルを抜ぬいてもらったばかりの左手を菊きく岡おかに向かって振ふり回まわした。

「き、菊さん!!　さっきＳＴＬを操作したとき、僕、キリト君との通信チャンネルを確保しといたんス！　Ｃ12番の回線で呼びかけてください!!」

「し、しかし……何を言えば……」

「内部から脱だつ出しゆつするんスよ!!　あと十分でシステム・コンソールまで辿たどり着つくか、もしくはＨＰがゼロになれば、ＳＴＬが自動的に切断処理を開始するッス!!　ただ、限界フェーズに突とつ入にゆうしたあとはコンソールは機能しませんし、死ぬのはもっと最悪だ!!　全感覚遮しや断だん状態で二百年過ごすことに……それだけは強く警告してください!!」
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「に…………」

　二百年だって!?

　と口走りそうになり、俺は危あやうく言葉を吞のみ込こんだ。

　すぐ目の前で、アスナがきょとんとした表情をしている。菊岡の声は、彼女には聞こえていないのだ。

『いいかキリト君、あと十分だ！　それまでにコンソールまで辿たどり着つき、自力ログアウトしてくれ!!　どうしても不可能なら、自らＨＰを全損するという方法もあるが……これは不確実なうえに危険が大きい、理由は……』

　擬ぎ似じ的な死亡状態で二百年を過ごさなければならない可能性があるから。

　それを悟さとった俺は、菊岡の言葉を遮さえぎり、訊たずねた。

「解わかった、なんとかコンソールからの脱だつ出しゆつを目指してみる！　もちろん、アリスも連れていくからそのつもりで準備しといてくれ！」

『……すまん。だが、この際アリスの確保よりも、君たち二人の脱だつ出しゆつを優先してくれ。いいか、たとえログアウト後に記き憶おくを消去できるとしても、二百年という時間は人間の魂たましい寿じゆ命みようを遥はるかに超こえている！　正常に意識回復できる可能性は……ゼロに等しい……』

　苦しさの滲にじむ菊きく岡おかの声に──。

　俺は、静かに応えた。

「心配するな、必ず戻もどるよ。それと、菊岡さん。半年前……いや、ゆうべは酷ひどいことを言って悪かったな」

『いや……我々は、誹そしられて当然のことをした。こっち側で、君に殴なぐられる時のために絆ばん創そう膏こうを用意しておくよ。……比ひ嘉が君の用意ができたようだ、私はもう行かねば』

「ああ。じゃあ、十分後にな、菊岡さん」

　そして、通信が切れた。

　俺は、コートの裾すそを羽ばたかせてホバリングしながら、腕うでの中のアスナをじっと見み詰つめた。

「……キリトくん、菊岡さんから連れん絡らくがあったの？　何か……大変なこと？」

　ゆっくりと首を左右に振ふり、俺は答えた。

「いいや……十分後に時間加速が再開するから、なるべく急いでくれっていう話さ」

　アスナはぱちぱちと瞬まばたきし、小さく微ほほ笑えみながら頷うなずいた。

「そうね、いつまでもこんなことしてちゃ、アリスさんに悪いもんね。さ、助けにいこ！」

「ああ。もう一度飛ぶよ」

　ぎゅっとアスナを抱だきしめ、再び風ふう素そを大量に生成する。緑色に光る風が湧わき起こり、二人を包つつみ込こむ。

　ずっと南の空を行くアリスと、それを追う巨きよ大だいで異質な気配を捕ほ捉そくし──俺は、飛んだ。
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　追いつかれる。

　雨アマ縁ヨリの鞍あん上じようで後方を振ふり返かえったアリスは、小さく唇くちびるを嚙かんだ。

　赤い空に浮うかぶ不ふ吉きつな黒点は、五分前より確実に大きくなっている。敵の速度が増したわけではなく、ついに雨縁と滝タキ刳グリが力ちから尽つきつつあるのだ。

　まったく休息もせずに飛び続けたのだから当然──と言うよりも、ここまで頑がん張ばってくれたことが奇き跡せきに近い。央都セントリアから果ての山脈まで、つまり人界の半径に数倍する距きよ離りを、たった半日で移動したのだ。二頭ともに、天命を激しく消費しながらの限界飛行を続けているのは明らかだ。

　しかし、となるとあの追つい跡せき者しやはなぜ力ちから尽つきないのか。

　晶しよう素そを使った遠視術で確かく認にんしたところ、飛ひ竜りゆうとは異なる奇き怪かいな生物の背に乗っているようだ。翼つばさの生えた円えん盤ばんと表現するしかないあんな生き物は、人界はもちろんダークテリトリーでも、一度も見たことはない。

　キリトと同じ《リアルワールド》からやってきた、シノンという名の弓使いが言っていた。追つい跡せき者しやはダークテリトリーの皇こう帝ていにして暗黒の神ベクタその人であり、彼の正体はキリトやシノンとは敵対する立場のリアルワールド人なのだ。

　皇こう帝ていベクタは、一度は騎き士し長ちようベルクーリの捨て身の剣──恐おそらくは神器・時じ穿せん剣けんの記き憶おく解放術に敗れた。しかし新たな命を得て再びこの地に降り立ち、アリスを追ってきた。

　ベルクーリの死を嘲あざ笑わらうようなおぞましい《蘇そ生せい》を、断じて許せないという怒いかりは決して消えない。

　だが、アリスは単身での飛行のあいだに、ようやく成すべきことを見み出いだしていた。

　敵が、この世界では不死だというのなら──。

　リアルワールドで斬きるまでのこと。

　そのためにも、何としても《果ての祭さい壇だん》まで辿たどり着つくのだ。

　視線を前方に戻もどすと、赤い空の遥はるか彼方かなたに、途と轍てつもない規模の断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきがそびえ立っているのがうっすらと見える。創世神話に伝わる《世界の終わりの壁かべ》だ。飛ひ竜りゆうで越こえることが可能な人界の山脈とは異なり、ダークテリトリーを取り囲むあの断だん崖がいは、無限の高みにまで続いているという。

　絶ぜつ壁ぺきの手前、飛ひ翔しようするアリスとほぼ同じ高度に──。

　小さな浮うき島しまが、たったひとつだけ漂ただよっている。

　底の尖とがった杯さかずきのような形をしているあの島が、いったい、いかなる力で虚こ空くうに浮ふ遊ゆうしているのかは推測もできない。

　眼めを凝こらすと、平らな上じよう面めんの中央部に、何らかの人工的な構造物が見て取れる。あれこそが目指す《果ての祭さい壇だん》なのだろう。世界の出口にして、リアルワールドへの入り口。

　残りの距きよ離りは十キロルを切っているが、残念ながらアリスが浮うき島しまに到とう着ちやくするよりも、背後の皇こう帝ていベクタが追いついてくるほうがわずかに早いだろう。

　アリスはゆっくり息を吸い、吐はいた。

　右手で軽く愛あい竜りゆうの首を撫なで、命じる。

「ありがとう雨アマ縁ヨリ、それに滝タキ刳グリ。ここまででいいわ、地上に降りてちょうだい」

　二頭は弱々しい声で鳴くと、並んだまま螺ら旋せん降下に入った。

　眼下の地形は、少し前から寒々しい暗あん灰かい色しよくの砂さ漠ばくへと変わっている。神が創造に飽あいたかのような、どこまでも茫ぼう漠ばくと続く砂の海に長い軌き跡せきを引きながら、竜りゆうたちは半ば倒たおれ込こむように着地した。

　ふるるるる、と喉のどの奥おくから掠かすれ声ごえを漏もらして巨きよ体たいを横たえる雨縁の背から、アリスは即そく座ざに飛び降りた。腰こしの革かわ袋ぶくろを探さぐり、一本だけ残っていた霊れい薬やくの小こ瓶びんを取り出す。

　半開きになった雨縁の口に青い液体を半分だけ注ぎ入れ、残りを隣となりの兄竜りゆうの口に一滴てき残さず流ながし込こむ。いかに公こう理り教きよう会かい製の霊れい薬やくとはいえ、飛ひ竜りゆうの膨ぼう大だいな天命を癒いやすにはまるで足りないが、それでももう一度離り陸りくするだけの力は戻もどるはずだ。

　アリスは、左右の手で竜りゆうたちの和にこ毛げの生えた顎あご下を優やさしく搔かいた。

「雨縁、滝刳」

　呼びかけた途と端たん、自然と両りよう眼めに涙なみだが浮ういた。それを懸けん命めいに堪こらえ、続ける。

「ここでお別れです。最後の命令よ……人界まで飛び、西域の竜りゆうの巣に戻もどって、雨縁はだんなさん、滝刳はお嫁よめさんを見つけなさい。赤ちゃんをいっぱい産んで、強い子に育てるのよ。いつかまた騎士を乗せて飛べるくらい、強い、強い子供たちを」

　不意に、雨縁が頭を持ち上げて、アリスの頰ほおを舐なめた。

　滝刳は右腰こしに鼻はな面づらを摺すり寄せ、そこに下がるエルドリエの神器・霜そう鱗りん鞭べんの匂においを嗅かいだ。

　二頭が頭を離はなすと同時に、アリスは強く命じた。

「さあ、行って!!　振ふり返かえらないで、まっすぐ飛びなさい!!」

　くるるるっ!!

　竜りゆうたちは同時に頭をもたげ、高らかに鳴いた。

　巨きよ体たいを立ち上がらせると、もう後ろを見ることなく、まっすぐ西に向けて助走を開始する。

　大きく広げられた翼つばさが砂さ漠ばくの風を摑つかみ、ふわりと巨きよ体たいが浮ういた。

　兄妹きようだい竜りゆうは、翼よく端たんが触ふれ合あうほどの近さで力強く羽ばたき、一気に高度を取った。

　と、そこで──。

　雨縁が、長い首を振ふり向むかせた。

　愛あい竜りゆうの、水すい晶しようのように美しい瞳ひとみがまっすぐにアリスを見た。その縁ふちに、大きな雫しずくが溜たまり、きらっと輝かがやいて空に散った。

「雨アマ……縁ヨリ……？」

　アリスの呟つぶやきが終わらぬうちに。

　頭の向きを戻もどした飛ひ竜りゆうとその兄は、揃そろって体を右に傾かたむけ、急角度で方向転てん換かんした。

　猛たけ々だけしい咆ほう哮こうを轟とどろかせ、西ではなく北の空目め掛がけて一直線に上じよう昇しようする。もうはっきりと視し認にんできるほどに近づきつつある、黒い追つい跡せき者しや目指して。

「だめ……だめよ！　雨縁、だめ────ッ!!」

　アリスは絶ぜつ叫きようし、走った。

　しかし、砂さ漠ばくの細かい砂がブーツに絡からみつく。

　手をついて倒たおれ込こんだアリスの視線の先で、雨縁と滝タキ刳グリは、不死の敵が待ち受ける高空へと突とつ進しんしていった。

　銀色の鱗うろこが、赤い陽光を受けて炎ほのおのように輝かがやく。

　鋭するどい牙きばの並ぶあぎとが、いっぱいに開かれる。

　兄妹きようだい竜りゆうは、追つい跡せき者しやが射程距きよ離りに入るやいなや、最大の武器である熱線を発射した。空を貫つらぬく純白の光は、まるで飛ひ竜りゆうの命そのものが燃えているように見えた。

　怪生物の背に乗る敵は、迫せまり来る超高温の炎ほのおを見ても、飛行軌き道どうをまるで変えようとしなかった。

　無造作に左手を伸のばし、五指を広げる。

　防げるわけがない。飛ひ竜りゆうの熱線は、整せい合ごう騎き士しの武装完全支配術と、高位術者の集団による多重術式を除けばこの世界で最も高い優先度を持つ攻こう撃げきなのだ。それが二条。あんな短時間では、対たい抗こうできる防ぼう御ぎよ術じゆつを唱える余よ裕ゆうはない。

　アリスはそう推測し、あるいは願った。

　しかし。

　甲かん高だかい共鳴音を響ひびかせる二本の熱線が、敵の体を吞のみ込こみ焼やき尽つくすと見えた、その寸前。アリスの理解を超こえた、奇き怪かいな現象が発生した。

　追つい跡せき者しやの左手を中心に、漆しつ黒こくの闇やみが渦うず巻まきながら広がったのだ。

　周囲の空間が、まるで闇やみに向かって落おち込こむかのようにぐにゃりと歪ゆがんだ。凄すさまじい威い力りよくを内包するはずの、飛ひ竜りゆうの熱線すらもその例外ではなかった。直進軌き道どうが孤こを描えがき、そのまま男の左手へと吸い寄せられ──。

　ささやかな光を散らしただけで、閃せん光こうも爆ばく発はつもなく、二条の熱線は闇やみへと吞のまれた。

　どんな術式も剣けん技ぎも届かない高みを飛ぶ、黒い点でしかない敵の口くち許もとに、薄うすい笑えみが浮うかぶのをアリスは確かに見た。

　直後。

　砂を磨すり潰つぶすような耳みみ障ざわりな音とともに、男の左手にわだかまる闇やみから、漆しつ黒こくの稲いな妻ずまが幾いく筋すじも迸ほとばしった。

　竜りゆうたちの熱線を吞のみ込こみ、己おのれの力に変えて吐はき出だしたかのようなその攻こう撃げきが、飛ひ翔しようする雨アマ縁ヨリと滝タキ刳グリの翼つばさや四し肢しを容よう赦しやなく貫つらぬいた。二頭の巨きよ体たいががくんと揺ゆれ、赤い空よりなお色いろ濃こい鮮せん血けつが宙にしぶいた。

「あ……あ…………」

　アリスは喘あえぎ、空に両手を差さし伸のべて叫さけんだ。

「雨縁────ッ!!　逃にげて!!　もういいから、逃にげて────ッ!!」

　悲鳴は、確かに竜りゆうたちに届いたはずだった。しかし二頭の飛ひ竜りゆうは、まるでアリスの声を聞いて奮い立ったかのように両りよう翼よくを打ち鳴らし、再び突とつ進しんした。

　口が大きく開かれる。牙きばの隙すき間まから陽炎かげろうのような熱気が立ち上り、白光が不規則に瞬またたく。

　ズバッ!!

　熱線が、再び空を灼やいた。

　今度もまた、男は闇やみの盾たてを展開させ、炎ほのおを受けた。

　先刻と同じ反はん撃げきが来るのは明らかだったのに、竜りゆうたちは果か敢かんにも突とつ撃げきを続けた。あぎとから光線を放ち続けたまま、翼つばさを猛もう然ぜんと羽ばたかせ、敵に向かって突つっ込こんでいく。

　二頭の体に穿うがたれた傷口から飛び散る血が、炎ほのおへと変わった。銀ぎん鱗りんが次々と剝はく離りし、光の粒つぶとなって空に舞まった。

　竜りゆうたちの存在そのものが、光こう素そに転てん換かんされていく。

　命を燃やして放たれ続ける熱線が、黒い渦うずを満たし、飽ほう和わさせ始める。荒あれ狂くるう熱気に耐たえかねたか、男の左手からも白はく煙えんが上がる。

　だが──そのとき。

　敵の全身が、青黒い闇やみのベールに包まれた。左手から放たれる虚きよ無むの渦うずも勢いを増し、直後、その中央から放たれた黒い稲いな妻ずまが白い熱線を押おし戻もどした。

　衝しよう突とつする白と黒の力は、両者の中間でほんの一秒ほど拮きつ抗こうし、あっけなく逆転した。

　力ちから尽つきたように翼つばさの勢いを緩ゆるめる雨縁と滝刳に、無数の黒い稲いな妻ずまが躍おどりかかる──。

「雨縁!!　あまより──────ッ!!」

　アリスの絶ぜつ叫きようが、涙なみだとともに砂さ漠ばくの空気に広がった、その瞬しゆん間かんだった。

　星が降った。

　赤い空から、二つの煌きらめく光が、恐おそろしい速度で落下してくる。

　一つはそのまま地上を目指し。

　そしてもう一つは、竜りゆうたちと追つい跡せき者しやの中間地点でぴたりと静止した。光がぱっと飛び散り、その内側に隠かくしていたものの姿を露あらわにした。

　人。

　剣士だ。

　少し長めの黒くろ髪かみと、同じく漆しつ黒こくのコートが風に翻ひるがえる。背中には、交差する形で装備された白黒二本の長ちよう剣けん。両りよう腕うでを胸の前で組み、迫せまりくる闇やみ色いろの轟ごう雷らいを平然と見み詰つめている。

　バン!!　バシィッ!!

　という衝しよう撃げき音おんとともに、稲いな妻ずまが剣士を打った。いや、正確には、触ふれることなく弾はじかれた。腕うで組ぐみをしたまま空中にすっくと立つ剣士の直前で、雷かみなりは不可視の障しよう壁へきに遮さえぎられ、空むなしく威い力りよくを拡散させたのだ。

　アリスは息を止め、両りよう眼めをいっぱいに見開いた。

　黒衣の剣士が振ふり向むき、地上のアリスを見た。

　わずかに少年らしさの残る顔が小さく綻ほころび、黒い瞳ひとみが強い輝かがやきを宿した。アリスは、胸むねの奥おくに火花が散るのを感じた。その熱は瞬しゆん時じに広がり、心を激しく燃え立たせた。

　両りよう眼めから新たな涙なみだが溢あふれるのを意識しながら、アリスは呟つぶやいた。

「キリ……ト…………」

　半年に及およぶ長い眠ねむりから目覚めた剣士は、力強い、しかしどこか照れたような笑えみを浮うかべて頷うなずくと、体を反転させて右手をまっすぐ掲かかげた。

　その手の先では、瀕ひん死しの竜りゆうたちが最後の力で翼つばさを羽ばたかせている。両りよう翼よくの端はしと、長い尾おの先は、すでに光に溶とけるように消えつつある。

　雨アマ縁ヨリが、ルーリッド村郊こう外がいの小屋で半年間ともに暮らしたキリトを見て、くるるっと小さく鳴いた。

　キリトも頷うなずき返し、瞼まぶたを閉じた。

　不意に、虹にじ色いろの膜まくが二頭の竜りゆうを覆おおった。まるで、巨きよ大だいなしゃぼん玉に包まれたかのようだ。しかし竜りゆうたちは恐おそれるでもなく、翼つばさを畳たたみ首を曲げて、小さく体を丸める。

　虹にじ色いろの球は、アリスの頭上に、ゆっくりと舞まい降おりてくる。

　呼吸も忘れて見上げるアリスの視線の先で、不思議な現象が起きた。

　七色の光をまとう雨縁と滝タキ刳グリの巨きよ体たいが、みるみるうちに小さくなっていく。いや、小さくと言うよりも、若く、幼くなっていくようだ。

　鋭するどい鉤かぎ爪づめが丸みを帯びる。分厚い銀ぎん鱗りんが、柔やわらかい羽う毛もうに置おき換かわっていく。尾おも首も短くなり、小さくなった翼つばさが綿毛に覆おおわれる。

　広げたアリスの両りよう腕うでにふわりと収まった時、竜りゆうたちの体はもう五十センにも満たなかった。青みがかった白の毛皮に包まれた滝刳は、眼めを閉じすやすやと眠ねむっているようだ。

　そして、緑がかった綿毛の球のような、セントラル・カセドラルで初めて出会った頃ころと同じ姿に戻もどった雨縁が、まっすぐにアリスを見上げ、真しん珠じゆ粒つぶのような歯が並ぶ口を開いて短く声を発した。

「きゅるっ」

「あま……より……」

　呟つぶやいたアリスの頰ほおを伝い、零こぼれた涙なみだが、竜りゆうの羽う毛もうに弾はじかれてきらきらと光った。

　直後、二頭の幼よう竜りゆうを包む虹にじ色いろの光が、一気にその強さを増した。アリスの腕うでに伝わる感かん触しよくが、羽う毛もうの柔やわらかさから、滑なめらかな硬かたさへと変わる。何度か瞬まばたきした時、腕うでの中に存在するのは、二つの大きな卵になっていた。

　白銀色の卵はどんどん小さくなっていき、最終的に掌てのひらに並んで載のるくらいにまでなってからようやく七色の輝かがやきを消した。

　アリスは、二つの小さな卵にそっと頰ほおを寄せながら、この現象の意味をおぼろげに推測した。雨アマ縁ヨリと滝タキ刳グリの天命が、その最大値の膨ぼう大だいさゆえにもう術式では回復しきれないと判断したキリトは、天命上限そのものを限界まで縮小する──つまり卵にまで還かん元げんすることで消しよう滅めつを免まぬがれさせたのだ。

　いかなる術式を組めばそのような効果を実現できるのか、いまや世界最高級の神聖術者でもあるはずのアリスにすら想像もできないが、しかし不安は感じなかった。いつかまた竜りゆうたちに会える、そんな確信だけが温かく胸に広がった。

　二つの卵を優やさしく両手で包みこみ、アリスはもう一度空を見上げた。

「ありがとう……おかえりなさい、キリト」

　涙なみだ交じりの声で囁ささやく。

　遥はるか高空までは届くはずもなかったが、黒衣の人ひと影かげはしっかりと頷うなずき、再び微ほほ笑えんだ。

　耳みみ許もとに、懐なつかしい声が聞こえた。

　──俺おれのほうこそ、長いあいだ心配かけたな。ありがとう、アリス。

　──次は、リアルワールドで会おう。

　そして、キリトはゆっくりと体の向きを変え、闇やみをまとう追つい跡せき者しやと相対した。

　せめぎ合う両者の心シン意イに耐たえかねたか、虚こ空くうに断続的な火花が弾はじける。

「……キリト……」

　──その敵は、たとえあなたでも、尋じん常じような攻こう撃げきでは倒たおせない。

　アリスはそう危き惧ぐし、唇くちびるを嚙かんだ。

　と、不意にすぐ後ろから声が聞こえた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、アリスさん」

　振ふり向むくと、そこに立っていたのは、真しん珠じゆ色いろの装備に身を包むリアルワールド人の少女だった。

「アスナ……」

　長い茶色の髪かみを風になびかせながら、アスナは微ほほ笑えみ、アリスの背に触ふれた。

「キリトくんを信じましょう。わたしたちは、果ての祭さい壇だんに急がないと」

「え、ええ……」

　頷うなずいたものの、いまやそれはそう容易たやすいことではない。
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　アリスは真南に向き直り、彼方かなたの地平線から屹きつ立りつする《世界の終わりの壁かべ》と、その手前に浮ふ遊ゆうする白い浮うき島しまを見上げた。

「……果ての祭さい壇だんは、たぶんあの浮うき島しまの上だと思います。けれどもう竜りゆうたちには乗れないし、どうやってあんな高いところまで……」

「大だい丈じよう夫ぶ、私に任せて」

　アスナは頷うなずくと、腰こしから華か麗れいな細さい剣けんを抜ぬいた。

　それをまっすぐ彼方かなたの浮うき島しまに向け、長い睫まつ毛げを伏ふせる。

　突とつ然ぜん、昨夜の暗黒界軍の奇き襲しゆう時にも聞いた天使の重唱が、ラ──────、と高らかに響ひびき渡わたった。

　七色の光が、空から灰色の砂さ漠ばくへと、一直線に降り注ぐ。

　重い音とともに、すぐ目の前の砂の中から、白い石版が浮うき上あがった。

　ご、ごごごん！

　立て続けに音が響ひびき、少し高さを増してもうひとつ、さらにひとつと石版が出現する。

　息を吞のむアリスの眼前に白はく亜あの階段が出現し、空の彼方かなたの浮うき島しままで繫つながるのにかかった時間はほんの十数秒だった。

　地形操作を終え、剣を降ろしたアスナが、がくりと砂に膝ひざをついた。

「あ、アスナ……!!」

「だい……じょうぶよ。急ぎましょう……祭さい壇だんが閉じるまで、あと八分くらいしかないわ……」

　閉じる──？

　言葉の意味が、アリスには咄とつ嗟さに理解できなかったが、訊たずねる前に強く右手を摑つかまれた。

　立ち上がり、白い石段を上り始めたアスナに手を引かれ、アリスも走った。走りながら、もう一度だけ振ふり向むき、後方の空で追つい跡せき者しやと対たい峙じする黒衣の剣士を見上げた。

　──キリト。おまえには言いたいこと、聞きたいことが、山ほどあるんですからね。

　──絶対に勝って。勝って、もういちど、私の前に戻もどってきて。
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　灰色の砂さ漠ばくに連なる白はく亜あの浮き階段と、その上を飛ぶようなスピードで駆かけ上のぼっていく二人の女性剣士の姿は、ため息が出そうなほどに美しく、詩的で、象しよう徴ちよう的だった。

　俺は、その光景を脳のう裏りに焼きつけ、胸むねの奥おくで呟つぶやいた。

　──アリス。アスナ。

　──これで……お別れだ。

　アスナに、次の時間加速は現実比五百万倍にも達することと、もしそれまでに脱だつ出しゆつできなければこの世界で二百年という時間を過ごさなくてはならないことを伝えなかったのには理由がある。

　それを知れば、アスナも、アリスも、俺と一いつ緒しよに戦おうとするに違ちがいないからだ。たとえそのせいで、タイムリミットまでに脱だつ出しゆつできなくなったとしても。

　俺は、アリスを追う敵の気配を知覚した瞬しゆん間かん、その異質さに戦せん慄りつした。

　いや、気配という表現はふさわしくない。そこにあるのは無、それのみだからだ。あらゆる情報を吞のみ込こみ、光ひとつぶすら逃にがさないブラックホール。

　そのような相手をタイムリミットまでに撃げき破はし、三人揃そろって無事に脱だつ出しゆつできる可能性はごく低い。となれば、俺の行動優先順位はおのずから定まる。

　アスナとアリスを、アンダーワールドから確実にログアウトさせること。

　それ以外に優先されるものなどない。何一つ。

　俺は、一枚絵のように美しい光景をしっかりと記き憶おくに刻きざみ込こみ、顔の向きを変えて、正面にホバリングする敵の姿を見た。

　ついに邂かい逅こうした《それ》は、まったく理解の及およばない存在だった。

　男だ。それは恐おそらく確かだろう。

　しかし、それしか解わからない。

　顔の造ぞう作さくは、自作のアバターなのだとしたら、恐おそらく《白人男性の平均的容よう貌ぼう》を意図したのだろう。整ってはいるが、いっさいの特とく徴ちよう的要素というものがない。ただ、肌はだが白く、眼めが青く、髪かみが金色だとしか表現のしようがないのだ。

　体格も、白人種としては至って普ふ通つう。太っても瘦やせてもいない体を、ミリタリージャケットめいた服が包んでいる。ならばこの男は軍人なのか、というとそれも定さだかでない。なぜなら、ジャケットの上下に施ほどこされた黒と灰色の迷めい彩さい模様が、ある種の粘ねん液えきのように絶えず動き回っているからだ。しかも左腰こしには神器級と思おぼしき長ちよう剣けんを装備している。

　この男が、オーシャンタートルを襲しゆう撃げきした特とく殊しゆ部隊の一員であることは移動中にアスナから聞いた。ならば、人工フラクトライト関連技術の奪だつ取しゆを目もく論ろんだ組織なり企き業ぎように、金で雇やとわれた傭よう兵へいであるはず。しかし、少し離はなれた場所から、ガラスのような双そう眸ぼうで俺を見ている男が、そんな現実的利益を求めている人間だとはとても思えない。いや、そもそも人間である気すらしない。

　約一秒の観察と思考を終え、俺は口を開いた。

「……お前は、何者だ」

　答えは即そく座ざに返った。滑なめらかな、しかしどこか金属的な響ひびきのある声で、男は言った。

「求め、盗ぬすみ、奪うばう者だ」

　途と端たん、男の全身を取り巻く青黒い闇やみのオーラが、蠕ぜん動どうの勢いを増した。背後から吹ふく微び風ふうを感じる。空気が……いや世界を構成する情報が、闇やみに吸すい込こまれているのだ。

「何を求めるんだ」

「魂たましいを」

　問答を交かわすにつれ、吸引力も増していく。世界の情報だけではない。俺の意識そのものもまた、虚きよ無む的な重力に引かれるのを感じる。

　と、不意に男の口くち許もとに表情めいたものが浮うかんだ。感情とは無関係な、希き薄はく極きわまる笑えみ。

「お前こそ何者だ。なぜそこにいる。いかなる権利があって、私の前に立つのだ」

　俺が──何者か、だって？

　アンダーワールドに降臨した勇者？　──まさか。

　人界を守護する騎士？　──違ちがう。

　脳のう裏りに否定の言葉を浮うかべるたびに、何かが俺の中から吸い出され、奪うばわれていくのを感じる。しかし、なぜか思考を止めることができない。

　デスゲームＳＡＯをクリアした英えい雄ゆう？　──否いな。

　最強のＶＲＭＭＯプレイヤー？　──否いな。

《黒の剣士》？　《二刀流》？　──否いな、否いな。

　どれも、俺自じ身しんが望んだ存在ではない。

　ならば、俺はいったい何者だ……？

　すうっ、と意識が薄うすれかかったその瞬しゆん間かん。

　誰だれかの懐なつかしい声が、名前を呼んだ気がした。

　俺は、いつの間にか俯うつむけていた顔をさっと持ち上げ、呼ばれたままに名乗った。

「俺はキリト。剣士キリトだ」

　ばちっ!!

　と白いスパークが弾はじけ、俺にまとわりつこうとしていた闇やみの触しよく手しゆを断たち切きった。思考が即そく座ざに鮮せん明めいさを取とり戻もどす。

　──いまの現象は、いったい何だ。

　もしかしたらこの男は、二台のＳＴＬを介かいして、直接こちらの意識に干かん渉しようできるのか。

　イマジネーションの防ぼう壁へきを強く張はり巡めぐらせながら、男の眼めを凝ぎよう視しする。そこにあるのはまさしく虚きよ無むだ。他人の心を吸い取る、底なしの暗くら闇やみ。

「……お前の名は」

　無意識のうちに俺はそう訊たずねていた。

　男はわずかに考え、名乗った。

「ガブリエル。私の名はガブリエル・ミラー」

　それがキャラクターネームやハンドルネームではなく、男の本名であることを俺は直感的に察した。

　なぜなら、ほんの数秒だけ容よう貌ぼうが変化したからだ。目つきが鋭するどくなり、氷のような冷れい酷こくさを帯びる。唇くちびるが薄うすく引ひき締しまり、頰ほおが削そげる。

　もとの作り物めいた顔に戻ると同時に、男の全身から噴ふき出だす闇やみのオーラが一気に厚みを増した。

　この段階で、俺はようやく男の右みぎ腕うでが肩かた口ぐちから欠損していることに気付いた。いままで腕うでのように蠢うごめいていた不定形の闇やみが、ずるずると伸のびて左腰こしの剣を握にぎった。

　湿しめった音を立てて引ひき抜ぬかれた剣は、実体としての刀身を持っていなかった。

　虚きよ無む的な闇やみだけが、一メートルほどの長さで黒い炎ほのおのように立ち上っている。まさしく、非存在の存在だ。

　影かげの腕うでで握にぎった闇やみの剣を、男は奇き怪かいな震しん動どう音とともに切きり払はらった。

　俺も、わずかに距きよ離りを取りながら背中の双そう剣けんを同時に抜ぬいた。左手には青あお薔ば薇らの剣。そして右手に、夜空の剣。

　闇やみ色ということなら、ギガスシダーの梢こずえから削けずり出した夜空の剣も負けていない。しかし、その刀身が黒くろ水ずい晶しようのように光を反射しているのに対して、男の剣はまるで空間がそこだけ切り取られているかのように黒い。ＰｏＨプーの友切包丁メイト・チヨツパーと同じリソース吸収属性、などというレベルではあるまい。

　しかし、どれほど底知れない相手でも、後退は有り得ない。アスナとアリスが高さ数百メートルの階段を上り終えるまで、この敵を食い止めなくてはならないのだから。

「──行くぜ、ガブリエル!!」

　敢あえて敵の名を叫さけび、俺は翼つばさに変形させたマントの裾すそを羽ばたかせた。

　一気に上じよう昇しようしながら、二本の剣を体の前で交差させる。

「ジェネレート・オール・エレメント！」

　周囲の空間そのものを端たん末まつとするイメージで、全属性の素因エレメントをそれぞれ数十個ずつ生成すると、俺は急降下しつつそれら全てを同時発射した。

「ディスチャージ!!」

　炎ほのおの矢が、氷の槍やりが、風の刃やいばが、その他幾いくつもの色しき彩さいが宙を走る。

　術式を追いかけるように、左右の剣を振ふりかぶる。

　ガブリエル・ミラーは、一いつ切さいの回かい避ひ行動を取ろうとしなかった。

　薄うす笑わらいを浮うかべたまま、ただその場で両手を広げる。

　青い闇やみを纏まとうその体に、八色の光が突つき刺ささる。

　わずかに上半身をぐらつかせた隙すきを逃のがさず、俺は右手の剣で男の胴どうを薙なぎ払はらい、左手の剣で胸を貫つらぬいた。粘ねん液えき質しつの闇やみが飛び散り、すれ違ちがう俺の肌はだに冷気を残した。

　そのまま飛ひ翔しようして距きよ離りを取り、素す早ばやく振ふり向むく。

　俺の視線が捉とらえたのは──。

　不定形に流出した闇やみをずるすると引ひき戻もどし、何事もなかったかのように振ふり向むくガブリエルの姿だった。体を包むジャケットには、傷一つ残っていない。

　やはり。

　あの男の属性は、斬ざん撃げき、刺し突とつ、火か炎えん、凍とう結けつ、旋せん風ぷう、水すい弾だん、鋼こう矢し、晶しよう刃じん、光線、闇あん呪じゆに対して吸収ドレインだ。

　交こう錯さくの瞬しゆん間かん、虚きよ無むの刃やいばに撫なでられた俺おれの右みぎ肩かたから、抉えぐられるようにコートの布地と肉が消しよう滅めつし、鮮せん血けつが飛び散った。
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　ガブリエル・ミラーは、純白の空中階段を駆かけ上のぼっていく《光の巫み女こ》アリスともう一人の少女の姿をちらりと確かく認にんし、二人がシステム・コンソールに到とう達たつするまでの残り時間を五分と見積もった。

　となれば、唐とう突とつに出現した邪じや魔ま者ものとの戦せん闘とうにかまけている余よ裕ゆうはない。即そつ刻こく無力化し、浮うき島しまへと急行するのが論理的な判断だろう。しかしガブリエルは新たな敵にほんのわずかな興味を覚えて、その場に滞たい空くうし続けた。

　一見したところでは、ただの子供にしか見えない。

　先に戦い、相あい討うちとなった壮そう年ねんの剣士と比ひ較かくすれば、威い圧あつ感などなきに等しい。恐おそらくは、《シノン》と同じくラースに協力している日本人のＶＲＭＭＯプレイヤーなのだろうが、圧力という点ではあの少女にすら劣おとる。

　なぜなら、黒くろ髪かみの若者は、闘とう志しのたぐいをほとんど放出していないからだ。

　何者か、と訊たずねたその瞬しゆん間かんだけはわずかに意思を吸い取ることができたものの、その回路もすぐに遮しや断だんされてしまった。以降は、まるで透とう明めいな殻からに包まれているかのようにガブリエルの精神の触しよく手しゆを弾はじき続けている。心を味わえない敵と戦っても、まるで面おも白しろくない。

　ならば即そつ刻こく排はい除じよして、アリスを追おうと一度は考えた。

　しかし若者がロングコートの裾すそを翼つばさ状じように変化させ、さらに色々な属性の魔ま法ほうを同時に操あやつるのを見て少しだけ気が変わった。この世界に慣れている、と感じたからだ。

　アリスを確保し、ＳＴＬ技術とともに第三国へ脱だつ出しゆつしたあとは、自分だけの仮想世界を隅すみ々ずみまで好みに合うように構築する作業が待っている。それを効率的に行うためにも、若者が持っている操作技術を奪うばっておくのは悪くない。

　そのためにはまず、あのイマジネーションの殻からを破は壊かいする必要がある。

　ガブリエルは薄うすい笑えみを浮うかべ、黒衣の少年に向けて日本語で語りかけた。

「三分あげよう。私をせいぜい楽しませてくれ」
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「……気前のいいことだな」

　俺は、指先の一ひと撫なでで右みぎ肩かたの傷を塞ふさぎながら呟つぶやいた。

　だが、ガブリエル・ミラーの余よ裕ゆうにはたっぷりと裏づけがある。何と言っても全属性の攻こう撃げきに対して無敵なのだ。

　──いや、たった一つだけ、通用する攻こう撃げき属性もなくはないだろう。奴やつの右みぎ腕うでを吹ふっ飛とばしたのは、きっと先行していたシノンだ。イマジネーションで彼かの女じよの愛あい銃じゆうヘカートⅡを作り出し、撃うち抜ぬいたのだろう。つまり、《銃じゆう撃げき》属性の攻こう撃げきなら、さしものガブリエルも吸収できないということになる。

　その理由は、奴やつがまがりなりにもミリタリージャケット姿であることと無関係ではあるまい。現実世界での経験を通して対物狙そ撃げき銃じゆうの威い力りよくを知しり抜ぬいているがゆえに、自分が撃うたれた時のダメージを意志力で打ち消せなかったのではないか。

　だが、このアンダーワールドで銃じゆう器きを具現化するなどという離はなれ業わざは、愛あい銃じゆうを手足のように扱あつかうシノンだからこそできたことだ。俺にはとても真ま似ねできないし、仮に拳けん銃じゆうをひとつくらい作り出せたところで、とても威い力りよくまでは伴ともなうまい。

　つまり俺は、銃じゆう撃げき属性以外に、何かあの奇き怪かいな男がダメージとして認にん識しきしてしまうものを見つけ出す必要がある。

　それは即すなわち、ガブリエルという人間を知るということだ。どのように生き、何を望み、なぜここにいるのかを看破しなくてはならない。

　左右の剣をぴたりと構え、俺は口くちの端はに笑えみを浮うかべた。

「いいだろう、楽しませてやるよ」
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　いったい、あの自信の根こん拠きよは何なのか。

　長期間アンダーワールドにログインし、世界のシステムに慣れているのは確かなのだろうが、しかしたかがゲームプレイヤーの子供ではないか。大げさに構えた二本の剣や、派手派手しい魔ま法ほう攻こう撃げきの全てが無力であることを思い知らされたばかりだというのに、どうしてふてぶてしく笑っていられるのか。

　ガブリエルは、まるで恐おそれを見せようとしない少年の態度にかすかな不快感を覚えつつそう考え、時じ間かん稼かせぎのための虚きよ勢せいだと結論づけた。

　たとえこの世界で死のうとも、現実の肉体には何の傷も負わないとたかをくくっているのだ。その上で、仲間であろう少女がアリスを確保するまで戦せん闘とうを引ひき延のばすことだけを考えている。

　所しよ詮せんは愚おろかな子供だ。付き合うのは三分でも長すぎる。

　意志力で造り上げた右手で握にぎる、虚うつろな刃やいばをゆらりと振ふり──ガブリエルはそれを、自らが乗る有ゆう翼よく生物の背中に無造作に突つき刺さした。

　もともとこの怪かい物ぶつは、剣や石弓と同じく、《サトライザー》が所持していた飛行用ジェットパックがコンバート時にこの世界にそぐう形で置ち換かんされたものだ。意思のままに制せい御ぎよできるとはいえ、両足だけで乗っているのは安定感に欠ける。あの少年のように、翼つばさだけにしたほうが合理的というものだ。

　背中を串くし刺ざしにされた怪かい物ぶつは、ギイッと短い悲鳴を上げただけで、たちまち虚きよ無むに吸すい込こまれた。ガブリエルは、剣を通して右みぎ腕うでに流入してきたデータを背中に移動させ、意思を集中させた。

　ばさっという音ともに、少年のそれと同じく黒い翼つばさが肩けん甲こう骨こつのあたりから伸のびた。しかし、こちらはコウモリのような皮ひ膜まく型ではなく、鋭するどい羽う毛もうを重ねた猛もう禽きんのそれだ。天使の名を持つ自分には、こちらのほうが相応ふさわしい。

「……一つ、盗ぬすんだぞ」

　ガブリエルは、虚きよ無むの刃やいばを若者に向けながら囁ささやいた。
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　次の攻こう撃げきで、敵の乗る円えん盤ばん型の飛行生物を陥おとそうと思っていた俺は、先手を打たれて一いつ瞬しゆん判断力が低下した。

　その隙すきを逃のがさず、黒い猛もう禽きんの翼つばさを羽ばたかせたガブリエルが、剣の間合いに滑すべり込こむ。

　ノーモーションで繰くり出だされた突つき技わざの速度は、驚おどろくべきものだった。剣けん技ぎに関しては素人しろうとと睨にらんでいたがとんでもない。十字にクロスさせた二本の剣で、下からすくい上げるように受ける。

　ぎじゅっ！

　と異様な音とともに、青黒い闇やみの剣が俺の鼻先で停止した。

　青あお薔ば薇らの剣と夜空の剣が激しく軋きしむ。かろうじて侵しん食しよくされはしないものの、いわば虚きよ無むそのものと斬きり結んでいるようなものだ。剣に巨きよ大だいな負ふ荷かがかかっていることは想像に難かたくない。

　しかし、バックステップで回かい避ひせず、あえてクロス・ブロックしたのは作戦のうちだった。俺は、ガブリエルが闇やみの剣を強ごう引いんに斬きり下ろそうとする力に逆らわず、体を右に流しながら渾こん身しんのハイキックを浴びせた。

「ラァ!!」

　気合とともに、オレンジ色の光を引きながら跳はね上あがった爪つま先さきが、尖とがった顎あごを捉とらえた。ボッと闇やみが飛び散り、ガブリエルは上体を仰のけ反ぞらせる。

　──どうだ!?

　翼つばさで強く空気を叩たたき、バックダッシュで距きよ離りを取りながら俺は敵の様子を確かめた。銃じゆう撃げきとまでは行かなくとも、《打だ撃げき》ならば──奴やつが本当に特とく殊しゆ部隊の兵士なら、当然格かく闘とう術じゆつの訓練も受けているだろうから、ダメージと認にん識しきする可能性はある。

　かくん、と頭を戻もどしたガブリエルは、しかし表面的にはまったくの無傷だった。

　顎あごから飛び散った黒い闇やみは、すぐに凝ぎよう集しゆうして滑なめらかな皮ひ膚ふを再生させた。そこを左手で撫なでながら、敵はにやりと笑った。

「なるほどな。しかし残念ながら、そんな大おお技わざはショウ・アップされたテレビ向けの代しろ物ものだ。本物のマーシャル・アーツというのは……」

　びゅっ!!

　と空気を鳴らし、言葉半ばで、ガブリエルは全身が黒く霞かすむほどの速度で突つっ込こんできた。左上から振ふり下ろされる剣を、俺は反射的に青あお薔ば薇らの剣で弾はじき、同時に夜空の剣で反はん撃げきした。敵の肩かた口ぐちに刃やいばが食くい込こみ、まるで高こう濃のう度どの粘ねん液えきに包まれたかのような手応えとともに動かなくなる。

　伸のびきった俺の右みぎ腕うでに、するりと絡からみつくものがあった。ガブリエルの左ひだり腕うで。太い蛇へびのように巻きつき、たちまち関節を極きめられ──。

　ごきっという嫌いやな音とともに、俺の脳天に電流にも似た激痛が走った。

「ぐあっ……」

　呻うめく俺の顔を間近から覗のぞき込こみ、ガブリエルは囁ささやいた。

「──こういうものだ」

　直後、猛もう烈れつなラッシュが開始された。

　虚きよ無むの剣が、無限にも思える回数の連続技わざを超高速で撃うち込こんでくる。それを左手の剣だけでどうにか捌さばこうとするが、防ぼう御ぎよを抜ぬけてきた一いち撃げきが、体のあちこちを浅く抉えぐり取とっていく。へし折られた右みぎ腕うでを回復させるために精神を集中する暇ひまなどまったくない。

「く……おっ……」

　思わず呻うめき声ごえを漏もらし、俺は距きよ離りを取るべく翼つばさを強く羽ばたかせた。

　全力でバックダッシュしながら、剣を握にぎるだけで精せい一いつ杯ぱいの右みぎ腕うでに左手の指を這はわせる。

　白い光が集まりかけた、その時。

　ガブリエルがすっと左手を掲かかげ、鉤かぎ爪づめのように五指を曲げてから、一気に開いた。

　十本以上の漆しつ黒こくの稲いな妻ずまが放射状に広がり、途と中ちゆうで鋭えい角かくに折れ曲がって襲おそい掛かかる。

　俺は歯を食くい縛しばり、イマジネーションの防ぼう壁へきを展開した。アリスの竜りゆうたちを襲おそった同じ技わざを弾はじいた時は絶対の確信があったが、いまは集中力の半分を腕うでの治ち療りように割さいている──という認にん識しきそれ自体が、盾たての強度を減少させ──。

　鈍にぶい振しん動どうが、体の数すう箇か所しよに生じた。

　防ぼう壁へきを貫かん通つうした闇やみの光線三本が、胴どうと両りよう脚あしを穿うがったのだ。痛みよりも先に、凄すさまじい冷気が感覚を駆かけ巡めぐる。見れば、貫つらぬかれた箇か所しよには青黒い虚きよ無むがまとわりつき、俺の存在そのものを喰くらおうとしている。

「ぐ……!!」

　再び唸うなりながら、大きく息を吸い、気合を放つ。ようやく虚きよ無むは消し飛んだが、新たな傷口から大量の鮮せん血けつが飛び散る。

「ハハハ」

　乾かわいた声に顔を上げると、ガブリエル・ミラーが虚うつろな相そう貌ぼうを歪ゆがめ、笑っていた。

「ハハハ、ハハハハハ」

　いや、これは笑いではない。唇くちびるは吊つり上あがっていても、目め許もとはまるで動かず、硝子ガラス玉だまのような瞳ひとみにはさらなる飢うえだけが渦うず巻まいている。

　ガブリエルは、両りよう腕うでをゆっくり体の前で交差させると、力を溜ためるような仕草を見せた。

　闇やみ色いろのオーラが重々しく震ふるえる。炎ほのおのように激しく揺ゆれ動うごき、厚みを増していく。

「ハ──────ッ!!」

　強きよう烈れつな気合とともに、腕うでが大きく開かれた。

　ズッ、と新たな黒こく翼よくが二枚、すでにある翼つばさの上から伸のび、大きく広がった。さらに下側からももう一対つい。

　計六枚になった巨きよ大だいな翼つばさを上から順に羽ばたかせ、ガブリエルは徐じよ々じよに高度を増していく。その頭上に漆しつ黒こくのリングが出現し、迷めい彩さい服が形を失い、蠢うごめく闇やみ色いろの薄うす布ぬのに変わる。

　いつしか両りよう眼めも、人のそれではなくなっていた。眼がん窩かにはただ、青黒い光だけが満たされている。

　まさしく──死の天使。

　人の魂たましいを狩かり、奪うばい去さる超ちよう越えつ者しや。このようなセルフイメージを持つ存在に対して、いったいどんな攻こう撃げきが有効だというのか。

　俺は、恐きよう怖ふの具現化たるその姿から視線を外し、手をつないで空中階段を駆かけ上のぼるアスナとアリスの姿を確かく認にんした。まだ、半分をやっと過ぎたところだ。浮うき島しままで到とう達たつするにはあと二分、いや三分はかかるだろう。

　たったそれだけの時間を稼かせげるかどうか、俺はすでに確信することができなくなっている。

[image: ]
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　なんという、全能感。

　全身を駆かけ巡めぐるパワーの、あまりの強きよう烈れつさにガブリエルは三度目の哄こう笑しようを放った。

　これがこの世界に於おけるイマジネーション──壮そう年ねんの剣士の言葉を借りれば《心シン意イ》の力というものか。

　時間を遡さかのぼってガブリエルを斬きったあの剣士や、竜たつ巻まきの巨きよ人じんに変身した暗黒将軍と同じ……いやそれ以上の力をついに手に入れたのだ。ガブリエルはいままで、彼らの技わざを未知のシステムコマンドによるものと思っていたが、そうではなかった。要は、いかに強く己おのれの力を確信できるかだ。そうと気づけたのも、黒くろ髪かみの子供が眼前であれこれ実演してくれたお陰かげである。

　──感謝の意味で、もう一分だけくれてやろう。

　ガブリエルは六枚の翼つばさを大きく広げ、闇やみの剣を高々と掲かかげた。

　一分のあいだに、小こ僧ぞうの肉体を切り刻み、魂たましいを抽ちゆう出しゆつして喰くらい尽つくす。さらなる力を我わが物とするために。

　青あお紫むらさき色いろのスパークを全身にまといながら、ガブリエルは突とつ撃げき態勢に入った。
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　もはや人間ですらなくなってしまった敵の姿を、俺は見上げた。

　あの男が恐おそれ、脅きよう威いだと認にん識しきするようなものなど、もう何も思いつかない。既すでに銃じゆう撃げきですら無効となった証あかしとして、シノンに吹ふき飛とばされたはずの右みぎ腕うでも、いつのまにか完全に再生している。

　つまるところ、覚かく悟ごが足りなかったのだ。

　ガブリエル・ミラーを甘あまく見みていたわけではない。その異質な気配は、最大の警けい戒かいに値あたいするものだった。しかし、だからこそ俺は、この戦いを始める前から、もしかしたら勝利を諦あきらめてしまっていたのかもしれない。時間さえ稼かせげれば──、つまりアリスとアスナが脱だつ出しゆつするまで戦いを引き延ばしさえすれば、俺も敵も二百年という時間の牢ろう獄ごくに囚とらわれ、二度と現実に戻もどれないのだから。

　ああ……そうか。

　もしかして俺は、それを望んですらいたのだろうか？

　アインクラッドを超こえる、真なる異世界。茅かや場ば晶あき彦ひこが望み、創ろうとした理想郷。アンダーワールドはまさにそう呼ぶにふさわしい。

　俺は、デスゲームＳＡＯに囚とらわれた二年間のあいだ、自分が本当に脱だつ出しゆつを望んでいるのかと常に自問していた。迷いながらも攻こう略りやく組ぐみの一員として最前線で戦い続けたのは、あの世界での生活にも厳然としたタイムリミットがあることを漠ばく然ぜんと予想していたからだ。病院のベッドに横たわり、点てん滴てきだけで命をつなぐ生身の体がいつかは衰すい弱じやくの限界を超こえるだろう、という。

　しかし、時間が加速されたアンダーワールドにはそれがない。倍率五百万倍となればなおさら、現実の肉体のことなど考える必要がなくなる。俺は魂たましいの寿じゆ命みようが尽つきるまで、この異世界に留まり続けられる。無意識にでも、そう考えなかったと本当に断言できるだろうか？

　その結果──。

　直すぐ葉はが、母さん、父さんが。

　ユイ、クライン、エギル、リズ、シリカ……その他多くの、俺を救ってくれた人たちが。

　そしてアリスが。

　アスナが。

　どんなに嘆なげき、悲しみ、涙なみだを流すかということを、考えもせず。

　結局、俺は、人の心を真に知ることのできない人間なのだ。

　中学生の時、助けを求める友達を見捨てたあの時から、何も変わっちゃいないんだ……。




　──違ちがうよ、キリト。




　懐なつかしい声。

　氷のように凍こごえた左手に、かすかな温ぬくもり。




　──君がこの世界を離はなれたくないと思ったのなら、それは自分のためじゃない。ここで出会った人たちを、君が愛しているからだよ。

　──セルカを、ティーゼを、ロニエを、リーナ先せん輩ぱいを、ルーリッドの人たちや、央都や学園で知り合った人たち、整せい合ごう騎き士したちや衛士たち……カーディナルさんや、もしかしたらアドミニストレータさえも……そしてたぶん、僕をね。

　──君の愛は、大きく、広く、深い。世界の全てを背負おうとするほどに。

　──でも、あの敵は違ちがう。

　──あの男こそ、人の心を知らない。理解できない。だから求める。奪うばおうとする。壊こわそうとする。それはつまり……

　怖おそれているからだよ。
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　ガブリエル・ミラーは、少年の頰ほおに細い涙なみだの筋が伝うのを見た。剣を握にぎる両手が、怯おびえるように胸の前で縮こまった。

　ようやく、恐きよう怖ふしたのか。

　死にゆく者の恐きよう怖ふと絶望こそ、ガブリエルが唯ゆい一いつ共感できる他人の感情だった。

　幼い頃ころ、自宅の裏の森でアリシア・クリンガーマンを殺したあの日から、ガブリエルは魂たましいの煌きらめきを求めて多くの人間を手に掛かけてきた。しかし、アリシアの額から抜ぬけ出だした光の雲のようなものを見ることは二度となかった。代わりに恐きよう怖ふを味わうことで、渇かわきを癒いやしてきたのだ。

　あれほど自信に満ちていた少年が死しに際ぎわに迸ほとばしらせる恐きよう怖ふは、どんな味わいだろうか。

　体の底から湧わき上あがる飢うえと渇かわきを感じ、舌先で唇くちびるを舐なめながら、ガブリエルは左手の指先を高く持ち上げた。

　小さな黒球が幾いくつも出現し、蠅はえのように唸うなる。

　指を振ふり下ろすと、黒球から極ごく細ぼそのレーザーが迸ほとばしり、少年の体のあちこちに突つき刺ささった。少し間を置いて鮮せん血けつが噴ふき出だし、霧きりのように漂ただよう。

「ハハハハハ!!」

　哄こう笑しようしながら一気に肉にく迫はくしたガブリエルは、虚きよ無むの剣を引ひき絞しぼり。

　無造作に、少年の腹を貫つらぬいた。

　黒いシャツとコートに覆おおわれた胴どう体たいが、荒あれ狂くるう虚きよ無むに引ひき裂さかれ、呆あつ気けなく分断された。

　飛び散る血と肉。骨。臓器。

　紅玉のように美しいその輝かがやきに、ガブリエルは左手を突つき入いれた。

　少年の上半身からぶら下がり、尚なおも脈打つ最大の宝石──心臓を摑つかみ、引き千切る。

　掌てのひらのなかで、抵てい抗こうするようにどくん、どくんと震ふるえ続ける肉にく塊かいをそっと口くち許もとまで引き寄せ、ガブリエルは虚うつろな表情で宙に漂ただよう瀕ひん死しの少年に向かって囁ささやきかけた。
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「オマエの感情、記き憶おく、心と魂たましいの全てを……いま、喰くらってやるぞ」

　そう言い放つ死の天使の姿を、俺は、半眼に閉じた瞼まぶたの下から見み詰つめた。

　ガブリエル・ミラーは、色のない唇くちびるを大きく開け、まるで熟した林りん檎ごを齧かじるように、俺から奪うばった心臓に鋭するどく尖とがった歯を立てた。

　……ざりっ。

　という怖おじ気けをふるうような音が響ひびいた。

　白面が大きく歪ゆがみ、その口から俺おれのものではない血が大量に溢あふれる。

　当然だ。

　俺が、自分の心臓の中に鋼こう素そから生成しておいた無数の小刃を食ったのだから。

「ぐっ……」

　唸うなり、口を押おさえて後退するガブリエルに、俺は掠かすれた声で言った。

「そんな……ところに、心も、記き憶おくもあるものか。体なんか……ただの、器うつわだ。思い出は……いつだって……」

　ここにある。

　俺という意識そのものと融とけあい、一体となり、永遠に分かたれることはないのだ。

　心臓を引き千切られた痛みは、もう痛みとも呼べぬほどの凄すさまじいものだった。しかしこの一いつ瞬しゆんこそが、最大最後の機だ。逃のがせば二度目はない。

　ユージオだって、体を分断されてなお戦ったのだ。

　俺は両手の剣を左右に広げ、鮮せん血けつを飛び散らせながら叫さけんだ。

「リリース・リコレクション!!」

　純白と漆しつ黒こくが、同時に炸さく裂れつした。

　前に向けた青あお薔ば薇らの剣からは、氷の蔓つるが幾いく筋すじも放たれ、ガブリエルの体を十と重え二は十た重えに絡からめ取る。

　そして、まっすぐ上に掲かかげた夜空の剣からは──。

　巨きよ大だいな闇やみ色いろの柱が、天へと屹きつ立りつした。

　轟ごう音おんとともに伸のび上あがった漆しつ黒こくの光は、血の色の空を貫つらぬいて遥はるかな高みまで届き──まるで太陽そのものに激げき突とつしたかの如ごとく、四方八方へと広がった。

　空が、覆おおわれていく。

　血の赤が凄すさまじい速度で塗ぬり潰つぶされ、昼の光が消える。

　暗くら闇やみはたちまち地平線まで達し、さらに彼方かなたへと広がり続ける。

　いや、それは虚きよ無む的な闇やみではない。滑なめらかな質感と、微かすかな温度を持つ、

　無限の夜空。




　　　＊＊＊




　無人の荒こう野や、林立する奇き岩がん群の根元にシノンはひとり横たわり、ＨＰが尽つきる瞬しゆん間かんを静かに待っていた。

　吹ふき飛とばされた両りよう脚あしの傷は間断なく疼うずき、意識を半ば霞かすませている。胸むな元もとに残るチェーンの切きれ端はしを、まるで命いのち綱づなにすがるように強く握にぎり締しめ続けるが、その右手にも徐じよ々じよに力が入らなくなっていく。

　薄うすれゆく思考が、はたしてログアウトを予告しているのか、それとも本物の失神へと至るものなのか解わからなくなりかけた、その時。

　空の色が、変わった。

　真昼なのに不気味な血の色に染まっていた空が、南から凄すさまじいスピードで漆しつ黒こくに覆おおわれていく。太陽の光が遮しや断だんされ、灰色の雲も消え去り──そして、まったき闇やみがシノンを包んだ。

　違ちがう。完全な暗黒ではない。

　どこからか降り注ぐ仄ほのかな燐りん光こうが、頭上の岩山や、枯かれた木々や、首元の鎖くさりを薄うす青あおく照らした。爽さわやかな微び風ふうが吹ふき渡わたり、前まえ髪がみを揺ゆらした。

　夜だ。あまねく世界を、優やさしく、穏おだやかに包み、癒いやしていく夜のとばり。

　不意にシノンは、遠い過去の情景を思い出した。

　こことは違ちがう異世界の、砂さ漠ばくでの一夜。幼い頃ころに遭そう遇ぐうした事件の記き憶おくに苛さいなまれる苦しみを、シノンはキリトに向けて思い切り吐はき出だし、ぶつけ、泣き喚わめいた。あの時そっと背中を抱だき、受け止めてくれた腕うでの強さと優やさしさが、頭上の夜空にも満ちみちている。

　──そうか、この夜は、キリトの心なんだ。

　あの人は、決して眩まぶしい太陽じゃない。人々の先頭に立ち、燦さん然ぜんと輝かがやくことはない。

　でも、辛つらい時、苦しい時にはいつだって後ろで支えてくれる。悲しみを癒いやし、涙なみだを乾かわかしてくれる。ささやかに、でもたしかに煌きらめく星のように。夜のように。

　いま、キリトはこの世界を、ここに生きる人々を守るために、皇こう帝ていベクタことサトライザーとの決戦に臨のぞんでいるのだろう。巨きよ大だいすぎる敵に抗あらがい、抗あらがい続けて、最後の力を振ふり絞しぼっているのだろう。

　なら、お願い──届けて、私の心も。

　シノンは、涙なみだに濡ぬれる瞳ひとみで懸けん命めいに夜空を見上げ、祈いのった。

　まっすぐ頭上に、水色の小さな星がひとつ、ちかっと瞬またたいた。




　　　＊＊＊




　リーファは、無数のオークたちと拳けん闘とう士したちに囲まれて横たわり、やはり最後の時を待っていた。

　もうテラリアの回復力を行使するために、右足を踏ふみしめる力も残っていない。切り刻まれ、貫つらぬかれた全身はただ凍こおるように冷たく、指先すら動かせない。

「リーファ……死ぬな！　死んだらいげない!!」

　傍かたわらに跪ひざまずくオークの族長リルピリンが、吼ほえるように叫さけんだ。小さな眼めに限界まで溜たまった透とう明めいな涙なみだを、リーファは薄うすく微ほほ笑えみながら見上げ、囁ささやいた。

「泣かない……で。私は、きっとまた……戻もどって、くるから」

　それを聞いたリルピリンが、体を丸め、肩かたを震ふるわせるのを見てリーファは思った。

　──お兄ちゃんを直接助けることはできなかったけれど、でも、これでよかったんだよね。私は、ちゃんと役目を果たしたよね。そうでしょ……？

　と、その瞬しゆん間かん。まるで、リーファの心の声に応えるかのように。

　空の色が消えた。

　ダークテリトリーの赤い昼空が、突とつ如じよ闇やみ夜よへと変じたことへの驚おどろきの声が、オークや拳けん闘とう士したちの間に満ちた。リルピリンも濡ぬれそぼった顔を上げ、両りよう眼めを見開いている。

　しかし、リーファは驚おどろきも、恐おそれもしなかった。闇やみを追うように南から吹ふき渡わたり、やさしく頰ほおを撫なでた夜風に、兄の匂においを感じたからだ。

「お兄ちゃん……」

　呟つぶやき、大きく空気を吸すい込こむ。

　リーファ──直すぐ葉はにとってキリトは、いつでも最も近く、そして最も遠い存在だった。

　兄はたぶん、自力で真実を見み出いだす前から、無意識下では感じていたのだろうと思う。いまの父母が、自分の本当の両親ではないことを。直葉が物心ついた頃ころにはすでに、キリトは孤こ独どくと隔かく絶ぜつの影かげをまとわりつかせていた。決して誰だれかと深く結びつこうとせず、友情が生まれかける端はしから自分で壊こわし続けた。

　その性せい癖へきが兄をネットゲームに耽たん溺できさせ、その耽たん溺できが兄に《ＳＡＯを解放すべき勇者》の役回りを与あたえたという事実を、しかし直葉は偶ぐう然ぜんの皮肉だとは思わない。同時に予定された救済だとも思わない。

　それは兄が自ら選び取った道なのだ。決して逃にげることなく、懸けん命めいに背負い続けようとする。それこそがキリトという人間の強さだ。

　この夜空は、キリトがこの世界を、そこに住まう人々すべてを背負うと決意した証あかしに他ならない。なぜなら──

　……お兄ちゃんは、私よりもずっと、ずっと剣士なんだから。

　リーファは、最後の力を振ふり絞しぼって感覚のない両りよう腕うでを動かし、胸の上で竹刀しないを握にぎるように組んだ。

　そして、念じた。兄の剣に、私の心の力よ、届け、と。

　遥はるか頭上に、緑色の星がひとつ、鮮あざやかに輝かがやくのが見えた。




　　　＊＊＊




　リズベットは、シリカの手を握にぎり締しめながら、無言で太陽の消えた空を見上げた。

　赤い空をぬばたまの闇やみが塗ぬり潰つぶしていく途と轍てつもない光景は、否いや応おうなくあの日のことを思い起こさせた。

　ＳＡＯが開始されて丸二年が経たった、初冬の午後。

　自分の店から飛び出したリズベットは、上層の底を埋うめ尽つくすシステムメッセージの羅ら列れつに、ついにデスゲームがクリアされたことを知ったのだ。瞬しゆん間かん、キリトだ、と悟さとった。キリトが、私の鍛きたえた剣を振ふるって最終ボスを倒たおしたのだ、と。

　現実に戻もどってから、キリトはリズベットに言ったことがある。

　──俺はあの時、本当は負けたんだ。ヒースクリフの剣に胸を貫つらぬかれて、確かにＨＰがゼロになった。でも、なぜかすぐにはアバターが消えなかった。ほんの数秒だけど右手が動いて、相あい討うちに持もち込こめた。あの時間をくれたのは、リズや、アスナや、シリカやクラインやエギルたちだったと思う。だから、本当の意味でＳＡＯをクリアしたのは俺じゃないんだ。リズたちみんなが勇者なんだ。

　その時は、なに謙けん遜そんしてんのよ、と笑って背中を叩たたいてしまったのだが、しかしあれはキリトの本心だったのだろう。彼は、こう言いたかったのだ。真に強い力は、人と人との繫つながりの中にこそある、と。

「……ね、シリカ」

　リズベットは夜空から視線を外し、ちらりと隣となりの友人を見やった。

「あたしね……やっぱり、キリトが好き」

　シリカも微ほほ笑えみ、答えた。

「私もです」

　そして二人同時に、かすかな燐りん光こうを帯びる闇やみ夜よに顔を戻もどした。

　眼めを閉じる寸前、離はなれた場所で高く拳こぶしを突つき上あげるクラインと、両りよう腰こしに手を当てて何ごとか呟つぶやくエギルのシルエットが見えた。

　同じように、それぞれのやり方で祈いのり、願う、日本人プレイヤーたちの声を、リズベットは聞いた。

　──あたしたちは、アミュスフィアでこの世界にダイブしてるけど……でも、届くよね、キリト。心が繫つながってるもんね。

　頭上に、数百の星ほし屑くずがさあっと広がった。




　　　＊＊＊




　整せい合ごう騎き士しレンリは、左手を愛あい竜りゆうである風カゼ縫ヌイの首にかけ、右手でティーゼの左手を握にぎったまま、息をすることも忘れて突とつ如じよ訪おとずれた夜空を見上げた。

　昼を夜に変えてしまうなど、教会に残されているどのような史書にも記述のない、恐おそるべき現象だ。しかし、レンリに恐おそれはなかった。

　二本の槍やりに体を貫つらぬかれ、迫せまり来る死を受け入れようとしていた時、空から光の雨が降り注いで致ち命めい傷しようを跡あと形かたもなく癒いやした。あの雨とまったく同じ温かさを、この夜は含ふくんでいる。

　最弱の上位騎士である自分が最後まで生き残ってしまったことが、レンリには不思議であり、また許せないという気持ちもあった。騎士ダキラや騎士エルドリエのように、戦いの中で雄お々おしく散ることこそが、もう名前も思い出せない亡なき友に報むくいる唯ゆい一いつの道であると思い定めていたからだ。

　しかし、レンリは光の雨に癒いやされながら感じた。

　車輪つきの椅い子すから立ち上がることもできなかった黒くろ髪かみの剣士。彼もまたたった一人の友を失ったのだ。そしてその死の責が自らにあると苦しみ、心を閉ざしていた。

　なのにあの剣士は立ち上がった。そして、レンリの神器・雙そう翼よく刃じんと同じように己おのれと友の分身たる二本の剣を操あやつり、凄すさまじい力を発揮して数万の敵軍を外界へと還かえした。彼かれは、その背中でレンリに教えてくれた。

　生きること。生きて、戦い、命を、心を繫つないでいくこと。それが──それだけが……。

「それだけが、強さの証あかしなんだ」

　呟つぶやき、レンリはティーゼの手を握にぎる手にわずかに力を込こめた。

　衛士長ソルティリーナと並んで立つ練士ロニエともう一方の手を繫つなぐ赤毛の少女は、ちらりとレンリを見上げると、闇やみの中でも紅葉色に光る瞳ひとみを和やわらげ、しっかりと頷うなずいた。

　四人は、再び漆しつ黒こくの空を見上げ、それぞれの祈いのりを捧ささげた。

　数百の星々の中に、四つの強い輝かがやきが星座となって瞬またたいた。




　　　＊＊＊




　拳けん闘とう士し団だん長ちようイスカーンは、跪ひざまずくオークや拳けん闘とう士したちに囲まれていままさに死にゆこうとしている緑色の鎧よろいの娘むすめを、言い知れぬ感かん慨がいとともに少し離はなれた場所から見み詰つめた。

　あの娘むすめの戦いぶりたるや、鬼き神じんと呼んでも追いつかないほどの凄すさまじさだった。それを見て、オークたちが皇こう帝ていの命に背そむき拳けん闘とう士し団だんの救きゆう援えんに駆かけつけた理由を、イスカーンはようやく理解できたと思った。族長リルピリンと三千のオークたちは、あの娘むすめが皇こう帝ていよりも強いと判断したのだ、と。

　しかし、違ちがった。

　全てのオークがあの娘むすめに従った──いや、恭きよう順じゆんした理由はただ一つ、彼女が彼らを人間だと言ってくれたからだと、リルピリンはイスカーンに教えたのだ。誇ほこらしげにそう告げた時のリルピリンの隻せき眼がんからは、かつてあれほど渦うず巻まいていた人族への憎にくしみが噓うそのように抜ぬけ落おちていた。

「なあ、女……じゃねえ、シェータよ」

　イスカーンは、傍かたわらに立つ灰色の女騎士の名を呼んだ。

「力ってのは……強ぇってのは、どういうことなんだろうな……」

　いまや無刀の騎士となったシェータは、束ねた長い髪かみを揺ゆらし、首を傾かしげた。その涼すずしげな瞳ひとみが、背後に立つ飛ひ竜りゆうと、両りよう肩かたに包帯を巻いた巨きよ漢かんダンパを順に見てからイスカーンに戻もどされ、そして唇くちびるが小さく綻ほころんだ。

「あなたにも、もう解わかってる。怒いかりや憎にくしみより、強い力があるってこと」

　瞬しゆん間かん──。

　見慣れたダークテリトリーの血の色の空が、闇やみに沈しずんだ。

　息を吞のみ、頭上を振ふり仰あおいだイスカーンの視線の先に、緑色の星がたった一つ、音もなく瞬またたいた。

　シェータの手が伸のび、星を指差した。

「……あれだわ。本当の力。本当の光」

「……ああ。…………ああ、そうだな」

　イスカーンは呟つぶやいた。左ひだり眼めに滲にじんだもののせいで、星の緑色が滲にじんだ。

　傷だらけの拳こぶしを、生まれて初めて殴なぐるためではなく握にぎり締しめ、拳けん闘とう士しの長おさは勝利以外の何かのために祈いのった。

　緑の星から少し離はなれた所に、真しん紅くの星がひとつ炎ほのおのように燃え上がった。すぐ隣となりに、灰色の光が寄より添そうように浮うかんだ。

　直後、生き残った拳けん闘とう士したちが控ひかえめに武ぶ舞ぶを唱和する声が響ひびき、数百の星がさあっと広がった。

　同じように、三千のオークたちも夜空を見上げ、祈いのりに加わった。

　そしてまた、背後に固まる暗黒騎士たちも続く。彼かれらの一部は、オークたちに同調して謎なぞの軍勢から拳けん闘とう士し団だんを守ってくれたのだ。

　星の数はたちまち千を超こし、万を超こえた。




　　　＊＊＊




　東の大門に残る人界守備軍本隊と、整せい合ごう騎き士しファナティオ、デュソルバート、見習い騎士のリネルとフィゼル、さらに数名の下位騎士たちも、一様に言葉を失い、時ならぬ夜空を見上げた。

　彼らの胸中に去来する思いはそれぞれ異なっていたが、祈いのりと願いの強さは同じだった。

　ファナティオは、世を去った整合騎士長ベルクーリが愛した世界、そしてまた我わが身みに宿る新たな命がこれから生きていく世界のために祈いのった。

　デュソルバートは、左手の指に輝かがやく小さな指輪をそっと右手で包つつみ込こみ、かつて同じ指輪を嵌はめていた誰だれかと共に暮らした世界のために祈いのった。

　リネルとフィゼルは、二人に本当の強さを教えてくれた剣士にもう一度会えますように、と祈いのった。

　他の騎士や衛士たちも、愛する世界に平和が戻もどり、永遠に続くようにと祈いのりを捧ささげた。




　ダークテリトリー北東の山さん岳がく地ち帯たいでは山ゴブリン族が祈いのり、その西の荒こう野やでは平地ゴブリン族が祈いのった。

　中部の湿しつ地ちでは夫や父の帰りを待つオーク族が祈いのり、南西の高台ではジャイアント族が祈いのった。

　帝てい城じようオブシディアの城下町では浅黒い肌はだの人族が、そして南東の草原地帯ではオーガ族が眼めを閉じ、祈いのった。




　夜のとばりは、果ての山脈を越こえ、人界にまでも一いつ瞬しゆんで届いた。

　ノーランガルス北帝てい国こくの北辺、ルーリッドの村の教会で、洗せん濯たくのための井い戸ど水みずを汲くんでいた見習いシスターのセルカは、澄すみ切きった青空が南東の方角から暗くら闇やみに覆おおわれていく光景に眼めを奪うばわれ、立たち尽つくした。掌てのひらからロープが滑すべり、井い戸どに落ちた木き桶おけがかすかな水音を立てたが、耳に届くことはなかった。

　唇くちびるから漏もれた囁ささやきは、ひそやかに震ふるえていた。

「…………姉さま。…………キリト」

　いま、まさにこの瞬しゆん間かん──。

　誰だれよりも愛する二人が、懸けん命めいの戦いを繰くり広ひろげていることを、セルカは夜風に感じ取った。

　つまり、キリトは再び目覚めたのだ。ユージオを失った悲しみの淵ふちから、もう一度立ち上がったのだ。

　セルカは短い草の上に跪ひざまずき、両手を胸の前で組み合わせて、眼めを閉じ、呟つぶやいた。

「ユージオ。お願い……姉さまとキリトを、守ってあげて」

　祈いのりとともに再び見上げた夜空に、青い星がひとつ、ちかっと瞬またたいた。

　その周囲に、たちまち色とりどりの星が浮うかび上あがる。見れば、先刻まで中庭で遊び回っていた子供たちが、無言で地面に膝ひざをつき、小さな手を握にぎり締しめている。

　教会前の広場では商人や主婦たちが。

　牧場や麦畑では農夫たちが。

　村役場の執しつ務む室しつではアリスの父ガスフトが、森の外れではガリッタ老人が祈いのった。誰だれ一人ひとり、恐おそれおののく者はいなかった。

　ルーリッドの上空を、無数の星々が埋うめ尽つくしていった。




　同じように、少し南に行ったところにあるザッカリアの街の空にも、数多あまたの星ほし屑くずが広がった。近郊のウォルデ農場でも、主あるじ夫ふ妻さいと双子の娘テリンとテルルが、窓際に並んで祈った。

　四帝てい国こくの各地に点在する村や街の住民たちも、一様に無言の祈いのりを捧ささげた。

　さらに、人界の中央に位置する巨きよ大だい都と市しセントリアの市民たち。修しゆう剣けん学院の生徒たち、教師たち。

　公こう理り教きよう会かいに属する修道士や司祭たちすら例外ではなかった。

　セントラル・カセドラルの五十階と八十階を結ぶ昇しよう降こう盤ばんの操作係を務める少女は、その長い生を通して初めてすることをした。職務中に、硝子ガラス製の風ふう素そ生成筒から手を離はなし、天窓の奥おくに広がる無限の星空を見上げて両手を組み合わせたのだ。

　彼女は、カセドラル以外の世界を知らなかった。最高司祭の死も、暗黒界軍の侵しん攻こうも、少女の生活には何らの変化ももたらさなかった。

　だから少女は、ただひとつのことだけを祈いのった。

　もう一度、あの二人の若い剣士たちに会えますように、と。




　広大なアンダーワールド全土を包む真昼の夜空を、色とりどりに彩いろどる星々の数は十万以上に及およんだ。

　それら星たちは、最果ての辺境のものから順に、鈴すずの音のような響ひびきを奏かなでながらある一点を目指して流れ始めた。

　世界の最さい南なん端たん。

　果ての祭さい壇だんと呼ばれる浮うき島しまの至近で、まっすぐ天に掲かかげられた、漆しつ黒こくの剣のもとへと。




　　　＊＊＊




　ようやく終わりの見えてきた階段を懸けん命めいに駆かけ上のぼっていたアリスは、足あし許もとの大理石に落ちる自分の影かげが、より巨きよ大だいな影かげに突とつ如じよとして溶とけるのを見た。

　走りながら振ふり返かえったアリスが見たのは、想像を絶する光景だった。

　不定形な虚きよ無むの剣を振ふりかざし、六枚の黒い翼つばさを広げる敵。

　その体に幾いく重えにも巻きつき、動きを封ふうじる氷の蔓つる。

　氷の源みなもとである、青白く輝かがやく長ちよう剣けんを握にぎるのは、飛ひ竜りゆうの翼つばさを背負う黒衣の剣士。

　剣士の体は、胸から下が完全に失われていた。瞬しゆん時じに天命が全損して当然の状態で、なおも戦い続けられる意思力は驚きよう異い的だ。

　しかし、真なる奇き跡せきが、二人の上空に存在した。

　剣士の右手が高々と掲かかげる漆しつ黒こくの長ちよう剣けんから、闇やみ色いろの奔ほん流りゆうがまっすぐ空へと立ち上り、あまねく世界を覆おおっている。

　しかしそれは、無む明みようの闇やみではない。

　北の空に、無数の光点が瞬またたき始める。色とりどりに輝かがやく星々の群れが、空を……夜を彩いろどっていく。

　不意に──。

　星たちが、動き始めた。

　鈴すずのような、竪たて琴ごとのような、清らかな音色を幾いく重えにも奏かなでながら、世界の南なん端たんを目指して集まってくる。白の、青の、赤、緑、黄色の光を細く、長く引いて、夜空に巨きよ大だいな虹にじを描えがき出だす。

　星々が、この世界に生きる全ての人々の心の力そのものであることをアリスは直感した。

　人界人も。

　暗黒界人も。

　人族も。

　亜あ人じん族も。

　いま、世界は祈いのりのもとにひとつになっている。

「キリト…………[image: びっくりまーく]」

　アリスは剣士の名を呼び、高く左手をかざした。

　私の心も。人造の騎士として、わずかな年月だけを生きてきたかりそめの心ではあるけれど、でもこの気持ちは──この胸に溢あふれる感動は、きっと本物だから。

　左手から、眩まばゆく煌きらめく黄金の星が放たれ、一直線にキリトの剣を目指して飛ひ翔しようした。




　　　＊＊＊




　アスナは、振ふり返かえらなかった。

　キリトの死し闘とうに応えるための唯ゆい一いつの方法は、与あたえられた時間を一秒たりとも無む駄だにせず、システム・コンソールを目指すことだと理解していたからだ。

　だからアスナは、アリスの手を引き、全精神力を振ふり絞しぼって石段を駆かけ上のぼり続けた。

　しかし、胸むねの奥おくに熱い想おもいが満ちるのだけは止められなかった。

　想おもいはふたつの雫しずくとなって睫まつ毛げを滑すべり、頰ほおを伝って宙に零こぼれた。

　夜風に運ばれ、舞まい上あがった雫しずくは溶とけ合あって、七色の光を放つ星になった。

　オーロラの軌き跡せきを描えがいて飛んでいく星を一いつ瞬しゆんだけ見上げ、アスナは振ふり向むくことなく走った。走りながら、ただ信じた。




　　　＊＊＊




　ガブリエル・ミラーは、たかが氷如ごときになぜ己おのれが拘こう束そくされるのかと訝いぶかしんだ。

　つい先刻は、あらゆる属性の魔ま法ほう攻こう撃げきと、さらには剣による斬ざん撃げきすらも完全に無効化してのけたではないか。

　確かに、少年の心臓に仕し込こまれた無数の刃やいばに口を傷つけられはした。しかしそれは、咀そ嚼しやくのイメージが口を実体化させてしまっただけのことだ。いまはもう、全身を闇やみの防ぼう壁へきに厚く覆おおい直している。

　──我は刈かり取とる者。あらゆる熱を、光を、存在を奪うばうもの。

　──深しん淵えんなり。

「ＮＵ……ＬＬＬＬＬ！」

　人のものならぬ異質な唸うなりが、喉のどの奥おくから迸ほとばしった。

　背から伸のびる三対六枚の黒い翼つばさが全て、右手の剣と同じ虚きよ無むの刃やいばへと変へん貌ぼうした。

　それらを激しく羽ばたかせ、周囲の空間を切きり裂さく。青白い氷の蔓つるが切断され、体の自由が戻もどる。

「ＬＬＬＬＬＬＬＬＬ!!」

　大きく開いた口から不協和音を放ちながら、ガブリエルは翼つばさに剣を加えた七本の虚うつろな刃やいばを全方向に広げた。

　何も持たない左手を前に突つき出だし、逆に少年を拘こう束そくするべく、闇やみのワイヤーを放とうとしたその時。

　ようやくガブリエルは、空から赤い色が消えていることに気付いた。

　そして、頭上に次々と降り注いでくる、無数の流星にも。




　　　＊＊＊




　夜空の剣の記き憶おくを解放した時、俺は具体的なイメージを思おもい浮うかべることができなかった。

　心の中にはただ、長いこと《黒いやつ》とだけ呼んでいたこの剣に名前を与あたえてくれた時の、ユージオの言葉だけが遠く響ひびいていた。




　──そうだ。キリトの黒い剣、《夜空の剣》って名前がいいな。どうだい。

　──この、小さな世界を……夜空のように、優やさしく……包んで……。




　剣から迸ほとばしった闇やみが、昼を夜に変え、その名のとおりに夜空を作り出し。

　北の空から無数に流れてきた星たちが、虹にじ色いろの滝たきとなって剣に流ながれ込こんだ瞬しゆん間かん、俺は何が起きたのかを察した。

　夜空の剣の力は、広こう汎はんな空間からのリソース吸収力である。

　そして、この世界に於おける最強のリソースは、決して太陽や大地からシステムに定められたとおりに供給される空間神聖力ではない。人の、心の力だ。祈いのりの、願いの、希望の力なのだ。

　無限に降り注ぎ続けると思われた星々の、最後のひとつが剣に吸すい込こまれ。

　そして、たった二つだけ地上から舞まい上あがってきた、金色と虹にじ色いろの星が刀身に融とけた、その刹せつ那な──。

　夜空の剣が、数多あまたの人々の想おもいを映して七色に輝かがやいた。

　光は、柄つかから俺おれの腕うでへと流ながれ込こみ、体を満たしていく。ガブリエルに破は壊かいされた下半身も、温かな輝かがやきの中で瞬しゆん時じに再生する。

　星の光は左ひだり腕うでにも集まり、握にぎられた青あお薔ば薇らの剣もまた眩まばゆく煌きらめいて──。

「お……おおおおおお!!」

　俺は、二本の剣を大きく広げ、叫さけんだ。

「ＬＬＬＬＬＬＬＬＬ!!」

　眼前で、氷の縛いましめを破ったガブリエル・ミラーが、奇き怪かいな咆ほう哮こうを放った。

　ガブリエルの姿は、もう完全に人のものではなくなっている。流体金属の如ごとく不気味に輝かがやく裸ら体たいを青黒いオーラが包み、眼がん窩かから放たれるバイオレット・ブルーの光は地じ獄ごくから漏もれ出る業ごう火かのようだ。

　右手に握にぎる、長大な虚きよ無むの刃やいばを高々と振ふりかざし、同様の刃やいばへと変じた六枚の翼つばさを四方に伸のばしている。

　直後、俺に向けられた左手から、密度のある黒いワイヤーが無数に溢あふれ、飛びかかってきた。

「……おぉッ!!」

　気合とともに光の壁かべを展開し、それらを弾はじく。

　ロングコートの裾すそが変形した翼つばさをいっぱいに広げ。

　左の剣を前に、右の剣を後ろに構え、思い切り空気を蹴ける。

　彼ひ我がの距きよ離りはわずかなもので、フルスピードの突とつ進しんは一秒にも満たないはずだった。しかし、俺はその時間がどこまでも引ひき延のばされるような加速感に包まれた。

　右側に、何者かの影かげが出現した。

　黒い口くち髭ひげを蓄たくわえ、長大な刀を帯びた黒い鎧よろいの騎士だ。ぴたりと寄より添そう浅黒い肌はだの女騎士の肩かたを抱だくその男は、俺を見て言った。

『若者よ、殺意を捨てるのだ。あやつの虚うつろなる魂たましいは、殺の心シン意イでは斬きれぬ』

　続いて、左側に短たん髪ぱつの偉い丈じよう夫ふが現れた。青い着流し姿に、鋼はがね色いろの長ちよう剣けんを佩はいている。剛ごう毅きな容よう貌ぼうににやりと太い笑えみを浮うかべるのは、整せい合ごう騎き士し長ちようベルクーリ。

『恐おそれるなよ、少年。お前さんの剣には、世界そのものの重さが乗ってるんだぜ』

　さらに、ベルクーリの隣となりに、真っ白い素す肌はだに長い銀ぎん髪ぱつを流した少女が出現する。

　最高司祭アドミニストレータは、白銀の瞳ひとみと謎なぞめいた微ほほ笑えみを俺に向け、囁ささやいた。

『さあ、見せてみなさい。私から受うけ継ついだ、お前の神しん威いなる力の全てを』

　そして最後に、俺の胸のすぐ前に、ローブと学がく者しや帽ぼう姿の幼い女の子が現れた。茶色の巻き毛が流れる肩かたに小さな蜘く蛛もを乗せた、もう一人の最高司祭カーディナル。

『キリトよ、信じるのじゃ。おぬしが愛し、おぬしを愛する、たくさんの人々の心を』

　小さなメガネの奥おくで、焦こげ茶ちや色いろの瞳ひとみが優やさしく煌きらめいた。

　そして、彼らの姿は消え──。

　最大最後の敵ガブリエル・ミラーが、剣の間合いに入った。

　俺は、かつてないほどの力に満たされた両りよう腕うでで、最も修練し、最も頼たよった二に刀とう剣けん技ぎを放った。

　スターバースト・ストリーム。連続十六回攻こう撃げき。

「う……おおおおおおお!!」

　星の光に満たされた剣が、眩まばゆい軌き跡せきを引きながら撃うち出されていく。

　同時に、ガブリエルの六ろく翼よく一いち刃じんが、全方向から襲おそい掛かかってくる。

　光と虚きよ無むが立て続けに激げき突とつするたび、巨きよ大だいな閃せん光こうと爆ばく発はつが世界を震ふるわせる。

　速く。

　もっと速く。

「おおおおお────ッ!!」

　俺は咆ほう哮こうしながら、意識と同化した体をどこまでも加速させ、二刀を振ふるう。

「ＮＵＬＬＬＬＬＬＬＬ!!」

　ガブリエルも絶ぜつ叫きようしながら七枚の刃やいばを撃うち返してくる。

　十撃げき。

　十一撃げき。

　激げき突とつし、放出されるエネルギーが周囲の空間を飽ほう和わさせ、稲いな妻ずまとなって轟とどろく。

　十二撃げき。

　十三撃げき。

　胸の中にはもう、怒いかりも、憎にくしみも、殺意もない。全身に満みち溢あふれる膨ぼう大だいな祈いのりの力だけが俺を動かしている。

　──この世界の、

　十四撃げき。

　──人々の心の輝かがやきを、

　十五撃げき。

　──受け取れ!!　ガブリエル!!

　最終十六撃げき目めは、ワンテンポ遅おくれるフルモーションの左上段斬ぎりだった。

　ガブリエルの人ならざる双そう眸ぼうが、勝利を確信してかわずかに細められた。

　俺が放った渾こん身しんの斬ざん撃げきよりも一いつ瞬しゆん速く、敵の右みぎ肩かたから伸のびた黒こく翼よくが、俺おれの左ひだり腕うでを付け根から切り飛ばした。

　光に満たされた腕うでが爆ばく散さんし、空中に青あお薔ば薇らの剣だけが流れた。

「ＬＬＬＬＬＬＬＬＬ──────ッ!!」

　高らかな哄こう笑しようとともに、ガブリエルの右手に握にぎられた虚きよ無むの剣が、黒い稲いな妻ずまをまといながら振ふり下ろされた。

　ぱしっ、

　と頼たのもしい音が響ひびき、俺のものではない二つの手が、宙に漂ただよう青あお薔ば薇らの剣の柄つかを握にぎった。

　凄すさまじい炸さく裂れつ音おんとともに、白と黒の閃せん光こうが炸さく裂れつし。

　青あお薔ば薇らの剣が、虚きよ無むの刃やいばをがっしりと受け止めた。

　剣を握にぎるユージオが、亜あ麻ま色いろの髪かみを揺ゆらして俺を見た。

『さあ──いまだよ、キリト!!』

「ありがとう、ユージオ!!」

　確かな声で叫さけび返し。

「うお……おおおおお────────っ!!」

　俺は、十七撃げき目めとなる右上段斬ぎりを、ガブリエル・ミラーの左ひだり肩かたに渾こん身しんの力で叩たたき込こんだ。

　漆しつ黒こくの流体金属を飛散させながら深々と斬きり込こんだ剣は、ちょうど心臓の位置で停止した。

　瞬しゆん間かん──。

　俺とユージオ、夜空の剣と青あお薔ば薇らの剣を満たす星の光の全てが、虹にじ色いろの波動となってガブリエルの心臓に流ながれ込こんだ。
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　　　＊＊＊




　ガブリエル・ミラーは、自身の内側に広がる虚うつろな深しん淵えんに、無限の色しき彩さいを持つエネルギーが大だい瀑ばく布ふとなって流れ落ちてくるのを感じた。

　視覚は虹にじ色いろの光こう彩さいに覆おおわれ、聴ちよう覚かくを多重の音声が次々に通過していく。

　──神様、あの人を……

　──あの子を、無事に……

　──戦いくさを終わらせ……

　──愛してるわ……

　──世界を……

　──世界を、

　──世界を、守って……！

「……ハ、ハ、ハ」

　心臓を少年の剣に貫つらぬかせたまま、ガブリエルは両りよう腕うでと六ろく翼よくをいっぱいに広げ、哄こう笑しようした。

「ハハハ、ハハハハハハ!!」

　無む駄だなことを。

　私の飢うえを、果てなき虚きよ無むを、光で満たそうなどと。

　それは所しよ詮せん、宇宙そのものを人の手で暖めようという不ふ遜そんな企くわだてに過ぎない。

「一いつ滴てき残さず吞のみ干し、喰くらい尽つくしてやろう!!」

　ガブリエルは、両りよう眼めと口から青黒い光を迸ほとばしらせ、叫さけんだ。

「できるものか！　人の心の力をただ恐おそれ、怯おびえているだけのお前に!!」

　少年が、全身に黄金の波動を漲みなぎらせ、叫さけび返した。

　剣がひときわ強きよう烈れつに輝かがやき、凍こおりついた心臓に無限の熱と光を叩たたき込こんでくる。

　視界が白熱し、聴ちよう覚かくが飽ほう和わする。

　それでもなお、ガブリエルは哄こう笑しようを放ち続けた。

「ハハハハハ、ハ────ッハハハハハハ!!」




　　　＊＊＊




　俺に恐おそれはなかった。

　敵の内部を満たす虚きよ無むはまさしくブラックホールのようだったが、しかし俺の中にも、人々の祈いのりが作り出した巨きよ大だいな銀河が煌こう々こうと渦うず巻まいている。

　ガブリエルの眼がん窩かと口こう腔こうから長々と伸のびる青あお紫むらさき色いろの光が、徐じよ々じよにそのスペクトルを変移させ始めた。

　紫むらさきから赤へ。オレンジへ。イエローを経て──そして、純白へと。

　ぴしっ。

　とかすかな音が響ひびき、夜空の剣を包つつみ込こむ流体金属の身体に、ほんの小さな亀き裂れつが走った。

　もう一本。さらにもう一本。

　亀き裂れつからも、白い光が溢あふれ出だす。背中の六枚の翼つばさが、根元から炎ほのおに包まれていく。

　哄こう笑しようを続ける口くち許もとが大きく欠損し、肩かたや胸にも穴が開いた。

　全身のひび割れから四方八方に光の柱を伸のばしながらも、ガブリエルは笑うのをやめようとしない。

「ハハハハハハハハハハアアアアアアアァァァァァァ────────」

　声はどこまでも高くなり、やがてそれは金属質の高周波でしかなくなり。

　黒い大天使の全身が、くまなく白い亀き裂れつに包まれて──。

　一いつ瞬しゆん、内側へ向けて崩ほう壊かい、収縮し。

　解放され。

　恐おそるべき規模の光の爆ばく発はつが、螺ら旋せんを描えがいて遥はるか天まで駆かけ上のぼった。




　　　＊＊＊




「──────ははははははは!!」

　ガブリエル・ミラーは、哄こう笑しようしながら勢いよく跳はね起おきた。

　眼めに入ったのは、灰色の金属パネルが貼はられた壁へき面めんだった。日本語の注意書きステッカーが、壁かべを這はい回まわる配線やダクトに何枚も貼はられている。

「ははは、は、は…………」

　息を荒あららげて笑いの余波を収めながら、ガブリエルは瞬まばたきを繰くり返かえした。呼吸が落ち着くと、改めて左右を見回す。

　間ま違ちがいなくそこは、オーシャン・タートルの第一ＳＴＬ室だった。どうやら、予期せぬ要因で自動ログアウトしてしまったらしい。

　何という興ざめな結末だろう。あのまま、膨ぼう大だいな光の激流を飲み干し、ついでに少年の心も喰くらい尽つくしてやろうと思っていたのに。

　いますぐ再ダイブすれば、まだ間に合うだろうか。

　顔をしかめつつ振ふり向むいたガブリエルが見たのは。

　ＳＴＬのシートに横たわり、眼めを閉じる長身の白人男性の姿だった。

　……誰だれだ。

　と、一いつ瞬しゆん思った。

　襲しゆう撃げきチームにこんな隊員がいただろうか？　それよりこいつは、私がダイブするためのマシンでいったい何をしている。

　そこまで考えてから、ようやく気付く。

　──これは、この顔は、自分だ。

　グロージェン・ディフェンス・システムズの最高作戦責任者ＣＴＯ、ガブリエル・ミラーだ。

　ならば、それを見おろしているこの私は、誰だれなんだ？

　ガブリエルは両手を持ち上げ、眺ながめた。そこにあったのは、ぼんやりと透すき通とおる、朧おぼろな光のかたまりだった。

　何だこれは。何が起きたのだ。

　その時──。

　背後で、小さな声がした。

「……ようやく、こっちに来てくれたのね、ゲイブ」

　さっと振ふり向むく。

　立っていたのは、白いブラウスと紺こんのプリーツスカート姿の、幼い少女だった。

　深く俯うつむいているので、ふわふわした金きん髪ぱつに隠かくされて顔が見えない。しかしガブリエルには、その少女が誰だれなのかすぐに解わかった。

「……アリシア」

　ほぼ二十年ぶりにその名前を呼び、顔を綻ほころばせる。

「なんだ、そんな所にいたのか、アリー」

　アリシア・クリンガーマン。ガブリエル・ミラーが、魂たましいの探求という崇すう高こうなる目的のために、初めて殺した幼おさな馴な染じみの少女。

　あの時、確かに見たアリシアの魂たましいを捕ほ獲かくし損そこねたことは、ガブリエルにとって長らく痛つう恨こん事じとなっていた。だが、失われてはいなかったのだ。ちゃんと傍そばにいてくれたのだ。

　ガブリエルは、自分が置かれている奇き妙みような状態のことも忘れ、右手を伸のばした。

　しゅっ、と凄すさまじい速さでアリシアの左手が動き、小さく細い指がガブリエルの手をきつく握にぎった。

　冷たい。まるで氷のようだ。冷気が鋭するどい針となって皮ひ膚ふと肉を突つき刺さす。

　ガブリエルは反射的に振ふり解ほどこうとした。しかし、アリシアの小さな手は万まん力りきの如ごとく微び動どうだにせず、ガブリエルは笑えみを消した。

「……冷たいよ。手を離はなしてくれ、アリー」

　呟つぶやくと、金きん髪ぱつが素す早ばやく左右に揺ゆり動うごかされた。

「だめよ、ゲイブ。これからはずっと一いつ緒しよなんだから。さあ、行きましょう」

「行くって……どこにだい。だめだよ、私にはまだやるべきことがあるんだ」

　答えながら、ガブリエルは渾こん身しんの力で右手を引っぱった。しかし動かない。それどころか、徐じよ々じよに下へと引っ張られていく。

「離はなして。離はなすんだ、アリシア」

　少し厳しい声を出したのと、ほとんど同時に。

　さっ、とアリシアが頭を持ち上げた。

　可愛かわいらしく切きり揃そろえられた前まえ髪がみの下の顔が、視界に入ったその瞬しゆん間かん──。

　ガブリエルは、心臓が縮み上がるような感覚に襲おそわれた。

　内臓がせり上がる。息が荒あらくなる。肌はだが粟あわ立だつ。

　何だこれは。この感覚は、この感情はいったい何なのだ。

「あ……あ、あ、あ……」

　奇き妙みようなうめき声を上げながら、ガブリエルはゆっくり首を左右に振ふった。

「離はなせ。やめろ。離はなせ」

　無意識のうちに左手を持ち上げ、アリシアを突つき飛とばそうとしたが、しかしその手も即そく座ざに摑つかまれてしまう。冷え切った金属のような指が、ぎりぎりと肌はだに食くい込こんでくる。

　うふふ。

　とアリシアが笑った。

「それが恐きよう怖ふよ、ゲイブ。あなたの知りたがっていた、本物の感情。どう、素す敵てきでしょう？」

　恐きよう怖ふ。

　探求と実験のために殺してきた多くの人間たちが、いまわの際きわに浮うかべていた表情の源みなもと。

　しかし、初めて味わうその感覚は、とても心ここ地ちよいものとは言えなかった。それどころか、途と轍てつもなく不快だった。こんなものは知りたくない。早く終わらせたい。

　しかし──。

「だめよ、ゲイブ。これから、ずーっと続くの。あなたは永遠に、恐きよう怖ふだけを感じ続けるの」

　ずるり、とアリシアの小さな靴くつが金属の床ゆかに沈しずみこんだ。

　そして、ガブリエルの足も。

「あ……や……やめろ。離はなせ……やめろ」

　うわごとのように口走るが、沈ちん降こうは止まらない。

　突とつ然ぜん、床ゆかから白い腕うでがずぼっと飛び出し、ガブリエルの脚あしに巻きついた。もう一本。さらに。もっと。

　それらが、これまで殺してきた獲え物ものたちの手であることを、ガブリエルは直感的に悟さとった。

　恐きよう怖ふはどこまでも高まっていく。心臓が恐おそろしい速さで脈打ち、額を脂あぶら汗あせが流れる。

「やめろ……やめろ、やめろやめろやめろ──────ッ!!」

　ガブリエルはついに絶ぜつ叫きようした。

「来てくれ、クリッター！　起きろヴァサゴ!!　ハンス!!　ブリッグ!!」

　部下を呼んだが、しかしすぐ目の前にあるメインコントロール・ルームへの扉とびらは冷たく閉ざされたままだ。隣となりのＳＴＬでダイブしているはずのヴァサゴも、起き上がる気配はない。

　いつしか、半はん透とう明めいの体は腰こしまで床ゆかに吞のみ込こまれている。両手を引くアリシアは、もう肩かたまでしか見えていない。

　少女の顔が、完全に没ぼつする寸前、嬉うれしそうに笑った。

「あ……あああ……うわあああああ────────ッ!!」

　ガブリエルは悲鳴を上げた。

　何度も。何度も。

　肩かたに、首に、そして顔に白い手たちが巻きつく。

「ああああ……ぁぁぁ…………ぁ………………」

　とぷん、と音がして、視界が闇やみに覆おおわれた。

　ガブリエル・ミラーは、己おのれを待ち受ける運命を悟さとり、未来永えい劫ごう放ち続けることになる悲鳴をいっそう甲かん高だかく迸ほとばしらせた。
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　そして──。

　アンダーワールドの時間流が、再び加速を開始した。




　同期が失われた瞬しゆん間かん、アミュスフィアを使ってログインしていた数百人の日本人プレイヤーたちは自動的に切断され、それぞれの部屋やネットカフェのブースで、それぞれの感かん慨がいを胸に抱いだきながら目覚めた。

　彼らは皆みな、しばらく無言のまま異世界で体験したことを嚙かみ締しめ、考え、心に刻んでいたが、やがて目め尻じりに滲にじんだ涙なみだを拭ぬぐうと、改めて携けい帯たい端たん末まつやアミュスフィアを操作した。異世界での戦せん闘とうで倒たおれ、先にログアウトしていった友人たちに、全てをありのまま伝えるために。




　シノンとリーファは、再加速の寸前に、天命全損によりアンダーワールドを去った。

　ラース六ろつ本ぽん木ぎ支部で覚かく醒せいした二人は、感覚にうっすらと残り続ける痛みの余よ韻いんが薄うすれるのを待ちながら、瞳ひとみを見み交かわし、深く頷うなずき合った。

　詩し乃のも直すぐ葉はも、キリトが復活し、最後の敵を倒たおし、世界を救って、もうすぐ戻もどってくることを疑っていなかった。

　次に会った、その時こそは──。

　たとえ届かなくても、ちゃんと気持ちを言葉にしよう。

　二人はそう心を決め、それを互たがいに察して、小さく微ほほ笑えんだ。




　しかし。

　リミッターを全解除されたＦＬＡ機能は、アンダーワールドに流れる時の鼓こ動どうを、かつて到とう達たつしたことのない領域にまで加速しようとしていた。

　千倍を超こえ。五千倍を超こえ。

　限界加速フェーズの名で呼ばれる、現実比五百万倍という、時間の壁かべの彼方かなたを目指して。
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　星の光が消えると同時に全身を満たしていたエネルギーも去り、俺は疲つかれ果はてた体を仰あお向むけに漂ただよわせた。

　斬きり飛ばされ、消しよう滅めつしたはずの左ひだり腕うではいつの間にか再生していた。その手の中の青あお薔ば薇らの剣を、残された力で懸けん命めいに握にぎり締しめながら、俺は零こぼれようとする涙なみだを堪こらえた。

　青あお薔ば薇らの剣に宿り、いままで何度も俺を救い、励はげましてくれたユージオの魂たましいが、ガブリエルの刃やいばを受け止めてくれたのを最後にとうとう燃もえ尽つきてしまったことを俺は悟さとっていた。

　現実世界でも、そしてこのアンダーワールドでも、死者は還かえらない。

　だから思い出は貴とうとく、美しい。

「……そうだよな、ユージオ……」

　呟つぶやいたが、答える声はなかった。

　俺はゆっくりと二本の剣を持ち上げ、背中の鞘さやに収めた。

　直後、頭上の夜空が薄うすれ始めた。

　闇やみが溶とけ、拡散し、本来の色を取とり戻もどしていく。

　…………青。

　ふたたび現れたダークテリトリーの空は、しかし、かつての血の色ではなかった。

　澄すみ切きったブルーだけが、どこまでも広がっていた。

　ついに開始された《限界加速フェーズ》の影えい響きようによるものなのか、それとも十数万の人々の祈いのりがもたらした奇き跡せきなのかは定さだかでない。

　どのような理由があるにせよ、透とう明めい感のある蒼そう穹きゆうは泣きたいほどに美しかった。俺は、郷きよう愁しゆうと感傷が強く揺ゆり起おこされるのを感じながら、その青を胸いっぱいに吸すい込こんだ。

　瞼まぶたを閉じ、長く息を吐はき、そっと体の向きを変える。

　開いた眼めに映ったのは、下方から音もなく崩ほう壊かいしていく白はく亜あの階段だった。

　翼つばさを軽く羽ばたかせ、崩くずれる階段を追いかけてゆっくり降下する。目指すのは、空に浮うかぶ小さな島。

　円形の浮うき島しまには、溢あふれんばかりに色とりどりの花が咲さき乱みだれていた。花畑を貫つらぬいて白い石いし畳だたみが延のび、中央の神しん殿でんめいた建物へと続いている。

　俺は、石いし畳だたみの中ほどに着地すると、翼つばさをもとのコートの裾すそへと戻もどしながら周囲を見回した。

　甘あまく、爽さわやかな蜜みつの香かおりが鼻をくすぐる。瑠る璃り色いろの小さな蝶ちようが何匹びきもひらひらと宙を舞まい、あちこちに生えている樹きの梢こずえでは小鳥が囀さえずる。抜ぬけるような青空と、穏おだやかな日差しの下で、その光景はまるで一いつ幅ぷくの名画のように思えた。

　そして──島は、無人だった。

　小道の上にも、その先の円柱が立ち並ぶ神しん殿でんにも、人の姿はなかった。

「……よかった。間に合ったんだな」

　ぽつりと呟つぶやく。

　ガブリエル・ミラーが光の螺ら旋せんに吞のみ込こまれて消しよう滅めつした直後、ＦＬＡによる加速が再開されたのを俺は感覚で知った。アスナとアリスが、無事にコンソールから現実世界へ脱だつ出しゆつできたかどうかは微び妙みようなタイミングだった。しかし、二人はあの長大な階段を時間内に駆かけ抜ぬけ、辿たどり着ついたのだ。

　アリス──この世界が生まれた理由そのものである唯ゆい一いつ無む二にの魂たましい、限界突とつ破ぱフラクトライトたるあの女性騎士は、ついに現実世界へと旅立った。

　これからも、アリスには多くの苦難が待っているはずだ。まったく異なる法則と常識に支配された世界、不自由な機械の体、そして真正人工知能を軍事利用しようとする勢力とも彼女は戦わねばならない。

　しかし、アリスならやり遂とげるだろう。彼女は、最強の整せい合ごう騎き士しなのだから。

「…………がんばれよ…………」

　俺は青空を振ふり仰あおぎ、もう二度と会えない黄金の騎士のために祈いのった。

　そう──。

　限界加速フェーズが開始されたいま、俺が内部から自発的にログアウトする手段は、完全に失われた。世界に三つあるシステム・コンソールは全て機能停止し、仮に天命を全損しても、無感覚の暗くら闇やみの中でフェーズ終しゆう了りようを待たねばならない。

　いま、外部では菊きく岡おかたちラースのスタッフが、俺のＳＴＬを停止させるために奮ふん闘とうしているはずだが、それも最短で二十分はかかるということだった。

　そのあいだに、この世界では二百年もの月日が経過する。

　魂たましいの寿じゆ命みようを使い果たして意識が消失してしまうのか、それとも五百万倍という加速に長時間耐たえられず、もっと早い段階で消えるのかはわからない。

　唯ゆい一いつ確かなのは、俺はもう現実世界に戻もどることはない、ということだ。

　両親や、直すぐ葉は。シノン。クライン、エギル、リズ、シリカ。

　学校の友人たちや、ＡＬＯのフレンドプレイヤーたち。

　アリス。

　そして、アスナ。

　愛する人たちに、もう決して会うことはできない。

　白い石いし畳だたみに、俺は両りよう膝ひざを突ついた。

　崩くずれ落おちそうになる上体を、両手で支えた。

　視界がぼやけ、きらきらと光が揺ゆれて、磨みがかれた大理石に落ちて弾はじけた。幾いくつも。何度も。

　いまだけは、少しだけ泣く権利があるだろう。

　失われ、二度と還かえらない大切なものたちのために、俺は泣いた。食くい縛しばった歯のあいだから嗚お咽えつを漏もらし、涙なみだを次々と雫しずくに変えた。

　ぽた、ぽたぽた。

　水すい滴てきが石いし畳だたみを叩たたく音だけが、耳に届く。

　ぽた。

　ぽた。

　──こつ。

　こつ、こつ。

　不意に、確かな密度を持つ音が、重なって響ひびいた。

　こつ、こつ。近づいてくる。かすかな震しん動どうが指先に伝わる。

　空気が揺ゆれる。濃のう密みつな花々の芳ほう香こうの中に、仄ほのかな、懐なつかしい香かおりが漂ただよう。

　こつ。

　……こつ。

　すぐ目の前で、音が止まる。

　そして、誰だれかが、俺の名を呼んだ。
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　神こう代じろ凛りん子こは、サブコントロール室の操作席に腰こし掛かけ、コンソールの正面やや左に設けられた小さなガラスのハッチを凝ぎよう視しした。

　ハッチ上部の液えき晶しよう窓には、【ＥＪＥＣＴＩＮＧ・・・】という文字が赤く点てん滅めつしている。

　圧縮空気が抜ぬける音が、低く耳を打つ。

　やがてガラス窓の向こうに、小さな黒い四角形が姿を現した。液えき晶しようが【ＣＯＭＰＬＥＴＥ】の表示に変わる。

　凛子は震ふるえる手を伸のばし、ガラスハッチを開けて、それを取り出した。

　堅けん牢ろうな金属のパッケージ。一辺六センチほどの立方体は、意外に重い。継つぎ目めなく密閉された面のひとつに六桁けたの番号が刻まれ、微び細さいな接続コネクタが設けられている。

　この中に封ふうじ込こめられているのは、《アリス》の魂たましい。

　オーシャン・タートルのメインシャフト中央部に設置されたライトキューブ・クラスターから、システムの命令に従ってたった一つのキューブがイジェクトされ、保護パッケージに封ふう入にゆうされたのちに長いエアシューターを通ってここまで運ばれたのだ。

　それは同時に、アンダーワールドという内部世界から、リアルワールドという外部世界への旅でもある。

　凛子は一いつ瞬しゆん、言い知れない感かん慨がいに打たれて言葉を失ったが、すぐに我に返るとパッケージを捧ささげ持ったままマイクに向けて叫さけんだ。

「明あ日す奈なさん、アリスのイジェクトは完かん了りようしたわ！　あとはあなたと桐きりヶが谷や君だけよ、急いで!!」

　真しん紅くに染まる主モニタのカウントダウンを見やり、続けて叫さけぶ。

「限界加速が開始されるまで、残り三十秒しかない!!　早くログアウトを!!」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　やがてスピーカーから返ってきたのは、予想だにしない言葉だった。

『ごめんなさい、凛子さん』

「え……？　な、何を……？」

『ごめんなさい。わたしは……ここに残ります。いままで、本当にありがとうございました。凛子さんのして下さったこと、決して忘れません』

　スピーカから響ひびく結ゆう城き明日奈の声は、穏おだやかで、優やさしく、そして確たる決意に満ちていた。

『アリスのこと、お願いしますね。アリスは優やさしい人です。とても大きな愛を持っているし、たくさんの人に愛されています。アリスのために消えていった魂たましいたちのためにも……そして、キリトくんのためにも、絶対に軍事利用なんかさせないでください』

　言葉を失った凛りん子この耳に、明あ日す奈なの最後の言葉が届いた。

『みんなにも、伝えてください。ごめんね、って……。ありがとう……さようなら、って……』

　直後、カウントダウンがゼロに到とう達たつした。
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　長いサイレンの音に続いて、重々しい機械の唸うなりが狭せまいケーブルダクトに反はん響きようした。

　七月七日、午前十時。十五分のカウントダウンが終しゆう了りようし、壁かべの向こうの冷れい却きやくシステムがフル稼か働どうを開始したのだ。アンダーワールドを支える機械群の膨ぼう大だいな廃はい熱ねつを、幾いくつもの大型ファンが懸けん命めいに吸い出している。いまオーシャン・タートルを海から眺ながめれば、ピラミッドの天てつ辺ぺんに陽炎かげろうが揺ゆれているのが見えるだろう。

「…………始まった……」

　比ひ嘉がタケルは、低く呟つぶやいた。

「ああ」

　短く応えたのは、比嘉を背負って細いハシゴを降りている菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうだ。

　二人は、限界加速フェーズ突とつ入にゆうが避さけられないと判断した時点で即そく座ざに準備し、再び点検用ケーブルダクトに潜もぐり込こんだのだが、負傷した比嘉の体をハーネスで固定する作業などに八分もかかってしまった。

　菊岡は、噴ふき出でた汗あせが滴したたるほどの勢いでハシゴを降り続けたものの、耐たい圧あつ隔かく壁へきに到とう達たつする前に、とうとうアンダーワールドの限界加速が始まってしまったのだ。

　祈いのるような気持ちで比ひ嘉がはインカムのスイッチを入れ、サブコントロール・ルームの神こう代じろ博士に呼びかけた。

「凛子さん……どうなりましたか」

　ノイズに続き、回線接続音がしたものの、届いたのは重い沈ちん黙もくだった。

「……凛子さん？」

『……ごめんなさい。アリスのライトキューブは、無事に確保できたわ。ただ……』

　押おし殺ころすような声で、神代博士はその先を告げた。

　比嘉は息を吞のみ、強く両りよう眼めを瞑つぶった。

「……解わかりました。こちらも全力を尽つくします。隔かく壁へきハッチの開放タイミングは、追って連れん絡らくします」

　回線を切り、比嘉は肺に溜たまった空気を細長く吐はき出だした。

　会話から察したのだろう、菊きく岡おかは状じよう況きようを訊きこうとしなかった。ただ無言で、筋肉質の背中を躍やく動どうさせ続けている。

「……菊さん……」

　数秒後、比ひ嘉がはようやく囁ささやき声ごえを絞しぼり出だし、指揮官に神こう代じろ博士の言葉を伝えた。
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　クリッターは、メインモニタに新しく開いたウインドウと、そこに表示されるメッセージを無言で眺ながめた。

　クラスターからライトキューブが一つ排はい出しゆつされ、耐たい圧あつ隔かく壁へきの向こう側のサブコントロール・ルームへ運ばれたことを、短い文字列が教えている。

　それはつまり、《アリス》がラース側に確保されてしまった、ということだ。

　言いい換かえれば、アンダーワールド内部でアリスを発見、奪だつ取しゆしようという、十時間以上にも及およんだ作戦は完全に失敗したことになる。ヴァサゴとミラー隊長が自らダイブし、暗黒界の軍勢を率いて人界に侵しん攻こうして、ハリウッド映画じみた派手な戦争を繰くり広ひろげ、さらにはアメリカ人と中ちゆう国ごく人じん、韓かん国こく人じんのネットゲーマーたち数万人を引ひっ張ぱり込こんで戦わせた努力の全てが水の泡あわとなった。

　坊ぼう主ず頭あたまをがりがりと搔かき、短く鼻を鳴らすと、クリッターは思考を切きり替かえた。

　護ご衛えい艦かんが突とつ入にゆうしてくるまでの残り八時間と少しで、物理的にアリスを再さい奪だつ取しゆできる可能性はあるだろうか？

　頑がん丈じよう極きわまる複合素材の耐たい圧あつ隔かく壁へきをこちら側から破は壊かいする手段はない。ただ、先刻のように、ラース側が隔かく壁へきを開放すれば話は別だ。

　そもそも、さっき隔かく壁へきが開いたのはなぜだったのだろう。不格好で不器用なロボット一台と何発かのスモーク・グレネードだけで、こちらを制圧できると本当に考えたのか？

　あれが、もし陽動だったとしたら……？　隔かく壁へき開放の狙ねらいが他にあったのだとすれば、それはいったい何だ？

　クリッターは振ふり向むき、再びカードゲームを再開した隊員たちに声をかけた。

「おい、さっき上から突とつ入にゆうしてきたロボットだけど、爆ばく弾だんとかは仕し掛かけられてなかったのか？」

　すると、長身のハンスが、口くち髭ひげを捻ひねりながら答えた。

「もちろんしっかり確かく認にんしたわよ。爆ばく発はつ物ぶつどころか、固定武装は一いつ切さいナシ。バリスティック・シールド代わりにしたかったんでしょうけど、撃うちまくったら動かなくなって、後ろにいた兵士連中もあっさり撤てつ退たいしたわよぉ」

「ふうん……。──ちなみに、自衛隊の奴やつらは兵士ソルジヤーじゃなくて隊員パーソネルって言うんだぜ」

　とどうでもいいトリビアを付け足し、クリッターは椅い子すの向きを戻もどした。

　やはりあのロボット騒さわぎは陽動だった可能性がある。しかしいくらスモーク・グレネードを使っても、狭せまい階段で、ハンスやブリッグたちに気付かれずにすれ違ちがうのは不可能だ。

　だとすると──。

　卓たく上じように放置されていたタブレット型端たん末まつを持ち上げ、オーシャン・タートルの船内見取り図を表示する。

「えーと……これがメインシャフトで、隔かく壁へきがここを横切ってて……ロボットが突つっ込こんできた階段がこれだろー……」

　その時、モニタに表示されていたカウントダウンがゼロになり、甲かん高だかいアラーム音が響ひびいた。アンダーワールドの時間加速が再開したのだ。しかも、脳ノー筋キン野や郎ろうのブリッグが制せい御ぎよレバーを破は壊かいしてしまったせいで、倍率がとんでもないことになっている。

　しかしもう、アンダーワールドがどうなろうと関係ない。アリス回収作戦が失敗したということは、ヴァサゴもミラー隊長もダイブ中に《死亡》したのだろうから、いまごろ隣となりの部屋でログアウト処理が進んでいるはずだ。

　ならば、ミラー隊長が戻もどってくる前に、次の作戦オプションを探しておくのが先決だろう。

　クリッターは、入り組んだ見取り図を拡大したりスクロールしたりして、ようやく気付いた。

「お、ここにも小さいハッチがあるぞ。……なんだこりゃ、ケーブルダクト……？」
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　比ひ嘉がタケルに状じよう況きようを伝え終えた凛りん子こは、沈ちん鬱うつなため息を漏もらしながらメッシュチェアに体を預けた。

　加速開始前の脱だつ出しゆつが不可能となってしまった桐きりヶが谷や和かず人とのために、自分もアンダーワールドに残ろうという結ゆう城き明あ日す奈なの決意は、あまりにも若く、直情的で、そして──貴とうといまでに美しかった。

　どうしても、思い出さずにはいられない。

　かつて愛した男が、凛子を現実世界に置き去りにして、電脳空間に消えてしまったことを。

　もしもあの時、共に行く機会を与あたえられたら、自分はどうしただろうか。彼と同じように、プロトタイプＳＴＬで脳を焼やき尽つくし、意識のコピーのみを残す道を選べただろうか。

「晶あき彦ひこさん……あなたは…………」

　眼めを閉じ、声にならない声で囁ささやく。

　浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドと、そこに閉とじ込こめた一万人のプレイヤーたちによる《真の異世界》を創り出すことだけが、彼の……茅かや場ば晶彦の望みだったはずだ。

　しかし、二年間にも及およんだ浮ふ遊ゆう城じようでの日々の中で、彼は何かを見つけ、何かを知った。その何かが、彼の考えを変えた。

　もっと、もっと先がある、と。

　ＳＡＯは終着点ではなく、始まりでしかないのだと彼は気付いた。だからこそ、長野の原生林に囲まれた山さん荘そうで、彼はナーヴギアの高密度化を進め、やがて自身を殺すことになる試作機を完成させた。

　その開発データを託たくされた凛りん子こが、医い療りよう用高精度フルダイブマシン《メディキュボイド》を設計し。

　三年間にもわたってメディキュボイド試作一号機のテスターとなってくれた、一人の少女によって提供された膨ぼう大だいなデータを基もとに、ラースと比ひ嘉がタケルがＳＴＬを完成させた。

　つまり考えようによっては、アンダーワールドという究極の異世界は、茅かや場ば晶あき彦ひこの夢想を礎いしずえとして生まれたのだと言える。

　ならば、アンダーワールドの完成をもって、茅場の望みは全て叶かなったということなのか？

　いや、違ちがうはずだ。

　なぜなら、彼が残したもうひとつの種子──《ザ・シード》パッケージというピースが、パズルのどこに収まるのかがまだ解わからない。

　確かに、ザ・シード規格のＶＲＭＭＯがスタンダード化していたからこそ、海外からの攻こう撃げきに、日本人プレイヤーたちのアカウント・コンバートによって対たい抗こうできたのだと言える。

　だが、さしもの茅場もあの事態を数年前に予想していたわけではあるまい。コンバート機能による救きゆう援えんは、あくまで副次的効果であったはずだ。

　であれば、いったい何が目的なのか。数多あまたのＶＲワールドを、共通規格のもとに相そう互ご連結することが、なぜ必要だったのか……。

　コンソール上には、アリスのライトキューブ・パッケージを収めたジュラルミン製の保管ケースが置かれている。

　光量子ゲート素子の集合であるライトキューブそのものは不揮発性だが、パッケージに内蔵されているゲート駆く動どう回路が電力を必要とするので、ケースに入っている状態ではアリスの魂たましいは活動できない。

　凛子は、右手を銀色のケースに触ふれさせたまま、サブコントロール・ルームの左ひだり隅すみに佇たたずむ人型のシルエット──マシンボディ《ニエモン》を見やった。

　もしも、あのロボットの頭部ソケットにアリスのライトキューブ・パッケージを搭とう載さいすれば、ニエモンはアリスの体となり、動いたり、話したりすることが可能になるはずだ。

　その想像を実行に移し、アリスと会話してみたい──という一いつ瞬しゆんの衝しよう動どうを、凛子は軽く頭を振ふって退けた。和かず人とと明あ日す奈なが危機的状じよう況きようにあるいま、そんなことをしている場合ではないし、イチエモンと比べればスマートとはいえ女性らしさ皆かい無むなニエモンの中で目覚めたらアリスもショックだろう。

　短い黙もく想そうを中断し、ジュラルミンケースから右手を離はなした、その時。

「神こう代じろ博士」

　背後から呼びかけられ、急いで振ふり向むく。

　立っていたのは、いつの間にかサブコントロール室に戻もどってきた中なか西にし一いち尉いだった。

「隔かく壁へきハッチ再開放の準備、完かん了りよういたしました。いつでもどうぞ」

「あ……はい。どうもありがとう」

　答えながら、モニタの時刻表示を確かく認にん。限界加速フェーズに突とつ入にゆうしてから、すでに一分が過ぎている。内部時間では……十年。

　信じられない。桐きりヶが谷や和かず人とと結ゆう城き明あ日す奈なの《魂たましい年ねん齢れい》は、もう凛りん子このそれをも超こえてしまっている。

　一分一秒でも早く二人をログアウトさせなければ。もし、魂たましい寿じゆ命みようを使い果たす前に脱だつ出しゆつできさえすれば、限界加速フェーズが開始されて以降の記き憶おくを全て消去することは可能だ。しかし、そのための猶ゆう予よ時間は、理論上ではあと十二分足らずしかない。

　──比ひ嘉が君、菊きく岡おかさん。

　──急いで!!

　凛子はきつく唇くちびるを嚙かみ、念じた。




　　　＊＊＊




　菊岡二に佐さの喉のどが、ぜいぜいと苦しそうに鳴る。滝たきのような汗あせがシャツを変色させ、比嘉の服にも染しみ込こむ。

　ここからは自力で降ります、という台詞せりふを比嘉は何度も吞のみ込こんだ。

　柳やな井いの銃じゆう弾だんに撃うち抜ぬかれた右みぎ肩かたは、鎮ちん痛つう剤ざいを限界量まで飲んでいるにもかかわらず鈍にぶく疼うずき、大量に失血した体は鉛なまりのように重い。自分の体重を支えることさえできそうもない。

　それにしても──、と比嘉は思う。

　この事態に際し、菊岡二佐がここまで必死になるとは、正直意外と思わざるを得ない。

　アリシゼーション計画の最終目的たる限界突とつ破ぱフラクトライト《Ａ．Ｌ．Ｉ．Ｃ．Ｅ．》は、すでに確保されたのだ。あとは、アリスを構造解かい析せきし、それ以外のフラクトライトとの差異をつきとめれば、真正ボトムアップＡＩの量産にめどがつく。きたる無人兵器時代に、日本独自の技術基き盤ばんを確立し、アメリカの軍産システムによる支配から脱だつするというラースの設立目的がついに達成されるのだ。

　それこそが、菊岡誠せい二じ郎ろうという人間の悲願であるはず。

　総務省に出向してまでＳＡＯ事件に首を突つっ込こんだのも、《クリスハイト》というキャラクターを作ってＶＲＭＭＯプレイヤーたちとの交流を続けたのも、全てはそのためだ。

　だから、菊きく岡おかの行動優先順位から言えば、いまは耐たい圧あつ隔かく壁へきの封ふう鎖さを続け、イージス艦かんの突とつ入にゆう時刻までアリスのライトキューブを死守する、という選せん択たくをしそうなものだ。たとえそれで、アンダーワールドに取り残された桐きりヶが谷や和かず人とと結ゆう城き明あ日す奈なのフラクトライトが崩ほう壊かいしようとも。それに激しく反対するであろう神こう代じろ博士を、どこかに軟なん禁きんすることも辞さず。

「……意外、だなあ……と、思ってる……かい」

　不意に菊岡が荒あらい息の下からそんなことを言ったので、比ひ嘉がはウヒッと妙みような音を漏もらしてしまった。

「いっ、いえ、そのぉ……ま、なんというか、菊さんのキャラじゃないなーという気はするッスけど……」

「まっ……たくだ」

　菊岡は、ようやく残り数メートルとなったハシゴを全力で降りながら短く笑った。

「しかし……言って、おくがね。これも……打算、あっての、行動……さ」

「へ……へぇ」

「僕は……常に、最悪を考える、主義でね。いまは……敵にまだ、アリス再さい奪だつ取しゆの、可能性があると、思わせておいたほうが……いい」

「さ、最悪……ッスか」

　敵がこのケーブルダクトに気付き、耐たい圧あつ隔かく壁へきの開放中に下から攻こう撃げきしてくる以上の最悪が、果たしてあるだろうか。

　しかし、比嘉がその推測を先に進めるまえに、ついに菊岡の靴くつ底ぞこが、チタン合金のハッチに到とう達たつした。

　動きを止め、激しい呼吸を繰くり返かえす指揮官に代わって、比嘉はインカムの通話スイッチを押おした。

「凛りん子こさん、到とう着ちやくしました！　隔かく壁へきロック、解除してください!!」
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「うおっ……マジに開けやがった！」

　クリッターは、メインモニタに表示された耐たい圧あつ隔かく壁へき開放警告を見上げ、叫さけんだ。

　いったいなぜ。なんのために。

　どう考えても間尺に合わない。アリスを確保したいま、ラース側がわざわざ防ぼう御ぎよをゆるめるどんな理由があるというのだ。

　しかし、いまはあれこれ考えている時間はない。クリッターは椅い子すを回転させ、隊員たちに指示した。

「えーっと、あー、ブリッグだけ残して、ハンスたちは階段に向かってくれ！　撃うちまくって、隔かく壁へきの操作権を確保するんだ！」

「簡単に言ってくれるわね……」

　ハンスがちっちっと舌を鳴らしながらも、アサルトライフルを担かつぎ上あげた。十数名の隊員たちもそれに続く。

「お……おいおい、俺はどうすりゃいいんだ」

　不服そうに唇くちびるを尖とがらせるブリッグに向けて、クリッターはぱちんと指を鳴らした。

「ちゃーんと仕事はあるって。アンタの腕うでに相応ふさわしい、重要な任務がさー」

　内心では、まったく別のことを考えている。この脳ノー筋キンからは、なるべく眼めを離はなさないほうがいい。

「いいか、俺とアンタは、こっちのケーブルダクトを見にいく。どうやらコイツが敵の本命だと、俺は睨にらんでるんだよなー」

「お……おう、そうか。そうこなくっちゃな」

　ニンマリと笑い、大げさな音を立ててアサルトライフルの弾だん倉そうを確かく認にんするブリッグの背中を、クリッターはため息を押おし殺ころしながら叩たたいた。

　ハンスたちに続いてメインコントロール・ルームから船内通路に出て、別方向に走り始める寸前、クリッターはちらりと奥おくの扉とびら──第一ＳＴＬ室を見やった。

　──そう言えばヴァサゴの奴やつ、やけにログアウトが遅おそくないか？　まさかのんびり煙草たばこでも吸ってるんじゃないだろうな。

　一応確かく認にんするべきかと思ったが、すでにブリッグが通路を走り出してしまっている。やむなくクリッターも後を追う。

　ほんの数分で目標地点に到とう着ちやく。一見、メインシャフト内ない壁へきに沿って通路が延びているだけだ。しかし見取り図によれば、左側の壁かべの小さなハッチの向こうに、シャフト上部に繫つながるケーブルダクトが設けられているはず。もちろんダクトも頑がん丈じような隔かく壁へきで分断されているが、推測が正しければ──。

　回転式の開閉ハンドルを汗あせばむ手で握にぎり、左に回す。

　重い金属扉とびらを引き開けたクリッターがまず目にしたのは、暗いオレンジの光に照らされた、高さ一メートル足らず、奥おく行ゆき二メートルほどのトンネルだった。突つき当あたりで垂直に延びるトンネルの壁かべには、簡素なステップが設置されている。

　そして、ステップの真下に、何か布の塊かたまりのようなものが──。

「……ウオァ!?」

　その正体に気付いた途と端たん、クリッターは大きく仰のけ反ぞり、すぐ背後に立っていたブリッグの顎あごに後頭部をぶつけてしまった。しかし痛みも、巨きよ漢かんの罵ののしり声ごえも意識することなく両りよう眼めを見開く。

　布、いや服には中身が入っていた。瘦やせた体を折おり畳たたむようにして、何者かがうずくまっている。クリッターを押おしのけたブリッグがライフルを構えるが、すぐに低い声で指し摘てきする。

「もう死んでるぜ」

　確かに、うずくまる男の頚けい椎ついは不自然な角度に捻ねじれている。最大級のしかめ面つらを作りながら、クリッターは恐おそる恐おそるトンネルに体を突つっ込こみ、死人の顔を確かく認にんした。

「あれっ……こいつ、アレじゃねーか。ラースの情報提供者……スパイだってバレて処しよ刑けいされたのかー？　でも、だからってこんな殺し方……」

　嫌いや々いやながら男の肌はだに触ふれると、じっとりとした感かん触しよくが伝わってくる。温度からして、死んだのは恐おそらく最初に隔かく壁へきが開放された時だ。つまり一度目の開放は、この男がシャフトの下部に脱だつ出しゆつしようとして行ったものなのか？　そして、ハシゴを踏ふみ外はずして墜つい落らく死しした？

　だとすればなぜ、隔かく壁へきは再び開かれたのか。

　ケーブルダクトの上部にある隔かく壁へきハッチを確かく認にんしたいが、そうするためには死体を引っ張り出さなくてはならない。しかしさすがにそこまでは御ご免めんだ。

　トンネルから後退あとずさり、通路に出ると、ブリッグに指示する。

「いちおう、ダクトの上がどうなってるか、確かく認にんしてみてくれー」

　髭ひげ面づらの巨きよ漢かんはふんと鼻を鳴らし、トンネルに体を突つっ込こむと、スパイの死体を力任せに引っ張り出した。再びトンネルに戻もどり、上半身を捻ひねりながら突つき当あたりの垂直ダクトを覗のぞき込こむ。

　おいおい頭から入って大だい丈じよう夫ぶなのかよ、とクリッターが素人しろうとながら考えた、その瞬しゆん間かん。

「Shitクソツ!!」

　叫さけぶと同時にブリッグがアサルトライフルを持ち上げ、発はつ砲ぽうした。

　黄色い閃せん光こうがクリッターの網もう膜まくを灼やき、二種類の射しや撃げき音おんが鼓こ膜まくを叩たたいた。

　悲鳴を吞のみ込こんで飛びすさった目の前で、ブリッグの巨きよ体たいが、見えないハンマーに殴なぐられたかのようにトンネルの床ゆかにバウンドした。

「うおっ!!　何だよ!?」

　クリッターは喚わめき、通路の床ゆかに尻しり餅もちをついた。ブリッグは、ほんの十秒前までスパイの死体が収まっていた場所に倒たおれたまま、ぴくりとも動かない。床ゆかに広がっていく血ち溜だまりを見るまでもなく、スパイと同じ運命を辿たどったのは明らかだ。ケーブルダクトの上部にラースの戦せん闘とう員いんがいて、そいつに撃うたれたのだ。

　──さて、どうしたものか。

　冷ひや汗あせを滝たきのように流しながらクリッターは考えた。

　ブリッグの右手からアサルトライフルを回収し、ダクト上部の敵と撃うち合って仇かたきを取る？　いやまさか！　俺おれはただのコンピュータ・オタクで、仕事は考えることとキーボードを叩たたくことだけだ。

　半ば這はうようにメインコントロール・ルーム目指して退たい避ひしながら、さらに思考を続ける。

　少なくとも、これでラース側に積極的な攻こう撃げきの意図があることだけは解わかった。しかし、戦力では明らかにこちらが優まさっているのだ。戦えば、向こうにも当然犠ぎ牲せい者しやが出るだろう。ヘタをすれば、アッパーシャフト全てを占せん領りようされ、アリスを再さい奪だつ取しゆされかねないではないか。

　それ以上の《最悪》があると、ラースの指揮官は考えているのか？　こちらに、オーシャン・タートルを丸ごと吹ふっ飛とばすほどの火力があるとでも思っている？　手持ちのＣ４爆ばく薬やくでは耐たい圧あつハッチ一枚吹ふっ飛とばせないのに……。

　火力…………。

　不意に、クリッターは鋭するどく空気を吸すい込こんだ。通路の後方に転がる二つの死体も、意識から消えた。

　ある。

　オーシャン・タートルを丸ごと破は壊かいし、アリスのライトキューブとラースのスタッフをまとめて海の藻も屑くずに変える方法が、たった一つだけ。

　アリスの確保が不可能と判断される場合は、完全に破は壊かいせよというのがクライアントの命令だ。しかし、そのためにこの巨きよ大だいな自走メガフロートと、何十人もの乗員を道連れにするなどということが許されるのだろうか。

　そんな恐おそろしい決断を下せるわけがない。一生悪夢に悩なやまされること必定だ。

　クリッターは立ち上がり、指揮官の判断を仰あおぐべくメインコントロールへと走った。




　　　＊＊＊




「き……菊きくさん！　大だい丈じよう夫ぶっすか、菊さん!!」

　押おし殺ころした声で、比ひ嘉がは訊たずねた。ケーブルダクト最下部のハッチから出現した敵は、少なくとも三発はライフルをぶっぱなしたはずだ。

　返事はなかった。比嘉を背負い、右手にステップを、左手に拳けん銃じゆうを握にぎる菊きく岡おか二に佐さは、肩かたを壁かべに押おし当あてるようにして項うな垂だれている。

　──噓うそだろ、おい、やめてくれ。あんたはまだまだ必要な人間なんだ。

「き……」

　菊岡サァァァァァァン!!

　と叫さけぼうとしたその時、二佐が激しく咳せき込こんだ。

「げほっ……うえぇ、いや……参った。防ぼう弾だんベストを着てきて正解だったな、これは……」

「あ……当たり前っすよ！　本気でアロハシャツのまま来るつもりだったんスか……」

　はああ、と安あん堵どの息を吐はきながら、改めて菊岡の背中を見下ろす。

「じゃあ、ケガはしなかったんスね？」

「うむ、一発ベストに当たっただけのようだ。それより、君こそ無事か？　やたらと跳ちよう弾だんしたようだが」

「え……ええ。体も、端たん末まつにも当たってないッス」

「なら、急ごう。点検コネクタはもうすぐそこだ」

　再びステップを降下し始めた菊きく岡おかの背中で揺ゆられながら、比ひ嘉がはもう一度、意外だなと内心で呟つぶやいた。

　菊岡二に佐さは、てっきり肉体的技能は苦手な人なのだろうとこれまで思っていたのだが、広い背中にうねる筋肉は鋼はがねのようだし、それにさっきの射しや撃げき──。ハシゴにぶら下がり、左手一本で真下を狙ねらうという悪条件にもかかわらず、ダブルタップで連射した二発が敵のノドと胸を正確に撃うち抜ぬいたのだ。

　──まったく、どれだけ付き合おうと底の割れないオッサンだ。

　小さく首を振ふり、比嘉は視界に入ってきた点検コネクタに繫つなぐためのケーブルを、ポケットから引っ張り出した。




　　　＊＊＊




　通路を駆かけ戻もどったクリッターは、階段のほうから響ひびいてくるライフルの連射音を聞きながら、メインコントロール・ルームに飛とび込こんだ。

　部屋に、ミラー隊長とヴァサゴの姿はない。まだＳＴＬから出ていないのだろうか。すでに時間加速が始まってから五分以上が経たっているというのに。

　思いついたアイデアを彼らに説明したものかどうか、クリッターはまだ迷っていた。話せば二人は即そく座ざに実行しろと言うだろうという確信があったからだ。彼らは、任務遂すい行こうのためなら民間人の犠ぎ牲せい者しやが出ようとも気にするような人種ではない。

　結論を出せないまま、クリッターは勢いよく第一ＳＴＬ室のドアを開けた。

「ミラー隊長！　アリスが敵に…………」

　続くべき言葉は、喉のどの奥おくに引っかかって止まった。

　手前側、ＳＴＬ一号機のジェルベッドに横たわり、額から上をマシンに覆おおわれたガブリエル・ミラーの顔には、彼が一度も見せたことのない表情が浮うかんでいた。

　いや、クリッターはそのような表情を、いままでどんな人間の顔にも見たことはなかった。

　青い両りよう眼めが、飛び出さんばかりに見開かれている。口は、顎がく関かん節せつが外れてしまったかの如ごとく広げられ、しかも斜ななめに歪ゆがんでいる。長々とはみ出た舌は、まるで別の生き物のようだ。

「た……隊……長……？」

　喘あえぎながら、クリッターはがくがく膝ひざを震ふるわせた。いま、ミラー隊長の突とつ出しゆつしかけた目玉が動いたら、悲鳴を上げてしまうだろうという確信があった。

　数秒かけてどうにか呼吸を落ち着かせてから、恐おそる恐おそる右手を伸のばし、ベッドから垂れ下がる左手首に触ふれる。

　脈はなかった。

　そして肌はだは、氷のように冷たかった。強きよう襲しゆうチームの指揮官、ガブリエル・ミラー隊長は、体にはまったく傷がないのに、完全に絶命していた。

　胃から込こみ上あげてくるものを必死に押おし戻もどし、クリッターは掠かすれ声ごえで叫さけんだ。

「ヴァサゴ……早く起きろ！　隊長が……し、死……」

　震ふるえる脚あしでジェルベッドを回まわり込こみ、奥おくの二号機を視界に入れる。

　今度こそ、クリッターは甲かん高だかい悲鳴を上げた。

　副隊長ヴァサゴ・カザルスは、一見穏おだやかに眠ねむっていた。瞼まぶたを閉じたままの顔に表情はなく、両手もまっすぐ体の横に伸のびている。

　しかし──。

　あれほど黒々としていた、波打つ長ちよう髪はつが。

　いまは、百歳を超こえた老人のような、乾かわいた白しら髪がに変じていた。

　もうヴァサゴの脈みやく拍はくを確かく認にんする気も起こらず、クリッターはじりじりと後ずさった。一刻も早くこの部屋から出ないと自分も二人と同じ目に遭あうと、理性とソースコードのみを信しん奉ぽうするハッカーであるはずのクリッターは、本気で信じた。

　開けっぱなしの入り口から後ろ向きに転がり出て、右足でドアを閉める。

　深呼吸を繰くり返かえしながら、クリッターは懸けん命めいに思考を立て直した。

　隊長とヴァサゴに何が起きたのかを調べるすべはないし、知りたくもない。推測できるのは、アンダーワールドで何かがあり、その結果二人のフラクトライトは完全に破は壊かいされてしまったのだろうということくらいだ。

　つまるところ、作戦は失敗したのだ。指揮官が死んでしまった以上、船ごとアリスを破は壊かいするかどうかの判断も下せない。これ以上、この場に留まる意味はない。

　クリッターは、コンソールから通信機を摑つかみ上げ、掠かすれた声を押おし出だした。

「ハンス……戻もどってくれ。ブリッグと、ヴァサゴと、隊長が死んだ」

　数十秒後、コントロール室に駆かけ込こんできたチーム一の伊だ達て男おとこの顔には、ぎらつくナイフのような表情が浮うかんでいた。

「ブリッグが死んだですって!?　どうして!?」

「け……ケーブルダクトで、上から撃うたれて……」

　それを聞くやいなや、ライフルを構えて走り出そうとするハンスを、クリッターは必死に止めた。

「やめろ！　アリスのライトキューブは奪うばわれた。もう、戦う意味はない……」

　ハンスはしばらく無言だった。突とつ然ぜん、凄すさまじい音をさせて壁かべを殴なぐりつけてから、足早に歩み寄ってくる。

「……いえ、まだ命令は残っているはずよ。奪うばえないなら破は壊かいすべし。アンタ、何かアイデアくらいあるんでしょ」

　綺き麗れいに整えられた口くち髭ひげを震ふるわせ、詰つめ寄よってくるハンスに気け圧おされて、クリッターはかすかに頷うなずいた。

「あ……ああ、なくもないけど……いや、ダメだ。隊長なしに、下せる判断じゃない」

「言うのよ。言いなさい!!」

　叫さけんだハンスが、アサルトライフルの銃じゆう口こうをクリッターの喉のど元もとに突つきつけた。グロージェンに雇やとわれる前から長年ブリッグとコンビを組んでいたらしい傭よう兵へいの剣けん吞のんな視線は、クリッターに抗あらがえるものではなかった。

「え……エンジンだ……」

「エンジン？　この船の？」

「そうだ……。このドでかい船の主機は、原げん子し炉ろなんだ……」










　　　２




　十分経過。

　神こう代じろ凛りん子こは、汗あせに濡ぬれる両手を強く握にぎり締しめながら、無情に刻まれていくデジタル数字を凝ぎよう視しした。

　限界加速フェーズの開始以降、アンダーワールド内で過ぎ去った年月は──実に、百年。

　その膨ぼう大だいな時間を、桐きりヶが谷や和かず人とと結ゆう城き明あ日す奈ながどのように体感したのかは、もう想像することもできない。一つだけ確実なのは、ふたりのフラクトライトの記き憶おく保持容量がいよいよ限界に近づきつつあるということだ。

　比ひ嘉がの予測によれば、人間の魂たましいは、およそ百五十年ぶんの記き憶おくを蓄ちく積せきした時点で正常な動作ができなくなり、崩ほう壊かいが始まる。もちろん実験で確かく認にんされた話ではない。実際の限界はもっと先かもしれないし──あるいは、ずっと早いかもしれない。

　いまはただ、魂たましいが自じ壊かいしてしまうより早く、ログアウト処理が完かん了りようすることを祈いのるのみだ。それさえクリアできれば、まだもとの二人に戻もどれる望みは残る。

　──比嘉くん、菊きく岡おかさん。お願い。

　祈いのる凛子は、階下からかすかに届いていた銃じゆう撃げき音おんがいつのまにか途と切ぎれたことにも気付かなかった。それを教えたのは、サブコントロールに駆かけ戻もどってきた中なか西にし一いち尉いだった。

「博士！　敵がオーシャン・タートルから撤てつ退たいを開始しました！」

「て……撤てつ退たい!?」

　顔を上げ、啞あ然ぜんと繰くり返かえす。

　なぜこのタイミングで。隔かく壁へきが再び開放されているいまは、襲しゆう撃げき者しやたちにとってアリス確保のラストチャンスではないか。諦あきらめるにしても早い。護ご衛えい艦かん《ながと》が突とつ入にゆうしてくるまで、まだ八時間も残っている。

　凛りん子こは、キーボードに指を走らせて艦かん内ない各所の状じよう況きようを知らせるステータスウインドウを呼び出しながら、一尉に訊たずねた。

「戦せん闘とうで怪け我が人にんは出たの？」

「は……軽傷二名、重傷一名、治ち療りよう中ですが命に別状ないと思われます」

「そう……」

　詰つめていた息を、小さく吐はく。ちらりと視線を向ければ、剛ごう毅きなラインを描えがく中西の頰ほお骨ぼねのあたりには大きなパッチが貼はられ、薄うすく血が滲にじんでいる。軽傷者の中に彼自じ身しんも入っているのだろう。

　彼らの奮戦を無む駄だにしないためにも、二人の若者たちを必ず救出しなくては。

　少なくとも、敵が撤てつ退たいを開始したというのはいいニュースだ。ステータス窓を視線で追い、凛子は襲しゆう撃げき者しやたちが突とつ入にゆうに使ったオーシャン・タートルの船底水中ドックが開かい扉ひ中なのを確かく認にんした。

「連中はまた潜せん水すい艇ていで脱だつ出しゆつするようね。それにしても、やけに慌あわただしい……」

　凛子が眉まゆをひそめた、その時だった。

　これまでとは異質な震しん動どうが、メインシャフト全体を揺ゆるがした。

　ひゅううーん、という木こ枯がらしのような唸うなりが巨きよ大だいな自走メガフロートを駆かけ抜ぬける。卓たく上じようのボールペンが転がり、床ゆかへと落ちる。

「な……何!?　何が起きたの!?」

「これは……ああっ……まさか、奴やつら……!!」

　中西一尉が呻うめくように叫さけんだ。

「この震しん動どうは、主機の全力運転によるものです、博士!!」

「しゅ……き？」

「メインエンジン……つまり、シャフト基部の、加圧水型原げん子し炉ろです」

　愕がく然ぜんと眼めを見開く凛子に代わってコンソールに飛びついた一尉が、不慣れな手つきでステータスウインドウを操作した。次々と新たな窓が開き、その中の一つに不ふ鮮せん明めいな映像が浮うかび上あがる。

「くそっ!!　制せい御ぎよ棒ぼうが全部上がっている!!　連中、何てマネを!!」

　だん！　とコンソールを叩たたく一いち尉いに、凛りん子こは掠かすれ声ごえで訊きいた。

「でも、安全装置くらい、あるんでしょ……？」

「無論です。炉ろ心しんが臨界状態に達する前に、自動的に制せい御ぎよ棒ぼうが突とつ入にゆうし、核かく分ぶん裂れつは停止します。ただ……ここ、これを見てください」

　一尉の指が、モニタに表示される原げん子し炉ろ格納室のリアルタイム映像の一部を示した。赤い光に紛まぎれて解わかりにくいが、黄色く塗ぬられた大型機械の一部に、何か小さな白いものが貼はり付ついているようだ。

「これは恐おそらくＣ４……プラスチック爆ばく弾だんです。このサイズでは格納容器と圧力容器の両方が破れることはないでしょうが、しかしこの場所の真下には、制せい御ぎよ棒ぼうクラスタを炉ろ心しんに挿そう入にゆうするための電動ＣＲＤ……つまり駆く動どう装置があるのです。もしここが破は壊かいされれば、制せい御ぎよ棒ぼうの自重落下もできなくなり……」

「核かく分ぶん裂れつを……止められなくなる？　すると、どうなるの……？」

「まず一次冷れい却きやく水すいが水蒸気爆ばく発はつし、圧力容器を破は壊かい……最悪の場合、融ゆう解かいした炉ろ心しんが格納容器と船底を突つき破やぶって海面まで落下し、さらに大量の水蒸気を発生させ、シャフト内部を丸ごと吹ふき飛とばすでしょう。メインコントロール室から、ライトキューブ・クラスター、そしてこのサブコントロール室まで」

「な…………」

　凛子は思わず足あし許もとの床ゆかを見下ろした。この頑がん丈じような金属フロアを突つき破やぶって、超高温の蒸気が噴ふき上あげてくる──？

　そんなことになったら、せっかくここまで犠ぎ牲せい者しやを出すことなく耐たえてきたラースの人員も、ＳＴＬに接続中の和かず人とと明あ日す奈なも、そしてライトキューブ・クラスターに封ふうじられた十数万もの人工フラクトライトたちも、ひとたまりもなく……。

「自分が、Ｃ４を取り外します」

　不意に、中なか西にし一尉が低い声で言った。

「連中は、潜せん水すい艇ていがオーシャン・タートルから充じゆう分ぶんに離はなれられるだけの余よ裕ゆうをもって起き爆ばく時間を設定しているはずです。あと五分か……十分の余よ裕ゆうはあるはずだ」

「で、でも、中西さん。エンジンルーム内の温度は、もう……」

「なに、熱めのサウナと変わりゃしません。走はしり込こんで、雷らい管かんを抜ぬくくらい簡単です」

　──それは、きちんと防護服を着ていればのことだ。だが、もうそんな準備をしている時間はない。

　凛子は、その言葉を口に出すことはできなかった。ドアに向かう一尉の大きな背中は、鋼はがねのような決意を漲みなぎらせていたからだ。

　しかし。

　黒くろ革かわの編み上げブーツが、スライドドアに辿たどり着つく直前。

　いままでこの部屋で聞いたことのない音が、凛りん子この耳じ朶だを打った。右腰こしのホルスターに素す早ばやく手を伸のばす中なか西にしと同時に、部屋の左側を見る。

　ウイイイン、という金属質なモーター駆く動どう音おんとともに、保持フレームから右足を踏ふみ出だしたのは──。

　金属とプラスチックで作られたマシンボディ、ニエモンだった。

　頭部のセンサー類を赤く光らせながら、ゆっくり歩み寄ってくる人型の機械を、凛子と中西は呆ぼう然ぜんと見み詰つめた。

　動くはずがない。

　設計者の比ひ嘉がが言っていたではないか。歩行用のバランサーを大量を詰つめ込こんだイチエモンと違ちがって、最初から人工フラクトライト搭とう載さい型として設計されたニエモンは、ライトキューブを挿そう入にゆうしなければただの一歩も歩くこともできないと。そしてクラスターから取り出された唯ゆい一いつのフラクトライトであるアリスは、卓たく上じようのケースに収められたままだ。ニエモンの頭部ソケットは、空であるはずなのだ。

「な……なぜ、試作二号機が……」

　驚きよう愕がくの声を漏もらした中西が、ホルスターから拳けん銃じゆうを抜ぬいて構える。しかしそちらには眼めもくれず、まっすぐ凛子に向けて歩み寄ってきたニエモンは、二メートルほど離はなれた場所で立ち止まると、頭部のどこかに仕し込こまれているスピーカーから少し電子的な響ひびきのある音声を発した。




『私が行こう』




　その声。

　ニエモンのボディから漂ただようオイルの匂においが、かすかに鼻を刺し激げきする。

　オーシャン・タートルに降り立った日の夜、船室のベッドで見た夢の中で、凛子は同じ声を聞き、同じ香かおりを感じた。

　震ふるえる脚あしでどうにか立ち上がり、ニエモンに歩み寄りながら、掠かすれ声ごえで訊たずねる。

「……あ……晶あき彦ひこさん、なの…………？」

　ぼんやりと発光するセンサーが、まるで瞬まばたきするように明めい滅めつし、ロボットは小さく頷うなずいた。

　吸い寄せられるように最後の一歩を踏ふみ出だした凛子は、震ふるえる両手で、そっとアルミニウムの外装に触ふれた。モーター音とともに持ち上がったロボットの両手が、凛子の背中に触ふれた。

『長いあいだ一人にしてすまなかった、凛子くん』

　電気合成されたものであっても、その声は間ま違ちがいなく、神こう代じろ凛子が愛したたった一人の男──茅かや場ば晶彦のものに間ま違ちがいなかった。

「こんなとこさ……いたのけ」

　もう忘れてしまったはずのお国言葉で、凛子は囁ささやいた。両りよう眼めから涙なみだが溢あふれ、ニエモンのセンサーの光が滲にじんだ。

『時間がない。だから、必要なことだけ言うよ。凛りん子こくん、私は君に出会えて、幸せだった。君だけが、私を現実世界に繫つなぎ続けてくれた。願わくば……これから先も、君に繫つないでほしい。私の夢を……いまはまだ隔へだてられている、二つの世界を……』

「ええ……、もちろん。……もちろん」

　何度も頷うなずく凛子をじっと見み詰つめる機械の顔が、淡あわく微ほほ笑えんだ。

　体を離はなしたロボットは、滑なめらかな重心移動で向きを変え、ほとんど走るような速度でサブコントロール室から通路へと出た。

　無意識のうちに後を追いかけようとした凛子の目の前で、スライドドアが閉まった。

　大きく息を吸い、ぐっと奥おく歯ばを嚙かみ締しめる。いまは、この部屋を離はなれるわけにはいかない。各所の状じよう況きよう確かく認にんを任されたのは自分なのだ。

　代わりに、凛子はエンジンルームの映像を見上げ、胸むな元もとのロケットを握にぎり締しめた。呆ぼう然ぜんとした様子の中なか西にし一いち尉いが、ため息に似た声で、「なぜいまになって……」と呟つぶやくのが聞こえた。

　確かに、これまでも多くの危機があった。しかし茅かや場ばがこのタイミングで観察者の役割を捨てた理由が、凛子には解わかるような気がした。

「……アンダーワールドのためじゃないわ。あの人は、シミュレーションに介かい入にゆうする意思はない。いま姿を現あらわしたのは、桐きりヶが谷や君と明あ日す奈なさんを守るためよ……」




　　　＊＊＊




　比ひ嘉がタケルは、ケーブルダクトの下方から押おし寄よせてきた重いタービンの唸うなりを聞いたとき、ようやく菊きく岡おかの危き惧ぐしていた《最悪》の正体を悟さとった。

「き……菊さん、連中、原げん子し炉ろを……」

　比嘉の呻うめき声ごえは、毅き然ぜんとした指示に遮さえぎられた。

「解わかっている。いまは、ＳＴＬのシャットダウンに全力を注いでくれ」

「は……はい。しかし……」

　ようやく辿たどり着ついた点検パネルに、再びケーブルのコネクタを挿そう入にゆうしながら、比嘉は全身に冷たい汗あせが滲にじむのを感じた。

　仮に原げん子し炉ろが暴走すれば、この作業の意味もなくなる。それどころか、アンダーワールドも、アリスのライトキューブも、高温の蒸気と高レベル放射線に破は壊かいされ尽つくしてしまう。多くの人命ともども。

　だが、原げん子し炉ろを爆ばく発はつさせるというのはそう容易たやすいことではない。炉ろ心しんを覆おおう二重の金属容器は小しよう銃じゆうなどではとても破れないし、制せい御ぎよ系にも何重ものセーフティがかかっている。仮に無む謀ぼうな全力運転を続けたところで、すぐに安全装置が働き、制せい御ぎよ棒ぼうが下がって核かく分ぶん裂れつを停止させるはずだ。

　と、その時、菊きく岡おかがいつもののんびりした口調で訊きいてきた。

「うーん、比ひ嘉がくん。あとは一人でも何とかなるかい？」

「え……ええ、ハーネスをステップに固定すれば、作業は可能ですが……。で、でも、菊さん、まさか下に……」

「いやいや、ちょっと様子を見てくるだけだよ。ムチャはしないさ、すぐに戻もどってくる」

　言うと、菊岡は手早く二人を固定するハーネスを外し、複数のナイロンベルトをステップに通してから再びバックルを固定した。比嘉の体が保持されたのを確かく認にんし、数段下に降りる。

「じゃあ、後は頼たのんだよ、比嘉くん」

　黒くろ縁ぶちメガネの奥おくで、細い目がニッと笑った。

「き、気をつけて下さいよ！　連中がまだ残ってるかもしれないッスから！」

　比嘉の声に、似合わない仕草でぐっと右手の親指を突つき出だし、菊岡はするすると物もの凄すごい速さでステップを降りていった。

　最下部の横穴に到とう着ちやくすると、慎しん重ちように奥おくを覗のぞいてから、体を滑すべり込こませる。

　それに比嘉が気付いたのは、菊岡の姿が完全に消えたあとだった。

　ラップトップのキーボードを右手で叩たたきながら、腹に食くい込こむハーネスの位置を調整しようとした左手に、ぬるりという感かん触しよくが伝わった。ぎょっと見下ろした掌てのひらは、オレンジ色の非常灯の下で、黒っぽく見える液体に濡ぬれていた。

　それが、比嘉のものではない血であることは、明らかすぎるほど明らかだった。




　　　＊＊＊




　数分前まで襲しゆう撃げき者しやたちに占せん拠きよされていたロウワー・シャフトの船内監かん視しカメラはほとんどが破は壊かいされたが、原げん子し炉ろを格納する機関室エリアのものは無事だった。

　カメラからの映像を大写しにしたメインモニタを見上げ、凛りん子こは両手でロケットペンダントを包つつみ込こみ、待った。

　すぐ左では中なか西にし一いち尉いが、コンソールに乗せた両手を硬かたく握にぎり締しめている。背後では、階下の防衛線から引き上げてきた警備スタッフや技術スタッフたちが、それぞれの姿勢でそれぞれの祈いのりを捧ささげている。

　皆みなさんはせめて船首のブリッジまで退たい避ひしてください、と凛子は要よう請せいした。しかし、一人としてメインシャフトを出て行く者はいなかった。

　ここにいる人々は全員、日のあたらない偽ぎ装そう企き業ぎようであるラースでの研究開発に全てを捧ささげているのだ。真正ボトムアップ人工知能が必ずや拓ひらくであろう新時代に、それぞれの夢を、願いを託たくしているのだ。

　凛りん子こはいままで、自分はあくまでこの船をいっとき訪おとずれた客に過ぎないのだと思っていた。菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうという、まるで本心を見通せない人間の目的に同調する気にはなれそうもないと感じていた。

　しかし、凛子もまた、訪おとずれるべくしてラースを訪おとずれたのだ。それをようやく悟さとった。

　人工フラクトライトは、無人兵器搭とう載さい用ＡＩなどという狭せまい研究目的に押おし込こめていい存在ではない。

　同様にアンダーワールドも、ただの社会発達シミュレーションなどではない。

　それらは、巨きよ大だいなるパラダイム・シフトの始まりなのだ。

　閉へい塞そくしていくばかりの現実世界を変革する、もうひとつの現実。既き存そんのシステムから脱だつ却きやくしようとする若者たちの意思を、その目に見えぬ力を具現化アン・インカーネする世界イト・ラデイウス。

　──それこそが、あなたの目指したものなのね、晶あき彦ひこさん。

　あなたが浮ふ遊ゆう城じようでの二年間で気付き、見み出いだしたのは、彼らの無限の可能性。眩まばゆいばかりに輝かがやく、心の光。

　一万人の人間を電子の牢ろう獄ごくに閉とじ込こめ、そのうち四千人もの命を奪うばわせしめた人類史上最大最悪の犯罪は、いかなる理由があろうとも許されるものではない。その犯罪に、結果として協力してしまった凛子の罪も、永遠に雪すすがれることはない。

　しかし、いまは……いまだけは、願うことを許してほしい。

　──お願い、晶あき彦ひこさん。みんなを……世界を、守って。

　凛子の祈いのりに応えたかのように、ついにモニタ上の遠えん隔かく映像に動きがあった。

　最新の加圧水型原げん子し炉ろを収めるエンジンルームへと至る狭せまい通路に、銀色のマシンボディが出現したのだ。

　すでにバッテリーの出力が低下し始めているのか、足取りは鈍にぶい。自身の重量と戦うように、がしゃ、がしゃと大きな音を立てて前進していく。

　茅かや場ばの思考模も倣ほうプログラムが、いったいいつからあのボディに潜せん伏ぷくしていたのかは凛子には想像もできなかった。しかし一つだけ確かなのは、二号機のメモリに宿るそのプログラムが、唯ゆい一いつのオリジナルであるはずだということだ。あらゆる知性は、自分が複数存在するコピーであるという認にん識しきに耐たえることはできないのだ。

　エンジンルームの高熱に、ろくに耐たい熱ねつ処理もされていないであろう試作ボディの電子系がどこまで耐たえられるのか。プラスチック爆ばく弾だんは、雷らい管かんさえ抜ぬいてしまえば爆ばく発はつを阻そ止しできるが、万が一ニエモンのメモリが破は壊かいされれば、その瞬しゆん間かんに茅場の意識は消しよう滅めつしてしまう。

　お願い、無事に爆ばく弾だんを解除して、もういちど私のところに戻もどってきて──と祈いのろうとして、凛子は強く唇くちびるを嚙かんだ。

　恐おそらく、茅場晶彦は、ここで消える覚かく悟ごなのだ。

　かつて生身の脳を焼いてまで思考のコピーを残した彼も、ようやく目的を果たし、死に場所を見つけたのだ。

　ういん、と関節部のアクチュエータが唸うなる。

　ずちゃ、と金属の足裏が床ゆかを踏ふむ。

　懸けん命めいの、しかし確たる歩行で、マシンボディはついにエンジンルームのドアにまで到とう達たつした。

　右手を伸のばし、開閉パネルをぎこちなく操作する。インジケータが緑に変わり、分厚い合金の扉とびらが奥おくに開く──。

　その時。

　甲かん高だかいライフルの連射音が、スピーカーから迸ほとばしった。ニエモンが両りよう腕うででボディを守りながら、ぎこちない足取りで後退する。

　開いたドアの奥おくから、黒い戦せん闘とう服ふく姿の兵士が一人、何かを叫さけびながら飛び出してきた。

　間ま違ちがいなく襲しゆう撃げき者しやたちの一員だ。以前のように、ヘルメットとゴーグルで顔を隠かくしてはいない。優やさ男おとこふうの顔に細い口くち髭ひげを生やしたその男は、監かん視しカメラの粗あらい映像でも、凄すさまじい形相を浮うかべていることが見て取れる。

「な……一人残っていたのか!?　なぜ!?　死ぬ気か……!?」

　中なか西にし一いち尉いが、愕がく然ぜんと呻うめいた。

　防ぼう御ぎよ姿勢を取る二号機に、男は容よう赦しやなく銃じゆう弾だんを浴びせかける。

　火花が弾はじけ、アルミの外装に幾いくつも穴が開く。各所で神経ケーブルが引きちぎれ、ポリマー筋肉のシリンダーから潤じゆん滑かつ液が飛び散る。

「や……やめて!!」

　凛りん子こは思わず悲鳴を上げた。しかし画面内の敵兵士は、激したような英語で再び何かを喚わめき、三たびライフルのトリガーを引いた。ロボットがよろめき、一歩、一歩と後退する。

「いかん！　二号機の外装では耐たえられん!!」

　もう間に合わないのは確実だったが、中西一尉が拳けん銃じゆうを手に駆かけ出だそうとした。

　瞬しゆん間かん。

　新たな銃じゆう声せいが、スピーカーから立て続けに響ひびいた。

　通路の手前側から、第三の人ひと影かげが、拳けん銃じゆうを乱射しながら走はしり込こんできた。敵兵の体が、右に左に大きく揺ゆれる。真後ろから、マシンボディを一発も誤射することなく撃うち続けるとは見事な腕うでだ。いったい誰だれが──。

　呼吸も忘れて眼めを見開く凛子の視線の先で、ついに敵兵の胸から鮮せん血けつが飛び散り、弾はじかれたように倒たおれて動かなくなった。

　直後、救きゆう援えん者しやも、通路の中ほどにゆっくりと膝ひざをつき──。

　横向きにその体を沈しずみこませた。凛子は震ふるえる手でマウスを操あやつり、カメラをズームさせた。

　額にかかる前まえ髪がみ。斜ななめにずれた黒くろ縁ぶちのメガネ。口くち許もとは、わずかに笑っているように見えた。

「き……菊きく岡おかさん!?」

「二に佐さッ……!!」

　凛りん子こと中なか西にしが、同時に叫さけんだ。

　今度こそ、自衛官は転がるような勢いで部屋を駆かけ出だしていく。何人かの警備スタッフが続く。彼らを止めることは、もう凛子にはできなかった。

　代わりに、技術スタッフの一人がコンソールに飛びつく。キーボードが連打され、二号機のものと思おぼしきステータスが表示される。

「左ひだり腕うで、出力ゼロ。右みぎ腕うで、六十五パーセント。左ひだり脚あし右みぎ脚あし、ともに七十パーセント。バッテリー残量、三十パーセント。いけます、まだ動けます!!」

　スタッフの絶ぜつ叫きようが聞こえたかのように、二号機が前進を再開した。

　ず、ちゃ。ず、ちゃ。ぎこちない歩行とともに、千切れたケーブルから火花が飛び散る。

　ぼろぼろのボディがドアを潜くぐると同時に、凛子はカメラをエンジンルーム内部の映像に切きり替かえた。

　二つ目の耐たい熱ねつドアは、大型のレバーで物理的にロックされていた。二号機の右みぎ腕うでがレバーを摑つかみ、押おし下さげようとする。肘ひじのアクチュエータが空転し、大量の火花が飛び散る。

「お願い……」

　凛子が呟つぶやくと同時に、サブコントロール室のそこかしこから声せい援えんが湧わき起こった。

「がんばれ、ニエモン!!」

「そこだ、もうちょっと!!」

　が、こん。

　重い音とともにレバーが下がった。

　途と端たん、分厚い金属扉とびらが、内部からの圧力に押おされるように開いた。凄すさまじい熱気が噴ふん出しゆつしてくるのが、モニタ越ごしにもはっきりと見えた。

　二号機がよろめく。背中から垂れ下がる太いケーブルが、ひときわ激しくスパークする。

「あ……ああっ、いかん!!」

　不意に、技術スタッフの一人が叫さけんだ。

「なに……どうしたの!?」

「バッテリーケーブルが損傷しています!!　あそこが切れたら、全体への電力供給が停止して……完全に動けなくなります……」

　凛子も、他のスタッフたちも一様に絶句した。

　二号機に宿る茅かや場ば自身も、その深刻なダメージに気付いたのだろう。揺ゆれるケーブルを右みぎ肘ひじで押おさえるようにして、ゆっくり歩行を再開する。

　ついに到とう達たつしたエンジンルーム内部は、全力運転を続ける原子炉ろが放つ高熱を排はい出しゆつしきれず、とても生身の人間には耐たえられない高温となっていた。

　恐おそらく、もう間もなく安全装置が働き、制せい御ぎよ棒ぼうが自動的に突とつ入にゆうして核かく分ぶん裂れつを停止させようとするはずだ。

　しかし、それより早くプラスチック爆ばく弾だんが炸さく裂れつし、制せい御ぎよ棒ぼうの駆く動どう装置を破は壊かいすれば。核かく燃ねん料りようから放出される大量の中性子は、連れん鎖さ的にウラン原子を崩ほう壊かいさせ続け、やがて制せい御ぎよ不能の臨界状態へと導く。

　溶よう融ゆうした炉ろ心しんが、一次冷れい却きやく水すいを水蒸気爆ばく発はつさせて圧力容器を破は壊かいし、炉ろ心しんは重力に引かれるまま格納容器と船底をも貫つらぬいて海面に到とう達たつし──。

　凛りん子この脳のう裏りに、オーシャンタートルを貫つらぬいて噴ふき上あがる白はく煙えんの映像がちらりと過よぎった。

　眼めを閉じ、再び祈いのる。

「お願い……晶あき彦ひこさん……!!」

　すぐに皆みなの声せい援えんも再開した。それらに背を押おされるように、二号機は原げん子し炉ろへと近づいた。

　最後のカメラに切きり替かえる。

　途と端たん、凄すさまじい騒そう音おんがスピーカーから溢あふれた。モニタの映像が、非常灯の赤に染まる。

　熱気を搔かき分わけ、片足を引ひき摺ずるように前進していく二号機と、格納容器の上部に張り付くプラスチック爆ばく弾だんまではもう五、六メートルしかない。

　ロボットの右手が、雷らい管かんに向けて持ち上げられる。体の各所からは間断なく火花が飛び散り、外装の破は片へんが次々に床ゆかへ落ちる。

「がんばれ……がんばれ……がんばれ……!!」

　サブコントロール・ルームは、たった一つの言葉だけに満ちていた。凛子も、両拳こぶしを握にぎり、声を嗄からして叫さけんだ。

　あと四メートル。

　三メートル。

　二メートル。

　突とつ然ぜん、爆ばく発はつじみたスパークが二号機の背中から迸ほとばしった。

　千切れ、垂れ下がる黒いケーブルは、まるではみ出した内臓のようだった。

　頭部の全センサーが、光を失った。右みぎ腕うでが、ゆるゆると沈しずんだ。

　両りよう膝ひざが、がくりと折れ曲がり──

　二号機は、完全に沈ちん黙もくした。

　メインモニタに何本も並んで揺ゆれていた各部の出力グラフが、全て下まで落おち込こみ、ブラックアウトした。

　技術スタッフが、囁ささやくような声で告げた。

「……全出力、消失……しました……」




　──私は、奇き跡せきは信じない。

　かつて、デスゲームＳＡＯが予定よりはるかに早くクリアされ、全プレイヤーが解放されたその日、山さん荘そうのベッドで覚かく醒せいした茅かや場ば晶あき彦ひこは凛りん子こにそう言った。

　その瞳ひとみは穏おだやかな光に満ち、無ぶ精しよう髭ひげに囲まれた口くち許もとはかすかな笑えみを浮うかべていた。

　──でもね。私は今日、生まれて初めて奇き跡せきを見たよ。

　──私の剣けんに貫つらぬかれ、ヒットポイントが完全にゼロになったはずの彼が、まるでシステムに抗あらがうように、消しよう滅めつすることを拒きよ否ひし……右手を動かして、私の胸に剣を突つき立たてた。

　──私は、もしかしたら、ただあの一いつ瞬しゆんだけを待ち望んでいたのかもしれないな……。




「……晶彦さん!!」

　凛子は、ロケットを握にぎり締しめる右手から血が滴したたるのにも気付かず、叫さけんだ。

「あなたは《神聖剣》のヒースクリフでしょう!!　《黒の剣士》キリト君の、最大のライバルでしょう!!　なら、あなたも、奇き跡せきの一つくらい……起こしてみせてよ!!」

　ちか。

　ちかちかっ。

　瞬またたいた赤い光は、二号機の頭部の測そく距きよセンサー。

　露ろ出しゆつした筋肉シリンダーが、小さく震ふるえる。

　ブラックアウトしたステータスウインドウの下か端たんに、紫むらさきの光がかすかに揺ゆれて──。

　四し肢しと体幹の出力を示すグラフが全て、一気に伸のび上あがった。各関節部のアクチュエータが、火花を散らして回転した。

「に……二号機、再起動!!」

　スタッフが悲鳴じみた声で絶ぜつ叫きようすると同時に、満身創そう痍いのマシンボディは再び立ち上がった。

　凛子の両りよう眼めから涙なみだが溢あふれた。

「行けえええ──っ!!」

「進めえええっ!!」

　サブコントロール室の全員が叫さけんだ。

　血のようにオイルを垂らす右足が、一歩前へ。

　損傷の激しい左足を引ひき摺ずりながら、右手を高く伸のばす。

　一歩。もう一歩。

　バッテリー部で小爆ばく発はつ。がくりとボディが揺ゆれる。しかし、さらに一歩。

　限界まで伸のばされた右手の指先が、格納容器に取り付けられたプラスチック爆ばく弾だんに触ふれた。

　親指と人差し指が、差さし込こまれた電気雷らい管かんを挟はさんだ。

　手首、肘ひじ、肩かたの関節から断だん末まつ魔まのようにスパークを散らしながら、二号機がＩＣタイマーごと雷らい管かんを引ひき抜ぬき、その右手を高々と掲かかげた。

　閃せん光こうが画面を白く焼いた。

　炸さく裂れつした雷らい管かんに右手の指を吹ふき飛とばされた二号機が、ゆっくりと左側に体を傾かたむけ──。

[image: ]

　糸が切れたように、床ゆかに崩くずれ落おちた。センサーの光が明めい滅めつし、消えると同時に、出力グラフも再びブラックアウトした。

　しばらく、誰だれも、何も言わなかった。

　数秒後、湧わき上あがった大だい歓かん声せいが、サブコントロール・ルームを揺ゆるがした。
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　木こ枯がらしのようなタービンの唸うなりが、徐じよ々じよに弱まり、遠ざかっていく。

　比ひ嘉がは、詰つめていた息を大きく吐はき出だした。破は滅めつ的な全力運転を続けていた原げん子し炉ろが、ついに出力を低下させ始めたのだ。

　左手の袖そで口ぐちで額の汗あせを拭ぬぐい、汚よごれたメガネ越ごしにラップトップのモニタを凝ぎよう視しする。

　二台のＳＴＬのシャットダウン処理は、ようやく全プロセスの八割ほどが完かん了りようしたところだ。限界加速フェーズが開始されてからの経過時間は、すでに十七分を超こえた。アンダーワールドでは、百六十年以上に相当する。

　比嘉の予測したフラクトライトの限界寿じゆ命みようすら超こえる膨ぼう大だいな時間だ。理り屈くつだけで考えれば、桐きりヶが谷や和かず人とと結ゆう城き明あ日す奈なの魂たましいは、すでに自じ壊かいしてしまっている可能性が高い。

　しかし比嘉はもう、自分がアンダーワールドとフラクトライトに関して、本当は何も知らないに等しいのだということを認めていた。確かに、設計し、構築し、稼か動どうさせはした。だが、人工の魂たましいたちによって育はぐくまれた異世界は、どうやらラースの技術者の誰だれもが想像もしなかった高みにまで到とう達たつしたらしい。

　そしていま、その世界を最も深く知る現実世界人は、間ま違ちがいなく桐きりヶが谷や和かず人とだ。十七歳の高校生に過ぎないはずの彼は、一いつ切さいの予備知識なしに放り出されたアンダーワールドに適応し、進化して、四つのスーパーアカウントをも上回る力を発揮するに至った。

　それは、和人という人間に、先天的に与あたえられた能力などではない。

　ラーススタッフ全員が、ただの実験用プログラムとしか見ていなかった人工フラクトライトたちを、桐ヶ谷和人だけは最初から、自分と同じ人間なのだと認にん識しきした。人間として触ふれ合あい、戦い、守り、愛した。

　だから、アンダーワールドは──そこに暮らす人々は、彼を選んだのだ。守護者として。

　であるならば、比ひ嘉がですら思いもよらぬ何らかの奇き跡せきにより、二百年もの時間にさえ耐たえてのける可能性だってある。

　──そうだろう、キリト君。

　──いまなら、菊きく岡おか二に佐さがなぜあれほどまで君の協力を求めたのか、僕にもよく解わかる。そして、これからも君が必要なんだということも。

　──だから……。

「……頼たのむ、戻もどってきてくれ」

　囁ささやきながら、比嘉はシャットダウン処理のラスト数パーセントが進行していく様子をじっと見み詰つめた。
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　サブコントロール・ルームには、凛りん子こひとりが残った。

　他のスタッフ全員は、菊岡二佐の救助と、メインコントロール・ルームの制せい御ぎよ権けん回復のために全員飛び出していってしまったからだ。

　凛子も、本心は原げん子し炉ろ格納室に飛んでいって、床ゆかに倒たおれている二号機と、その物理メモリに留まるはずの茅かや場ば晶あき彦ひこの思考模も倣ほうプログラムを保護したかった。しかし、いまはまだ持ち場を離はなれるわけにはいかない。比嘉によるＳＴＬのシャットダウン処理が終しゆう了りようし次し第だい、隣りん室しつで眠ねむる桐ヶ谷和人と結ゆう城き明あ日す奈なの状態を確かく認にんする役目がある。

　二人が、何事もなかったかのように目覚めると、凛子は信じていた。

　彼らの手にアリスのライトキューブを握にぎらせて、あなたたちが守ったのよ、と言ってあげたい。

　そして、現実世界でアンダーワールドを守った人間のことも、二人に伝えたい。かつて彼らを幽ゆう閉へいし、戦わせ、苦しめた茅かや場ば晶あき彦ひこが、バッテリーケーブルを切断された機械の体を動かして、ライトキューブ・クラスターとオーシャン・タートルそのものを守ったのだ、と。

　許して、とは言えない。

　四千人の若者たちを殺した茅場晶彦の罪は、決してあがなえるものではない。

　しかし、茅場の遺のこした意思と、その目指したものについてだけは、どうしても和かず人とと明あ日す奈なに理解して欲ほしい。

　アリスのライトキューブを収めるジュラルミンケースに両手を置き、瞼まぶたを閉じる凛りん子この耳のインカムから、比ひ嘉がの声が響ひびいた。

「……凛子さん、二人のログアウト処理が終しゆう了りようします、あと六十秒」

「了りよう解かい。すぐに、誰だれかを迎むかえにいかせるわね」

「お願いします。さすがに、このハシゴを一人で登るのは無理っぽいんで……。それで、菊きくさんが下に様子見に行ったんですが、どうなってます？　どうも、負傷してるみたいなんスが」

　凛子は、すぐには答えられなかった。エンジンルームへと続く通路で敵兵と撃うち合あい、倒たおれた菊きく岡おか二に佐さを中なか西にし一いち尉いが救助に行ったのはもう三、四分も前だが、いまだ彼からの連れん絡らくはない。

　しかし、あの菊岡が、目的半ばで倒たおれるはずがない。常に飄ひよう々ひようと底の見えない態度を崩くずさず、どんな苦しい状じよう況きようも平然と乗のり越こえてきたあの男が。

「……ええ、二佐なら物もの凄すごい活かつ躍やくぶりだったわよ。ハリウッドのアクション映画顔負けの」

「うへぇ、似合わないッスね。……残り、三十秒ッス」

「私はＳＴＬ室に移動するわ。何かあったら連れん絡らくよろしく。以上」

　凛子は通信を切り、ジュラルミンケースを胸に抱だいたまま、コンソールから離はなれて隣りん室しつに向かった。

　スライドドアに触ふれる寸前、室内のスピーカーから、階下に向かったスタッフの一報が入った。

　それは、中西一尉からでも、メインコントロール・ルームに向かった技術スタッフからでもなかった。温度の下がり始めた原げん子し炉ろ格納室に、念のためプラスチック爆ばく薬やく本体の除去に向かった警備スタッフの声だった。

「こちらエンジンルーム！　博士……聞こえますか、神こう代じろ博士！」

　凛子はどきんと跳はねる心臓を押おさえながら、インカムのチャンネルを切きり替かえ、叫さけんだ。

「ええ、聞こえます！　どうしました!?」

「そ、それが…………Ｃ４は無事取り外せたんですが、その……ないんです」

「ない……って、何が……？」

「二号機です。ニエモンのボディが、エンジンルームのどこにも見当たりません！」
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　安物のデジタルウォッチに設定したタイマーが、小さな電子音を鳴らした。

　小型潜水艇ＡＳＤＳの兵員輸送区画の片かた隅すみにうずくまり、外部の音に耳を澄すませていたクリッターは、メガフロートの断だん末まつ魔まとなる爆ばく発はつ音おんが何秒待っても聞こえてこないのを確かく認にんし、震ふるえる息を吐はき出だした。

　それが、安あん堵どのため息なのか、落らく胆たんのそれなのか、自分でも解わからなかった。

　ひとつだけ確かなのは、オーシャン・タートルの原げん子し炉ろに仕し掛かけたＣ４爆ばく弾だんは何らかの原因によって爆ばく発はつせず、よって制せい御ぎよ棒ぼう駆く動どう装置も破は壊かいされず、メルトダウンも起こらなかった、ということだ。

　オーシャン・タートルのエンジンルームに残ったハンスが無事なら、たとえ起き爆ばく装置にトラブルが起きても自力で爆ばく発はつさせたはずだから、あの男もまた排はい除じよされたのだろう。

　金だけが目的のはずの傭よう兵へいが、絶対に死ぬと解わかっていながらＡＳＤＳに乗らなかったのは、まったく意外なことだった。相棒のブリッグが死んだと知らされた時から様子がおかしかったが、まさか死に場所まで共にするほどの仲だったとは。

「……ま、いろいろあったんだろうさ……」

　腕うで時ど計けいを時刻表示に戻もどしながら、誰だれにも聞こえない声で呟つぶやく。

　そう──ハンスたちより先に死んだミラー隊長やヴァサゴにも、金以外の動機や事情があったのだろう。そんなしがらみが、彼らを殺した。

　それを言うなら、クリッターや潜せん水すい艇ていに乗る他の隊員たちも、この作戦が完全なる失敗に終わったことで巨きよ大だいな厄やつ介かいごとに嵌はまり込こんでしまったわけなのだが。雇やとい主ぬしである民間警備会社グロージェンＤＳは、裏でＮＳＡやＣＩＡ絡がらみの濡れ仕事ウエツトワークスを引き受けて大きくなった企き業ぎようであり、たかが現場の工作員を切り捨てることに躊ちゆう躇ちよはあるまい。本土に上陸したその瞬しゆん間かん、全員まとめて口を封ふうじられる可能性だってなくはない。

　自分を守る保険として、オーシャン・タートルから密ひそかに持ち出してきたマイクロメモリーカードを、クリッターは肌はだ色いろの防水テープで胸の真ん中に貼はり付つけている。

　こんなものでどこまで対たい抗こうできるか解わからないが、しかし少なくとも殺される時は頭に一発で終わりだろうから、ヴァサゴやミラー隊長の恐おそろしい死に様に比べれば幾いくらかマシだ。

「やれやれ、だな……」

　ふんと鼻を鳴らし、輸送区画の最さい後こう尾びに積み重ねてある二つの死体袋ボデイバツグに嫌いや々いや眼めを向ける。脳のう裏りにミラー隊長のおぞましい死に顔が甦よみがえり、ぶるりと体を震ふるわせた──その時。

「…………ん？　二つ？」

　眉まゆをひそめ、船せん尾びの暗がりに視線を凝こらすが、積んである死体袋はどう見ても二つだけだ。しかしこれでは数が合わない。自ら残ったハンスは別としても、襲しゆう撃げきチームは、ミラー隊長、ヴァサゴ、そしてブリッグと三人の犠ぎ牲せい者しやを出したのだ。

「……おい、シャック」

　近くでエナジーバーを囓かじっている隊員の肘ひじをつつく。

「なんだよ？」

「死体を収容したのはお前のチームだよな？　いっこ足りなくないか？」

「はぁ？　通路のブリッグとＳＴＬルームのミラー隊長だけだろ、他に誰だれが死んだんだ？」

「いや……ＳＴＬルームに、もう一人……」

「あそこで死んでたのは隊長だけだぞ。ったく、あの顔、夢に見そうだぜ」

「………………」

　クリッターは呆ぼう然ぜんと右手を引ひっ込こめ、輸送区画を見回した。

　狭せまいスペースに座すわり込こみ、一様に疲つかれ果はてた表情を浮うかべている隊員の数は九人。その中に、副隊長ヴァサゴ・カザルスの姿はない。

　確かにクリッターは、第一ＳＴＬ室でミラー隊長の死亡は確かく認にんしたが、ヴァサゴは目視しただけだ。しかし、肌はだに血の気はまったくなく、髪かみが灰色になってしまったあの状態で生きていたとはとても思えない。そもそも生きていたのなら、なぜこの潜せん水すい艇ていに乗っていないのか。

　脳がそこから先を考えることを拒きよ否ひし、クリッターは無言で両りよう膝ひざを抱かかえた。

　数十分後、ＡＳＤＳがシーウルフ級原げん潜せん《ジミー・カーター》とドッキングするまで、饒じよう舌ぜつなハッカーはただのひと言も発することはなかった。
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　限界加速フェーズ開始から、十九分四十秒後──。

　オーシャン・タートルの第二ＳＴＬ室に設置された、ソウル・トランスレーター三号機と四号機のシャットダウン処理が終しゆう了りようした。

　遅おくれること約三分、時間加速そのものも停止され、冷れい却きやくシステムの減速に伴ともなって艦かん内ないに静せい寂じやくが戻もどった。

　神こう代じろ凛りん子こ博士と安あ岐きナツキ二に曹そうの手でＳＴＬから解放された二人の少年少女、桐きりヶが谷や和かず人とと結ゆう城き明あ日す奈なは──しかし、目を醒さますことはなかった。

　フラクトライトの活性は極限まで低下し、二人の精神活動がほぼ消失していることは明らかだった。

　それでも凛子は二人の手を握にぎり、涙なみだながらに、懸けん命めいに呼びかけ続けた。

　深い眠ねむりにつく和人と明日奈の唇くちびるには、ごくかすかな笑えみが浮うかんでいた。
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　こつ。

　……こつ。

　すぐ目の前で、音が止まる。

　そして、誰だれかが、俺の名を呼んだ。

「……キリトくん」

　穏おだやかに澄すんだ、もう二度と聞くことはないと思っていた声。

「あいかわらず、一人の時は泣き虫さんだね。……知ってるんだから。キミのことは、なんだって」

　俺は、ゆっくりと、涙なみだに濡ぬれた顔を持ち上げた。

　両手を後ろに回し、少し首を傾かしげたアスナが、微ほほ笑えみながらそこに立っていた。

　何を言えばいいのか分からなかった。だから俺は、いつまでも、いつまでもアスナの顔を、その懐なつかしいはしばみ色の瞳ひとみを見上げ続けた。

　ふわりとそよ風が吹ふき、俺たちのあいだをひらひら舞まっていた蝶ちようがその風に乗って、青い空へと消えた。

　それを見送ったアスナが、視線を戻もどし、そっと右手を差し出した。

　触ふれたら、幻まぼろしのように消えてしまう気がした。しかし白い掌てのひらから届いてくる仄ほのかな温度は、俺の愛する人が、確かにそこにいることを告げていた。

　アスナには解わかっていたのだ。この世界が、もうすぐ閉ざされること。再び現実世界に戻もどれるのは、果てしない時の流れの彼方かなたであることが。

　だから、残った。俺のために。もし立場が逆だったら、同じ選せん択たくをするであろう俺のためだけに。

　俺も手を伸のばし、アスナの小さな手をしっかりと握にぎった。

　その手を支えに立ち上がり、改めて間近から、二つの美しい瞳ひとみを見み詰つめる。

　やはり言葉は出てこなかった。

　しかし、何を言う必要もない気もした。だから、俺はただ、細い体を引き寄せ、強く抱だいた。

　胸にすとんと頭を預けてきたアスナが、囁ささやくように言った。

「……向こうに戻もどった時、アリスに怒おこられちゃうかな」

　俺は、あの勝かち気きな黄金の騎士が、蒼あおい瞳ひとみに火花のような輝かがやきを浮うかべて俺たちを叱しかる様子を思おもい描えがき、小さく笑った。

「大だい丈じよう夫ぶさ、俺たちがちゃんと覚えていれば。アリスと過ごした時間を、一秒でも忘れたりしなければ」

「……うん。そうよね。アリスのこと……リズや、クラインや、エギルさんや、シリカちゃんや……それに、ユイちゃんのこと、わたしたちがずっと覚えていれば大だい丈じよう夫ぶ、だよね」

　俺たちは抱ほう擁ようを解き、頷うなずき合って、同時に無人の神しん殿でんを見やった。

　全ての機能を停止した《果ての祭さい壇だん》は、世界の果ての柔やわらかな日差しの下で、静かな眠ねむりについていた。

　振ふり向むき、もういちど手を繫つないで、大理石の小道を歩き始める。

　色とりどりの花の間をしばらく進むと、浮うき島しまの北の縁ふちに辿たどり着ついた。

　深い青に染まる空の下、世界がどこまでも広がっていた。

　アスナが、俺を見て訊たずねた。

「ね、わたしたちは、この世界でどれくらい過ごすの？」

　俺は、しばらく沈ちん黙もくを続けてから、真実を口にした。

「最短でも二百年、だそうだ」

「ふぅん」

　アスナはひとつ頷うなずいて、昔からまるで変わらない笑え顔がおをにこりと浮うかべた。

「たとえ千年だって長くないよ、キミと一いつ緒しよなら。…………さ、いこ、キリトくん」

「……ああ。行こうアスナ。するべきことはたくさんある。この世界は、まだ生まれたばかりなんだ」

　そして俺たちは、手を取り合い、翼つばさを広げ、無限の蒼そう穹きゆうへと最初の一歩を踏ふみ出だす。
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　あらゆる光の届かない海底を、ゆっくりと這はい進すすむ影かげがある。

　見た目は、平べったい大型のカニだ。しかし脚あしは六本しかなく、腹からはまるで蜘く蛛ものように糸を引き、さらに全体が鈍にぶいグレーに塗と装そうされた金属の耐たい圧あつ殻かくに覆おおわれている。

　日本とアメリカを結ぶ、太平洋横断光海底ケーブル《ＦＡＳＴＥＲ》。その保守用深海作業ロボットが、金属蟹がにの正体だった。

　カニは、海底保守ターミナルに配備された三年前から、一度の出番もなくただひたすら眠ねむり続けてきた。しかし、この日ついに起動命令が発せられ、彼はグリスの固化しかけた関節を動かして、安住の棲すみ家かをあとにしたのだ。

　しかし、カニには知るよしもないことだが、命令を与あたえたのは彼を所有する企き業ぎようではなかった。出所不明の非正規命令に従い、カニはＦＡＳＴＥＲの補修用ケーブルを後ろに引きながら、まっすぐに北を目指して歩き続ける。

　カニを呼んでいるのは、周期的に発せられるかすかな人工音だ。一分ごとに停止し、内蔵されたソナーで音源の位置を確かめて、再び前進する。

　それをどれだけ繰くり返かえしただろうか。

　ついに、カニは指定された座標に到とう達たつしたことを確信し、ボディ前部に装備されたライトを点灯した。

　白い光の輪の中に浮うかび上あがったのは──。

　深海底に横たわる、銀色の人型機械だった。

　アルミ合金の簡易外装には、無残な孔あなが幾いくつも開いている。各所に露ろ出しゆつするケーブルは焼やけ焦こげて断だん裂れつし、左ひだり腕うでは中ほどから引き千切れ、水圧に耐たえかねてか頭部は半ば潰つぶれている。

　そして、わずかに持ち上げられた右手には、カニが腹から引いているのと同じ深海敷ふ設せつ用光ケーブルが握にぎられていた。ケーブルはまっすぐ上方に延のび、暗い闇やみに溶とけて、繫つながる先は見えない。

　カニはしばらく、自らの同類であるロボットの遺い骸がいを眺ながめていた。

　しかしもちろん、彼はどのような感かん慨がいも恐きよう怖ふも抱いだくことはなく、命令に従ってマニピュレータを伸のばし、人型ロボットの右手が摑つかんでいるケーブルの先せん端たんを保持した。

　もう一本のマニピュレータで、己おのれの腹部に内蔵するコードリールから、海底に延々敷ふ設せつしてきたケーブルの端はしを引っ張り出す。

　そしてカニは、目の前で、双そう方ほうのケーブルのコネクタをがっちりと圧入した。

　これで、与あたえられた命令は全て遂すい行こうされた。

　彼は、人型ロボットが握にぎるほうのケーブルがどこに繫つながっているのかなど、まるで意識することはなかった。

　六本の脚あしを交こう互ごに動かして大きな体を反転させ、金属製のカニは、再び長い眠ねむりにつくべく海底ターミナルを目指して歩き始めた。

　背後には、完全に損そん壊かいした人型ロボットの残ざん骸がいだけが残された。

　その右手は、いまもなお、厳重に被ひ覆ふくされた光ケーブルをしっかりと握にぎり締しめていた。
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　二〇二六年八月一日土曜日、午後二時。

　前夜、関東地方を台風が通過し、一転抜ぬけるような青空が広がったこの日──。

　港区の六ろつ本ぽん木ぎヒルズアリーナには、国内、海外問わず多数のメディアが詰つめかけ、いまや遅おそしとその時を待っていた。

　テレビのワイドショーやネットのライブストリーミングでは、すでに記者会見場の中ちゆう継けい放送が始まっている。会場のざわめきに、レポーターやコメンテーターの興奮した声が重なる。

　識者たちの発言は、おおむね否定的なトーンだ。

『……ですからね、どれほど本物に近づこうとも、偽にせ物ものが本物になることは永遠にないんですよ。中世の錬れん金きん術じゆつと同じようなもんです。鉄や銅をどれだけ煮にたり焼いたりしたところで、絶対に金にはならんのですよ！』

『ですが先生、事前のプレスリリースによればですね、人間の脳の構造そのものの再現に成功したと……』

『それが無理だと言ってるんです！　いいですか、私たちの脳には、百億からの脳細さい胞ぼうがあるんですよ。それを機械やコンピュータ・プログラムで再現するなんて、できると思います？　思いますか？』

「ったく……見もしねえうちから、解わかったようなこと言いやがら」

　毒づいたのは、ネクタイをだらしなく緩ゆるめ、昼からジントニックのグラスを持ったクラインだ。

　台東区御お徒かち町まちの裏通りに店を構える喫きつ茶さ店てん兼けんバー、《ダイシー・カフェ》の店内は、立りつ錐すいの余地もないほどの人数に埋うめ尽つくされていた。扉とびらに下がる貸し切りの札がなくとも、入ってこようという客はいるまい。

　店主エギルの前のカウンターにはシノン、リーファ、リズベット、シリカとクラインが並んで座すわる。四つあるテーブルも、サクヤやアリシャ、ユージーンらＡＬＯ領主組、シウネーやジュンたちスリーピングナイツ、シンカー、ユリエール、サーシャといった元ＳＡＯプレイヤーたちに埋うめ尽つくされている。

　皆みな、ビールやカクテル、ソフトドリンクを手に、奥おくの壁かべに設置された大型テレビに見入っていた。

　なおもぶつぶつ文句を言うクラインに、リズベットが嘆たん息そく混じりの言葉を返す。

「しょうがないわよ。実際この目で見たあたしだって、いまだに信じられない気分なんだから。あの人たちが人工知能で、あの世界がサーバーの中の仮想世界だった、なんて」

　隣となりのシノンも、メガネのテンプルに触ふれながら呟つぶやく。

「本当よね。空気の匂においとか地面の質感とか、ヘタすると現実以上に現実だったもの」

　リーファがうんうんと頷うなずくと、シリカが苦く笑しようを浮うかべる。

「それは、え……ＳＴＬでしたっけ？　でダイブしたシノンさんとリーファさんだけの特権ですよー。アミュスフィアを使ってたあたしたちには、少なくともフィールドやオブジェクトはふつうのポリゴンでしたよ」

「だが、アンダーワールド人たちがただのＮＰＣじゃないことは、誰だれも異論ねぇだろ？」

　エギルがそうまとめた、その時。

　テレビから流れるキャスターの声が、緊きん張ちようの色を帯びた。

『あっ、どうやら会見が始まるようです！　それでは画面を、メディアセンターからの中ちゆう継けいに戻もどします！』

　店内がしんと静まり返る。

　数十人のＶＲＭＭＯプレイヤーたちは、固かた唾ずを吞のんで、フラッシュの光が瞬またたく記者会見場の映像に見入った。かつて彼らが懸けん命めいに守ったものが、ついに一いつ般ぱん公開されるその瞬しゆん間かんを。

　広大な会場を埋うめ尽つくすテレビカメラやスチルカメラの砲ほう列れつの前にまず姿を現したのは、落ち着いたパンツスーツ姿の、二十代後半と見える女性だった。薄うすく化け粧しようをし、長い髪かみを後ろで束ねている。

　何十本ものマイクが並ぶ演えん壇だんの前で立ち止まった女性の前には、【海かい洋よう資し源げん探たん査さ研けん究きゆう機き構こう　神こう代じろ凛りん子こ博士】というネームプレートが置かれている。フラッシュの洪こう水ずいに眼めを細めたものの、博士は堂々たる態度で会え釈しやくし、口を開いた。

「お忙いそがしい中、お集まり頂きましてありがとうございます、本日、当機構は、恐おそらく世界で初となる真正人工汎はん用よう知能の誕生を発表させて頂きます」

　いきなり主題に切きり込こむ言葉に、会場が大きくざわめく。

　博士は涼すずしい顔で左手を持ち上げ、ステージの上かみ手てを示した。

「それでは、紹しよう介かいいたします。……《アリス》」

　期待と疑念に満ちた視線が集まる中、銀色のステージパネルの陰かげから姿を現あらわしたのは──。

　金色に輝かがやく長い髪かみ。雪よりも白い肌はだ。すらりとした手足と細い体を紺こん色いろのブレザーに包んだ、一人の少女だった。

　中ちゆう継けい映像が白飛びするほどのフラッシュが焚たかれる中、少女はお辞じ儀ぎどころか記者席に顔を向けようともせず、昂こう然ぜんと背筋を伸のばしたまま歩いた。連続するシャッター音とどよめきが、少女の歩行に合わせて響ひびくかすかなモーター音を完全に搔かき消けした。

　滑なめらかな足取りでステージを横切り、神代博士の隣となりで立ち止まる。

　そこでようやく、少女はくるりと体を回した。翻ひるがえった金きん髪ぱつが、スポットライトを浴びて眩まばゆく煌きらめく。

　無言で記者席を見下ろす少女の瞳ひとみは、透すき通とおるようなブルーだった。

　西洋人とも東洋人とも言い切れない、ある種の凄すごみさえある美び貌ぼうに、会場が徐じよ々じよに静まり返っていく。

　生身の人間の容よう貌ぼうではないことを、会場にいる全ての人間と、中ちゆう継けいを見ている無数の視し聴ちよう者しやは直感的に悟さとった。人の手で造られたもの──金属の骨格をシリコンの皮ひ膚ふで覆おおったロボット、それは間ま違ちがいない。そして似たようなタイプの女性型ロボットなら、各地のテーマパークやイベント会場でいくらでも見ることができる。

　しかし、先刻の滑なめらかすぎる歩行と完かん璧ぺきな姿勢制せい御ぎよに加えて、金きん髪ぱつの少女から放たれる何かが、人間たちに言い知れぬ衝しよう撃げきを与あたえて長い沈ちん黙もくを強しいた。

　それはもしかしたら、青い瞳ひとみの奥おくに秘められた、深い輝かがやきのせいかもしれなかった。単なる光学レンズには絶対に宿らない、知性の光。

　ついに記者席が完全に静まり返ると、少女は仄ほのかな微ほほ笑えみを浮うかべ、奇き妙みような仕草を見せた。

　軽く握にぎった右拳こぶしを水平にして左胸に触ふれさせ、ゆるく開いた左手を、まるで不可視の剣の柄つかに添そえるように左腰こしにあてがいながら一礼したのだ。

　さっと両手と上体を戻もどし、肩かたに流れ落ちた髪かみを背中に払はらうと、少女は淡あわい桜色の唇くちびるを開いた。

　清せい冽れつさの中にも甘あまさの漂ただようクリアな声が、会場のスピーカーと無数のテレビから流れた。




『リアルワールドの皆みなさん、はじめまして。私の名前はアリス。アリス・シンセシス・サーティです』




「あっ……あれ、うちの学校の制服!!」

　叫さけんだのはシリカだった。両りよう眼めをいっぱいに見開いて、自分が着ているブレザーと、画面内のアリスを見比べる。

「本人が希望したらしいよー」

　隣となりのリズベットが、制服のリボンをつまみながら言う。

「人界守備軍の救きゆう援えんに来てくれた皆みなさんと同じ騎士団の服がいい、って。第一希望は、向こうで着てたのと同じ純金のアーマーだったみたいだけど」

「いくらラースでも、さすがにそれは用意できないですよねー」

　リーファの言葉に、和なごやかな笑い声が生まれる。

　テレビ画面では、アリスと神こう代じろ博士が演えん壇だんの後ろの椅い子すに着席したところだった。アリスの前にも、【Ａ．Ｌ．Ｉ．Ｃ．Ｅ．２０２６─アリス・シンセシス・サーティ】というネームプレートが自動で起き上がる。

「……それにしても、凄すごい再現度だわ。私、アンダーワールドで彼かの女じよと少しだけ話したけど、画面越ごしだとほとんど違ちがいが……」

　シノンがそこまで呟つぶやいた時、画面内の神代博士が軽く咳せき払ばらいし、言葉を発した。

『それでは、少々例外的ではありますが、まず質疑応答から始めさせて頂きたいと思います』

　その段取りは事前に通知されていたようで、たちまち記者席から無数の手が上がる。

　最初に指名されたのは、大手新聞社から来た男性記者だった。

『えー……基本的なことから質問いたしますが、アリス……さんは、プログラムに制せい御ぎよされた既き存そんのロボットとはどのように異なるのですか？』

　答えたのは神代博士だった。

『この会見では、アリスの物理的な外見は重要な問題ではありません。彼かの女じよの脳……あえて脳と呼ばせていただきますが、頭ず蓋がい内に格納される光子脳に宿る意識は、バイナリコードに置ち換かん可能なプログラムではなく、私たち人間のそれと本質的に同じ存在なのです。そこが、既き存そんのロボットとは絶対的に異なる点です』

『はあ……では、それを私たちや視し聴ちよう者しやに、解わかりやすい形で示して頂きたいのですが……』

　神代博士の眉まゆが小さくひそめられる。

『チューリング・テストの結果は、お手元の資料に記き載さいされていますが』

『いえその、そうではなくですね。たとえば、アタマ……頭ず蓋がいを開いて、内部の光子脳というものを、直接見せて頂けたらと』

　一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとした表情になった博士が、厳しい顔で何かを言い返すまえに、アリスが直接答えた。

『ええ、構いませんよ』

　にこりと自然な笑えみを浮うかべ、続ける。

『しかしその前に、あなた自身も、ロボットではないということを証明してくださいませんか？」

『え……？　も、もちろん私は人間ですが……証明と言われても』

『簡単です。頭ず蓋がいを開いて、あなたの脳を見せてくださいと言っています』




「う……うわぁ、アリス怒おこってるよぉー」

　リーファが、肩かたを縮めつつもくすっと笑う。

　ダイシー・カフェに集ったプレイヤーたちは、すでにアルヴヘイム・オンライン内でアリスと交流する機会を得ている。ゆえに、彼女の凜り々りしくも苛か烈れつな性格をよく知っているのだ。

　無論、アリスはＡＬＯのアカウントを新規作成したため、アバターの外見はいまの彼女とはやや異なる。それでも、超ちよう人じん的としか言えない凄すさまじい剣けん技ぎの冴さえと、生来の──つまり本物の騎士であるがゆえの誇ほこり高たかさは、多くのプレイヤーを畏い怖ふさせ、また魅み了りようした。

　画面内では、憮ぶ然ぜんとした表情の記者が着席し、次の質問者が立ち上がっている。




『えー、神こう代じろ博士にお訊ききします。すでに、一部労組などから、高度な人工知能の産業利用は、失業率の更なる上じよう昇しようをもたらすという懸け念ねんの声が相次いでいますが……』

『その危き惧ぐは的外れなものです。当機構には、真正ＡＩを単純労働力として提供する意図は一いつ切さいありません』

　ばっさり否定する博士のコメントに、女性記者は一いつ瞬しゆん口くち籠ごもってから、いっそう意い気き込ごむように続けた。

『しかし、逆に経済界からは期待もかけられているようです。産業用ロボット関連企き業ぎようの株価は軒のき並なみ上じよう昇しようしておりますが、それについては』

『残念ですが、真正ＡＩ……資料にあるように、当機構は《人工フラクトライト》と呼こ称しようしておりますが、彼らは短期間で大量生産できるような存在ではないのです。私たちと同じように赤あかん坊ぼうとして生まれ、両親兄弟のもとで、子供から大人へと唯ゆい一いつ無む二にの個性を獲かく得とくしながら成長します。そのような知性を、産業ロボットに組くみ込こみ、労働に強制従事させるようなことがあってはならないと考えます』

　しばし、会場が沈ちん黙もくした。

　やがて女性記者が、硬かたい声で訊たずねた。

『つまり、博士は……ＡＩに、人権を認めるべきだとおっしゃるのですか？』

『一いつ朝ちよう一いつ夕せきに結論の出るテーマではないことは解わかっています』

　神代博士の声はあくまでも穏おだやかだったが、強い意志に裏打ちされた揺ゆるがぬ響ひびきを帯びていた。

『しかし、我々人類は、もう二度とかつての過あやまちを繰くり返かえすべきではない。それだけは確かなことです。……ずっと昔、列強と呼ばれた先進国の多くは、競きそうように後進国を植民地化し、その国の人々を商品として売買したり強制労働に従事させたりしました。その遺い恨こんは、百年、二百年が経過した現在でも、国際社会に大きな影かげを落とし続けています。いまこの瞬しゆん間かん、人工フラクトライトたちを人間と認め、人権を与あたえて欲ほしいといわれても、違い和わ感かんを覚える方々が大多数でしょう。しかし、百年、あるいは二百年後には、私たちは当然のように彼らと同一の社会に生き、分わけ隔へだてなく交流し、あるいは結けつ婚こんしたり家庭を築いてさえいるはずです。これは私の確信です。ならば、その状じよう況きようへ至るプロセスに、かつてのように多くの血と悲しみが必要でしょうか？　誰だれもが思い出したくない、封ふう印いんせねばならない歴史を再び人類史に書き加えることを望むのですか？』

『ですが博士！』

　女性記者が、我を忘れたかのように叫さけんだ。

『彼らは、あまりにも私たち人間と、存在のありようが違ちがいすぎます！　体温のない機械の体を持つモノを、どうすれば同じ人類と認められるというのですか!?』

『さきほど私は、アリスの物理的身体は存在の本質ではないと言いました』

　冷静な口調で、神こう代じろ博士が答える。

『確かに彼女と私たちは、異なる材質、異なるメカニズムの体を持っています。しかしそれは、この世界に於おいてのみの話です。我々と人工フラクトライトが、完全に同一の存在として認め合える場所を、我々はすでに持っています』

『場所……とは、どこですか？』

『仮想世界です。現在我々は、生活のかなりの割合を、汎はん用ようＶＲスペース規格である《ザ・シード・パッケージ》によって生成された仮想空間にシフトさせつつあります。今日のこの会見も、あなたがた報道機関の皆みなさんはＶＲで行うことを希望しておいででしたが、当機構の要よう請せいによって現実世界で開かい催さいすることとなりました。それは、人工フラクトライトと我々の違ちがいを最初に認にん識しきして頂きたかったからです。しかし、仮想世界ではそうではない。アリスたち人工フラクトライトの光子脳は、ザ・シード規格のＶＲスペースに、完全なる適合性を備えているのです》

　再び、会場が大きくざわめく。

　ＡＩが仮想空間にダイブできる──ということはつまり、向こう側に於おいては、相手が人間なのかＡＩなのかを区別するすべがないということでもあるのだと、多くの記者たちが理解したのだ。

　言葉を失い、着席した女性記者に代わって、三人目の質問者が起立した。薄うすい色のサングラスをかけ、洒しや脱だつなジャケットを着たその男性は、名の知れたフリー・ジャーナリストだ。

『まず確かく認にんさせていただきたいのですが、海かい洋よう資し源げん探たん査さ研けん究きゆう機き構こう、という名前を私は寡か聞ぶんにして知らなかったが、これは文科省の独立行政法人ですね？　つまり、あなたがたの研究開発に投じられた資金は、日本国民の払はらった税金なわけです。となれば、その開発の成果であるその……人工フラクトライトは、国民の所有物であるということになりませんか？　たとえ真正のＡＩであろうと、産業ロボットとして利用するかどうかは、あなたがたの機構ではなく国民が決めることなのでは？』

　これまで滞とどこおることなく質問に回答し続けてきた神こう代じろ博士の口くち許もとが、初めて軽く引ひき締しめられた。

　マイクに顔を寄せた彼女を、しかし隣となりから白い手が制した。長らく沈ちん黙もくしていたアリスだ。

　機械の体を持つ少女は、長い金きん髪ぱつを揺ゆらして頷うなずき、口を開いた。

『あなたがたリアルワールド人が、私たちの創造者であることを私は認め、受け入れています。生み出してくれたことに感謝もしています。しかし、かつて、私と同じ世界に生まれた一人の人間はこう言いました。──リアルワールドもまた、創られた世界だったら？　その外側に、さらなる創造者が存在していたとしたら？』

　コバルトブルーの瞳ひとみの奥おくに、稲いな妻ずまの如ごとき光が閃ひらめく。

　気け圧おされたように身を引くジャーナリストと、多くの報道関係者を見み据すえながら、アリスはゆっくりと立ち上がった。

　胸を張り、体の前で両手を重ねた姿は、学校の制服を着ているにもかかわらず本来の騎士の姿を思い起こさせる。わずかに睫まつ毛げを伏ふせ、透とう明めい感のあるよく通る声で、世界初の真正ＡＩは言葉を続けた。

『もしもある日、あなたがたの創造者が姿を現し、隷れい属ぞくせよと命じたらあなたがたはどうしますか？　地に手を突つき、忠誠を誓ちかい、慈じ悲ひを乞こいますか？』

　そこでアリスは苛か烈れつな眼光を緩ゆるめ、唇くちびるに微び笑しようを滲にじませた。

『……私は、すでに多くのリアルワールド人たちと交流を重ねています。見知らぬ世界でひとりぼっちの私を、彼らは励はげまし、元気付けてくれました。色々なことを教え、色々な場所を案内してくれました。私は彼らが好きです。それだけではない……ひとりのリアルワールド人を、私は愛してすらいます。いまは会えないその人のことを考えると……この、鋼はがねの胸ですら張はり裂さけそうなほどに……』

　言葉を止め、アリスは一いつ瞬しゆん眼めを閉じて俯うつむいた。

　そのような機能は存在しないはずだが、多くの人は、白い頰ほおに伝う雫しずくを見たような気がした。

　すぐに金色の睫まつ毛げが持ち上がり、穏おだやかな視線がまっすぐに会場を貫つらぬく。

　黄金の女性騎士は、しなやかな動作で右手を持ち上げると、言った。

『……私は、あなたがたリアルワールドの人々に向けて差し出す右手は持っています。しかし、地に突つく膝ひざと、平へい伏ふくする額は持っていない。なぜなら私は、人間だからです』
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　比ひ嘉がタケルは、記者会見の様子を、会場からほど近いラース六ろつ本ぽん木ぎ支部で見ていた。

　オーシャン・タートル襲しゆう撃げき事件で銃じゆう撃げきされた右みぎ肩かたの傷はようやく塞ふさがり、ギプスも取れた。しかし、拳けん銃じゆう弾だんが貫かん通つうした傷きず痕あとはまだくっきりと残る。再度の形成手術を受ければ消すことは可能らしいが、比嘉はこのままにしておこうと思っている。

　テレビは、会見の生中ちゆう継けいからスタジオへと切きり替かわり、キャスターがこの《大事件》の説明を始めていた。

『……この海かい洋よう資し源げん探たん査さ研けん究きゆう機き構こうという組織は、自走式メガフロート《オーシャン・タートル》内で深海探査用自律潜せん水すい艇ていの研究を行っていたということなんですが、先ごろ大々的に報道された襲しゆう撃げき占せん拠きよ事件との関わりも取りざたされていますよねえ』

　解説者が、深く頷うなずいてコメントする。

『ええ、一説には、襲しゆう撃げきの目的そのものがこの人工知能の奪だつ取しゆであったとも言われていますね。犯行グループの特定すらされていない現状では、断定は難しいのですが……』

『また、当時近きん隣りん海域に新しん鋭えい護ご衛えい艦かん《ながと》が停てい泊はく中だったにもかかわらず、なぜ二十四時間ものあいだ救きゆう援えんに向かわなかったのかという問題も浮ふ上じようしています。人ひと質じちの安全を最優先した、という防衛大臣の国会答弁はありましたが、しかし現実に、警備要員に犠ぎ牲せい者しやが出てしまっているわけですからねえ……』

　そこで画面が切きり替かわり、一人の男の顔写真が映し出される。

　自衛隊の第１種礼装を一いち分ぶの隙すきもなく着き込こみ、目ま深ぶかに着ちやく帽ぼうしたその下で、黒いセルフレームのメガネが表情を隠かくしている。

　写真の横に、テロップが出現する。

【襲しゆう撃げき事件で犠ぎ牲せいとなった菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうさん】──。

　比嘉は、長いため息とともに言葉を押おし出だした。

「まさか……あなたが、たった一人の犠ぎ牲せい者になってしまうなんて思いもしなかったッスよ、菊さん……」

　すると、すぐ傍そばに立つ人物が、首を振ふりながら相づちを打った。

「イヤイヤ、ほんとにねえ……」

　スニーカーに綿の七しち分ぶ丈たけパンツ、悪あく趣しゆ味みな柄がらシャツという出いで立たち。短く刈かり込こんだ頭とう髪はつからは、耳から顎あごまで繫つながる細い髭ひげを蓄たくわえている。顔には、ミラーレンズのサングラス。

　胸ポケットから安っぽいラムネ菓が子しの容器を取り出し、ぽんと一粒つぶ口に放ほうり込こんだ怪かい人じん物ぶつは、にやっと笑って続けた。

「しかし、これが最善手だよ、比嘉くん。どうせあのままでも僕は詰つめ腹ばら切らされるか、ヘタすると文字通り消されかねなかったし、それに襲しゆう撃げき事件で死人が出た、というプレッシャーがあってこそ国内の妨ぼう害がい勢力をあそこまで追おい込こむことができたんだからね。まあ、よもやそのテッペンが防衛事務次官なんて大物だったのはさすがにビックリだがね」

「次官には、アメリカの兵器メーカーからかなりのカネが流れてたみたいッスね。しかし……それはそれとして……」

　比ひ嘉がはテレビに視線を戻もどし、肩かたをすくめながら訊たずねた。

「ほんとにいいんスか、人工フラクトライトをこんな大々的に公表しちゃって？　これじゃあ、ラースの最終目標である無人兵器搭とう載さい計画のほうは完全に頓とん挫ざッスよ、菊きくさん」

「いいのさ。要は、それが可能であるということさえ、アメリカ側に伝わればいいんだ」

　襲しゆう撃げき者しやのアサルトライフルから発射された弾だん丸がんに防ぼう弾だんベストごと脇わき腹ばらを貫つらぬかれながらも、運よく臓器の損傷を免まぬがれて比嘉より早く回復してのけたラース指揮官・菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうは、にやっと笑ってみせた。

「これで向こうの兵器メーカーも、共同開発をタテに技術公開をゴリ押おすようなマネはできなくなる。なんせ、もう人工フラクトライトは完かん璧ぺきに完成してしまっているわけだからね。この会見を見れば、連中も諦あきらめざるを得ないだろう。いやまったく……アリスの美しさは、人間以上じゃないかい……」

　テレビ画面に再び映し出されたアリスの映像を見上げ、菊岡はサングラスの奥おくの細い目を眩まぶしそうに瞬しばたたかせた。

「そうッスね……まさしく、アリシゼーション計画の結けつ晶しようッスね……」

　しばし、揃そろって口を閉ざしながらも、比嘉は頭の片かた隅すみで考えた。

　そういえば──ラースが実現を目指した《高適応性人工知能》、頭かしら文も字じを取って《Ａ．Ｌ．Ｉ．Ｃ．Ｅ．》の完成形であるあの少女が、アンダーワールドでもアリスなる名を与あたえられて育ったというのは、結局奇き跡せき的な偶ぐう然ぜんに過ぎなかったのだろうか？

　もし偶ぐう然ぜんではないのなら、そこにどのような理由が存在し得るだろう。あの柳やな井いのように、ラーススタッフの誰だれかが秘ひそかに内部に干かん渉しようした結果なのか？　あるいは……スタッフ以外に、たった一人アンダーワールドにログインした、彼の……。

　思考を止め、比嘉は振ふり向むくと、広い部屋の奥おくに並ぶ二台のＳＴＬを見やった。

　わずか二ヶ月前、三日間に及およぶ連続ダイブに使用したのと同じ機械に、彼──桐きりヶが谷や和かず人とは横たわっている。

　左ひだり腕うでには輸液用カテーテル。胸には心電図モニタ用の電極。瞼まぶたの閉じられたその顔は、オーシャン・タートルから搬はん送そうされて以来三週間にもわたる昏こん睡すいのあいだに、いっそう肉が落ちてしまったようだ。

　しかし、寝ね顔がおは穏おだやかだった。口くち許もとには、満足感すら漂ただよっているように見える。

　それはすぐ隣となりで眠ねむりにつくひとりの少女──結ゆう城き明あ日す奈なも同じだった。

　二人のフラクトライト活性は、ＳＴＬによって常時モニタリングが続けられている。

　脳から、あらゆる反応が消えてしまったわけではない。もしフラクトライトが完全に自じ壊かいしていれば、呼吸すらも停止してしまうはずだ。しかし、精神の活動は極限まで低下し、もはや回復の望みは断たたれつつある。

　それも当然なのだ。和かず人とと明あ日す奈なは、限界加速フェーズが停止されるまでに、二百年という膨ぼう大だいな時間を体感したはずだ。わずか二十六年しか生きていない比ひ嘉がには、その長さを想像することもできない。フラクトライトの理論的寿じゆ命みようを大きく超こえる年月を経てなお、心臓がまだ動いていることがすでに奇き跡せきと言っていい。

　二人の保護者に対する説明と謝罪は、六ろつ本ぽん木ぎに移送されてすぐに比嘉と神こう代じろ博士によって行われた。ラースの実体が一部自衛官と国防関連メーカーの有志技術者で構成されていることを除けば、ほぼ全ての真実を明らかにしたつもりだ。

　桐きりヶが谷や和人の両親は、涙なみだを見せはしたものの取り乱すことはなかった。すでに、妹からおおまかな事情を聞いていたせいもあったのだろう。問題は、結ゆう城き明日奈の父親だった。

　何といっても、あの巨きよ大だい企き業ぎよう・レクトの前代だい表ひよう取とり締しまり役やく社しや長ちようなのだ。立腹は凄すさまじく、即そく日じつ告こく訴そに踏ふみ切きらんばかりの勢いだったが、意外なことにそれを止めたのは母親だった。

　大学教授であるという明日奈の母は、眠ねむる娘むすめの髪かみを撫なでながら言った。

　──私は娘むすめを信じています。娘むすめは、私たちに黙だまって消えてしまうようなことは絶対にしません。必ず、元気に帰ってくるはずです。だから、あなた、もう少し待ちましょう。

　今いま頃ごろ、二人の両親たちも記者会見の中ちゆう継けいを見ているだろう。彼らの子供たちが懸けん命めいに守った、新たな人類の姿を。

　アリスが──人工フラクトライトが現実世界に堂々と最初の一歩を踏ふみ出だしたこの記念すべき日を、悲しみで彩いろどるわけにはいかない。

　だから、どうか……目を覚ましてくれ、キリト君。アスナさん。

　俯うつむき、そう祈いのる比嘉の腕うでを、突とつ然ぜん菊きく岡おかが肘ひじでつついた。

「おい、比嘉くん」

「……なんスか、菊さん。いまちょっと集中してるんスけど」

「比嘉くんってば。あれを……あれを見ろ」

「会見なら、もうだいたい終わりでしょう。記者の質問も、ほぼ予想の範はん囲い内……」

　呟つぶやきながら顔を上げた比嘉は、ラムネ容器を握にぎる菊岡の腕うでが、中ちゆう継けい画面ではなく右側のサブモニタを指していることに気付いた。

　そこに表示されている二つのウインドウは、二台のＳＴＬのリアルタイムモニタ情報だ。

　黒い背景に、ぼんやりと薄うすい白色のリングが浮うかんでいる。微び動どうだにしないその朧おぼろな輝かがやきが、眠ねむる少年少女の魂たましいの残光を……

　ぴくん。

　と、ごくごく小さなピークが、リングの一部から突とつ出しゆつし、すぐに消えた。

　比ひ嘉がはメガネの下で激しく瞬まばたきし、喉のどをつまらせて喘あえいだ。
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　広大な記者会見場には、再び神こう代じろ博士の声が響ひびいている。

『……長い、長い時間が必要でしょう。結論を急ぐ必要はありません。今後、新たなプロセスを経て誕生してくるはずの人工フラクトライトたちと、仮想世界を通じて交流し、感じ、考えてほしい。それが、当機構がこの放送をご覧の皆みな様さまに望むただひとつのことです』

　演説を終え、博士が着席したが、拍はく手しゆはなかった。

　記者たちの顔には、なおも途と惑まどいだけが色いろ濃こく浮うかんでいる。

　すぐに、次の質問者が手を挙げ、起立した。

『博士、危険性についてはどのようにお考えですか？　つまり、ＡＩたちが、我々人間を絶ぜつ滅めつさせて地球を支配しようと考えることが、絶対にないと言い切れるのですか？』

　ため息を押おし殺ころすように、神代博士が回答する。

『たった一つの場合を除けば、有り得ません。その可能性があるのは、我々のほうから彼らを絶ぜつ滅めつさせようとした時だけです』

『しかし、昔から多くの小説や映画では……』

　質疑が続こうとしていたその時、突とつ然ぜん、着席していたアリスが勢いよく立ち上がった。質問者が気け圧おされたように体を引く。

　青い眼めを見開き、まるで遠い音に耳を澄すませるかのように視線を虚こ空くうに彷徨さまよわせたアリスは、数秒後、短く発言した。

『急用ができました。私はここで失礼します』

　長い金きん髪ぱつを翻ひるがえし、機械の体が出せる最大の速度で、ステージの袖そでへとたちまち姿を消してしまう。

　記者たちも、テレビの前の無数の視し聴ちよう者しやも、啞あ然ぜんと言葉を失った。

　急用──とアリスは言ったが、この会見以上に重要なことがあるのだろうか？

　壇だん上じようにひとり残された神代博士も、さすがに驚おどろいた様子だったが、やがて何かに思い至ったように表情を変えた。大きく息を吸い、吐はいたその口くち許もとに、かすかな微び笑しようが過よぎったことに気付いた記者はいなかった。
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　見み間ま違ちがいではない。

　和かず人とと明あ日す奈なのフラクトライトに同時に発生したパルスは、およそ十秒間かん隔かくというゆっくりした周期ながら、着実にそのピークを高め続けている。

「き……菊きくさん！」

　比ひ嘉がは喘あえぎながら、背後のＳＴＬに向き直った。

　二人の寝ね顔がおに、変化はない。

　いや──。

　比嘉が見み詰つめるあいだにも、二人の頰ほおに、少しずつ、少しずつ血の色が甦よみがえっていく。心臓の拍はく動どうが強まりつつあるのだ。モニタリング装置の表示は、体温も少しずつ上じよう昇しよう中であることを告げている。

　期待していいのだろうか。二人が、何らかの奇き跡せきによって覚かく醒せい──否いな、魂たましいの死から蘇そ生せいしようとしているのだと。

　それからの十分間は、比嘉にとっては、限界加速フェーズの時と同じくらい長く感じられる時間だった。

　支部内の手の空いているスタッフを招集し、あれやこれや準備させる間にも、頻ひん繁ぱんにモニタを見上げては二人のフラクトライトが正常状態に近づいていくのを確かめた。そうしないと、虹にじ色いろに脈打つ放射光が、幻まぼろしのように消え去ってしまうような気がしたのだ。

　経口補水液だの栄養補給ゼリーだの、思いつく限りの用意が整い、もう待つ以外にすることがなくなった時。

　入り口のドアがスライドし、予想もしなかった姿がそこに現れた。仰ぎよう天てんした比嘉と菊きく岡おかは、声を揃そろえて叫さけんだ。

「あ……アリス!?」

　六ろつ本ぽん木ぎヒルズで世紀の記者会見中であるはずの金きん髪ぱつの少女は、全身のアクチュエータを音高く駆く動どうさせながら二台のＳＴＬに走り寄った。

「キリト！　……アスナ！」

　かすかに電子的な響ひびきのある声で二人の名を呼び、ジェルベッドの傍かたわらにひざまずく。

　比嘉は、見開いた眼めを、恐おそる恐おそる壁かべ際ぎわのテレビに向けた。画面はスタジオに切きり替かわっていて、キャスターが急せき込こむように、突とつ然ぜん会見の主役が消えてしまったことについてコメントしている。

「…………まぁ、神こう代じろ博士がなんとかしてくれるさ」

　菊岡が強こわ張ばった笑え顔がおでそう呟つぶやき、テレビ画面を消した。

　確かに、いまは記者会見どころではない。比嘉は、和人と明日奈の状態を確かく認にんしてから、二人の隣となりでじっと祈いのりを捧ささげている様子のアリスを後方から見み詰つめた。

　アリスは、ライトキューブ・パッケージ内で休きゆう眠みんした状態のまま、オーシャン・タートルからラース六本木支部まで運ばれた。そして、二号機ニエモンをアリスの外見に合わせてモディファイしたマシンボディ三号機に搭とう載さいされ、リアルワールドで目覚めたのだ。

　記者会見で彼女自じ身しんが語ったとおり、見知らぬ異世界に突とつ如じよ放り出された衝しよう撃げきは大変なものだったろう。激変した環かん境きようにたった三週間でここまで適応してのけたのは、ただ一つの強い決意があったからに違ちがいない。つまり──キリトとアスナに再び会うのだ、という。

　いま、ついにその時が来た。

　アリスの両手が、かすかなモーター音とともに持ち上がり、ジェルベッドに横たわる和かず人との右手を包んだ。

　骨ばった和人の指が、小さく動いた。

　伏ふせられた睫まつ毛げが小刻みに震ふるえる。

　唇くちびるが少しだけ開き──閉じ──また開き──。

　瞼まぶたが、ゆっくり、ゆっくりと持ち上がった。

　絞しぼられた照明を反射する黒い眼めに、まだ意思の光は見えない。早く、はやく何か言ってくれ、と比ひ嘉がは念じた。

　開かれた唇くちびるから、ため息にも似た呼吸音が漏もれる。やがてその音に、声帯の震しん動どうが加わる。

「…………ィ…………ディル…………」

　比嘉の背筋に、氷よりも冷たい戦せん慄りつが走った。その響ひびきは、崩ほう壊かいする直前のフラクトライト・コピーが放つ奇き怪かいな叫さけび声ごえと、どこか似ていて……。

　いや。

「……ビー……オー……ライ」

　続いたのは、異なる音だった。

　It will be alright.全てうまくいく 和人は、そう言ったのだ。間ま違ちがいなく。

　しんと静まり返った室内に、もうひとつの声が穏おだやかに流れた。

「Sureそうね」

　応えたのは、隣となりのＳＴＬで瞼まぶたをうっすらと開いた明あ日す奈なだった。

　二人は瞳ひとみを見み交かわし、かすかに頷うなずき合い。

　そして、顔を反対方向に向けた和人が、自分の手を握にぎるアリスに微ほほ笑えみかけた。

「……やあ、アリス。久しぶりだね」

「…………キリト。……アスナ」

　アリスが囁ささやき声ごえで二人の名を呼び、同じく微ほほ笑えみながら、激しく瞬まばたきを繰くり返かえした。まるで、涙なみだを流す機能がないことを悔くやむように。

　和人は、そんなアリスに、慈いつくしむような視線を向けながら言った。

「アリス。君の妹セルカは、ディープ・フリーズ状態で君の帰りを待つ道を選んだ。セントラル・カセドラル八十階、あの丘おかの上で、いまも眠ねむりについている」

「…………!!」

　比ひ嘉がには理解できない言葉を聞いたアリスの体が激しく震ふるえ、金きん髪ぱつが肩かた口ぐちに滑すべり落おちて表情を隠かくした。

　シーツに顔を伏ふせてしまったアリスの背中に手を添え──。

　和かず人とは、初めて菊きく岡おかと、そして比嘉の眼めを見た。

　その瞬しゆん間かん、比嘉の精神の深いところに不思議な感覚が弾はじけた。感動ではない。興味でもない。これは……畏い怖ふ？

　二百年。

　無限に等しい年月を経た魂たましい。

　凍こおりつく比嘉に向かって、和人が言葉を発した。

「さあ、比嘉さん。俺おれとアスナの記き憶おくをデリートしてくれ。我々の役目は、もう終わった」
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　ふ、と目が醒さめた。

　いつものように、わずかな途と惑まどいに襲おそわれる。ここはどこで、いまはいつなのだろう──という。

　しかし、その違い和わ感かんも日ごとに薄うすれていくようだ。それはつまり、流れ去る水の如ごとく、過去が遠ざかりつつあるということなのだろう。悲しく、寂さびしいことだが。

　ベッドに横たわったまま、壁かべの時計を見上げる。

　午後四時。昼食後のリハビリを終え、シャワーを浴びてから、一時間半ほど眠ねむってしまったらしい。

　病室には、白いカーテン越ごしに差さし込こむ斜しや陽ようが、くっきりとしたコントラストを描えがき出だしている。耳を澄すませば、どこか遠くで鳴くセミの声が届いてくる。それに、様々な機械と無数の人間が作り出す、都会の喧けん騒そうも。

　日なたと消毒薬の匂においがする空気を深く吸すい込こみ、時間をかけて吐はき出だすと、俺はベッドから降りた。

　さして広くもない個室を横切り、南向きの窓まで移動する。両手で、いっぱいにカーテンを開く。

　強きよう烈れつな西日に眼めを細めながら、眼下に広がる巨きよ大だいな都市を無心に眺ながめる。膨ぼう大だいなリソースを消費し、複雑かつ激しく活動し続けるリアルワールド。俺の生まれた世界。

　還かえってきたという感かん慨がいを抱いだくいっぽうで、あの世界に還かえりたいとも思ってしまう。いつか、この望郷の念も消えてなくなる時が来るのだろうか。

　立たち尽つくす俺の耳に、軽かろやかなノックの音が届いた。振ふり向むきながら「どうぞ」と応えると、ドアがスライドして来訪者の姿を露あらわにした。

　長い栗くり色いろの髪かみを二本に束ねている。白いカットソーと、夏らしいアイスブルーのフレアスカート。ミュールも白。

　陽光の粒りゆう子しが残留しているようなその立ち姿に、思わず両りよう眼めを瞬しばたたかせる。

　三日前、俺より一足先に退院したアスナは、右手に持った小さな花束を振ふりながらにこっと笑った。

「ごめんね、ちょっと遅おくれちゃった」

「いや、俺もたったいま起きたとこ」

　笑えみを返し、病室に入ってきたアスナを軽く抱ほう擁ようする。

　すると、アスナの左手が俺の腕うでや背中をさささっと撫なでた。

「うーん、まだ標準キリトくんの九割くらいかなー。ちゃんと食べてる？」

「食べてる、食べまくってる。仕方ないよ、二ヶ月も寝ねたっきりだったんだからさ」

　苦く笑しようとともに体を離はなし、俺は肩かたをすくめる。

「それより、俺も退院の日が決まったよ。明明後日しあさつてだって」

「ほんと!?」

　ぱっと顔を輝かがやかせ、アスナはサイドキャビネットの花か瓶びんに歩み寄りながら続けた。

「じゃあ、どーんと快気祝いしないとねー。まずＡＬＯで、そのあとリアルでも」

　手早く花か瓶びんの水を換かえ、萎しおれた花を除いてから、持参したペールパープルの薔ば薇ら二輪を加えてキャビネットに戻もどす。

　純じゆん粋すいな青に近づこうと頑がん張ばっているかのような色の薔ば薇らたちをしばらく見み詰つめてから、俺はそうだな、と相づちを打った。

　ベッドに腰こしを下ろすと、アスナも隣となりにきて、ちょこんと座すわる。

　再び訪おとずれる郷きよう愁しゆう。しかし、先刻のような鋭するどく胸を刺さす痛みはもう感じない。

　体をもたれさせてくるアスナの肩かたを抱だき、俺は意識を記き憶おくの彼方かなたに彷徨さまよわせる。

　あの日──。

　限界加速フェーズに突とつ入にゆうしたアンダーワールドに取り残された俺とアスナは、花咲さき乱みだれる《果ての祭さい壇だん》から飛び立ち、漆しつ黒こくの砂さ漠ばくや、赤い奇き岩がんの群れを越こえて、まず古代遺い跡せきの戦場に留まっていた人界守備軍と合流した。

　その地にはもう、クラインやエギル、リズベットたち現実世界からの援えん軍ぐんの姿はなかった。加速開始と同時に自動ログアウトしたのだ。

　俺は、泣きじゃくるティーゼとロニエをなだめてから、ソルティリーナ先せん輩ぱいに若い整せい合ごう騎き士しレンリを紹しよう介かいされた。彼とともに部隊を再編成し、北へ延びる道を辿たどって、《東の大門》まで帰き還かんした。

　その地に残っていた整合騎士団副長ファナティオ、騎士デュソルバート、そして見習い騎士のフィゼル、リネルと緊きん張ちよう感かん溢あふれる再会を果たした俺は、初対面となる整合騎士シェータから、暗黒界軍の臨時司令官、拳けん闘とう士し団だん長ちようイスカーンなる人物のメッセージを受け取った。

　暗黒界軍はいったん遥はるか東方の帝てい城じようまで引き上げ、生き残った将軍たちと共に戦後処理を終えたら、一ヵ月後に人界軍との和議に臨のぞみたいということだった。自ら大使の役を買って出たシェータが、灰色の飛ひ竜りゆうに乗って東へ飛び去るのを見送ったあと、人界守備軍の全部隊は央都セントリアへの帰き途とについた。

　道沿いの町や村の住民たちは、なぜかもう戦争が終わり、平和が訪おとずれたことを知っていて、守備軍は大変な歓かん声せいに迎むかえられることとなった。

　セントリアに到とう着ちやくしてからは、それはもう目の回るような日々だった。

　ベルクーリ亡なきあとの最高位騎士であるファナティオを手伝って、公こう理り教きよう会かいの立て直しやら戦争で犠ぎ牲せいとなった衛士の家族への補ほ償しよう、そして戦後のどさくさに紛まぎれて権限を拡大しようとする四皇こう帝てい家けや大貴族の押おさえ込こみなどに忙ぼう殺さつされ、あっという間に一ヶ月が過ぎ──。

　再び東の大門跡あと地ちで開かい催さいされた和わ睦ぼく交こう渉しようの場で、俺とアスナは正式に暗黒界軍の総司令官となったイスカーンと邂かい逅こうした。

　俺おれよりも少し若い、燃えるような赤毛の戦士は、その場で俺に言ったのだ。

　──おめぇが《緑の剣士リーファ》の兄貴か。皇こう帝ていベクタを斬きったんだってな。

　──疑うわけじゃねぇが、一発試ためさせろ。

　そして俺とイスカーンは、なぜか会議場で互たがいの頰ほおを思い切りどつき合い、彼は何かに納なつ得とくしたかのように頷うなずくと、俺に告げた。

　……確かにおめぇは、皇こう帝ていより、そして俺より強ぇ。だから、癪しやくだが認めるぜ……おめぇが、最初の…………だと…………。

　そのあたりで、俺の記き憶おくはぷつりと途と切ぎれる。

　次のシーンではもう、ＳＴＬのジェルベッドで目覚めた俺に、ラースの比ひ嘉がタケルが『記き憶おくの消去、無事に完かん了りようしたッスよ』と声を掛かけている。

　神こう代じろ凛りん子こ博士によれば、俺とアスナは、和わ睦ぼくが成立した日から、フラクトライトの容量限界を遥はるかに上回る二百年にもわたってアンダーワールドで活動を続けたはずだという。しかし、そんな悠ゆう久きゆうの年月のあいだに何をしていたのか、どうやってフラクトライトの崩ほう壊かいを回かい避ひしたのかはまったく思い出せない。恐おそろしいことに、ラース六ろつ本ぽん木ぎ支部で覚かく醒せい後、俺が比嘉、菊きく岡おか両名と交かわしたという会話すら完全に忘れているのだ。

　それは、アスナも同様らしい。

　しかし彼女は、いつものほわんほわんした笑え顔がおで言ったものだ。

　──キリトくんのことだから、どうせ色んな揉もめ事ごとに首を突つっ込こんだり、あちこちの女の子から逃にげ回まわったりしてたに決まってるよー。

　そう言われると無理に思い出そうという気にはならないが、しかしやはり痛切な寂せき寥りよう感かんだけは消すことができない。

　なぜなら、いまこの瞬しゆん間かんも等倍時間で稼か動どうし続けているはずのアンダーワールドには恐おそらくもう、ファナティオやレンリたち整せい合ごう騎き士し、イスカーンたち暗黒界諸しよ侯こう、それにロニエやティーゼ、ソルティリーナ先せん輩ぱいやアズリカ先生たちは、生きていないのだ……。

　不意に、俺の心を読んだようにアスナが囁ささやいた。

「だいじょうぶ。記き憶おくは消えても、思い出は消えないよ」

　──そうさ、キリト。泣くなよ……ステイ・クール。

　耳の奥おくに、懐なつかしい声がかすかにこだまする。

　そうだ。思い出は、脳の記き憶おく野やだけに保存されるものではない。全身の細さい胞ぼうに広がるフラクトライト・ネットワークに、しっかり刻きざみ込こまれているのだ。

　俺は、滲にじみかけた涙なみだを瞬まばたきで振ふり落おとし、アスナの髪かみを撫なでながら応えた。

「ああ。きっと……いつかまた、会えるさ」

　穏おだやかな静せい謐ひつに満ちた時間が、数分続いた。

　白い壁かべに落ちる西日が、徐じよ々じよにその色合いを濃こくしていく。時折、ねぐらに帰る鳥たちの影かげが、さっと壁かべを横切る。

　沈ちん黙もくを破ったのは、再びのノックだった。

　俺は軽く首をかしげた。この時間に面会の予定は入れていないはずだが、やむなくアスナの肩かたから手を離はなし、答える。

「どうぞ」

　しゅっとドアがスライドすると同時に、懐なつかしくも小こ憎にくらしいあの声が響ひびいた。

「やあやあ、ようやく退院だってね、キリト君！　こりゃパーっとやらないとね。……っと、おや、こりゃあお邪じや魔ましちゃったかな？」

　俺はため息混じりに言葉を返した。

「……なんでさっき安あ岐きさんに教えて貰もらったばっかりの退院予定を知ってるのかは、追つい及きゆうしないでおきますよ、菊きく岡おかさん」

　元総務省仮想課職員にして元二等陸りく佐さ、偽ぎ装そう企き業ぎようラースの元指揮官たる菊岡誠せい二じ郎ろうは、先日の悪あく趣しゆ味な柄がらシャツ姿とは打ってかわった出いで立たちで、するりと病室に入ってきた。

　真夏だというのに高級そうなスーツをびしっと着き込こみ、ネクタイまで締しめている。短い髪かみを丁てい寧ねいに撫なでつけ、フレームレスの細いメガネをかけた顔には汗あせひとつ浮ういていない。

　どの方向から見ても、外資系企き業ぎようのエリートビジネスマン然としたその姿を、いつものニヤニヤ笑いと右手に下げた安っぽい紙かみ袋ぶくろが台無しにしている。

　菊きく岡おかは、その袋ふくろをひょいと持ち上げながら言った。

「これ、差し入れ。キリト君には体力つけてもらわないとだからね、何にしようか随ずい分ぶん迷ったんだけど、凛りん子こ博士が絶対に市し販はん品ひんにしてくれって怖こわい顔で言うからさ。でも、元気回復には発はつ酵こう食品、これだけは譲ゆずれないからね、色々詰つめ合あわせてきたよ。まず琵び琶わ湖このフナズシね、いまはニゴロブナが獲とれないから買おうったってなかなか買えないんだぜ。それと沖おき縄なわのトウフヨウ、これで泡あわ盛もりの古酒クースーやると最高だよ。そして極きわめつけがこのチーズ、と言ってもただのチーズじゃない、フランス直輸入の泣く子も黙だまるウォッシュタイプの逸いつ品ぴん、エポワスだよ！　毎日酒で洗いながら長期熟成させるうちに、表面でステキな微び生せい物ぶつががんがん繁はん殖しよくして、ちょっとタマランほどの芳かぐわしい香かおりを……」

「冷蔵庫、そこです」

　俺は菊岡がうっとりした顔でまくし立てる長ちよう広こう舌ぜつをばっさり切り、病室の隅すみを指差した。

「へ？　なんだい？」

「差し入れ、ありがとうございます。そして冷蔵庫、そこ」

「ええー、開けようよ」

「この部屋の窓、嵌はめ殺しなんですよ！　そんなもの開けたらどうなると思ってんですか」

　すでに紙かみ袋ぶくろからはそこはかとない芳ほう香こうが漂ただよい、アスナが微び妙みような表情でじりじり後退していく。

「いい匂においだと思うがなあ……。──あと、いつも言ってるけどタメ口でいいよ。キリト君にデスマス言われると妙みように落ち着かない」

　吞のん気きなことを言いながら差し入れを冷蔵庫に収めると、菊岡は来客用の椅い子すに腰こしを下ろした。

　すぐにいつもの笑えみを取とり戻もどし、組んだ膝ひざの上で両手の指先を合わせる。

「いや、しかし本当によかった。考えてみるとキリト君は、六月末に《死し銃じゆう事件》の共犯者に襲おそわれて負傷して以来、肉体的にはずっと昏こん睡すい状態だったんだからねえ。たった一週間のリハビリで、ここまで元気になるとはさすがの若さだね」

「あー……まあ……お世話になりました、と言うべきなんだろうけど……」

　俺は、腕うで組ぐみをしながら唸うなり声ごえで言った。

　襲しゆう撃げき事件で心肺停止に陥おちいった俺がここまで回復したのは、ＳＴＬによるフラクトライト賦ふ活かつ治ち療りようのおかげだ。しかしこの男は、そのために俺を入院先の病院から偽ぎ装そう救急車で運び出し、ヘリコプターではるばる伊い豆ず諸しよ島とう沖おきのオーシャン・タートルまで空輸してしまったのだ。

　正規の手続きを取れなかった事情は解わかる。俺のＳＴＬ治ち療りようは一刻を争っただろうし、ラースは存在を明らかにできない秘密組織だ。むしろ、俺を助けるためにそこまで危ない橋を渡わたってくれた菊岡には全面的に感謝していい。

　──のだが。

「…………菊きく岡おかさん。俺が二度目にアンダーワールドにダイブした時、記き憶おくブロックが働かずに、この俺のまま人界の北部辺境で目覚めたのは、本当に予定外の事故だったのか？」

「もちろんだ」

　菊岡は、笑えみを薄うすめて頷うなずいた。

「あの時点で、現実世界の君をそのままアンダーワールドに投下する意味はまるでなかった。シミュレーションが汚お染せんされてしまうからね。まぁ実際には、柳やな井いによってすでに汚お染せんされていた世界を君が軌き道どう修正してくれたわけだが……」

「まさか、ラースにあの須す郷ごうの部下が潜もぐり込こんでたとはなぁ……」

　ちらりと、隣となりに立つアスナを見やる。

　先ほどとは別種の嫌けん悪おを滲にじませ、二にの腕うでを軽く掌てのひらで擦さすりながら、アスナは呟つぶやいた。

「あのナメクジ男のいる部屋の隣となりで、何時間もダイブしてたと思うとぞっとするよー。それに、比ひ嘉がさんを撃うつなんて……ほんとはちゃんと捕つかまって、全部自白した上で裁かれて欲ほしかったけど……」

「だが、あの死に方は、むしろ幸運だったのかもしれないよ」

　菊岡が静かに答える。

「もし柳井が予定どおり襲しゆう撃げき者しやたちと合流し、アメリカに脱だつ出しゆつできたとしても、クライアントだったＮＳＡとグロージェン・ディフェンス・システムズが口約束を守ったとは思えない。むしろ、ＳＴＬと人工フラクトライトに関する知識を手段を選ばず吐はき出ださせたあと、あっさり処分しただろうね。アメリカ軍事企き業ぎようのダークサイドは、一個人が渡わたり合あえるような相手ではないのだ」

「菊岡さんが死んだことになってるのも、それが理由なのか？」

「まぁ、ね」

　自分の言葉とは裏腹に、単身で巨きよ大だいな敵に挑いどみ続けている男は、にかっと笑って両手を広げた。

　その飄ひよう々ひようとした仕草を見て、アスナが気き遣づかわしそうな顔で言った。

「……これから、どうなさるんですか？　ラースの公式責任者は凛りん子こ博士に委任なさったし、あまり六ろつ本ぽん木ぎ支部に顔も出せないでしょう？」

「心配無用さ、僕にはまだまだすべきことがある。当面は、オーシャン・タートルとアンダーワールドの保全に全力を傾かたむけねば」

　いちばん知りたかった話が突とつ然ぜん出てきて、俺は思わず身を乗り出した。

「そう、それだよ。アンダーワールドは今後、どうなるんだ……？」

「……情勢は、なかなか楽観できないね」

　菊岡は、長い脚あしを組くみ替かえながら窓の外を見み遣やった。

「オーシャン・タートルは現在、伊い豆ず諸しよ島とう沖おきにそのまま停てい泊はく、封ふう鎖さされている。船内には、原げん子し炉ろ保守と警備のためのスタッフが数人残るのみだ。周辺海域は護ご衛えい艦かんが厳しく監かん視ししている……と言えば聞こえがいいが、要は保留中なのだ。国も、決断しかねているんだよ」

「保留……？」

「本音を言えば、政府はすぐにでもラース、いや海かい洋よう資し源げん探たん査さ研けん究きゆう機き構こうを解体し、人工フラクトライト関連技術を管理下に置きたいだろう。何せ、大量生産すれば、超低コストの労働力がいくらでも生み出せるんだからね。アジアの大規模工場でも太た刀ち打うちできないほどの。ただ、それをすれば、あの襲しゆう撃げき占せん拠きよ事件の真相までも明らかになってしまう。事件の黒幕がアメリカのＮＳＡと軍事企き業ぎようで、しかも裏金を貰もらってイージス艦かんを二十四時間も待機させたのが現げん役えきの防衛事務次官だ、という一大スキャンダルがね。金は一部の与よ党とう代議士にも流れていた。そいつらは、国内の大手兵器メーカーとも癒ゆ着ちやくしている。これらが丸ごと暴ばく露ろされれば、政権の屋台骨が揺ゆらぐ」

　威い勢せいのいい言葉のわりには、菊きく岡おかの表情は憂ゆう慮りよに満ちている。

「揺ゆらぐ……だけか？」

「そう、そこだ。揺ゆらぐが、ひっくり返るまでは行かないだろう……。政府与よ党とうはいずれ、事務次官と議員数名を切り捨てる決断を下すはずだ。同時にラースは解体され、関連技術は全て財ざい閥ばつ系の大だい企き業ぎように持っていかれる。アリスは接収、オーシャン・タートルのライトキューブ・クラスターも初期化は避さけられない……」

「そ……そんな！」

　アスナが鋭するどく叫さけんだ。ヘイゼルの瞳ひとみに、ちかっと怒いかりの火花が閃ひらめく。

　俺は、彼女の腕うでに指先を触ふれさせながら、菊岡に先を続けるよう促うながした。

「その事態を避さけるための策も、もう頭の中にあるんだろ？」

「策……と言うよりも、希望、かな」

　菊岡の口くち許もとに、珍めずらしく素す直なおな笑えみが滲にじんだ。

「望みは、政府内で駆かけ引ひきが続いているあいだに、我々に有利な世論が形成される……という一点にしかない。つまり、人工フラクトライトに人権を認める方向のね。そのためには、現実世界の人々に、少しでも多く、長く、人工フラクトライトたちと交流して貰もらわねばならない。ザ・シード連結体ネクサスの存在意義は、まさにそこにあったのだろう」

「……そう……だな」

「しかし、それには、アンダーワールド人がザ・シード連結体ネクサスに接続するための大容量回線の存在が大前提だ。オーシャン・タートルが使用していた衛星回線は、政府によって切断されてしまっている。僕はこれから、回線の復旧を目指して動く。先日の記者会見で、まずは先手を打てたからね。いましばらくの時間的猶ゆう予よはあるはずだ」

「回線か……」

　俺も、ちらりと窓の外に広がるオレンジ色の空を見上げた。

　あの夕焼けの向こうでは、無数の通信衛星がそれぞれの軌き道どうを飛ひ翔しようしている。しかし、アンダーワールドと交信できるほどのスループットを備えたものとなると、数は相当に限られるはずだ。菊きく岡おかのプランが途と轍てつもなく困難なものであることは、考えるまでもなく解わかる。

　しかし、事ここに至ってしまえば、一いつ介かいの高校生に過ぎない俺にできることはない。信じて、託たくすしかないのだ。

　俺は視線を戻もどすと、一歩進み出て、頭を下げた。

「菊岡さん……頼たのむ。アンダーワールドを、守ってくれ」

「言われるまでもないよ」

　菊岡も立ち上がり、にっと笑った。

「僕にとっても、アンダーワールドはいまや、人生を賭かけた夢なのだ」




　魅み惑わく的な差し入れの紙かみ袋ぶくろだけを残し、菊岡誠せい二じ郎ろう元もと二に佐さは来た時と同じく一いち陣じんの風のように立ち去った。

　アスナが、ふう、と軽く息をついて言った。

「言葉も態度もとっても立派で頼たのもしいんだけど……どうしても裏があるような気がしちゃうところが、菊岡さんの人徳よね……」
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「当然あるだろ、何枚重ねで」

　俺は短く笑い、ベッドに腰こしを下ろした。

「ああ言ってるけど、菊きく岡おかさんはまだ諦あきらめてないと思うよ。自衛隊に、人工フラクトライト搭とう載さい型の国産戦せん闘とう機きを配備することを」

「え……ええ!?」

「もちろん、自由意思のないＡＩとして強制的に組くみ込こむようなことはもうしないだろうさ。だけど、アンダーワールド人に、自発的に就職してもらったらどうだ？　整せい合ごう騎き士しや暗黒騎士は、そもそも生まれついての戦士なわけだし」

「あ……そっか……うーん」

　何やら考かんがえ込こむアスナと同時に、俺も漠ばく然ぜんとした思考を巡めぐらせる。

　菊岡誠せい二じ郎ろうの真の目的。それは、いまの俺には到とう底てい想像もできないようなものなのだろう。政治や国防といった枠わくには収まらない、もしかしたら茅かや場ば晶あき彦ひこと同じくらい遠大な何か……。

「あ、いっけない！　もうこんな時間だよ！」

「ん？　面会時間は、まだ……」

「そうじゃなくて、今日だよ。ＡＬＯの、九種族合同会議！」

「あ……そうだった」

　俺もぱたんと両手を打ち合わせる。

　先月の、オーシャン・タートル襲しゆう撃げき事件に於おいて。

　敵の指揮官ＰｏＨプーが繰くり出だした、国外からのＶＲＭＭＯプレイヤー大量投入という策に対たい抗こうするために、日本国内のＶＲＭＭＯプレイヤーたち約二千人が、キャラクターコンバートによって決死の救きゆう援えんを行った。結果彼らは、わずか数百人を残してほぼ全ぜん滅めつしてしまったのだ。

　今日はその、いわば《義勇軍》に参加してくれたプレイヤーたちに事実報告を行うための会議が大々的に開かい催さいされることになっている。俺とアスナは、当事者中の当事者として当然参加しなくてはならない。

「うーん、家まで帰ってる時間無いかなー」

　少々わざとらしく呟つぶやくと、アスナは持参したトートバッグから、ずぼっとアミュスフィア一式を取り出した。

「しょーがない、わたしもここでダイブしよっと」

「…………」

　俺はぱちぱち瞬まばたきし、思わずつっこむ。

「……あのー、アスナさん、どう見ても最初っからそのつもりで……」

「ちがうよ、念のためだもん。細かいこと気にしない！」

　一いつ瞬しゆん唇くちびるを尖とがらせてから、にっこり笑い、突とつ然ぜん俺にかぶさるようにベッドに倒たおれこんできた。

　安あ岐きさんが検温にでも来たらえらいこっちゃ、と思いつつ、俺も細い腰こしに腕うでを回し、ぎゅっと引き寄せた。

　静せい寂じやくの中に、互たがいの息いき遣づかいだけが響ひびく。

　アンダーワールドに取り残された俺とアスナが、フラクトライトの限界を遥はるかに超こえる二百年という時間を、どのような手段で乗のり越こえたのかを知るすべはもうない。

　最高司祭アドミニストレータのように長い時間を眠ねむって過ごしたのかもしれないし、内部からのＳＴＬ操作によって己おのれの記き憶おくを整理し続けたのかもしれない。しかし、これだけは断言できる。アスナが傍そばにいてくれたからこそ、俺は俺のままこの世界に戻もどってこられたのだ。

　触ふれ合あう肌はだを通して、アスナの声が聞こえる気がした。

　──どんな世界に行っても。どれだけ時間が経たっても。

　──いつでも、一いつ緒しよだよ……。

「……ああ、そうだな」

　俺は肉声で呟つぶやき、微ほほ笑えむアスナの髪かみを撫なでてから、小さな頭にアミュスフィアをそっと被かぶせた。

　ハーネスをロックしてやってから、自分も同じように装着する。

　瞳ひとみを見み交かわし、小さく頷うなずき合って、俺たちは同時にコマンドを唱えた。

「リンク・スタート」










　　　５




「パパ──!!」

　ＡＬＯにログインした途と端たん、勢いよく飛びついてきた小さな姿を、俺は両手で受け止めた。

　高々と持ち上げてから胸に抱だくと、「うう～」とネコのように喉のど声ごえを籠こもらせながら、頰ほおを摺すり寄せてくる。

　俺とアスナの娘むすめにして、トップダウン型の《強いＡＩ》であるユイとは、アミュスフィアの使用が許可された一週間前から毎日会っている。なのに、甘あまえん坊ぼうの度合いは増すいっぽうな気がする。

　しかしもちろん、叱しかるつもりなどまったくない。何と言っても、ユイは失しつ踪そうした俺の居場所を追つい跡せきしたり、オーシャン・タートルを襲しゆう撃げきした連中が他国のＶＲＭＭＯプレイヤーを利用することを予測して対たい抗こう手段を講じたりと、獅し子し奮ふん迅じんの大だい活かつ躍やくだったのだ。

　ひとしきり甘あまえて満足したのか、腕うでの中の白いワンピース姿が光に溶とけて消しよう滅めつし、代わりに掌てのひらサイズのピクシーが出現した。透とう明めいな翅はねを震ふるわせて舞まい上あがり、左ひだり肩かたの定位置にちょこんと腰こし掛かける。

　俺は改めて、我わが家や──ＡＬＯ内新生アインクラッド第22層のログハウスを見回した。

　こちらも、毎晩のように訪おとずれているのに、込こみ上あげてくる懐なつかしさは薄うすれる気配もない。

　もしかしたらそれは、アンダーワールドでアリスと一いつ緒しよに半年暮らした、ルーリッド近きん郊こうの小屋とどこか似ているせいかもしれない。当時、俺はほぼ心しん神しん喪そう失しつ状態だったので記き憶おくは不ふ明めい瞭りようだが、しかし穏おだやかな日々の手て触ざわりはいまも心に残っている気がする。

　あの頃ころ、毎日のように食べ物を持ってきてくれたアリスの妹セルカは、アリスと再び出会うために自分を長期間凍とう結けつすることを選んだという。記き憶おくを消去される前の俺は、それだけをアリスに伝えたそうだ。

　以来アリスは、言葉には出さないが、再びアンダーワールドに帰れる日を心待ちにしている。俺も、早くその望みを叶かなえてやりたいと思う。だが、いまはまだ、伊い豆ず諸しよ島とう沖おきで封ふう鎖さ中のオーシャン・タートルに繫つながる回線そのものが存在しない。菊きく岡おかの計画が成じよう就じゆするのを待つしかないのだ。

　短いため息で思考を切きり替かえると、ユイを肩かたに乗せたまま振ふり向むく。

　すると、まるで俺の感かん慨がいなど全てお見通しというふうに微ほほ笑えむアスナと目が合った。水色の髪かみの彼かの女じよと手を繫つないで家を出る。

　アルヴヘイムは、夜のとばりが薄うすれつつある時刻だった。外周から差さし込こみ始めた曙しよ光こうを、広げた翅はねに受けてふわりと飛び立つ。




　世せ界かい樹じゆの根元、巨きよ大だいドーム前の広場には、すでに多くのプレイヤーたちが集結していた。

　その一角にいつもの顔ぶれを発見し、勢いよく降下する。

「遅おっせえぞ、キリト！」

　着地と同時に繰くり出だされてくるクラインの拳こぶしに、軽く自分の拳こぶしを打ちつける。

　相変わらず悪あく趣しゆ味みなバンダナの下でニヤニヤ笑いを浮うかべ、カタナ使いはからかうような口調で続けた。

「ここじゃあ瞬しゆん間かん移動はできねーんだから、もうちっと余よ裕ゆう持って来いよな、勇者サマよう」

「あれは瞬しゆん間かん移動じゃなくて、超高速飛行術なんだよ」

「一いつ緒しよだよ、一いつ緒しよ!!」

　盛せい大だいに背中を叩たたかれる。

　クラインの隣となりで腕うで組ぐみをして立つエギルも、巨きよ大だいな拳げん骨こつを差し出してきた。ごつんと挨あい拶さつを交かわすと、こちらも髭ひげ面づらをにんまりと崩くずしながら追おい討うちをかけてくる。

「あんな超性能のアカウントに馴なれちまったら、こっちじゃ腕うでがなまってるんじゃないのか？　会議の後、軽くモンでやってもいいぞ」

「うぐ……」

　思わずぎくっとなる。いまＡＬＯで戦せん闘とうしたら、心シン意イ攻こう撃げきや素因エレメント生成ができないことを忘れて、気合だけで剣を弾はじこうとしてしまいそうだ。

「……こ、こっちこそ、アンダーワールド仕じ込こみの技わざを見せてやるから期待しとけよ」

　とりあえず強がっておいてから横を向くと、そこには長いポニーテールを朝あさ陽ひに煌きらめかせるリーファと、肩かたに長大な弓を引っかけたシノンの笑え顔がおがあった。順番に、掌てのひらを打ち合わせて挨あい拶さつする。

　二人とは、もちろん覚かく醒せい直後から何度も対面している。

　リーファ──直すぐ葉はからは、オークの族長リルピリンを助け、ともに戦った顚てん末まつを聞かされた。「がんばったな」と頭を撫なでると、顔をくしゃくしゃにして泣いたその姿からは、ダークテリトリーの将兵たちに強きよう烈れつな印象を残す《緑の剣士》の鬼き神じんめいた闘たたかいぶりはなかなかイメージしにくい。しかし、同時に俺は深く納なつ得とくもしていた。何と言っても、直葉は俺がドロップアウトしてしまった剣の道を脇わき目めもふらずに邁まい進しんし続ける、真の剣士なのだ。

　オークの一族は、和わ睦ぼく会議の場で、彼らを人間と呼んでくれた緑の剣士の再臨を、未来永えい劫ごう待ち続けると宣言していた。その意志は、二百年が経過した現在も、まったく変質することなく伝えられているに違ちがいない。

　シノンは、ガブリエル・ミラーとの単独戦せん闘とうの模様を淡たん々たんと俺に語り、あの男こそが第四回バレット・オブ・バレッツでシノンを倒たおした《サトライザー》当人だったことを明かした。ガブリエルの心シン意イ攻こう撃げきによって麻ま痺ひさせられ、危あやうく意識を吸収されかけたところを、お守りが助けてくれたのだという。

　それが何なのかはどうしても教えてくれなかったが、俺もシノンにガブリエルとの決戦の帰き趨すうと、そして現実世界であの男を襲おそった末路を伝えた。

　襲しゆう撃げき者しやたちが潜せん水すい艇ていで撤てつ退たいしたあと、第一ＳＴＬ室にはガブリエルと、そしてもう一人の敵たるラフィン・コフィン頭首ＰｏＨプーの姿はなかったが、ＳＴＬのログからある程度のことは解わかっている。

　まずガブリエル・ミラーは、俺との戦せん闘とうの直後、フラクトライトの大部分があたかも過大な情報に押おし流ながされるようにして喪そう失しつ。直後に心臓も停止し、死亡したことは確実だ。

　ＰｏＨのほうは、もう少し複雑らしい。奴やつは、限界加速フェーズ開始後も、内部時間でおよそ十年間は精神活動を保っていた。その後徐じよ々じよにフラクトライト活性は低下し、三十年経過の時点で知的活動はほぼ消失したようだ。

　これは恐おそろしい想像なのだが、俺はＰｏＨに勝利したあと、奴やつが再ログインするのを防ぐためにアバターを単なる樹木へと組成転てん換かんし、そのまま放置した。つまり奴やつは、皮ひ膚ふ感覚以外の入力を完全に断たたれた状態で数十年を過ごしたことになる。フラクトライトが崩ほう壊かいするのも当然で、肉体的には生きていても、廃はい人じん化したのは確実だと比ひ嘉がは言っていた。

　間接的にではあるが、俺が彼らの命を奪うばってしまったことに違ちがいはない。しかし、罪を受け止めはしても、後こう悔かいはしたくない。それは、同じく俺が殺した最高司祭アドミニストレータや、信念に殉じゆんじて死んでいった多くのアンダーワールド人たちを冒ぼう瀆とくすることだと思うからだ。

　シノン、リーファとの挨あい拶さつを終えると、その隣となりに並んで立つリズベットとシリカとも順に握あく手しゆする。

「日本のプレイヤーたちを説得してくれたのはリズなんだって？　演説、俺も聞きたかったなぁ」

　俺がそう言うと、リズベットは照れたようにイヤハハハと笑った。

「演説なんて、そんな大層なモンじゃないのよ。あの時はもう、夢中で……」

「すっごかったんですよぉー、大熱弁でしたよ！」

　割わり込こんだシリカの三角耳を、リズベットがぎゅーと引っ張る。

「シリカも、ありがとな」

　笑いながら頭を下げると、小こ柄がらなビーストテイマーは、尖とがった歯を覗のぞかせてはにかんだ。

「えーっと、じゃあ、ご褒ほう美びください」

　言うや否いなや、むぎゅっと抱だきついてくる。右みぎ肩かたに乗った水色の小しよう竜りゆうピナまで、「きゅー！」と鳴きながらながら俺の頭に飛び移る。

「あっコラ！　何してんのよ！」

　リズベットが、今度はシリカの尻尾しつぽを思い切り引っ張った。ふぎょ！　という奇き妙みような悲鳴に、周囲からどっと笑いが巻き起こる。

　見み渡わたすと、いつのまにか周りには幾いく重えもの人ひと垣がきがあった。

　領主サクヤ以下、シルフのプレイヤーたち。アリシャ・ルーとケットシーたち。ユージーン率いるサラマンダーたち。それに、シウネーやジュンたちスリーピングナイツの姿も見える。

　──帰ってきたのだ。

　俺はこの瞬しゆん間かん、ラース六ろつ本ぽん木ぎ支部で目覚めて以来、最も強くそう感じた。

　これで何もかもハッピーエンドというわけではまったくない。アンダーワールドの行く末はまったく不ふ透とう明めいだし、悪化してしまった米べい中ちゆう韓かんのＶＲＭＭＯプレイヤーたちとの関係改善など、解決しなくてはならない問題が山積している。

　シリカに対たい抗こうして右みぎ腕うでにぶらさがるリズベットに、俺おれは小声で訊きいた。

「……アンダーワールドでロストしたアイテムの復旧、できそうか？」

「あ……うん……」

　いつも元気な顔が、わずかに曇くもる。

　ＡＬＯやＧＧＯ他、多くのザ・シード世界からアンダーワールド救きゆう援えんのためにコンバートしてくれたプレイヤーたちのアカウントは、幸い死亡しても喪そう失しつには至らず、もとのＶＲＭＭＯに再コンバートすることができた。

　しかし残念ながら、戦場で破は壊かいされたり奪うばわれたりした武器や防具までは戻もどらなかったのだ。それらは簡単には入手できないレアアイテムばかりで、現在リズベットたちは、なんとかデータを復旧できないかそれぞれのＶＲＭＭＯの運営者に要よう請せいしているらしい。

「……ほとんどの運営は、コンバートに関連するアイテムロストは自己責任、ていうスタンスなのよね。でも、アンダーワールドのサーバーにデータが残ってれば復旧できる可能性があるってことで、いまラースの比ひ嘉がさんに確かく認にんして貰もらってる。それも、回線の再接続待ちみたいだけど……」

「そっか……。でも、比嘉さんならなんとかしてくれると思うよ。それと……中ちゆう国ごくや、韓かん国こくのプレイヤーたちのほうは……？」

「難しい、すごく」

　リズベットの表情が、さらに沈しずんだ。

「酷ひどい戦せん闘とうだったからね……。──でも、あそこまでのことになったのは、こっちにも原因があるんじゃないかって意見も出てるんだ。日本側も、ザ・シード連結体ネクサスへの海外からの接続を一いつ切さい遮しや断だんしてたからね。だから今度、対話再開のきっかけにするために、ＡＬＯを開放しようって話が持ち上がってるの。今日は、それについても議論されると思うよ」

「それはいいな。壁かべは、関係を悪化させても、その逆はないからな……」

　そう答えた俺の脳のう裏りには、アンダーワールドの人界と暗黒界を数百年間も隔へだて続けた果ての山脈の威い容ようが浮うかんでいた。

　朧おぼろに霞かすむアルヴヘイムの地平線をしばし眺ながめてから、世せ界かい樹じゆの根元に視線を向ける。大理石のゲートは大きく開かれ、プレイヤーたちが次々と内部のドームへと入っていく。

「さ、俺たちも行こう」

　周囲の仲間たちを促うながし、足を踏ふみ出だしかけた時──。

　突とつ然ぜん、ＡＬＯ外からのボイスチャット着信を知らせるアイコンが視界に点てん滅めつした。

「あれ、デンワだ。悪い、先に行っててくれ」

　頷うなずき、移動を開始したアスナたちとは反対方向に少し歩くと、アイコンをタップする。

「もしもし？」

　聞こえてきたのは、懐なつかしいあの声だった。

『……キリト。私……アリスです』

「アリス！　やあ……久しぶり。確か、今日のアルヴヘイムでの会議に、君も来てくれるって聞いてたけど……」

『それが……すみません。こちらで出席しているパーティーが、まだ終わりそうになくて……。皆みなさんに、ごめんなさいと伝えておいてください』

「……そっか」

　頷うなずき、軽く眉まゆを寄せる。

　世界初の真正人工汎はん用よう知能たるアリスは、その存在を現実世界人に印象づけるべく、色々なレセプションやパーティーに連日出席するという多た忙ぼうな日々を送っている。神こう代じろ博士も謝あやまっていたし、本人もやむを得ないことと理解しているようだが、しかし誇ほこり高たかい騎士にとって、見世物のような扱あつかいが楽しいわけはあるまい。

「解わかった、みんなにはちゃんと言っておくよ。アリスも、あんまり無理するなよな。嫌いやなことは嫌いやって言えよ」

『……私は騎士ですから。何であれ、務めは果たすのみです』

　毅き然ぜんとしたその物言いにも、かつての張りがないように思えてしまう。しかし、いまの俺に、彼女のためにしてあげられることはごく少ない。

『それではキリト……また、いずれ』

「ああ……。じゃあ、また、な」

　そう返事をすると、俺は通話が切れるのを待った。

　しかし、しばしの沈ちん黙もくを経て、再びかすかな声が聞こえた。

『キリト……。私……萎しおれてしまいそうです』

　その言葉に俺が答えるよりも早く、ボイスチャットが切断された。










　　　６




　比ひ嘉がタケルは、かれこれ一時間近くも迷い続けていた。

　膝ひざの上に載のせた、古ぼけたキーボード。その右みぎ端はしの、磨すり減へってつるつるになったエンターキーを、押おすべきか押おさざるべきか。

　東ひがし五ご反たん田だにある自宅アパートの八はち畳じよう間まは、学生の頃ころから溜ため込こんできた機械類で隙すき間まなく埋うまっている。それらが放出する廃はい熱ねつを旧式のエアコン一台では処理しきれず、室内はじっとりと暑い。熱源をひとつでも減らすべく照明はつけていないので、闇やみに沈しずむ空間のそこかしこに赤や緑、青のＬＥＤが不規則に瞬またたいている。

　座ざ椅い子すにうずくまる比嘉の正面では、コタツに設置された32インチモニタが朧おぼろな光を放つ。デスクトップ画面に動きはない。無地のウインドウが一枚、虚うつろに表示されているのみだ。

　比嘉は、何十度目かのため息を漏もらしながら、背中を座ざ椅い子すに預けた。錆さびかけたフレームがぎしっと軋きしむ。

　ラースの技術スタッフには、自宅に着き替がえを取りにいくだけと言ってあるので、もう三十分もしたら再び六ろつ本ぽん木ぎ支部に戻もどらねばならない。神こう代じろ博士は、死んだことになっている菊きく岡おか二に佐さの代わりに日々対外業務に追われる身なので、いまは比嘉がアリシゼーション計画の実質的な責任者なのだ。

　しかし、その立場を利用して、支部からとあるモノをこっそり持ち出したことが知られれば、間ま違ちがいなく叱しつ責せき──いや降格されるだろう。

　そのモノはいま、炬こ燵たつの右側に鎮ちん座ざする、複雑怪かい奇きな装置に接続されている。手造りのフレームに、基き盤ばんだの配線だのがごちゃごちゃと詰つめ込こまれたその装置は、間ま違ちがいなくこの部屋でもっとも高価かつ高度なシロモノだ。封ふう鎖さされたオーシャン・タートル以外では、アリスのマシンボディにしか存在しないことになっている、ライトキューブ用のインタフェースである。

　接続されているモノは、一辺六センチの金属製パッケージ。

　比ひ嘉がは、立方体の冷ややかな光こう沢たくを見み詰つめながら呟つぶやいた。

「……うまく動くわけないよな」

　エンターキーの上空から、人差し指を引ひっ込こめる。

「すぐに崩ほう壊かいしちゃうに決まってるんだ。この僕や、菊きくさんのコピーもそうだったんだから。ライトキューブに保存された人間の魂たましいは、自らが複製品であるという認にん識しきには絶対に耐たえられない。たとえ……たとえそれが……」

　その先を口にすることなく、比嘉は大きく息を吸い、ぐっと胸に溜ため──。

　再び前に出した指先で、エンターキーを叩たたいた。

　プログラムが走り出す。フルタワーＰＣの大型ファンが回転音を増す。

　モニタに表示された黒いウインドウの中央に、まるで星が生まれたかの如ごとく、虹にじ色いろの放射光が浮うかび上あがった。

　無数のピークが、鋭するどく、力強く闇やみを貫つらぬく。揺ゆらめき、震ふるえ、輝かがやく。

　やがて、モニタの両側に置かれたスピーカーから、聞き覚えのある声が静かに響ひびいた。

『…………そこにいるのは、たぶん、比嘉さんかな？』

　ごくりと唾つばを飲み、掠かすれた声で答える。

「そ……そうッス」

『俺を、消さなかったんだな。正確には……コピーした、と言うべきか』

「消せる……消せるわけ、ないッスよ!!」

　比嘉は、己おのれの行こう為いを弁解するかのように、押おし殺ころした声で叫さけんだ。

「君は、二百年という時間に耐たえ抜ぬいた、初のフラクトライトなんだ！　いや……人類史上、もっとも長い時間を生きた人間になってしまったんだ！　消去できるわけない……そうだろ、キリト君!!」

　両手にじっとりと汗あせが滲にじむのを感じながら、比嘉は相手の名を呼んだ。

　ウインドウの上部では、起動からの経過時間を示すデジタル数字が目まぐるしく切きり替かわる。三十二秒……三十三秒。

　桐きりヶが谷や和かず人との──アンダーワールドでの二百年にも及およぶ限界加速フェーズを耐たえ抜ぬき、覚かく醒せいした直後の彼のフラクトライト・コピーは、すでに己おのれが複製された存在であるということを認にん識しきしている。

　これまでの実験では、その認にん識しきを得たあたりからコピーの言動は冷静さを失い、恐きよう慌こうに陥おちいり、奇き怪かいな叫さけび声ごえを放ちながら例外なく崩ほう壊かいへと至った。比ひ嘉がは、歯を食くい縛しばり、スピーカーからの応答を待った。

　数秒後──。

『……こういうこともあるかと、予想はしていた……』

　呟つぶやきにも似た、静かな言葉。

『……比嘉さん。コピーしたのは、俺のフラクトライトだけか？』

「あ……ああ。記き憶おく消去オペレーション中に、菊きく岡おか二に佐さや、神こう代じろ博士の目を盗ぬすんで複製作業するのは、君ひとりぶんが限界だったんだ……」

『そうか…………』

　再度の沈ちん黙もくを挟はさんで、ライトキューブに封ふうじられた複製意識はあくまでも穏おだやかな声で語った。

『王おう妃ひと……アスナと、話したことがある。仮にこのような状じよう況きように至ったらどうするか、と。アスナは言った。もし、複製されたのが自分だけなら、即そく座ざに消去して貰もらう。二人ともに複製されたのなら、残り少ない時間を、リアルワールドとアンダーワールドの融ゆう和わのために使いましょう、とね……』

「なら……君ひとりの場合は？　その時はどうすると？」

　釣つり込こまれるように訊たずねた比嘉は──。

　返ってきた言葉を聞いて、深い戦せん慄りつを覚えた。

『その時は、アンダーワールドのためにのみ戦う。なぜなら俺は……あの世界の、守護者なのだから』

「た……戦う……？」

『アンダーワールドは現在、非常に不安定な状じよう況きように置かれている。そうだろう？』

「確かに……そうッスけど……」

『あの世界は、リアルワールドにあっては悲しいほどに無力だ。エネルギー、ハードウェア、メンテナンス、そしてネットワーク……あらゆるインフラの保守管理を現実世界の人間に依い存ぞんせざるを得ない。それでは、とても長期的な安全は保障されない』

　すでに、経過時間は二分を超こえている。しかし、複製体の口調はあくまでも冷静で、崩ほう壊かいのきざしすら見えない。

　比嘉は、座ざ椅い子すの上で背筋を伸のばしながら、無意識のうちに反論した。

「しかし、それはどうしようもないことッスよ。アンダーワールドの実体、ライトキューブ・クラスターは、オーシャン・タートルから動かすことはできないんだ。そしてあの船は、いまは国の管理下にある。政府の決定いかんでは、明日にも電力が落とされ、クラスターが丸ごと初期化されちまうことだってあり得る……」

『原げん子し炉ろの核かく燃ねん料りようは、どれくらい持つ？』

　突とつ然ぜん、予想外の質問をぶつけられ、比ひ嘉がは瞬まばたきした。

「え……ええっと、あれはもともと原げん潜せん用の加圧水型ッスから……クラスターを維い持じするだけなら、たぶんあと四、五年は……」

『ならば、原則的には、その期間は燃料を補給する必要はない。つまり、外部からの干かん渉しようさえ防げば、アンダーワールドは存続できる、そうだろう？』

「で、でも、防ぐと言っても……オーシャン・タートルには、武装のたぐいは一いつ切さいないんスよ！」

『俺は、戦うと言った』

　静かで、穏おだやかな、しかし鋼鉄の刃やいばを思わせる声が短く響ひびいた。

「た……戦う……？　けど、いまは衛星回線も遮しや断だんされて、オーシャン・タートルには通信すらできないし……」

『回線はある。あるはずだ』

「ど、どこに……!?」

　思わず身を乗り出した比嘉は、予想もしなかった答えを耳にした。

『ヒースクリフ……いや、茅かや場ば晶あき彦ひこ。あの男の力が必要だ。まずは、彼を捜さがさねばならない。比嘉さん……協力してくれるな？』

「か……茅場、先せん輩ぱい……!?」

　あの男は死んだはず……いや、二度死んだはずだ。

　最初は、長野の山さん荘そうで。次に、オーシャン・タートルのエンジンルームで。

　しかし、茅場晶彦の思考模も倣ほうプログラムが潜ひそんでいたニエモンのボディは、忽こつ然ぜんと消きえ失うせていた。

「生きて……るのか……」

　呻うめいた比嘉は、もうウインドウの時刻表示を確かく認にんすることも忘れ、放心した。

　どうなってしまうんだ。

　かつての仇きゆう敵てき同士であるはずの、茅場晶彦のコピーと、そして桐きりヶが谷や和かず人とのコピー。このふたつ……いや、二人が出会ったら、何が起きるんだ。

　もしかしたら……僕は、何か、とんでもないモノの蓋ふたを開けてしまったのでは……。

　一いつ瞬しゆん、そのような思考が脳のう裏りを掠かすめたが、しかしそれはすぐに圧あつ倒とう的てきな興奮に吹ふき飛とばされてしまった。

　見たい。その先を知りたい。

　比嘉は、大きく息を吸い、吐はいて、震ふるえる声で言った。

「……解わかったッス。幾いくつか、昔のアテがあるッスから……暗号化したメッセージを流してみるッスよ……」

　もう、後あと戻もどりはできない。

　ぎゅっと両りよう眼めを瞑つぶり、汗あせばむ掌てのひらをＴシャツで拭ぬぐってから、比ひ嘉がは猛もう然ぜんとキーボードを叩たたき始めた。

　モニタでは、ウインドウの枠わくに収まらないほど巨きよ大だいな放射光が、比嘉の指先を見守るように虹にじ色いろの輝かがやきを周期的に揺ゆらめかせていた。
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　俺は、二ヶ月ぶりに帰ってきた自分の部屋を、ぐるりと見回した。

　飾かざり気けのないＰＣデスクとウォールラック。パイプベッドに、無地のカーテン。

　懐なつかしい……と思うより先に、その殺風景さに啞あ然ぜんとする。実際のところ、主観的にはこの部屋を見るのはぼ二年と八ヶ月ぶりなのだ。俺はアンダーワールドで、二年半もの年月を過ごしたのだから。

　北セントリア修しゆう剣けん学院の自室には、どっしりした木製の家具や美しいカーペット、絵画の額や生け花などが居い心ごこ地ち良よく配置され、俺の眼めを楽しませてくれた。

　なにより、傍そば付づき練士だったロニエとティーゼ、そして……ユージオの笑え顔がおが、いつでも隣となりにあった。

　思い出に変わったはずの、痛切な胸の痛みが鮮あざやかに甦よみがえり、俺は喉のどを詰つまらせる。

　着き替がえ類の詰つまったバッグをどさりと床ゆかに落とし、数歩あゆんでベッドに腰こしを下ろす。体を横よこ倒だおしにすると、干したばかりなのだろう、シーツから日向ひなたの匂においが漂ただよう。

　眼めを閉じる。

　耳の奥おくに、かすかな声がこだまする。

　──昼ひる寝ねなら、神聖術の課題を終わらせてからにしなよ。また僕のを写すつもりかい？

　──そうだ、このあいだ教わった技わざ、ちょっと工く夫ふうしてみたんだ。あとで修練場に行こうよ。

　──あっ、また抜ぬけ出だしてお菓か子し買ってきたんだろ！　もちろん僕のぶんもあるよな！

　──ほら、起きろよキリト。

　──キリト……。

　俺は、ゆっくりと体を回転させ、顔を枕まくらに埋うずめた。

　そして、ラース六ろつ本ぽん木ぎ支部で目覚めて以来、ずっと我が慢まんし続けていたことをした。

　シーツを握にぎり締しめ、歯を食くい縛しばり、俺は声を上げて泣いた。幼子のように止とめ処どなく涙なみだを流し、体を震ふるわせ、ひたすらに号ごう泣きゆうした。

　いっそのこと──。

　いっそ、全ての記き憶おくを消して貰もらえばよかったのだ！

　森の中でひとり目覚め、小川のほとりを歩き、斧おの音おとに導かれて、黒い巨きよ樹じゆの下で一人の少年と出会ったあの瞬しゆん間かんから始まる、二年半の記き憶おくの全てを！

　どれほど泣いて、泣き続けても、涙なみだが涸かれることはなかった。

　やがて、控ひかえめな音で、ドアがノックされた。

　俺は返事をしなかったが、ノブが回る音に続いて、小さな足音が響ひびいた。枕まくらに突つっ伏ぷしたままの俺のすぐ近くで、ベッドがわずかに沈しずんだ。

　指が、遠えん慮りよがちに髪かみを撫なでる。

　頑かたくなに顔を伏ふせ続ける俺に、穏おだやかだが、しっかりと芯しんのある声がかけられた。

「ね、話して、お兄ちゃん。あの世界であった、楽しいこと、悲しいこと、全部」

「………………」

　俺は、なおも数秒間そのまま沈ちん黙もくしていた。

　しばらくして顔を右に向けると、涙なみだに滲にじむ視界に、直すぐ葉はの──俺のたった一人の妹の笑え顔がおが浮うかんだ。

　帰ってきたのだ。家に。家族のもとに。

　過去は遠ざかり、現在は続いていく。ただひたすらに、前へ、前へと。

　眼めを瞑つぶり、涙なみだを拭ぬぐってから、俺は震ふるえる唇くちびるを開いた。

「…………いちばん最初に、深い森の真ん中で出会った時、あいつはただの木こりだったんだ。信じられないと思うけど、たった一本の杉すぎの木を、三百年間、何世代もかけて切きり倒たおそうとしてたんだぜ……」




　俺がリハビリを終えて埼さい玉たま県けん川かわ越ごえ市しの自宅に戻もどったのは、二〇二六年八月十六日だった。

　その夜、まるまる一晩かけて、俺は直葉にアンダーワールドでの出来事を語って聞かせた。

　翌日の朝、俺は一本の電話で叩たたき起おこされた。

　それは、ラース六ろつ本ぽん木ぎ支部から、アリスが失しつ踪そうしたという知らせだった。




　八月十七日月曜日、午前九時。

「し……失しつ踪そう!?　それは、情報的に、ってことですか!?」

　Ｔシャツにトランクスという格好のまま、俺は携けい帯たい端たん末まつをきつく握にぎり締しめた。

　回線の向こうの神こう代じろ博士は、抑よく制せいされてはいるが常ならぬ緊きん張ちようを帯びた声で答えた。

『いえ……マシンボディごと、なの。監かん視しカメラの映像によれば、昨夜の二十一時ごろ、自分でセキュリティロックを解除して、警備員の目を盗ぬすんで外に出たみたい』

「自分で……、ですか」

　詰つめていた息を、少しだけ吐はく。

　現在、アリスの存在を快く思っていない組織や集団は、日本国内に両手の指で数えられないくらいあるだろう。さらに、実利的、宗教的、信条あるいは心情的な理由で彼女を破は壊かいしたいと望む個人となると、その数を推測することもできない。そのような輩やからに誘ゆう拐かいされたのならば、剣も神聖術も使えないいまの彼女では、身を護まもる手段は皆かい無むだ。

　ラースもそれを認にん識しきしているからこそ、六本木支部の警備体制は、ちょっとした要よう塞さいなみの堅けん固ごさに引き上げられている。しかし、さすがにアリスが自発的に失しつ踪そうする場合までは盲もう点てんだった、ということか。

　あとは、なぜアリスがそのような挙に及およんだのか、ということだが──。

　一週間前、ＡＬＯ内で受けたボイスチャットが切断される間ま際ぎわに、彼女がぽつりと漏もらした言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　絶句する俺の耳に、神代博士の沈ちん痛つうな声が届く。

『アリスに、過大な負ふ荷かをかけているのではと心配してはいたのよ。でも、疲つかれてない？　休みたくない？　って何度訊きいても、笑え顔がおで首を横に振ふるばかりで……』

「そりゃ……そうですよ。あの誇ほこり高たかい騎士が、誰だれかに弱音なんか吐はくわけないんです」

『たった一人、あなたを除いては、ね。……桐きりヶが谷や君、アリスはまず間ま違ちがいなく、あなたに連れん絡らくしてくると思うの。で……退院したばっかりなのに、申し訳ないんだけど……』

　語ご尾びを濁にごらせる博士に、俺は急いで答えた。

「ええ、解わかってます、大だい丈じよう夫ぶです。もしアリスから連れん絡らくがあったら、すぐ駆かけつけますから……。──でも、博士。いまのアリスが、そんなに長ちよう距きよ離りを移動できますか？」

『私たちも、それを心配しているの。内蔵バッテリーだけでは、フル充じゆう電でんからでも、歩行なら約八時間、走ったりすればその半分も保もたないわ。もし、六本木近辺のどこかで動けなくなって……そこを、非友好的な人間に見つかったりしたら……』

「あの外見ですからね……」

　新たな不安要素に再び顔をしかめる。アリスの眩まばゆい金きん髪ぱつと、透すき通とおるような白い肌はだ、そして熟練の職人が精せい魂こん込こめて仕上げた美び貌ぼうは、ロボットであるや否いなやにかかわらず目立つことこの上ない。

『いま、手の空いてるスタッフ全員で、この界かい隈わいを探し回ってるわ。ネットの書かき込こみも監かん視ししてるし、公共監かん視しカメラ網もうにも潜もぐり込こんで録画チェックもしてる』

「なら、俺もひとまずそっちに行きます。連れん絡らくがあった時、すぐに動けたほうがいいでしょうから」

『そうしてくれると助かるわ。お願いするわね、桐きりヶが谷や君』

　そして、通話は慌あわただしく切断された。

　俺はクローゼットから適当に服を引っ張り出し、手足を突つっ込こむや否いなや、バックパックと携けい帯たい端たん末まつ、バイクのキーを引ひっ摑つかんで自室を飛び出した。

　階段を駆かけ下おりると、一階はしんと静まり返っている。お盆ぼん休やすみのオヤジと母さんは二人で出かけると言っていたし、直すぐ葉はは剣けん道どう部の朝練だろう。今夜は家族四人で俺の快気祝いをしてくれるらしいが、正直それどころではない。

　冷蔵庫のオレンジジュースをラッパ吞のみし、直葉が作っていってくれたらしいベーグルサンドを口に咥くわえて玄げん関かんへとダッシュ。ライディングシューズに足を突つっ込こみ、ドアノブを握にぎったところで、すぐ傍そばのインターホンが甲かん高だかく鳴なり響ひびいた。

　一いつ瞬しゆん、心臓が飛とび跳はねる。まさか──アリスが、何らかの手段でここまで自力移動してきたのか。

「アリ……」

　ス、と口走りながら解かい錠じようしたドアの向こうに立っていたのは。

　何のことはない、ブルーのユニフォームと帽ぼう子しに身を固めた、宅配便のお兄さんだった。

　間の悪いことこの上ないが、「ちわーす、お荷物です！」と明るく挨あい拶さつするその顔に、玉のような汗あせが浮ういているのを見れば、後にして下さいとも言えない。

　下げ駄た箱ばこの上に常備してあるスタンパー式の判子を摑つかんだ俺に、お兄さんはさらなる追おい討うちを加えた。

「お荷物、着ちやく払ばらいでーす！」

「あ……、はい」

　バックパックから財さい布ふを取り出そうとしてから、この世界には確か電子マネーという便利なものがあったはずだと思い出す。ポケットから携けい帯たい端たん末まつを引ひき抜ぬき、お兄さんの差し出すタブレットにかざす。

「まいどーっ！」

　一声残して走り去っていく姿を見送り、俺は改めて玄げん関かん先に残された荷物を確かく認にんした。

　予想外にデカい。一辺七十センチほどもあるダンボール箱。生ものでなければこのまま放置して出かけてしまおうと思いつつ、送り状を確かく認にんする。品物は、電気製品。送り主は──。

「なぬ……」

　海かい洋よう資し源げん探たん査さ研けん究きゆう機き構こう、と明みん朝ちよう体たいでタイプしてある。ラース六ろつ本ぽん木ぎ支部にストックされている伝票だろうか。宛あて先さき欄らんには、俺の住所氏名。ぎこちなく角ばった筆ひつ跡せきに見覚えはない。

　神こう代じろ博士が出した荷物なら、先刻の電話で触ふれただろう。ならば、菊きく岡おかか比ひ嘉がが送ってきたものか。となると中身は、アンダーワールド、あるいはＳＴＬに関連する何らかの機械類？

　俺は唇くちびるを嚙かみ、意を決して、ガムテープの封ふうに指をかけた。

　慎しん重ちように引ひき剝はがす。わずかに持ち上がった蓋ふたを、そっと左右に──開き……。

「…………うわあああああ!!」

　そして、恐きよう怖ふの悲鳴を上げた。

　箱の中にぎっしりと詰つまり、不自然な方向に折れ曲がったそれは、人間の、手足。

　両りよう眼めを見開いて仰のけ反ぞった俺は、直後、二度目の絶ぜつ叫きようを強しいられた。

「ギャアアアアア!?」

　手足の隙すき間まの暗がりで、ぱちりと一つの眼めが見開かれ、俺をまっすぐ凝ぎよう視ししたのだ。

　腰こしを抜ぬかしかけた俺おれの、ダンボールの縁ふちを摑つかんだままの右手首を、箱の中から伸のびてきた白い手がぎゅっと摑つかんだ。

　三度目の悲鳴を上げる前に、どこか呆あきれたような声が聞こえた。

「騒さわいでいないで、早く引っ張り出してくれませんか、キリト」




　三分後。

　俺は自宅の上あがり框がまちに座すわり込こみ、両手で頭を抱かかえていた。

　古来多くのフィクションで用いられてきたモチーフ、《宅配便で届く美少女ロボット》が現実化してしまったというこの状じよう況きように、どうにか思考をアジャストさせようと苦く闘とうしてみた──ものの。

「……できるか!!」

　叫さけび、努力を放ほう棄きして、がばっと立ち上がる。

　振ふり向むいた先では、見慣れた制服に身を包んだ美少女ロボットが、物もの珍めずらしそうに廊ろう下かの柱を指でなぞっている。

　やがて、ちらっと俺を見て、ロボット──正確には《エレクトロアクティブ・マッスルド・オペレーティブ・マシーン三号機》を操あやつる真正ボトムアップＡＩ、アンダーワールド公こう理り教きよう会かいの整せい合ごう騎き士し第三位、アリス・シンセシス・サーティは、微ほほ笑えみながら言った。

「この家は、木材で建てられているのですね。まるで、ルーリッドの森で暮らした家のよう。あの小屋よりも、ずっと立派ですけど」

「あー……うん……たぶん、建ってから七、八十年は経たつと思うよ……」

　力なく答えると、青い瞳ひとみをいっそう見開く。

「よくもそれほどに天命が持つものですね！　きっと、立派な樹きを使ったのですね……」

「そうだね……ていうか……ていうか！」

　どすどすと廊ろう下かを歩き、がしっとアリスの肩かたを摑つかみ、いったい何がどうなっているのか問とい質ただそうとした俺の言葉を、蕾つぼみが綻ほころぶような笑え顔がおが遮さえぎった。

「まずは、この鋼こう素そ製の体の天命を回復させて貰もらえないかしら？　ええと……こちらの言葉では、《充じゆう電でん》と言ったと思いますが」

　訂てい正せいしよう。

《宅配便で送られてきた美少女ロボットが家庭用コンセントで充じゆう電でんする》現実だ。

　俺がアンダーワールドにダイブしているあいだに、リアルワールドはかくも未来へと遷せん移いしてしまったのだ。

「ああ……充じゆう電でんね……どうぞ、お好きなだけ……」

　俺はアリスの肩かたを押おし、リビングへと案内した。

　制服のポケットから取り出した充じゆう電でん用ケーブルの一いつ端たんを左の腰こし骨ぼねのあたりに、もう一いつ端たんを壁かべのコンセントに繫つないだアリスは、ぴんと背筋の伸のびた姿勢でソファーに腰こし掛かけ、なおもくるくると周囲を眺ながめ回している。

　──とりあえずお茶でも淹いれるべきか、と腰こしを浮うかせかけてから、ようやくいまのアリスは飲食はしないだろうと思い至る。俺はまだ激しく動転しているらしい。

　気を落ち着かせるために、目先のちょっとした疑問から解消するべく、口を開く。

「えーと……まず、どうやって自分を宅配便に仕立てるなんて離はなれ技わざを実現したのか、そこから教えてもらおうかな……」

　すると、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女は、くだらないことを聞くと言わんがばかりに肩かたをすくめ、答えた。

「簡単なことです」

　曰いわく──。

　六ろつ本ぽん木ぎ支部内で、着ちやく払ばらいの送り状と梱こん包ぽうテープと特大サイズの強化ダンボール箱を用意したアリスは、まず監かん視しカメラの映像に、わざと居室を出ていく自分の姿を記録させたのだそうだ。

　しかるのちに、エントランスのカメラ視界外で箱を組み立て、俺の住所を記した送り状を貼はり、各関節のロックを解除しながら箱の中に入はいり込こむ。上うわ蓋ぶたの片側にだけテープを貼はり、内側から引っ張るようにして蓋ふたをたたむ。さらに、内部からもテープで蓋ふたを仮止めする。

　そうしておいて、宅配業者にメールで集しゆう荷かを依い頼らいする。やってきた業者は、むろんゲートで警備員のチェックを受けるが、メールは確かにビル内から発信されたものだし、エントランスにはちゃんと荷物がある。よもやその中に美少女ロボットが潜ひそんでいようとは知るよしもなく、業者はやや甘あまいテープをきっちり貼はりなおし、荷物を回収してトラックに載のせ、翌朝に埼さい玉たま県けん川かわ越ごえ市しまで配達し……。

「…………なるほどね…………」

　俺はずるずるとソファーに沈しずみ込こみながら呟つぶやいた。

　結局、アリスはある意味では一歩たりとも六ろつ本ぽん木ぎ支部のビルから外に出ていなかったわけだ。足取りが摑つかめないのも当然だ。

　しかし、驚おどろくべきは手口の巧こう妙みようさではなく、まだリアルワールドを訪おとずれて一ヶ月にしかならないアリスがそれを発想し得たことだろう。俺がそう口に出すと、制服姿の少女は再び肩かたを上下させる。

「騎士に任ぜられたばかりの見習いの頃ころ、いちどこの手でカセドラルを抜ぬけ出だして、街を見物したことがありますから」

「……そ、そうっすか」

　これで、アリスが情報テクノロジーに習熟してしまったら、いったいどうなるのか。彼女は、アミュスフィアなしで即そく座ざに仮想空間にダイブできる、ある意味ネットワークの申し子なのだ。

　──という恐おそるべき想像を脇わきに押おしやって、俺はソファーにきちんと座すわり直すと、ようやく根本的な問いを発した。

「しかし……アリス。いったい、なぜ、こんなことを？　俺の家に来てみたかっただけなら、凛りん子こ博士にそう言えば、時間は作ってくれたと思うぞ」

「そうでしょうね。あの方はいい人です……私のことをとても気にかけてくださっています。ゆえに、キリトの家を訪問する機会は得られても、黒服の衛士が一個小隊つき、ということになったでしょうね」

　人工物とはとても信じられない、細くて長い睫まつ毛げが伏ふせられる。

「……こんな、逃にげ出だすような真ま似ねをして申し訳ないとは思っています。いまごろ、凛子博士たちは大変心配し、私を探し回っているでしょう。謝罪は、戻もどってからいかようにもします。しかし……私は、どうしても、この時間を得たかった。あなたと……仮の姿ではなく、本物の体を持つキリトと、二人きりで向き合い、言葉を交かわす時間が」

　大きく見開かれた青い瞳ひとみが、正面から俺を射た。

　二つの碧へき眼がんは、サファイアレンズとＣＭＯＳイメージセンサーで構成された光学装置であるはずなのに、息を吞のむほど美しい煌きらめきを秘めている。それはもしかしたら、短い回路で接続された、彼女のフラクトライトそのものが放つ光なのかもしれない。

　アリスは、かすかなモーター駆く動どう音おんを奏かなでながら、滑なめらかな動作で立ち上がった。

　ガラステーブルを回まわり込こみ、一歩、二歩と、俺に近づく。

　そこで、壁かべに繫つながる充じゆう電でんケーブルがぴんと張はり詰つめ、歩行を妨さまたげた。白い頰ほおに、淡あわいやるせなさが浮うかぶ。

　俺は、大きく息を吸すい込こみ、同じように立ち上がった。

　二歩進み、アリスのすぐ前に立つ。

　俺よりわずかに低い位置にある双そう眸ぼうが、強きよう烈れつな意志を秘めて、きらっと瞬またたいた。唇くちびるが動き、甘あまく澄すんだ、しかしほんの少しだけ電子的な響ひびきを持つ声が発せられた。

「キリト。私は、怒おこっているのです」

　何に対して、と言われずとも俺は言葉の意味を察した。

「そう……だろうな」

「なぜ。なぜ……あの時、言ってくれなかったのですか。もう会えないかもしれないと。これが永遠の別れになるかもしれないと。二百年という時間の壁かべの両側に隔へだてられ、再びまみえることはもう叶かなわないのだと、あの《果ての祭さい壇だん》でひとこと言ってくれれば、私は……私は、ひとり逃にげたりしなかった!!」

　マシンボディに涙なみだを流す機能がもしあったら、間ま違ちがいなく止とめ処どない雫しずくに彩いろどられていただろう表情で、アリスは叫さけんだ。

「私は騎士です！　戦う定めの人間です！　なのに……なぜお前はたった一人であの恐おそるべき敵に立ち向かうことを選び、その隣となりに私がいることを望んでくれなかったのですか！　お前にとって私は……アリス・シンセシス・サーティという存在は、いったい何なのです!!」

　持ち上げられた小さな拳こぶしが、どん、と俺の胸を叩たたいた。もう一度。さらにもう一度。

　俯うつむけられた小さな頭が震ふるえ、額が左ひだり肩かたにぶつかった。

　俺は、両手でそっと金色の髪かみを包つつみ込こんだ。
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「君は……俺の、希望だ」

　ぽつりと呟つぶやく。

「俺にとってだけじゃない。あの世界で生き、死んでいった沢たく山さんの人たちの、かけがえのない希望なんだ。だから、どうしても守りたかった。失いたくなかった。希望を……未来へ繫つなげたかった」

「……未来…………」

　腕うでの中で、濡ぬれた声が響ひびいた。

「未来とは、どのような形をしているのですか。私がこの混こん沌とんとした現実世界で、不自由な鋼はがねの体に、無む為いな宴えん席せきに、そして尽つきることのない寂さびしさに耐たえ続けた果てに、何があるというのです」

「…………ごめん、いまはまだ、俺にも解わからない」

　両りよう腕うでに力を込こめ、俺はせめて懸けん命めいに、自分の感情と思考を余すことなく伝えようとした。

「でも、君がここにいることで、世界は変わっていく。君が変えていく。その行き着く先で、カーディナルの、アドミニストレータの、ベルクーリの、エルドリエの……ユージオの願いが報むくわれる時が必ずくると、俺は信じている」

　それだけではない。かつて、もう一つの異世界……仮想の空に浮うかぶ浮ふ遊ゆう城じようで生き、戦い、死んでいった多くの若者たちの命もまた、この場所、この瞬しゆん間かんに繫つながっているのだ。

　アリスは、俺の肩かたに額を乗せたまま、長い、長いあいだ沈ちん黙もくを続けた。

　やがて、そっと体を離はなした異界の騎士は、かつて白はく亜あの塔とうで出会った時と同じように、毅き然ぜんとした微び笑しようを浮うかべ、言った。

「……凛りん子こ博士に連れん絡らくしなくては。あまり心配させては、申し訳ありませんから」

　俺は、なおもしばらくアリスの瞳ひとみを見み詰つめ続けた。その奥おくの、張はり詰つめた感じはまだ消えていない気がしたからだ。

　しかし、これ以上俺に何ができるだろう。あるいは、時間をかけることでしか解決できない問題なのかもしれない。

「……うん、そうだな」

　頷うなずき、俺はポケットから携けい帯たい端たん末まつを引っ張り出した。

　電話でことの次し第だいを知った神こう代じろ博士は、さすがに五秒ほど絶句したものの、最初に口にした言葉はアリスへの謝罪だった。やはり、本当にいい人なのだ。あの茅かや場ば晶あき彦ひこが、生しよう涯がいでたった一人心を許した女性というだけはある。

「……気き遣づかいが及およばなかったわね。むしろ、私たちがアリスさんに甘あまえてしまったんだわ」

　自省に続けて、神代博士は思わぬ指示を俺おれに伝えた。

　電話を切った俺は、心配そうにこちらを見ているアリスに微ほほ笑えみかけた。

「大だい丈じよう夫ぶ、別に怒おこってなかったよ。それどころか、申し訳ながってた。それで……今日は一晩、ここに泊とまってきていいってさ」

「ほ、本当ですか!?」

　アリスの顔も、ぱっとほころぶ。

「うん。念のため、ＧＰＳトラッカーはオンにしてくれって言ってたけど」

「それくらい、ささやか過ぎる代だい償しようです」

　頷うなずき、一度長めの瞬まばたきをすると、アリスはさっと立ち上がった。

「そうと決まれば、まずはこのお家うちや庭を案内して下さいな。リアルワールドの伝統的建築物を、実際に見るのは初めてなのです」

「ああ、いいよ。……と言っても、ただの民家なんだから、あんまり見るものなんてなあ……」

　首をひねってから、そうだ、と思いつく。

「あ、じゃあ、ちょっと庭に出るか」

　アリスが、充じゆう電でんの終わったケーブルをしまうのを待って、玄げん関かんから出て玉たま砂じや利り敷じきの庭へと回る。

　鯉こいや金魚の泳ぐ池や、節くれだった松の樹きなどにいちいち興味を向ける騎士様に、あれこれ解説しながら向かった先は──。

　敷しき地ちの北東の隅すみにひっそりと建つ、古めかしい道場だった。

　アリスは、靴くつを脱ぬいで板張りの床ゆかに上がった途と端たん、何のための建物なのかを見み抜ぬいたようだった。さっと俺を見て、急せき込こむように言う。

「ここは……修練場ですね？」

「そう。こっちじゃ、道場って言うんだけどね」

「ドージョー……」

　呟つぶやき、正面に向き直ったアリスは、右手を胸、左手を腰こしにあてるアンダーワールド流の騎士礼を行った。俺も、日本風に一礼してから、並んで中に入る。

　いまは亡なき祖父が建てて、現在は直すぐ葉はだけが使っている剣けん道どう場じようの床ゆかは、黒光りするまでに磨みがき込こまれていた。真夏だというのに、素す足あしがひんやりと冷たい。空気まで、どこか違ちがっているような気がする。

　アリスはまず、正面の壁かべにかかる掛かけ軸じくをじっと眺ながめ、次いでその隣となりに設しつらえられた棚たなに歩み寄った。

　右手を伸のばし、年代ものの竹刀しないを一ひと振ふりそっと持ち上げる。

「これは……修練用の木ぼつ剣けんですね。でも、アンダーワールドのものとはずいぶん違ちがう」

「うん。竹でできてて、当たっても大おお怪け我がはしないように工く夫ふうしてあるんだ。向こうの木ぼつ剣けんは、ヘタすると天命が三割くらい削けずれたけどな」

「なるほど……。こちらには、即そつ効こう性せいの治ち癒ゆ術じゆつは存在しないんですものね。剣の修練にも、大変な苦労が伴ともなうのでしょうね……」

　深く頷うなずいてから、アリスは数秒間沈ちん黙もくした。

　と、突とつ然ぜん。

　くるりと振ふり向むき、驚おどろいたことに、持っていた竹刀しないの柄つかを俺に向けて差し出した。

「へ？　何を……」

「決まっています。修練場ですることはひとつしかないでしょう」

「え……ええ!?　ほんとに!?」

　その時にはもう、アリスは左手で別の竹刀しないを摑つかんでいた。俺はやむなく、突つき出だされた柄つかを握にぎる。

「と……言っても、なあ。アリス、きみ、その体で……」

「気き遣づかい無用！」

　びしっ。

　と鋭するどくも凜り々りしいひと言。

　俺は口を半開きにしたまま、板張りの床ゆかを歩いていく機械少女を眺ながめた。

　確かに、アリスに与あたえられているマシンボディは、二〇二六年現在の水準に照らしても途と轍てつもなく高度なものだ。オーシャン・タートルで試作された一号機、二号機を上回る動力性能を、遥はるかにスマートな軀く体たいに搭とう載さいし得た理由は、人型二足歩行ロボット最大の難関であるバランサー機能を丸々省略できたから……らしい。

　俺たち人間は、直立しているあいだ、無意識のうちに絶えず左右の脚あしにかかる重量を制せい御ぎよしバランスを維い持じしている。その機能を、センサーやジャイロ及およびプログラムで機械的に再現しようとすると、関連デバイスの容積はとてもリアルな人型シルエットには収まらない。だが、アリスはその限りではない。なぜなら、彼女のフラクトライトは、俺たち人間とまったく同レベルのオートバランサーをすでに備えているのだから。各関節に内蔵されたアクチュエータやポリマー筋肉の制せい御ぎよを、ライトキューブから出力される信号に委ゆだねればいいだけの話だ。

　──とは、言うものの。

　現時点では、決して、生身の人間の動作に追いついたわけではない。それは、あの宅配便の送り状に書かれていた文字のぎこちなさを見れば明らかだ。ましてや、竹刀しないを……剣を振ふるなどという複雑かつ高速な動きに耐たえられるとは思えない。

　というようなことを、俺は一いつ瞬しゆんのうちに考え、いささか困こん惑わくした。

　しかしアリスは、まったく迷いのない足取りで俺の正面五メートルほどの位置に移動すると、両手で握にぎった竹刀しないをぴたりと頭上に構えた。

　ハイ・ノルキア流、《天テン山ザン烈レツ波パ》の構え。

　突とつ然ぜん、俺の皮ひ膚ふを冷たい風が撫なでた。思わず息を吞のみ、半歩下がる。

　剣気。

　噓うそだろ、有り得ない、と思うより早く──。

　俺の体も自然と動いていた。同じく両手で握にぎった竹刀しないを右側で水平に構える。そのまま腰こしを落とし、左足をじりっと前に出す。セルルト流、《輪リン渦カ》の構え。

　考えてみれば、俺も病やみ上あがりのうえに、現実世界では虚きよ弱じやくなネットゲーマーに過ぎない。マシンボディの性能がどうこうと言えた立場ではないのだ。ならば、全力で一本勝負の相手をするのが礼れい儀ぎというものだろう。

　薄うすく笑えみを浮うかべた俺に、アリスも微び笑しようで応じた。

「思い出しますね……カセドラル八十階の庭園で、お前と初めて剣を交えた時のことを」

「あんときはコテンパンだったけどな。今回はそうはいかないぜ」

　始め、の声を掛かける審しん判ぱんはいなかったが、俺とアリスは同時に笑えみを消した。

　双そう方ほう、構えを崩くずさないまま、少しずつ少しずつ間合いを詰つめていく。ぴりぴりと空気が帯電し、庭で盛さかんに鳴き続けるセミの声が遠ざかる。

　耳が痛くなるほどの静せい寂じやくが、際限なくその密度を増していき。

　アリスの青い瞳ひとみが、すっと細められ。

　刹せつ那なの雷らい閃せんにも似た光が、瞳どう孔こうの奥おくで瞬またたき──。

「イヤアアアア!!」

「セエエエアア!!」

　同時に裂れつ帛ぱくの気合を放ちながらも、俺は、黄金の髪かみを翻ひるがえし真正面から剣を斬きり降ろしてくる騎士の姿に、ただ見とれた。

　ウイィン!!

　最大出力のアクチュエータが放つ咆ほう哮こうに続いて、凄すさまじい衝しよう撃げきが俺の両手を襲おそった。直後、乾かわいた音が道場いっぱいに響ひびいた。双そう方ほうの手からすっぽ抜ぬけた二本の竹刀しないが右と左に落下し、くるくる回りながら床ゆか板いたの上を滑すべっていった。

　俺とアリスは、打だ突とつの勢いを殺しきれず正面衝しよう突とつし、右側に倒たおれ込こんだ。反射的に、自分の体を下に回す。

　背中が床ゆかにぶつかる。次いで、ゴンゴンと鈍にぶい音が二回聞こえた。最初のは、アリスの額が俺のおでこにぶつかった音。二回目のは、俺の後頭部が床ゆか板いたに激げき突とつした音だ。

「いっ…………」

　呻うめいた俺の顔を、至近距きよ離りから見下ろしたアリスが、にこりと微ほほ笑えんだ。

「私の勝ちね。決まり手は、秘ひ奥おう義ぎ《鋼鉄頭ず突つき》よ」

「そ……そんなワザ、聞いたこと……」

「いま作ったの」

　くすくすと楽しそうに笑ってから、白い頰ほおが再び降下して俺の頰ほおに触ふれた。耳みみ許もとで、春風のような声が流れた。

「キリト。私はもう大だい丈じよう夫ぶ。この世界で生きていけるわ。剣を振ふれる限り、どこにいようと、私は私だもの。いま、解わかったの……私の戦いは、まだ終わってない。そしてあなたの戦いも。だから、前を見て、前だけを見て、まっすぐに進んでいくわ」




　その日の夜は、試合とは別の意味で緊きん迫ぱく感かん溢あふれるものとなった。

　自宅のリビングには、ちょっと覚えがないほど久々に家族四人が揃そろい──さらに賓ひん客かく一人を交えて、俺の快気祝いが催もよおされたのだ。

　すでにＡＬＯで仲良くなっていた直すぐ葉はとアリスはこちら側でもすぐに打ち解け、剣けん道どうの話で大いに盛り上がった。母さんとも、アリスは主に俺の所業を話のネタにしながら和なごやかに歓かん談だんした。

　しかし、テーブルの右みぎ端はしで向き合う俺とオヤジのあいだには、大変に張はり詰つめた空気が流れることとなった。

　俺の養父オヤジ、桐きりヶが谷や峰みね嵩たかは、ほぼあらゆる意味で俺と真逆なパーソナリティを持つ人物だ。真面目。勤勉。秀しゆう才さい。一流大学を出てアメリカのビジネススクールに留学し、そのまま現地で最大手の証券会社に就職して、ここ数年は日本にほとんど帰ってこない。いろいろ豪ごう快かいな母さんと、よくもまあ波風ひとつ立てず──というかいまだに熱愛夫ふう婦ふを続けていられるものだ。

　オヤジは、すでにビールとワインをかなり空けているにもかかわらずまるで様子の変わらない顔を俺に向けると、ついにこの夜の本題へと切きり込こんできた。

「和かず人と。色々と話したいことはあるが、まずは最初に、お前の口から聞くべき言葉を聞いておきたい」

　途と端たん、ダイニングテーブルの左サイドもしんと静まり返る。

　俺は、齧かじりかけのチキンウイングを皿に置くと、咳せき払ばらいして立ち上がった。テーブルの端はしに両手をつき、ぐっと頭を下げる。

「……オヤジ。母さん。またしても心配かけて、悪かった」

　すると、翠みどり母さんのほうは、快活に微ほほ笑えんで首を振ふった。

「もう慣れちゃったわよ。それに今回は、カズはとっても大きな仕事をしたんでしょ？　人間、一度請うけ負おった仕事は何をおいてもやり遂とげないとだめよ。書くと言った原げん稿こうは書く、守ると言った締しめ切きりは守る！」

「ママ、私情入ってるよ」

　直葉の突つっ込こみで緩ゆるみかけた空気を、再びオヤジが張はり詰つめさせる。

「母さんはああ言っているが、お前が失しつ踪そうしてるあいだの母さんの心労は大変なものだったんだぞ。海かい洋よう資し源げん探たん査さ研けん究きゆう機き構こうの人たちに事情は説明されたし、お前が重要な役目を果たしたのはそこのお嬢じようさんを見ても解わかるが、しかし忘れてはいけない。和人、お前の本分は、いったい何だ」

　剣士！　と答えられたらどんなにか気持ちよかろうと思うが、しかしこの場でそんなことが言えるわけもなく。

「高校生、です」

　しゅーんとするとはこのことだ。これではまるで親に説教される子供だ。啞あ然ぜんと眼めを見開くアリスの視線が頰ほおに痛い。アンダーワールドで数多あまたの強敵と渡わたり合あった俺も、現実世界ではこの有あり様さまなのだ。

　オヤジはひとつ頷うなずくと、いっそう厳しい声で続けた。

「そうだ。ならば、お前が最も力を注ぐべきことは自おのずから明らかだろう」

「……勉強して、進学することです」

「もう高校二年の夏なんだぞ。確か、アメリカに留学希望だと母さんに聞いていたが、準備は進んでいるのか」

「あー……そのことなんだけど……」

　俺は口をつぐみ、まず母さん、次にオヤジの顔を見て、再び頭を下げた。

「すみません。進路、変へん更こうしたい」

　メタルフレームのメガネの奥おくで、オヤジの眼めが厳しさを増す。

「言ってみなさい」

　促うながされ、俺は意を決して、まだアスナにしか言っていない新たな進路を告げた。

「日本の大学の電子工学部……できれば東とう都と工業大学に行きたい。そして、将来的には、ラー……いや、海かい洋よう資し源げん探たん査さ研けん究きゆう機き構こうに就職したい」

　がたん！

　と椅い子すを鳴らして立ち上がったのは、アリスだった。

　両手を胸の前で握にぎり締しめ、両りよう眼めを見開いている。俺はその碧へき眼がんをちらりと見やり、一いつ瞬しゆんだけ微ほほ笑えんだ。

　ずいぶんと前──のような気もするが実際にはほんの二ヶ月前、俺はアスナに、アメリカに留学してブレイン・インプラント・チップについて学びたいと言った。その理由は、ＢＩＣが、ナーヴギアに始まるフルダイブ技術の正しい進化形であると考えたからだ。ニーモニック・ビジュアルという異質なデータ形式を用いるＳＴＬよりも、従来通りのポリゴンデータを扱うフルダイブマシンに愛着があったからだ。

　しかし。

　アンダーワールドで過ごした日々は、俺の認にん識しきを根底から覆くつがえした。

　俺はもうあの世界から離はなれられないし、離はなれるつもりもない。一生をかけて実現すべきテーマを、ついに見つけたのだから。

　アンダーワールドとリアルワールドの融ゆう合ごう、という。

　俺をまっすぐに見み詰つめ、大輪の花のような笑えみを浮うかべたアリスが、オヤジに視線を移して口を開いた。

「……お父様」

　その呼びかけに、直すぐ葉はがぎょっとしたように眼めを剝むく。

「私の父様は、私が騎士の道を歩んだことを、ついに許してくださいませんでした。しかし、私はそのことをもう悔くやんではいません。私は、己おのれの信ずるところを行動で示し、父様もそれを解わかってくださったと信じているからです。キリト……いえ、カズトもそれができる人です。なぜなら、彼はこの世界では一学徒であっても、かの世界では間ま違ちがいなく、世界最強の剣士だったのですから。雄お々おしく戦い、無数の民たみを守った英えい雄ゆうなのですから」

「アリス……」

　俺は思わず彼女の言葉を制しようとした。オヤジには、騎士だの戦いだのと言っても解わかってもらえないと確信していたからだ。

　だが。

「アリスさん」

　オヤジが、常に冷厳さを失わない口くち許もとに微び笑しようを浮うかべたのを見て、俺は心底ぎょっとした。

「私も母さんも、それはもう知っているよ。和かず人とは、この世界でもすでに英えい雄ゆうなのだから。そうだろ、《黒の剣士》」

「げっ……」

　いっそうの驚きよう愕がくに見み舞まわれ、思わず仰のけ反ぞる。まさか、あの与よ太た話ばなしだらけの『ＳＡＯ事件全記録』を、二人も読んだというのか。

　笑えみを消し、オヤジはアメリカ仕じ込こみのストレートな視線で俺を見み据すえて言った。

「和人。進路を決め、勉強し、受験、進学、さらに就職することは全てプロセスに過ぎないが、同時に人生が与あたえてくれる果実でもある。迷い、揺ゆれることはあっても、後こう悔かいはしないように生きなさい」

　俺は、眼めを閉じ、大きく息を吸い──。

　みたび頭を下げて答えた。

「必ず、そうする。ありがとう、オヤジ、母さん」

　顔を上げてから、口の右側に笑えみを滲にじませて付け加える。

「貴重なアドバイスのお礼ってわけでもないけど……オヤジ、もしグロージェン・ディフェンス・システムズかその関連企き業ぎようの株を持ってるなら早いとこ売ったほうがいいぜ。最近、どえらいギャンブルをして大損したらしいから」

　俺のささやかな逆ぎやく襲しゆうに、しかしオヤジは片方の眉まゆをぴくりと持ち上げただけだった。

「ほう。覚えておこう」




　──こんなふうに、現実は少しずつ現実らしさを取とり戻もどしていくんだな。

　などと考えながら、俺は自室のベッドに寝ね転ころがった。

　ホームパーティーは無事終わり、オヤジと母さんは一階の寝しん室しつに引ひっ込こんで、アリスは二階の直すぐ葉はの部屋で寝ねることになった。二人きりでどんな話をするのか想像すると少々恐おそろしいが、しかし仲良くなってくれたのは喜ばしいことだ。アリスも、そうやって一歩一歩現実世界に馴な染じんでいければいいと思う。

　もうすぐ夏休みも終わり、二学期が始まる。

　俺は、体感時間では二年以上も高校の授業から遠ざかっていたため、夏休みの残り二週間はアスナにみっちりしごかれることになっている。北セントリア修しゆう剣けん学院で学んだ神聖術の記き憶おく領域に、数式だの英単語だのが上書きされていくわけだ。

　アリスはああ言ってくれたが、恐おそらく俺は、もう二度と本当の意味では剣を取り戦うことはないのだろう。

　これからは、この現実世界での目標を実現するためにのみ全ての時間とエネルギーを費ついやす必要がある。勉強し、進学し、希望が叶かなうかどうかはともかく就職して、可能な限りまっすぐ歩いていかねばならない。

　それもまた、大切な戦いなのだ。寂さびしいことではあるが。

　少年期は、いつか必ず終わる。

　陽光と爽そう風ふう、歓かん声せいと興奮、冒ぼう険けんと多くの未知なるものに彩いろどられた黄金時代は、その貴とうとさに気付いた時には彼方かなたに去り、二度と戻もどることはない。

　恐おそらく俺は、幸運な子供だったのだろう。

　数多あまたの異世界を、右手に愛剣、左手に白地図、そして胸をどきどき高鳴らせて走り続けられたのだから。色とりどりの宝石のように煌きらめく思い出を、溢あふれるほどに魂たましいに刻きざみ込こむことができたのだから。

　窓の外、どこか遠くで、最終電車が鉄橋を渡わたる音がする。

　庭の草むらで、虫たちが夏の終わりの歌を奏かなでる。

　少しだけひんやりした風が、網あみ戸どから入はいり込こんでカーテンを揺ゆらす。

　俺は、現実世界の音と匂においを体いっぱいに吸すい込こみ、眼めを閉じた。

「……さようなら」

　そっと呟つぶやいた、別れの言葉とともに──。

　ひとつの時代が通り過ぎていった。










　　　８




　──と、思っていたのだ。

　八月十七日の深夜、自分のベッドで、穏おだやかな眠ねむりに落ちたその瞬しゆん間かんまでは。




「……キリト。起きて下さい、キリト」

　肩かたを揺ゆすられ、俺は甘あま酸ずっぱい感傷に満ちたまどろみから引ひき戻もどされた。

「…………ん……」

　掠かすれた声を喉のどから漏もらしながら、いやいや瞼まぶたを持ち上げ。

　すぐ目の前に、黄金の睫まつ毛げに彩いろどられた紺こん碧ぺきの瞳ひとみを見み出いだし、シーツの上で凍こおり付ついた。

「ふごっ……!?　あ、アリス……!?」

「しっ、大きな声を出さないで」

「と、言われても君、これはちょっとその、不適切というかその……」

「なにを考えているのです」

　むぎー、と左耳を引っ張られ、ようやく意識が覚かく醒せいし始める。

　寝ねぼけ眼まなこで、改めて枕まくら元もとの時計を見ると午前三時を少し回ったところだ。窓の外では、まだ高い位置に真ん丸い月が輝かがやいている。

　視線を戻もどす。

　朧おぼろな月光に照らされながら枕まくら元もとにひざまずくアリスは、青い無地のＴシャツ一枚という大変に不ふ穏おん当とうな格好だった。長い裾すそからは、自ら発光しているがごとき白い脚あしが惜おしげもなく晒さらされている。シリコンの皮ひ膚ふに薄うすく走っているはずの接合ラインもこの暗さではまるで見えず、その優美な曲線が人造物だとはまったく信じられない。

「……あ、あまり見ないでください」

　シャツの裾すそをぐいっと引っ張る姿に、俺は再び喉のどを詰つまらせて跳はね起おきた。

　無理やり視線を持ち上げるものの、今度は薄うすい生き地じを持ち上げる膨ふくらみと、その上に流れる鋳い溶とかした黄金のような髪かみが眼めに入り、思考が急減速する。

　俺の解わかりやすすぎる動転ぶりに、アリスもようやく恥はずかしさを感じたのか、ぷいと横を向き唇くちびるを尖とがらせながら言った。

「……覚えていないでしょうが、お前と私は半年も同じベッドで眠ねむっていたのです。いまさらそのような反応をせずともよいでしょう」

「えっ……そ、そうなの？」

「そうなのです!!」

　叫さけんでから、はっと両手で口くち許もとを押おさえる。俺も首をすくめ、隣りん室しつの気配を窺うかがったが、幸い直すぐ葉はが起きた様子はない。もっとも彼女は、朝練に出る三十分前までは、たとえ地じ震しんと台風が一いつ緒しよに来ても起きやしないのだが。

　アリスは咳せき払ばらいし、きっと俺を睨にらんだ。

「お前が妙みような反応をするからいつまで経たっても本題に入れないではないですか」

「そ……そりゃ失礼。えー、あー、うん、もう大だい丈じよう夫ぶです」

　軽いため息とかすかなモーター音を響ひびかせて立ち上がり、アリスは表情を改めると口を開いた。

「約五分前……訊じん常じようならざる内容の通信文が、遠えん隔かく伝信術式……ではない、ネットワーク経由で私に届きました」

「メール？　誰だれから？」

「差出人の名前はありません。内容は……口で言うよりも、文面を見たほうがいいでしょう」

　ふい、と視線を動かし、俺のデスクの上に設置されたプリンタを凝ぎよう視しする。

　度ど肝ぎもを抜ぬかれたことに、突とつ然ぜんプリンタが排はい気きファンを回転させ始めた。間ま違ちがいなく、アリスが無線接続で印刷命令を与あたえたのだ。いつの間にこんなワザを覚えたのか。

　という俺の驚おどろきを。

　トレイに吐はき出だされた紙を手に取り、記された文章に眼めを走らせた時の驚きよう愕がくが、瞬しゆん時じに地平線まで吹ふき飛とばした。

　横書きに記された、その内容は──。





【白き塔とうを登りて、かの世界へと至る。

　雲うん上じよう庭てい園えん．大だい厨ちゆう房ぼう武ぶ具ぐ庫こ．暁ぎよう星せいの望ぼう楼ろう．聖せい泉せん階かい段だん霊れい光こうの大だい回かい廊ろう】






　俺は五秒以上にもわたって、自分が見ているものを理解できなかった。

　半覚かく醒せい状態だった頭が動き出すにつれ、ようやく、アリスの「訊じん常じようならざる」という言葉を実感する。

　一行目の内容もさることながら。

　問題は、二行目だ。そこに黒々と刻まれた、聞き覚えのある名めい称しようの羅ら列れつ。

　雲上庭園……暁星の望楼……これらは間ま違ちがいなく、アンダーワールドの人界首都セントリア、その中心に屹きつ立りつしていた公こう理り教きよう会かいセントラル・カセドラルのフロアの名めい称しようだ。

　しかし、ならば、このメールの差出人はいったい誰だれなのだ。

　現実世界に、カセドラルの内部構造を詳くわしく知る人間は、たった二人しか存在しないはずだ。つまり、俺とアリスである。

　菊きく岡おかや比ひ嘉がたちラーススタッフは、公理教会という統治組織の名めい称しようまでは外部からモニタできても、フロアの名前まではとても調べられなかっただろう。また、アスナやクラインたちのように、援えん軍ぐんとしてアンダーワールドにログインしたＶＲＭＭＯプレイヤーは多いが、彼らはセントリアから遠く離はなれたダークテリトリーの荒こう野やに出現し、ほぼその場でログアウトした。カセドラルをその眼めで見る機会すらなかったはずなのだ。

　いや──。

　再び文面を詳しよう細さいに辿たどった俺は、さらに信じがたいことに気付いた。

　二行目の後半に見える、《聖せい泉せん階かい段だん》という名前。そんなフロアは、どう思い出しても通過した記き憶おくがない。つまり、このメールの発信者は、俺ですら知らない内容を書き記している。

　俺は、緊きん迫ぱくした表情のアリスに眼めを向け、訊たずねた。

「……アリス。この、聖泉階段っていう場所は、カセドラルにあるのか？」

「ええ……間ま違ちがいなく存在します」

　騎士はこくりと頷うなずき、白い両手をきつく握にぎり合わせて続けた。

「しかし……秘ひ匿とくされているのです。聖泉階段は、百層の威い容ようを誇ほこるカセドラルが、遥はるか昔、たった三階しかない小さな教会だった頃ころの遺構なのです！　第一層の大階段の下に封ふう印いんされ、容易には見ることはかないません。その存在を知る者すら、小お父じ様、私、そして……最高司祭アドミニストレータの、たった三人しかいないはずなのです……」

「な…………」

　俺は、さらなる驚おどろきに打たれて喘あえいだ。

　アリスは一歩踏ふみ出だし、俺の右手をぎゅっと摑つかんだ。ＥＡＰシリンダーの誤動作のせいか、その指先は細かく震ふるえている。

「キリト……まさか……まさか。生きて、いたのでしょうか……？。あの半はん神しん人じん……最高司祭が……？」

　発せられた声には、深い畏い怖ふがまとわりついていた。

　俺は、華きや奢しやな肩かたを左手でそっと押おさえながら言った。

「いや……有り得ないよ。最高司祭は、確かに死んだ。元老長チュデルキンともども、光になって四散するのを俺は確かに見た。そうだ……それに、ここを見ろよ」

　右手に持ったプリントを、アリスに示す。

「一行目に、こう書いてある。『白き塔とうを登りて、かの世界へと至る』。白き塔とうっていうのはセントラル・カセドラル、そしてかの世界とはアンダーワールドのことだろう。もし差出人がアドミニストレータなら、かの世界とは絶対に書かないよ。我わが世界、そう書くはずだ」

「そう……ですね、確かに。それは、私にも確信できます」

　金色の前まえ髪がみが俺の頰ほおに触ふれそうなほどの距きよ離りで、アリスが頷うなずく。

「しかし……となれば、この書面はいったい誰だれが……」

「解わからない。推測する材料が足りな過ぎる。むしろ……この文章の意味が解わかれば、差出人も解わかるんじゃないかな……」

「意味……？」

「うん。よくよく読むと、おかしなところが幾いくつもある」

　俺はアリスを促うながして並んでベッドに座すわり、指先で印刷文をなぞった。

「一行目には、登りて、と書いてあるけど……そうすると、二行目がなんかおかしいだろ？　最初の《雲うん上じよう庭てい園えん》、これは俺おれと君が初めて戦ったフロアだ。たしか、相当上のほうだった。でも、次には《大だい厨ちゆう房ぼう武ぶ具ぐ庫こ》とある。大厨房は知らないけど、武具庫があるのはずっと下、地上三階だったはずだよ。と思えば、次は《暁ぎよう星せいの望ぼう楼ろう》だ。これは、俺たちが苦労して外がい壁へきを登って、どうにかこうにかカセドラル内部に戻もどったフロアだろ。ほとんど塔とうの天てつ辺ぺんだ。順番が前後しすぎる」

「そう……でしたね。……懐なつかしい……。塔とうの外がい壁へきに、剣一本突つき立たててぶら下がっている時、お前は私に八回もバカと言ったのよ」

「そ、そこまで思い出さなくてもいいって」

　首を縮める俺を見上げ、アリスはかすかに笑った。

「でも、本当は少しだけ嬉うれしかった。あんなふうに、誰だれかと心の底から言い合いをしたのは初めてだったから」

　思わず、透とう明めい感かんのある笑え顔がおをまじまじと見み詰つめ返してしまう。

　サファイアレンズ製の瞳ひとみが、わずかに潤うるんでいるように見えるのは気のせいか。

　その深い水底のような輝かがやきから、俺は全精神力を振ふり絞しぼって視線を外した。少々掠かすれた声で、説明を続ける。

「……それに、ここ。読点の位置もおかしいよ。なんで大厨房と武具庫のあいだ、それに聖せい泉せん階かい段だんと霊れい光こうの大だい回かい廊ろうのあいだには点がないんだ？」

　アリスは、低い駆く動どう音おんを響ひびかせてプリントに視線を戻もどした。

「……書き忘れ……では、ないのでしょうね……」

　二人同じ方向に首を傾かしげるが、それ以上のアイデアは出てこない。

　やむなく俺は、この手の暗号解読が大得意な助すけっ人とを召しよう喚かんするために、ウォールラックから小さなデバイスを取り出した。

　掌てのひらに載のるほどの黒い半球体は、《視し聴ちよう覚かく双そう方ほう向こう通信プローブ》という名前の、つまるところ高性能なネットワークカメラだ。右みぎ肩かたにマウントしたそれの電源を入れ、デスクトップＰＣと無線接続したことを確かく認にんしてから話しかける。

「ユイ、起きてるか？」

　すると約二秒後、むにゃむにゃした調子の声がプローブのスピーカーから響ひびいた。

『ふぁい……おはようございます、パパ』

　ドームの中でカメラが回転し、隣となりに座すわる人物にも挨あい拶さつする。

『おはようございます、アリスさん』

「あ……お、おはようございます、ユイさん」

　アリスはプローブを見るのはこれが初めてだが、ユイとはアルヴヘイムで何度も会話を交かわしている。俺の右みぎ肩かたのデバイスが現実世界に於おけるユイの端たん末まつであることを理解したのだろう、すぐに笑え顔がおで挨あい拶さつを返した。

　ユイはなおもカメラをくるくる回転させていたが、やがて幾いくらかシリアス度を増した声こわ音ねで訊きいてきた。

『……パパ。これはどういう状じよう況きようなのですか？』

「い、いや、何もやましいことはないよ、一いつ切さい、まったく」

『時刻は午前三時二十一分、そしてパパの部屋でアリスさんと二人きりという状じよう況きようは、いささかイレギュラーなものと判断せざるを得ないですよ？』

「い、いや、その、イレギュラーなのは確かだけど別に俺が望んだ状じよう況きようというわけでも……」

　必死の弁解を試みる俺に代わって、アリスが笑えみを堪こらえるような表情で状じよう況きようを説明した。

「ユイさん、本当になんでもないのよ。私宛あてに奇き妙みような書信、いえメールが届いたので、キリトに相談していたの」

『アリスさんがそう言うなら、そのように記録しておきます。でもパパ、ママに隠かくし事ごとはダメですからね』

「もちろんですとも」

　こっそり安あん堵どの息を吐はく俺の右側で、アリスが問題のプリントをユイに見せながら内容の説明をしている。

　この二人が話しているシーンを見ると、俺はいつも言い知れぬ感かん慨がいに包まれる。

　ユイは、既き存そんのコンピュータ・アーキテクチャで実行されるプログラムが限界まで進化したトップダウン型ＡＩ。

　そしてアリスは、ライトキューブという人間の脳を模したまったく新しいアーキテクチャのボトムアップ型ＡＩ。

　逆方向のアプローチから生まれた二つの人工知能が出会い、とても自然に、楽しそうに会話しているシーンは、このうえない奇き跡せきのように思えるのだ……。

　こっそり涙なみだぐんだりしている俺を放置し、二人はあれこれ意見を交こう換かんしていたが、やがてユイが何かに気付いたように言った。

『あれ……よく見ると、一行目と二行目で点の形が違ちがいますね』

「え、ほんと？」

　俺もアリスが持つプリントに顔を近づけ、一ミリ以下の黒点を凝ぎよう視しする。

　確かに、ユイの言うとおりだ。一行目、『登りて』と『かの世界』の間に打ってあるのは、通常の読点。

　しかし二行目に三つ打たれているのは、読点ではなくピリオドに見える。あるいはドットか。

　ドット…………。

「あ…………あっ!!」

　俺は低く叫さけび、腰こしを浮うかせた。

「そ、そうか。カセドラルは百階までしかないから……だから、二つを連結させて……つまり、これは……」

　手て探さぐりでヘッドボードからボールペンを摑つかみ取とる。キャップを引ひき抜ぬきながら、上ずった声でアリスに訊たずねる。

「アリス。雲うん上じよう庭てい園えんは何階だったっけ!?」

「……忘れたのですか？　私とキリトが初めて戦った場所を？」

「い、いや忘れてないよ、えーと……」

「八十階です」

　少し拗すねたような声で教えてくれた数字を、プリントの余白に書きとめる。

「そうそうそうだった。で……大だい厨ちゆう房ぼうは？」

「十階です」

　告げられる数字を、次々に紙の余白に書きなぐっていく。

「確か望ぼう楼ろうが……で……聖せい泉せん階かい段だんは一階……大だい回かい廊ろうが……」

　手を止めた時、白い紙には、三つのドットに区切られた四つの数字が並んでいた。

　見覚えのある体てい裁さい──どころではない。俺のような人種が日常的に見慣れている、ある種の書式。

　それを見た瞬しゆん間かん、ユイも小さく叫さけんだ。

『あっ……これはＩＰアドレスですね、パパ！』

「そう、だと思う」

　二〇二六年現在ほぼ移行が完かん了りようしつつあるＩＰｖ６形式ではなく、旧世代のＩＰｖ４形式。しかしまだｖ４が使用不可能になったわけではない。

　このメールは、現実世界のどこかに存在する、ひとつのサーバーを示しているのだ。

　俺はベッドから飛び降りるとデスク前のメッシュチェアに座すわり、マウスを握にぎった。スリープが解除されたモニタにブラウザを立ち上げ、まずはＨＴＴＰ、次いでＦＴＰで問題のサーバーへの接続を試みる。しかしどちらもアクセス拒きよ否ひ。

「ＲＴＳＰ……いやｔｅｌｎｅｔか……？」

　ぶつぶつ言いながら、コマンドプロンプトを起動しようとした俺の右みぎ肩かたで。

　ユイが、再び真しん剣けんな声を出した。

『パパ！　もういちど、メールの文面を思い出して下さい！』

「え……？」

　背後から、アリスがプリントを差し出してくる。それをカメラで見ながら、ユイが言う。

『登るべき《白き塔とう》は、二行目のアドレスそのものを指しているのだと思われます』

「ふむふむ」

『そして、登った先で《かの世界》に至る。ということは、このアドレスが示すサーバーは、つまり……』

「あっ……！　そ……そうだったのか!!」

　指先が冷たく痺しびれていくのを感じながら、俺はくるっと振ふり向むいた。

「アリス。これは、あの世界……アンダーワールドに繫つながる道なんだ!!」

　押おし殺ころした叫さけび声ごえを聞いた途と端たん、後ろに立っていたアリスの瞳ひとみが大きく見開かれた。

「…………繫つながる……道。ということは……行ける、いえ、帰れるのですか。あの世界へ……私の、世界へ……」

　囁ささやかれた言葉に、俺は、確信とともに深く頷うなずいた。

　アクチュエータの駆く動どう音おんが高らかに響ひびき、一直線に飛とび込こんできた体を、俺は両手で受け止めた。

　耳みみ許もとで響ひびいた嗚お咽えつと、頰ほおに触ふれた水すい滴てきの感かん触しよくは、たぶん錯さつ覚かくだったのだろう。

　金属とシリコンでできたマシンボディに、そんな機能はないはずなのだから。




　常識的な時間になるまで待てるほどの忍にん耐たい力りよくを、俺もアリスも持ち合わせていなかった。

　ゆえに、午前四時は深夜ではなく早朝だと強ごう引いんに解かい釈しやくして、凛りん子こ博士の携けい帯たい端たん末まつに容よう赦しやなくコールした。

　幸い、博士は六本木支部に泊とまり込こんでいたらしい。最初はさすがに何が何だか解わからない様子だったが、俺の説明が佳か境きように差さし掛かかった途と端たん、『そ、それホントなの!?』という悲鳴混じりの声が返った。

「ホントです。メッセージの発信元のトレースはまず無理でしょうけど、内容からして本物としか思えません」

『そ……そう。なら、いますぐにでも確かめてみないと……』

　そう口走る博士に、俺はすかさず畳たたみ掛かけた。

「その役目……俺と、アリスにやらせてください」

『えっ…………』

　続いて聞こえた息いき遣づかいは、驚おどろき半分呆あきれ半分のため息だろう。

『桐きりヶが谷や君……あなた、あんな目に遭あったのに……』

「それで懲こりるような人間なら、そもそも最初からラースでバイトなんかしてません！」

　再び、長い吐と息いき。

『……そう、よね。そういうあなただからこそできたこと、これからできることもあるんでしょうし。でもね……今度は、ちゃんと親おや御ごさんの許可を取ってきてね」

「もちろんです、任せて下さい。で……ちょっと確かく認にんさせて欲ほしいんですが。……アリスは、そっちからオーシャン・タートルに接続する場合、ＳＴＬは使うんですか？」

『いえ、必要ないわ。アリスのライトキューブ・パッケージは、あなたの生体脳とＳＴＬを合わせたものとまったく同じ機能を果たすんだから。必要なのは、ケーブル一本だけよ』

「そう、ですよね。なら……えーと、ちょっと待って下さい」

　俺は、隣となりで両手を握にぎり締しめているアリスの顔を見た。

「アリス。その……悪いんだけど、彼女も一いつ緒しよに連れていっていいかな……アスナも」

　ぴくり、と片方の眉まゆが動く。

　ため息代わりの、軽いモーター音。

「……ま、いいでしょう。不測の事態となった場合、戦力が多いにこしたことはありませんから」

「そ、そうか、恩に着る。……ええと、というわけなんで、博士……」

　さらに幾いくつかのやり取りを経て通話を切ると、俺はアスナも叩たたき起おこし、状じよう況きようを伝えた。

　彼女は、アンダーワールドへの接続経路が見つかった、と言っただけで今後の展開を悟さとったようだった。

　ほんの一、二分で連れん絡らくを終えてから、最後に右みぎ肩かたのプローブを取り外し、レンズをじっと覗のぞき込こむ。

「……ごめんな、ユイ。まだ、お前をアンダーワールドに連れて行く方法は見つかってないんだ……」

　謝罪すると、愛まな娘むすめは聞き分けよく……しかし少しだけ寂さびしそうに答えた。

『はい、解わかってます、パパ。気をつけて行ってきて下さいね』

「いつかきっと、ユイも連れてってやるからな」

　約束し、プローブをデスクに置く。

　その隣となりには、今日からばりばり進めるはずだった参考書やらテキストやらがきっちり積み重ねられている。それらの出番は、不本意ながら、もう少し先のことになりそうだ。

　プリンタの内蔵トレイから白紙を一枚抜ぬき取とると、手早くボールペンを走らせる。直すぐ葉はの部屋から制服を回収してきたアリスと、互たがいに背を向けて着き替がえ、足音を殺して部屋を出る。

　階段を降り、リビングのテーブルに手書きのメモを置き。

　古めかしい引き戸を慎しん重ちように開けて、俺とアリスは少しひんやりする早朝の外気の中へと踏ふみ出だした。

　１２５ｃｃのバイクを、家から充じゆう分ぶんに離はなれるまで押おしてからシートに跨またがる。直葉が使っているヘルメットをアリスに装着させ、自分も被かぶると、セルを回す。

　ほぼ三ヶ月放置していたわりには機き嫌げん良く始動したエンジンを控ひかえめにふかしながら、タンデマーに呼びかける。

「しっかり摑つかまってろよ！　飛ひ竜りゆう並みにすっとばすからな！」

　俺おれの腹に手を回しながら、アリスが答える。

「私を誰だれだと思っているのです！」

「はは、そうだったな、整せい合ごう騎き士しさん。じゃ……行こう!!」

　自宅のリビングに残してきた文面は、以下のようなものだ。

【オヤジ、母さん、スグへ。ちょっとやり残した冒ぼう険けんをしてくる。すぐ帰るから心配しないでくれ】。




　早朝の空すいた道路を、川かわ越ごえ街かい道どう、環かん七なな、２４６と駆け抜けて辿たどり着ついたラース六ろつ本ぽん木ぎ支部の前には、すでにタクシーで到とう着ちやくしていたアスナの姿があった。

　やっほー、とこちらに笑え顔がおで手を振ふろうとして、俺の後ろに乗るアリスに気付いてぴきっと表情を硬こう化かさせる。

「……キリトくん。これ、どーゆーコトなのかな？」

「え……ええと、その。手短に言うと、色々あったけど、何もなかった……的な……」

「《色々》と、《何も》の中身を詳くわしく」

　こうなることは解わかっていたのだ。解わかっていながら、俺は敢あえて無策のままここまで来た。なぜなら、穏おん当とうな説明などできようはずもないからだ。

「詳くわしい話はそのうちする、絶対するから！　…………老後の茶飲み話とかで……」

　語ご尾びをゴニョゴニョ付け加えて、バイクを職員用駐ちゆう車しや場じように停とめる。

　振ふり向むいた俺の眼めに、恐おそれていた光景が飛とび込こんできた。

　両手を腰こしに当てて立つアスナ。腕うで組ぐみして立つアリス。対たい峙じする両者の中間で、ぴりぴりと空気を焦こがす電光が見えるようだ。

　俺は恐おそる恐おそる、両者に声をかけた。

「……あのぅ、君たち、そういうのもう終わったんじゃなかったっけ……ほら、人界守備軍の野営地で……」

「あれはあくまで停戦交こう渉しようだったの！」

「停戦とは、戦いくさを再開する前提で行われるものです！」

　同時に鋭するどく言い放ち、再び視線をかち合わせる。

　闘とう気きを全開にしてせめぎ合う、二人の剣士の姿をしばらく見み詰つめ──。

　俺は、この場で唯ゆい一いつできることをした。

　つまり、極力気配を消し、徐じよ々じよに後退あとずさりながら、エントランスの内部へと退たい避ひしようとしたのだ。

　しかし、厳重なセキュリティシステムに、ＩＤカードと指し紋もんと網もう膜まくを認にん証しようさせ終えた途と端たんに甲かん高だかい電子音が響ひびき、二人がさっとこっちを向いた。
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「あっ、こら、キリトくん!!」

「逃にげるとは何事です!!」

　という声が聞こえた時には、すでに俺はビルの中に飛とび込こんでいる。

　息を切らせてＳＴＬ室に到とう着ちやくした俺とアスナ、そして呼吸はしていないが機体温度が上じよう昇しよう気味のアリスを、神こう代じろ博士は眼めを丸くして出で迎むかえた。

「……焦あせる気持ちは解わかるけど、そんなに走らなくたって、ＳＴＬもアンダーワールドも逃にげやしないわよ？」

　呆あきれ声ごえを出す博士に、わざとらしい笑え顔がおで答える。

「いやあ、一刻も早く接続してみたくて！　何と言っても、このダイブが成功するかどうかで、今後のアンダーワールドの安全保障にも大きく影えい響きようっツァー!!」

　語ご尾びの奇き声せいは、アスナに右脇わき腹ばらをつねられた結果だ。

　アリスからの追つい撃げきを受ける前に、ＳＴＬダイブ用の滅めつ菌きん衣いに着き替がえるべく、隣りん接せつする更こう衣い室しつへと退たい避ひする。

　実際のところ、博士に言った台詞せりふは、掛かけ値ねなしの本心でもある。

　伊い豆ず諸しよ島とう沖おきに停てい泊はくするオーシャン・タートルは、現在、非常に微び妙みような状じよう況きように置かれている。その稼か動どうおよび独立を維い持じするための方策は、いまのところ一つしかない。

　人工フラクトライト──つまりアンダーワールド人と、現実世界の人間たちの交流を進め、友好的な関係を醸じよう成せいすることだ。現実世界人の大多数が、アンダーワールド人もまた人間だと認めてくれれば、国や企き業ぎようも強ごう引いんなことはできなくなる。

　いや──。

　暴論を承知で言えば、別の方策もあることはある。

　実際的な防衛力の獲かく得とく。すでに開発が進んでいるはずの《ライトキューブ搭とう載さい型無人戦せん闘とう機き》で武装し、国家として独立するのだ。

　とはいえ、それはまだ妄もう言げんでしかない。ＵＡＶをどうやって手に入れるのか、維い持じ費ひをどう捻ねん出しゆつするのか、そもそも飛ひ竜りゆうしか知らないアンダーワールド人が超音速戦せん闘とう機きを操縦できるようになるまでに何ヶ月……あるいは何年かかるのか。クリアすべきハードルはあまりに多い。

　どちらにせよ、絶対に必要となるのが、政府の管理下にある通信衛星以外の大容量回線だ。アンダーワールド人が、彼らにとっての新天地たるザ・シード連結体ネクサスにダイブし、その存在を現実世界人に知らしめていくために。

　それが可能となるか否いなかは、俺が胸ポケットに入れてきたメモに記されている、ひとつのＩＰアドレスに懸かかっている。

　着き替がえを終え、更こう衣い室しつを出た俺は、凛りん子こ博士にメモを差し出した。

　博士は、受け取るのをわずかに躊躇ためらったようだった。しかしすぐに右手を持ち上げ、紙し片へんを受け取る。

「……たぶん、あの人が関わっているんでしょうね」

　ひっそり発せられた言葉に、俺は小さく頷うなずいた。

　どうやってカセドラル各層の固有名めい称しようを知ったのかまでは解わからない。しかし、オーシャン・タートルとインターネットを繫つなぐ秘ひ匿とく回線を設けるなど、あの男にしかできないことだ。

　茅かや場ば晶あき彦ひこ……ヒースクリフにしか。

　考えてみれば──。

　俺の戦いは、あの男との直接対たい峙じなくして終わるわけはないのだ。今回、ヒースクリフは俺の眠ねむるＳＴＬのすぐ近くを通り過ぎただけで、再びネットワークの暗くら闇やみへと消えてしまった。しかし、いつかまた現れるはずだ。鋼鉄の浮ふ遊ゆう城じようから生まれた数多あまたのフラグメントを一つに集め、全てに決着をつけるために。

　ダイブの準備を始めた神こう代じろ博士に背を向け、俺は自分の携けい帯たい端たん末まつを起動した。

「ユイ。例のアドレスについては、何かわかったか？」

　画面に映るユイは、可か憐れんな顔を横に振ふった。

『サーバーの所在地はアイスランドですが、単なる中ちゆう継けい点てんだと思われます。防ぼう壁へきが手ごわくて、その先までは探査できません』

「そっか……ありがとう。アリスに届いたメッセージの発信元は追つい跡せきできたか？」

「それが……ザ・シード・ネクサスの３０４番ノードにそれらしき痕こん跡せきを発見したんですが、こちらもロストしてしまって……」

　しゅん、と肩かたを落とすユイの頭を、タッチパネル越ごしに指先で撫なでる。

「いや、充じゆう分ぶんだよ。三百番台ってことは、アメリカか……。それ以上は追いかけなくていい。直接の接せつ触しよくは、たとえユイでも危険だからな。あいつはもう、ほとんどユイと同質の存在になっているはずだ」

『私のほうが上です！』

　ぷーっと膨ふくらんだ頰ほおを、苦く笑しようしながらつつく。

「ま、とりあえず行ってくるよ。今度は、もうあれやこれやの危険はない……と思う」

『もし何かあったら、すぐ助けにいきますから！』

「頼たよりにしてるよ。じゃあ、またな」

　伸のばされた小さな手と、画面越ごしに指を触ふれ合わせ、俺は端たん末まつの電源を落とした。ちょうどその時、着き替がえの終わったアリスとアスナが女性用更こう衣い室しつから出てきた。

　幸い二度目の休戦協定を結んでくれたようで、どちらの顔も期待で輝かがやいている。

　二人と順番に目を見み交かわし、俺は言った。

「……何せ、二百年後だ。人界と暗黒界がどうなってるのか見当もつかない。まあ、アドミニストレータが人界を支配してた三百年に比べれば短いし、そんなに激しい変化があるとは思えないけど……」

　アリスが深く頷うなずき、答える。

「少なくとも、セントラル・カセドラルが現存することは確かなようです。ならば人界もそのままと考えてよいでしょう」

　アスナも、アリスの腕うでに触ふれながら微ほほ笑えんだ。

「いちばん最初に、セルカさんを目覚めさせにいかないとね」

「ええ！」

　もういちど、深く頷うなずき合い──。

　俺たちは、二台のＳＴＬと、一脚きやくのリクライニングシートにそれぞれ歩み寄った。

　ひんやり冷たいジェルベッドに体を横たえる。凛りん子こ博士の操作によって、巨きよ大だいなヘッドブロックがゆっくり降りてきて、額から上に被かぶさる。

「それじゃ……行くわよ」

　博士の声に、異口同音に答える。

「はい！」

　巨きよ大だいなマシンが低く唸うなりを上げる。

　俺の意識を構成する光量子ネットワーク──フラクトライトが肉体から切きり離はなされ、五感と重力が喪そう失しつする。

　意識は電気的信号へと翻ほん訳やくされ、広大無辺なネットワークへと飛び出す。

　大容量の光回線を超高速で突とつ進しんし、懐なつかしい異世界を目指して飛ひ翔しようする。

　新たな冒ぼう険けんへ。

　次なる物語の中へと。




　まず、光が見えた。

　極小の白い輝かがやきが、虹にじ色いろの放射光となって拡大し──視界を覆おおい──さらに広がり。

　その奥おくに、純じゆん粋すいな黒が出現した。

　俺は、光のトンネルの先の暗くら闇やみへと、一直線にダイブする。

　いや、完全な闇やみではない。

　黒を背景に、恐おそろしいほどの数の、色とりどりの光点が静かに瞬またたいている。

　星だ。夜空…………

　とも、違ちがう。

　なぜなら。

「……う、うわあああ!?」

　俺は、足あし許もとを見下ろした瞬しゆん間かんに悲鳴を上げた。

　なぜなら、地面が存在しないのだ。

　慌あわてて両りよう脚あしをばたばたさせたが、ブーツの底は何にも触ふれない。無限の星空がどこまでも続くのみだ。横を見ても、上を見ても、星また星。

「きゃあああ!?」

「こ……これは……!?」

　右と左で、そんな声が聞こえた。

　いっぱいに広げた俺の両手が、同時にぎゅっと摑つかまれる。

　右を見ると、真しん珠じゆ色いろのハーフアーマーに同色のスカート、華か麗れいなレイピアというステイシア神の装しよう束ぞくに身を包んだアスナが浮ういていた。

　左には、黄金のブレストプレートと白いロングスカート、腰こしに白銀の鞭むちと山やま吹ぶき色いろの長ちよう剣けんを装備したアリス。

　二人とも、両りよう眼めを丸く見開いて、目の前に広がる果てしない星空を眺ながめている。

　いや。

　これはもう、星空ではなく。

「…………宇宙…………？」

　俺は、恐おそる恐おそる呟つぶやいた。

　途と端たんに、猛もう烈れつな寒さを意識する。アリスとアスナも、くしゅんと盛せい大だいなくしゃみをする。天命が急減少しているのが実感できるほどの、激げき烈れつな低温環かん境きようだ。

　いや、二人の声が聞こえる時点で本物の宇宙空間ではないのだろうが、限りなくそれに近い。俺たちは、そこに生身でぽっかりと浮ふ遊ゆうしている。

　意識を集中し、光属性の防ぼう御ぎよ壁へきを球形に展開すると、全員を包つつみ込こむ。

　薄うすい輝かがやきに包まれた途と端たん、突つき刺さすような寒気がようやく遠ざかった。

　ほっと息をつき、改めて眼前の途と轍てつもない光景を見回す。

　視界の右上から左下にかけて、ひときわ密な星の集団が帯になって続いている。天の川──と言っていいのかどうか、ひときわ明るい恒こう星せいたちをどう線で結んでも、現実世界で慣れ親しんだ星座はひとつも見つけられない。

　やはりここは、アンダーワールドなのだ。

　しかし、ならば大地は……そして空はどこに行ってしまったのか。

　ふと強きよう烈れつな悪お寒かんに襲おそわれ、俺は身を竦すくませる。

　──まさか。

　消えてしまった……のだろうか。

　二百年の時間の果てに、人界と暗黒界を構成していた大地そのものの天命が尽つき。

　そこに生きていた十数万もの人々ともども、全てが虚きよ無むへと還かえってしまったのだろうか……。

「噓うそだ……そんな…………」

　震ふるえる声で、そう呟つぶやいた俺の左手を。

　突とつ然ぜん、アリスが軋きしむほど強く握にぎった。

「キリト。……あれを」

　左に顔を向けると、黄金の騎士はいつのまにか体の向きを変え、真後ろを見み詰つめていた。

　伸のばされた手が、まっすぐにとある一点を指差す。

　俺も、息を詰つめながら、ゆっくり、ゆっくりと振ふり向むいた。

　星が見えた。

　遥はるか彼方かなたに小さく瞬またたく恒こう星せいではなく──視界の何割かを覆おおわんばかりの巨きよ大だいな惑わく星せいが、そこにあった。

　球体の上半分は、濃のう密みつな闇やみに沈しずんでいる。

　しかし、中ほどから黒は徐じよ々じよに藍あいへ、群ぐん青じようへ、さらに紺こん碧ぺきへと色を変える。

　そして、下側を縁ふち取どる半円の弧こは、眩まばゆい水色に輝かがやいている。

　水色は、徐じよ々じよに、徐じよ々じよに輝かがやきを強くしていく。円えん弧この中央部に白い光が盛り上がり、さっと横一直線の光こう芒ぼうが伸のびた。

　夜明けだ。

　惑わく星せいの向こうに隠かくれていた太陽──ソルスが、その姿を現そうとしているのだ。

　眩まばゆい白光から眼めを逸そらし、再び惑わく星せいの表面を見やる。

　先ほどまで深い藍あいに沈しずんでいた地表も、少しずつ明るい青に染まっていく。

　薄うすくたなびく白い雲の向こうには、大陸の輪りん郭かく線があった。

　少し上下が短い逆三角形をしている。

　大陸の右上付近に、白い光の集合がひとつ。左上には、さらに大きな光の群れが見えた。

　明らかに文明の光だ。よくよく見れば、二つの集合を結び、さらに下方にも伸のびる何本もの光のラインが網あみ目め状に走っている。

　俺は、大陸の形と二つの大都市の位置から、自分が見ているものを即そく座ざに悟さとった。

　右上の都市は、暗黒界の首都オブシディア。

　そして左上は──人界の央都セントリアだ。

　あの大陸、あの星こそが、かつて俺が生き、戦い、駆かけ抜ぬけたアンダーワールドなのだ。

　呆ぼう然ぜんとしたまま視線を動かし、隣となりのアリスを見やった。

　その白い顔にも、深い驚おどろきと畏い怖ふだけが浮うかんでいる。

　と、不意にアリスははっと眼めを見開き、俺の手を離はなすと、剣けん帯たいに装備された小型のポーチを探さぐった。

　そっと取り出されたものは、掌てのひらに収まるほどの、二つの小さな卵だった。

　ひとつは仄ほのかな緑、もうひとつは青に輝かがやいている。光はほぼ二秒間かん隔かくで強くなったり弱くなったりを繰くり返かえす。まるで呼吸のように。鼓こ動どうのように。

　アリスは、二つの卵をそっと胸に抱だき、瞼まぶたを閉じた。その頰ほおに、音もなく涙なみだが流れ、零こぼれて、水すい滴てきとなって漂ただよった。

　俺は、自分の眼めにも涙なみだが滲にじむのを感じた。反対側を見ると、手を繫つないだままのアスナの瞳ひとみも濡ぬれていた。

　俺たちが見守る中、アリスは星々の海を踏ふみ締しめ、一歩前に出た。左手で二つの卵を抱だき、右手をまっすぐに巨きよ大だいな惑わく星せいに向けて差さし伸のべる。

　夜明けの星と同じ色の瞳ひとみに、無限の輝かがやきを秘めて、黄金の整せい合ごう騎き士しは凜りんと響ひびく声で高らかに叫さけんだ。

「世界よ!!　私が生まれ、私が愛したアンダーワールドよ!!　聞こえますか!!」

　全宇宙の恒こう星せいたちが震ふるえ、青い惑わく星せいも、息づくように一いつ瞬しゆんその光を強めた。

　俺は瞼まぶたを閉じ、耳を澄すませた。

　新たな時代の訪おとずれを告げる言葉を、永遠に記き憶おくに刻きざみ込こむために。

「私は、いま帰き還かんしました！　…………私は、ここにいます!!」










　プロローグⅢ　星界暦五八二年




「こちらブルーローズ73。気き圏けん離り脱だつを確かく認にん。星間巡じゆん航こう速度へと移行します」

　整せい合ごう機き士しスティカ・シュトリーネンは、口くち許もとの伝声器にそう告げると、左手で操そう縦じゆう棹かんを前に倒たおし込こんだ。

　機き竜りゆうが、白銀の巨きよ体たいを震しん動どうさせる。いっぱいに開かれた両の翼つばさが、仄ほのかな青色に輝かがやく。宇宙空間の希き薄はくなリソースを広こう範はん囲いから収集し、駆く動どう機関に送おくり込こんでいるのだ。

　すぐに、機関心臓部に封ふうじられた永久熱ねつ素そが甲かん高だかい唸うなりを上げて反応し、長い尾び翼よくの両りよう脇わきにある主しゆ噴ふん射しや孔こうから白い炎ほのおが吐はき出だされる。ぐん、と体が操縦席に押おし付つけられる感覚。惑わく星せいの気き圏けん内では味わえない強きよう烈れつな加速に、思わず笑えみが浮うかぶ。

『ブルーローズ74、了りよう解かい』

　伝声器から、短い応答があった。ちらりと右側の副映像盤ばんを見ると、二番機も噴ふん炎えんを煌こう々こうと輝かがやかせながら、斜ななめ後ろを追つい随ずいしてくる。

　スティカと同時に叙じよ任にんされて以来の相棒である、整合機士ローランネイ・アラベルが二番機の搭とう乗じよう者しやだ。普ふ段だんから無口な子だが、機竜の操縦中はいっそう素っ気なくなる。

　そのくせ、速度中毒っぷりはスティカ以上だ。苦く笑しようしながら、スティカは軽く注意した。

「速すぎるわ、ローラ」

『あなたが遅おそいのよ、スティ』

　なにぃ、と思う。

　アンダーワールド宇宙軍の規律は絶対だが、さしもの鬼おに教官の眼めも気き圏けんの外には届かない。それに、目的地である伴ばん星せいアドミナまでは三時間の長旅だ。多少の誤差は出て当然。

　スティカは、操そう縦じゆう棹かんをもう一目盛り押おし込こみ、真横に並びかけた二番機をわずかに引ひき離はなすと、にんまり笑いながら体を背もたれに預けた。

　上を向いた視線が、狭せまい操縦室の天てん蓋がいに嵌はめ込こまれた、精せい緻ちなレリーフをとらえる。

　垂直に並ぶ、白黒二本の剣。それを取り巻く、青い薔ば薇らと山やま吹ぶき色いろの金きん木もく犀せいの花。いまや伝説の存在となりつつある《星せい王おう》の紋もん章しようだ。

　星王と星せい王おう妃ひが、主星カルディナの王宮セントラル・カセドラルを去って、すでに三十年が過ぎた。

　整合機士に任ぜられて四年、まだたった十五歳のスティカとローランネイは、もちろん直接謁えつ見けんしたことはない。しかし二人とも、同じく機士だったそれぞれの母親からたっぷりと逸いつ話わを聞かされて育った。そして、母たちもまた同じように、その母から沢たく山さんの昔話を伝えられたのだ。

　シュトリーネン家とアラベル家は、二百年の長きに及およんだ星王の治世に、その当初から近この衛え機き士し──当時は《騎士》と称しようしたらしいが──として仕えてきた歴史を持っている。

　七代前の祖先、騎士ティーゼ・シュトリーネンとロニエ・アラベルは、まだ王座につく前の星せい王おうを護まもり、当時カルディナ第一大陸で権勢をふるっていた四皇こう帝てい家けとの戦いで武功を上げた。専横を欲ほしいままにしていた皇こう帝ていと大貴族はその権力を廃はいされ、私領地で虐しいたげられていた民たみは全て解放された。

　王はその後、最初の機き竜りゆうを開発し、大陸を囲んで気き圏けんいっぱいまでそびえていた《世界の終わりの壁かべ》を超こえる。

　未開の地に跋ばつ扈こしていた太古の神しん獣じゆうたちと辛しん抱ぼう強づよく交こう渉しようし、時には一対一の決けつ闘とうに勝利して、次々と肥ひ沃よくな入植地を開かい拓たくしては、当時は《亜あ人じん族ぞく》と呼ばれ差別されていたらしいゴブリン族やオーク族たちに与あたえてそれぞれの国を作らせた。

　やがてカルディナ全星を踏とう破はした王の瞳ひとみは、無限の宇宙へと向く。

　改良に改良を重ねた機竜で、ついに気き圏けん離り脱だつを果たし。

　カルディナと対ついをなしてソルスを周回する惑わく星せいを見み出いだし、アドミナと名づけ。

　大型星間航行用機竜による定期航路を拓ひらいて、アドミナ星に最初の移民都市を建設したのち、推おされてアンダーワールド初の星せい王おう位いに就ついたのだ。

　永遠の天命を持ち、老いることのなかった王と王おう妃ひの統治のもと、二つの星の繁はん栄えいは永遠に続く──と誰だれもが信じていたのだが、しかし二人はある時、一つの予言とともに玉ぎよく座ざを降りて長い眠ねむりに入った。そして三十年前、ついに再び民たみの前に現れることなく、揃そろって世を去ったのだ。

　以来、政治は軍と市民の代表からなる議会によって行われている。もはや戦うべき敵の存在しない現在では、地上軍、宇宙軍の規模は縮小されつつあるが、しかし王の予言に従い機士の訓練だけは古いにしえと変わらぬ厳しさを保っていた。

　王は、こう言い残したのだ。

　──いずれ、異世界《リアルワールド》の門が再び開く。

　──その時、巨きよ大だいな変革が二つの世界にもたらされることとなるだろう。

　スティカにはまるで実感できない話だが、異世界の門が開いたのちには、アンダーワールドそのものの存続すらも不確定となる時代が訪おとずれるという。融ゆう和わと友愛を望むだけでなく、誇ほこりと独立を貫つらぬくための力も磨みがき続けねば、人、巨きよ人じん、ゴブリン、オーク、オーガの人間五族は、二百年前の《異界戦争》を上回る悲劇に見み舞まわれるだろうとも言い伝えられている。

　しかし、スティカに恐おそれはない。

　たとえどんな世界に行こうと、どんな時代が訪おとずれようと、機竜の翼つばささえあれば立派に戦ってみせる。

　──だって私は、遥はるか創世の時代から続く伝統を持つ、栄光ある整せい合ごう機き士し団だんの一員なんだから。

　内心でそう呟つぶやき、再び天てん蓋がいの紋もん章しようを見上げた──

　その直後だった。

　正面、主映像盤ばんの下部が真っ赤に輝かがやき、異常な規模の素因エレメント集積体を感知したことを、文字と警告音の双そう方ほうで告げた。

「な……なに!?」

　叫さけびながら跳はね起おきると、同時に伝声器からローランネイの緊きん張ちようした声が響ひびいた。

『ブルーローズ74、闇あん素そ系けい超大型生物の接近を探知！　素因密度……二万七千!?』

「神話級宇う宙ちゆう獣じゆうだわ…………《深淵の恐怖アビツサル・ホラー》…………」

　神聖語で生物の名前を呟つぶやいたときには、すでに主映像盤ばんに広がる星海の右みぎ端はしに、墨すみを落としたような漆しつ黒こくの虚きよ無むが映し出されていた。

　アビッサル・ホラーの固有名を与あたえられたその生物は、確かく認にんされている宇宙獣のなかでも、最悪の一頭だった。球状の体から十二本もの長大な触しよく腕わんを伸のばした全長は、最大で二百メルを超こえる。単座戦せん闘とう機き竜りゆうの二十倍にも達するサイズだ。

　そしてその巨きよ体たいは、高密度の闇素だけで構成されていて、ほとんどの属性攻こう撃げきを受け付けない。しかし、最悪と呼ばれる理由は他にあった。

　アビッサル・ホラーは、他の多くの神しん獣じゆうと異なり、人間との意思疎そ通つうを一いつ切さい受け付けようとしないのだ。まるで破は壊かいと殺さつ戮りくの衝しよう動どうのみで構成されているが如ごとく、星間航行する機竜を見つけると一直線に襲おそい掛かかり、喰くらい尽つくす。

　かつて、神しん獣じゆうたちには常に敬意をもって接していた星せい王おうも、アドミナ星に向かう民間の大型機竜が破は壊かいされるという悲劇を受けて、この宇宙獣だけは消しよう滅めつさせようとしたらしい。しかし、一人で一軍を上回るとすら言われた王にも、アビッサル・ホラーを完全殲せん滅めつすることはできなかった。

　その後の観察により、かの宇宙獣は一定の速度と軌き道どうを維い持じして二つの惑わく星せいのあいだを周回していることが解わかり、苦肉の策としてあらゆる機竜は接せつ触しよくを回かい避ひできるタイミングでのみ星間航行を許可されることとなった。

　もちろん、スティカとローランネイも、宇宙獣が遥はるかアドミナ星の裏側を飛行しているはずの日時を選んでカルディナ星を離り陸りくしてきたのだ。

　──なのに。

「なんで……出現が早すぎるわ……」

　震ふるえる両手を操そう縦じゆう桿かんに乗せたまま、スティカは呟つぶやいた。

　しかしすぐに気持ちを立て直し、鋭するどい声で伝声器に向けて叫さけぶ。

「左旋せん回かい百八十度、のち全速で離り脱だつ！　カルディナ気き圏けんまで退たい避ひします！」

『了りよう解かい!!』

　応答するローランネイの声にも、張はり詰つめた響ひびきがある。

　スティカは機き竜りゆうを左に旋せん回かいさせながら、思い切り操そう縦じゆう桿かんを引いた。姿勢制せい御ぎよ噴ふん射しや孔こうから白い炎ほのおが長く迸ほとばしり、息ができないほどの重さで体が座席に押おし付つけられる。映像盤ばんの星々が、弧こを描えがいて右下に流れる。

　旋せん回かいが終わった時、主映像盤ばんには、ほんの数十分前に離り陸りくしてきたばかりの惑わく星せいカルディナの青い輝かがやきがいっぱいに映し出されていた。手を伸のばせば届きそうなのに、実際には絶望的なほど遠い。

　祈いのるような気持ちで最大加速をかける。永久熱ねつ素そが悲鳴じみた咆ほう哮こうを放つ。

　しかし、速度計の針は限界値の五目め盛もりも手前で止まってしまう。アビッサル・ホラーが超ちよう広こう範はん囲いからリソースを奪うばっているせいで、機竜の翼つばさのリソース収集器が本来の性能を発揮できないのだ。

　副映像盤ばんの後方視界では、漆しつ黒こくに染まる宇う宙ちゆう獣じゆうの姿が先刻よりも明らかに大きくなっている。すでに、ざわざわと蠢うごめく触しよく腕わんまでがはっきり視し認にんできる。

　そのうち、特に長い二本の腕うでの先せん端たんが、ぼんやりと青あお紫むらさき色いろの光を蓄たくわえ始めた。

『スティ、奴やつが攻こう撃げき態勢に入った！』

　二番機からの声に、即そく座ざに応じる。

「こっちも見えたわ！　後方に光こう素そ防ぼう壁へきを展開!!」

　言いながら、左手で制せい御ぎよ盤ばんに並んだ釦ボタンの一つを叩たたく。ごん、ごんという音とともに機竜の腰よう部ぶ装そう甲こうが開く。すうっと息を吸い、意識を集中し──。

「システム・コール！　ジェネレート・ルミナス・エレメント!!」

　叫さけぶと、握にぎり締しめた操そう縦じゆう桿かん内部の伝達経路を介かいして、機竜の両りよう腰ごしから十個の光素が宇宙へと放出された。

　それらはたちまち、スティカの思念に従って変形し、円型の防ぼう壁へきを作り上げる。

　直後。

　宇宙獣の触しよく腕わんが、眩まばゆい青あお紫むらさきの光球を、投げるように発射した。

　金属が引ひき裂さかれるような共鳴音とともに、闇やみ色いろの攻こう撃げき弾だんが宇宙を貫つらぬく。

　ほんの三秒ほどで、光素防ぼう壁へきと接せつ触しよくし──。

「……きゃああっ!!」

　機竜を襲おそった凄すさまじい震しん動どうに、スティカは思わず悲鳴を上げた。同時に、伝声器からもローランネイの叫さけび声ごえが聞こえた。

　二つの攻こう撃げき弾だんは、スティカが生成した防ぼう壁へきを紙のように容易たやすく引き千切り、機体の背面装そう甲こうを深く抉えぐったのだ。

　各種計器が、一いつ瞬しゆんで真っ赤に染まる。リソース伝達経路にも異常が発生し、加速が格段に鈍にぶる。

　スティカは副映像盤ばん越ごしに、不定形の闇やみでしかないアビッサル・ホラーがにやりと嗤わらったのを確かに感じた。

　側面映像を見れば、二番機も片かた翼よくを破は壊かいされ、大きく速度を落としている。

「ローラ！　ローラ!!」

　叫さけぶように呼びかけると、幸い、掠かすれた声で応答があった。

『……だいじょうぶ、私は無事。でも……この子は、もう、飛べない……』

「……機外に脱だつ出しゆつするしかないわ。機士服の噴ふん射しや器きだけで、なんとかカルディナまで……」

『無理よ！　……ううん、嫌いやよ、そんなの!!　この子を捨ててなんか行けない!!』

　ローランネイの絶ぜつ叫きように──。

　スティカは、何も言い返せなかった。

　機士にとって、機き竜りゆうは単なる鋼鉄の作り物ではない。心を通わせた唯ゆい一いつ無む二にの相棒なのだ。いにしえの整せい合ごう騎き士したちが駆かっていたという飛ひ竜りゆうのように。

「…………そうね。そうよね」

　呟つぶやき、スティカは両手でそっと操そう縦じゆう桿かんを包つつみ込こんだ。

　大きく息を吸い、微ほほ笑えみを浮うかべて呟つぶやく。

「なら、最後まで一いつ緒しよに戦いましょう。……再旋せん回かい、のち主しゆ砲ほうで全力攻こう撃げき。それでいいわね、ローラ」

『……了りよう解かい』

　最後の通信は、いつものように、素っ気ないひと言だけだった。

　微び笑しようしたまま、スティカはゆっくり操そう縦じゆう桿かんを引き、傷ついた愛あい竜りゆうを再び百八十度回頭させた。

　主映像盤ばんに、迫せまり来る巨きよ大だいな宇う宙ちゆう獣じゆうがいっぱいに映し出される。蠢うごめく長大な触しよく腕わんには、すでに八個もの攻こう撃げき弾だんが蓄たくわえられている。

　オオオオオオ────…………ン。

　アビッサル・ホラーが吼ほえた。あるいは哄こう笑しようしたのかもしれない。

　──せめて、一いつ矢し報むくいて死のう。次にあいつがこの航路を襲おそうまでの時間が、少しでも長くなるように。

　覚かく悟ごを決め、スティカは操そう縦じゆう桿かん上部の赤い釦ボタンを半分押おし込こんだ。

　機竜の先せん端たんに装備された主しゆ砲ほうが、がしゃりと展開する。本来なら、ここで最も有効な属性の素因エレメントを生成するのだが、実体の薄うすいアビッサル・ホラーに対しては、たとえ反属性の光こう素そでもさしたる損傷を与あたえられない。

　ならば、いちばん得意な凍とう素そ攻こう撃げきを行おう、と考えて術式を唱える。

　機竜のあぎとが、澄すんだ青に輝かがやく。

　ちらりと隣となりを見ると、二番機の主しゆ砲ほうからは赤い光が漏もれている。ローランネイは熱ねつ素そ攻こう撃げきを選せん択たくしたようだ。

　ほんの千メル先にまで接近した宇宙獣が、攻こう撃げき準備の整った八本の触しよく腕わんを広げた。

　スティカは、いっぱいに息を吸すい込こんで、発射命令を叫さけぼうとした。

　しかし──。

『ま……待って、スティ!!　あれは……!?』

　右耳を、ローランネイの驚きよう愕がくの声が貫つらぬいた。

　この期に及およんでいったい何を……、と思った、その時。

　スティカも、それを見た。

　星が降ってくる。

　主映像盤ばんのまっすぐ上方向から、白く煌きらめくひとつの光が、凄すさまじい速度で接近してくる。

　機き竜りゆう!?　と、一いつ瞬しゆん思った。しかしすぐに否定する。距きよ離りに対して、あまりに小さい。二メル以下、ほとんど生身の人間の大きさしか……

　いや。

　そのものだ。

　星と見えたのは、球形に展開する光こう素そ防ぼう壁へきの輝かがやきだった。その内側には、明らかに人の形をした黒い影かげがくっきりと視し認にんできる。

　人ひと影かげが、二機の機竜の約百メル前方で停止するのと。

　アビッサル・ホラーが巨きよ大だいな咆ほう哮こうとともに八個の光こう弾だんを放ったのは、ほとんど同時だった。

　極低温の宇宙空間になぜ生身の人間が、という驚おどろきに打たれるより早く、スティカは叫さけんでいた。

「何をしているの!!　早く、逃にげて!!」

　しかし、その何者かはまったく動こうとしない。

　長いコートの裾すそを翻ひるがえしながら、敢かん然ぜんと腕うで組ぐみをしたまま、空間の一点で静止している。

　あんな薄うすい防護壁へきなど、アビッサル・ホラーの攻こう撃げき弾だんの前には薄うす紙がみほどの役にも立たない。唸うなりを上げて襲おそい来る弾たまのひとつに触ふれた途と端たん、人ひと影かげが血と肉を振ふり撒まいて四散するさまを、スティカは幻げん視しした。

「逃にげて────っ!!」

『逃にげなさい!!』

　ローランネイと同時に、再び絶ぜつ叫きようする。

　一つが直径三メルほどもありそうな青あお紫むらさき色いろの光こう弾だんが八つ、金属質の唸うなりとともに飛来し。

　まるで、見えない壁かべに激げき突とつしたかの如ごとく虚こ空くうで停止し、全てあらぬ方向へと跳はね返かえった。

　宇宙が震ふるえた。

　見開いたスティカの両りよう眼めに映る無数の星々が、水面のような波は紋もんを作って揺ゆれた。直後、到とう達たつした衝しよう撃げき波はが、機竜の巨きよ体たいを震ふるわせた。

　言葉を失ったスティカは、映像盤ばんの右みぎ端はしの小さな計器が、一いつ瞬しゆんで上じよう端たんまで振ふり切きれたことに気付いた。

「うそ……あ……有り得ないわ……」

《心シン意イ計けい》と呼ばれるその計器が、二割ほども振ふれたところすら、スティカは見たことがなかった。耳に、ローランネイの畏い怖ふしたような声が響ひびく。

『……信じられない……こんな、心意強度……。まるで、宇宙全体が揺ゆれてるみたい……』

　だが、眼前の事実だけは疑いようがない。

　小さな生身の人間が、素因防ぼう壁へきも使わずに、その心意──いにしえの整せい合ごう騎き士しの秘ひ奥おう義ぎ──で宇う宙ちゆう獣じゆうの攻こう撃げきを弾はじいてのけた、という事実だけは。

　オ……オオオオオオ────…………。

　彼方かなたで、アビッサル・ホラーが吼ほえる。

　それは怒いかりか、あるいは怯おびえの声なのか。

　闇あん素そ弾だんによる遠えん隔かく攻こう撃げきは効かないと悟さとったか、宇宙獣は、無数の触しよく腕わんを前方に突つき出だしながら突とつ進しんを開始した。

　対たい峙じする小さな人ひと影かげは、広げた両りよう腕うでを背中に回し、そこに装備された二本の長ちよう剣けんを一気に抜ぬき放はなった。

「まさか……剣で戦おうというの!?」

　思わず身を乗り出し、両手を映像盤ばんに突つく。

　アビッサル・ホラーの全長は二百メルを超こえるのだ。しかも、その体は実体なき闇素の集積。長さ一メル足らずの金属の刃やいばでどうにかなる相手ではない。

　しかし、謎なぞの剣士は、気負いのない動作でぴたりと左手の白い剣を巨きよ獣じゆうに向け。

　一声、叫さけんだ。

　虚うつろな宇宙空間と、機き竜りゆうの分厚い装そう甲こうを通してさえ、剣士の声はスティカの耳に朗々と響ひびいた。

『リリース・リコレクション!!』

　強きよう烈れつな光が、主映像盤ばんを白く焼きつかせた。

　すぐ回復した映像の中央で、剣士のかざす刃やいばから、幾いく筋すじもの青白い光線が迸ほとばしりアビッサル・ホラーへと殺さつ到とうしていくのが見えた。

　宇宙獣の巨きよ体たいと比べれば、まるで糸のような細さなのに、それに貫つらぬかれ、絡からめとられた獣けものの突とつ進しん速度は目に見えて衰おとろえた。自在に蠢うごめいていた十二本の触しよく腕わんも、急速に硬こう直ちよくしていく。あたかも、凍こおりついてしまったかのように。

　しかし、そんなことは有り得ない。アビッサル・ホラーは極低温環かん境きようである宇宙に適応した生物なのだ。宇宙空間の温度すら下回るほどの冷気など、作り出せるはずがない。

　というスティカの驚きよう愕がくを、耳から響ひびいたローランネイの囁ささやき声ごえが吹ふき飛とばした。

『あれは……あの技わざは、まさか《武装完全支配術》……いえ、《記き憶おく解放術》……？』

「えっ……そんな、最上位機士にしか使えないはずよ！」

『でも……あの術式は、そうとしか……』

　切れ切れの通話を、三度響ひびいた宇う宙ちゆう獣じゆうの怒ど声せいが遮さえぎった。

　オッ……オオオオオオンンンン!!

　突とつ如じよ、捕ほ縛ばくされた巨きよ体たいが震ふるえ、新たな触しよく腕わんが三本も出現した。それらは漆しつ黒こくの大おお槍やりとなって、謎なぞの剣士に襲おそい掛かかる。

　しかし、剣士はなおも悠ゆう然ぜんとした動きで、今度は右手の剣を振ふりかざし。

　再び、叫さけんだ。

『リリース……リコレクション!!』

　迸ほとばしったのは、宇宙獣の触しよく腕わんよりもいっそう深く、重く、稠ちゆう密みつな闇やみだった。

　長さ五十メルを超こえようかという凄すさまじく巨きよ大だいな闇やみの刃やいばが、三本の触しよく腕わんを迎むかえ撃うつ。

　双そう方ほうが接せつ触しよくした瞬しゆん間かん、再び空間が歪ゆがむかと思われるほどの衝しよう撃げき波はが発生し、機き竜りゆうを揺ゆらした。青あお紫むらさき色いろの電光が虚こ空くうを這はい回まわり、映像盤ばんを眩まばゆく光らせる。

　もう、スティカには、自身の驚おどろきを言葉にすることはできなかった。

　わずか七名の最上位整せい合ごう機き士しにしか使えないはずの秘ひ奥おう義ぎを、しかも同時に複数発動させ。駆く逐ちく型機竜の編隊ですら対たい抗こうできないアビッサル・ホラーの全力攻こう撃げきを、たった一人で受け止める。

　そのような剣士が存在するなどとは、たとえセントリアの両親にだって信じて貰もらえまい。

　だが──。

　真しんに驚きよう愕がくすべき光景は、その先に待っていたのだ。

『スティ!!　また……一人、剣士が!!』

　急いで視線を彷徨さまよわせると、謎なぞの二刀剣士が出現したのと同じ方向から、新たにひとつの人ひと影かげが舞まい降おりてくるのが見えた。

　いっそう小こ柄がらだ。光こう素そ防ぼう壁へき越ごしにも、長い髪かみとスカートが揺ゆれているのが見える。右手には、儚はかないほどに華きや奢しやなレイピア。

　女性剣士は、右手をすっと真上に掲かかげ──。

　しなやかな動作で前方へと振ふり下ろした。

　漆しつ黒こくの宇宙に、虹にじ色いろのオーロラが一直線に出現し、美しく揺ゆらめくのをスティカは見た。同時に、まるで無数の歌い手が唱和するかのような不思議な音が響ひびいた。

　ラ────────。

　心シン意イ計けいの針が、上じよう端たんでびりびりと震しん動どうした。

　星が。

　あまりにも巨きよ大だいな隕いん石せきが、どこからともなく出現し、炎ほのおをまとわりつかせながら頭上を横切っていく。

　カルディナとアドミナを結ぶ航路上の小しよう惑わく星せいは、何十年も昔に一つ残らず破は壊かいされたはずだ。だが、機き竜りゆう全体を揺ゆさぶるほどの重量感は、幻まぼろしでは有り得ない。

　己おのれに向かって突とつ進しんしてくる巨きよ大だいな岩に気付いたか、アビッサル・ホラーが吼ほえた。

　新たに二本の触しよく腕わんを生成し、星を受け止めようとするかの如ごとく振ふりかざす。

　衝しよう突とつは無音だった。

　燃もえ盛さかる隕いん石せきの先せん端たんが、宇う宙ちゆう獣じゆうの腕うでを瞬しゆん時じに分解し。

　巨きよ軀くの中心に、容易たやすく沈しずみ込こみ──。

　闇あん素その凝ぎよう集しゆうたる獣けものを、一いち撃げきのもとに粉ふん砕さいした。

　オオオオオオオォォォォォ──────………………。

　断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようが隕いん石せきの爆ばく発はつ音おんに重なり、宇宙に響ひびき渡わたった。純白から真しん紅くを経て紫むらさきへと至るリソースの大解放が、スティカの眼めを強く灼やいた。

「た……倒たおした…………の……？　あの、怪かい物ぶつを…………？」

　わななく声で、そう囁ささやく。

　だが──。

『あっ……まだ……まだだわ!!』

　いつもスティカよりほんの少しばかり冷静な二番機搭とう乗じよう員いんが、その現象にいち早く気付いた。

　粉々に四散し、爆ばく発はつによって全て焼やき尽つくされたかと思ったアビッサル・ホラーの断だん片ぺんが、不意に動き出したのだ。

　ひとつが数十センほどしかない、元の巨きよ体たいと比べればあまりに微び細さいな闇やみの塊かたまりが、蠅はえの群れのように不規則に蠢うごめきながら逃のがれていく。

　記録によれば、かつて星せい王おうも獣けものをここまでは追おい込こんだのだ。

　しかし、数千の断だん片ぺんとなって逃とう走そうするアビッサル・ホラーを全て消しよう滅めつさせることができず、宇宙の果てに逃のがれ去った獣けものはやがて傷を癒いやして、再び航路を襲おそうようになった。

　これでは、また伝説が繰くり返かえされるだけだ。

「だめ……逃にがしちゃだめよ!!　そいつらを、全部焼き滅ほろぼさないと!!」

　思わず、スティカは叫さけんだ。

　しかし、二刀剣士と細剣士は、すぐには動けないようだ。無理もない、あれほど巨きよ大だいな心シン意イを発動させたのだ。

　アビッサル・ホラーの断だん片ぺん群は、まるで嘲あざ笑わらうようにくねくねした軌き道どうを描えがき、飛び去っていく。

　────と。

　蠅はえの群れが、不意に乱れた。

　散りぢりになり、逃にげ惑まどうかのように不規則な動きを見せる。

　スティカは息を吞のみ、主映像盤ばんに指先を触ふれさせると、一部を拡大した。

　黄金色の光が見えた。

　まるで小型のソルスのように純じゆん粋すいな輝かがやきを放つその何かを、さらに拡大する。

「…………人…………」

　三人目の剣士だ。

　黄金を流したかのような髪かみ。同じく金の装そう甲こう。純白のスカート。揺ゆるぎなく敵を見み据すえる瞳ひとみは、空の青。

　…………知っている。

「私……この剣士……いえ、騎士を、知ってるわ」

　スティカは囁ささやいた。即そく座ざに、『私も』とローランネイの声が返る。

　この黄金の騎士は、セントラル・カセドラル五十層の玉ぎよく座ざの間まに飾かざられている、巨きよ大だいな肖しよう像ぞう画がに描えがかれた姿そのものだ。大昔の異界戦争に於おいて数多あまたの武ぶ勲くんを上げ、戦いのさなかに姿を消したと言われる、史上最強の整せい合ごう騎き士しのひとり。確か、名を──。

「……アリス……様……？」

　まるで、その声が聞こえたかのように、騎士の右手が動いた。

　左腰こしの長ちよう剣けんを、滑なめらかな仕草で抜ぬき放はなつ。

　山やま吹ぶき色いろの刀身が、ソルスの光を反射して、恐おそろしいほどの輝かがやきを帯びた。宇う宙ちゆう獣じゆうの断だん片ぺんどもは、恐おそれるかのように統制を失い、散りぢりになって逃にげ去っていく。

　騎士は、長ちよう剣けんを両手で体の前に構え。

　宇宙に吹ふき渡わたる風を思わせる声で叫さけんだ。機き竜りゆうの心シン意イ計けいの針が、小さな爆ばく発はつ音おんとともに吹ふきとんだ。

『リリース・リコレクション!!』

　剣が、ひときわ強きよう烈れつな閃せん光こうを迸ほとばしらせる。

　刀身が、じゃきっ！　という金属音とともに、無数の細さい片へんへと分ぶん離りする。

　騎士は、右手に残った柄つかを緩ゆるやかに動かした。

　細さい片へんたちは、まるで風に舞まい散ちる花弁の如ごとく、さあっ……と虚こ空くうに広がり。

　黄金の流星雨と化して一気に飛ひ翔しようした。

　小さな光の一つ一つが、恐おそろしいほど正確な照準で、逃にげ惑まどう宇宙獣の断だん片ぺんを貫つらぬいていく。射い貫ぬかれた闇やみの塊かたまりは、ひとたまりもなく金色の輝かがやきに焼やき尽つくされ、蒸発する。

「…………すごい……」

　スティカには、そう呟つぶやくことしかできなかった。

　たとえ整せい合ごう機き士し団だんの機竜を全て並べ、主しゆ砲ほうを一いつ斉せい発射しても、これほどの精度と威い力りよくは望むべくもない。

　アンダーワールド最悪の宇宙獣と恐おそれられていたアビッサル・ホラーの断だん片ぺんの最後の一つが黄金の矢に貫つらぬかれた時、これまでとは比べ物にならないほどの異様な絶ぜつ叫きようが轟とどろいた。

　ギイイイィイィィィィォォォォォォ………………。

　その声を最後に、宇う宙ちゆう獣じゆうはついに完全消しよう滅めつした。

　スティカはただ呆ぼう然ぜんと、黄金の流星が騎士の手て許もとに集まり、再び一本の長ちよう剣けんへと戻もどる様子を見守った。

　黄金の騎士が、仮にいにしえの整せい合ごう騎き士しアリスその人なのだとしても、残る二人はいったい誰だれなのか。

　映像盤ばんの中では、剣を鞘さやに納めた黄金の騎士が、すうっと宙を飛ひ翔しようして黒衣の剣士と真しん珠じゆ色いろの剣士に近づいていく。

　三人は、短く何かやり取りしてから、揃そろってスティカたちのほうへと体ごと振ふり向むいた。

　顔はよく見えない。しかし、三人とも口くち許もとに微び笑しようを浮うかべていることは解わかる。

　と、二刀剣士が、白と黒の長ちよう剣けんを背中に戻もどし、右手を軽く振ふった。

　その瞬しゆん間かん──。

　スティカの胸むねの奥おくの奥おく、とても深いところを、言い知れぬ巨きよ大だいな感情が貫つらぬいた。

　息が詰つまるほどの切ない痛み。

「あ……ああ……」

　漏もらした吐と息いきと重なって、耳にローランネイの声が密ひそやかに響ひびいた。

『スティ。私、知ってる。私、あの人を知ってる』

「ええ、ローラ。私も……私もよ」

　二度、三度と頷うなずく。

　玉ぎよく座ざの間まの肖しよう像ぞう画がのように、知識として記き憶おくしているのではない。そうではなく。

　心臓が。指先が。魂たましいが、覚えている。

　不意に、甘あまく香こうばしい蜂はち蜜みつパイの匂においが鼻をくすぐる。

　草原を吹ふき渡わたる風の爽さわやかさ。穏おだやかに降り注ぐ日差しの暖かさ。

　遠く、かすかに響ひびく笑い声。

　スティカは無む我が夢む中ちゆうで気密兜かぶとを被かぶり、操縦席右側の把とつ手てを引いた。

　ぷしゅっ、と保温された空気が抜ぬける。機き竜りゆうの操縦席を守る装そう甲こう板ばんが展開し、頭上に星の海が広がる。二番機も、同じように搭とう乗じよう口ぐちを開放する。

　三十メルほど離はなれたところに固まって立ち、手を振ふり続ける三人の剣士たちの姿を、操縦席から立ち上がったスティカは自分自身の眼めで見み詰つめた。

　いや。

　もう一人──。

　スティカの紅葉色の瞳ひとみは、揺ゆらめくように出現した、四人目の剣士の姿を確かに捉とらえた。

　黒衣の二刀剣士のすぐ左に立ち、穏おだやかに微ほほ笑えむ一人の青年。その姿は、眼めを離はなした瞬しゆん間かんに消えてしまいそうなほど儚はかなく透すき通とおり、陽炎かげろうのように揺ゆれている。

　亜あ麻ま色いろの髪かみの青年は、スティカに向けてゆっくり、大きく頷うなずいた。

　スティカの両りよう眼めから、涙なみだが溢あふれた。

　温かい雫しずくが頰ほおを伝い、気密兜かぶとの中にとめどなく零こぼれる。

　やがて青年の姿は、カルディナの陰かげから現れたソルスの光に溶とけるように消え去った。

　同時に、若き整せい合ごう機き士しは悟さとっていた。

　これが──この瞬しゆん間かんこそが、星せい王おうの予言に記された新たな時代の幕開けなのだ。

　彼らは、過去から現れ、未来の扉とびらを開く使者なのだ。

　この時から、世界は変わり始める。

　異界の扉とびらが開き、新しい時代の潮流が音を立てて押おし寄よせる。

　それは決して、楽園の到とう来らいを告げるものではないはずだ。想像もできないような変革と激動の時代がアンダーワールドに訪おとずれることになるのだろう。

　しかし、スティカに恐おそれはなかった。

　なぜなら────。

　こんなにも胸が高鳴っているのだから。

　この邂かい逅こうを、魂たましいが震ふるえるほどに待まち焦こがれていたのだから。

　瞬まばたきで涙なみだを振ふり落おとすと、スティカはまっすぐに前を見た。

　立ち上がったまま、指先でそっと操そう縦じゆう桿かんを前に倒たおす。

　傷ついた機き竜りゆうの翼つばさが、かすかな青い輝かがやきを帯びる。

[image: ]

　永久熱ねつ素そが息づき、ささやかな推力が機体を動かす。

　隣となりのローランネイと、一いつ瞬しゆん視線を見み交かわし、深く頷うなずき合い。

　アンダーワールド生まれの少女、整せい合ごう機き士しスティカ・シュトリーネンは、機き竜りゆうを緩ゆるやかに飛ひ翔しようさせた。

　彼方かなたで手を振ふる、見知らぬ、懐なつかしい剣士たちへと。

　次なる時代の扉とびらへと。




　未来へと。
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　あとがき




　ソードアート・オンライン18巻『アリシゼーション・ラスティング』をお読み頂き、ありがとうございました。そしてまた、９巻から十冊にもわたって続いてきた《アリシゼーション編》に最後までお付き合い下さったことにも、心からの感謝を。




　１巻のあとがきの繰くり返かえしになりますが、このソードアート・オンライン（以下ＳＡＯ）というお話は、二〇〇一年の秋頃から、第９回の電撃小説大賞に応募するために書き始めたものです。二〇〇二年春の〆切りまでには初稿が完成したものの、当時の規定枚数を大幅にオーバーしてしまい、どこをどう削っていいのか解らずに応募を諦めてしまいました。

　つまり、ＳＡＯを書き始めた時に私の頭の中にあったのは、いわゆる《アインクラッド編》だけ──もっと言えば75層でデスゲームがクリアされる直前の、ほんの数週間のストーリーだけだったのです。しかし、その後ホームページを開設し、ＳＡＯをネット小説として掲載した結果、幸運にも多くの読者さんから「続編を」という声を頂くことができました。間に外伝を挟みながら、第二部《フェアリィ・ダンス編》、第三部《ファントム・バレット編》（ネット時代は《デス・ガン編》でしたが）と連載を続け、第四部《アリシゼーション編》を開始したのは二〇〇五年の一月だったと記憶しています。

　当時の私が、それまで書いてきたＶＲＭＭＯものという枠を離れて、ボトムアップＡＩや無人兵器、量りよう子し脳のう理り論ろんやシミュレーテッド・リアリティといった大がかりなテーマになぜ踏ふみ込んでいったのかは、いまとなっては思い出すことができません。覚えているのは、何度か壁にぶつかりながらも夢中で書き続けたことだけです。

　アリシゼーション編のネット連載が終了したのは二〇〇八年の七月でした。

　ほぼ同時期に私は『超ちよう絶ぜつ加か速そくバーストリンカー』という作品をとある小説投稿サイトに連載し、それを六年越しの再挑戦で第15回の電撃小説大賞に応募、幸こう運うんにも受賞して、『バーストリンカー』を改題した『アクセル・ワールド』で商業作家としてデビューすることになりました。そのお知らせを自サイトに掲載したところ、それを見た担当編集者の三み木き一かず馬ま氏から、『ＳＡＯ』を読んでみたいというメールが送られてきたのです。

　約八年かけて書きためたＳＡＯシリーズの原稿データをまとめて送信し、それを三木さんが編集業務の合間を縫ぬって一週間で読どく破はして、「これも電撃文庫から出版しましょう」と言って下さった時のことはいまでもよく覚えています。

　その時三木さんは、「アリシゼーション編のラストまで刊行することを目標にしたい」とも言っておられました。正直、それは途と方ほうもない夢物語のように思えました。ウェブ版ＳＡＯの文字数は文庫換算で十五冊以上に達たつし、仮に一年に三冊出版したとしても、五年ものあいだ読者さんの支し持じを得え続つづけなければ辿たどり着つけないのです。

　私には、アリシゼーション編を最後まで刊行するどころか、自分がそれまで作家を続けていられるという自信さえありませんでした。しかし三木さんの熱ねつ意い溢あふれる本作りと、三木さんが口く説どき落おとしてくださったａｂｅｃさんの端たん整せいで迫力あるイラスト、そしてもちろん多くの読者さんのご支援のおかげで電撃文庫版ＳＡＯは巻を重ね、１巻の発売日から約七年後となる二〇一六年の八月、こうしてアリシゼーション編の完結巻をお届けすることができました。

　実際には、電撃文庫版ＳＡＯには少なからぬ加筆が行われて、この本は18巻──『プログレッシブ』を加えればシリーズ二十二冊目となっています。さらに他のシリーズも入れれば四十五冊目となるわけですが、デビューしてから七年半、ＳＡＯという物語を書き始めた時からなら約十五年にも及ぶ歳月は、途と轍てつもなく長かったようにも、あるいはあっという間だったようにも感じます。

　こうして完結巻のあとがきを綴つづりながらふと胸に過よぎるのは、ＳＡＯ、そしてアリシゼーションという物語を、私はなぜ書いたのだろうという漠ばく然ぜんとした問いかけです。

　ネットゲームが、そしてデスゲームものが好きだから……最初はたぶん、それだけだったのだと思います。当初の予定どおり、アインクラッド編を電撃大賞に応募していたらどうなっていたかは解りませんが、アインクラッド編をＨＰに分割掲けい載さいするだけで終わっていた可能性も大いにありました。十五年前の私が書きたかったシーンは、黄昏たそがれの中で並んで座り、崩壊するアインクラッドを眺めているキリトとアスナ、そして現実世界に戻ってきてからアスナを求めて歩き始めるキリト、それだけだったからです。

　しかしそこで筆を置くことなく、フェアリィ・ダンス編、ファントム・バレット編、アリシゼーション編へと書き繫つなぐことができた原動力は、ＨＰを訪おとずれて下さった読者さんの応援に加えて、物語そのもの……共に笑い、泣き、戦ってきたキャラクターたちの存在それ自体だったのかもしれません。キリトやアスナたちの、新たな世界、新たな冒険を求めて走り続ける後ろ姿に導かれて、今日まで書き続けることができた……そんなふうに思えます。

　いま、キーボードを打つ手を止めて眼を閉じると、彼方かなたの光に向かっていまもまだ走り続けているキリトたちの背中が見えるような気がします。彼らの旅はまだまだ終わらず、ＡＬＯをはじめとするザ・シード連結体ネクサスでも、封印されたアンダーワールドでも、そして現実世界でも、多くの冒険が待ち受けていることでしょう。

　その新しい物語を、一緒に追いかけてみたいという気持ちはもちろんあります。しかし同時に、あまりに広大で不確定な未来図を前に途と惑まどってしまう気持ちもあるのです。ここから先の世界に足を踏み入れる前に、アリシゼーションという長い物語がキリトやアスナ、アリスたちに、そして私に残したものをじっくりと考え、感じてみたい。いまはそう思っています。




　ＳＡＯシリーズをここまで続けてくるあいだに、本当にたくさんの方にお世話になりました。

　コミカライズを担当して下さった中なか村むら貯たま子こさん、南みなみ十じゆう字じ星せいさん、葉は月づき翼つばささん、猫ねこ猫びよう猫ねこさん、比ひ村むら奇き石せきさん、山やま田だ孝こう太た郎ろうさん、木き谷や椎しいさん。

　アニメシリーズを手がけて下さった伊い藤とう智とも彦ひこ監督、キャラクターデザインの足あ立だち慎しん吾ごさんと川かわ上かみ哲てつ也やさん、アクション作画監督の鹿しか間ま貴たか裕ひろさん、Ａ─１ピクチャーズの皆様をはじめ多くのスタッフ様、プロデューサーの岩いわ上かみ敦あつ宏ひろさん、大おお澤さわ信のぶ博ひろさん、柏かしわ田だ真しん一いち郎ろうさん、加か藤とう淳じゆんさん、丹に羽わ将まさ己みさん。キリト役の松まつ岡おか禎よし丞つぐさん、アスナ役の戸と松まつ遥はるかさん、リーファ役の竹たけ達たつ彩あや奈なさん、シノン役の沢さわ城しろみゆきさんほか、キャストの皆様。テーマソングを歌って下さったＬｉＳＡさん、藍あお井いエイルさん、春はる奈なるなさん。音響監督の岩いわ浪なみ美よし和かずさん、音響効果の今こん野の康やす之ゆきさん、音楽の梶かじ浦うら由ゆ記きさん。

　たくさんのゲームを作って下さった二ふた見み鷹よう介すけさん、河合かわい泰やす一かずさん。ラジオやイベントを盛り上げて下さった鷲わし崎ざき健たけしさん。

　担当編集者の三み木き一かず馬まさんと土つち屋や智とも之ゆきさん。ミニマップ等を描いて下さった来くる栖す達たつ也やさん。素晴らしいイラストの数々で物語を彩って下さったａｂｅｃさん。

　そして最後に、物語をここまで追いかけて下さった全ての読者さんに、心よりの感謝を。

　本当にありがとうございました。これからもＳＡＯシリーズをよろしくお願いいたします。





二〇一六年七月某日　　　　川かわ原はら 礫れき
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川かわ原はら 礫れき

この18巻の作業はとても大変で、ソロクエストなんてやってる場合じゃねえ！　という感じだったんですが、よく考えたら原稿書きほど孤独なクエストもないな！　と思ったので１レベルアップです。今後もソロでレベル上げ頑張ります！
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「川原 礫先生」係

「abec先生」係
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本書は著者の公式ウェブサイト『Word Gear』にて掲載されていた小説に加筆・修正したものです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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